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（１） 本マニュアルの内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを禁じます。

（２） 本マニュアルの内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがあり
ますので、予めご了承ください。

（３） 本マニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお
気付きのことがありましたら、お手数ですが巻末記載の当社支店または営業所までご連
絡ください。その際、巻末記載のマニュアル No.も併せてお知らせください。

DeviceNetは、ODVA（Open DeviceNet Vendor Association）の登録商標です。

おことわり

著作権・商標について
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はじめに

このたびは、DeviceNetスレーブをお買い上げいただきまして、ありがとうございま

す。

DeviceNet スレーブは、当社の高度な制御技術と豊富な経験を元に開発された、

DeviceNet準拠のスレーブユニットです。

機能・性能などを十分ご理解いただき、DeviceNetマスタと併せて、システム構成に

ご活用ください。

●対象となる読者の方々
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。

電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で

・FA機器の導入を担当される方

・FAシステムを設計される方

・FA機器を設置、接続される方

・FA現場を管理される方

●お願い
・本マニュアルは、DeviceNetスレーブを使用する上で、必要な情報を記載していま

す。お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。ま

た、お読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお

使いください。

●「ご使用に際してのご承諾事項」について
1.保証内容

①保証期間

当社商品の保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後 1 年といたしま

す。

②保証範囲

上記保証期間中に当社側の責により当社商品に故障を生じた場合は、代替品の

提供または故障品の修理対応を、製品の購入場所において無償で実施いたしま

す。

ただし、故障の原因が次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外いた

します。

a）カタログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件・環境・取扱い

ならびにご使用による場合

b）当社商品以外の原因の場合

c）当社以外による改造または修理による場合

d）当社商品本来の使い方以外の使用による場合

e）当社出荷当時の科学・技術の水準では予見できなかった場合

f）その他、天災、災害など当社側の責ではない原因による場合

なお、ここでの保証は、当社商品単体の保証を意味するもので、当社商品の故

障により誘発される損害は保証の対象から除かれるものとします。

2.責任の制限

①当社商品に起因して生じた特別損害、間接損害、または消極損害に関しては、

当社はいかなる場合も責任を負いません。

②プログラミング可能な当社商品については当社以外の者が行ったプログラム、

またはそれにより生じた結果について当社は責任を負いません。
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3.適合用途の条件

①当社商品を他の商品と組み合わせて使用される場合、お客様が適合すべき規

格・法規または規制をご確認ください。また、お客様が使用されるシステム、

機械、装置への当社商品の適合性は、お客様自身でご確認ください。これらを

実施されない場合は、当社は当社商品の適合性について責任を負いません。

②下記用途に使用される場合、当社営業担当者までご相談のうえ仕様書などによ

りご確認いただくとともに、定格・性能に対し余裕を持った使い方や、万一故

障があっても危険を最小にする安全回路などの安全対策を講じてください。

a）屋外の用途、潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカタ

ログ・取扱説明書などに記載のない条件や環境での使用

b）原子力制御設備、焼却設備、鉄道・航空・車両設備、医用機械、娯楽機械、

安全装置、および行政機関や個別業界の規制に従う設備

c）人命や財産に危険が及びうるシステム・機械・装置

d）ガス、水道、電気の供給システムや 24 時間連続運転システムなど高い信頼

性が必要な設備

e）その他、上記ａ）～ｄ）に準ずる、高度な安全性が必要とされる用途

③お客様が当社商品を人命や財産に重大な危険を及ぼすような用途に使用される

場合には、システム全体として危険を知らせたり、冗長設計により必要な安全

性を確保できるよう設計されていること、および当社商品が全体の中で意図し

た用途に対して適切に配電・設置されていることを必ず事前に確認してくださ

い。

④カタログなどに記載されているアプリケーション事例は参考用ですので、ご採

用に際しては機器・装置の機能や安全性をご確認のうえ、ご使用ください。

⑤当社商品が正しく使用されずお客様または第三者に不測の損害が生じることが

ないよう使用上の禁止事項および注意事項をすべてご理解のうえ守ってくださ

い。

4.仕様の変更

カタログ・取扱説明書などに記載の商品の仕様および付属品は改善またはその他

の事由により、必要に応じて、変更する場合があります。当社営業担当者までご

相談のうえ当社商品の実際の仕様をご確認ください。

5.サービスの範囲

本製品の価格には、技術者派遣などのサービス費用は含まれておりません。

お客様のご要望がございましたら、当社営業担当者までご相談ください。

6.適用範囲

以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。

●海外でのご使用について
本製品の内、外国為替及び外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は

技術）に該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出

許可、承認（又は役務取引許可）が必要です。
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安全上のご注意

●安全に使用していただくための表示と意味について
本マニュアルでは、DeviceNetスレーブを安全に使用していただくために、注意事項

を次のような表示と図記号で示しています。ここで示した注意事項は、安全に関す

る重大な内容を記載しています。必ず守ってください。

表示と意味は次のとおりです。

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、�
軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場合には�
重傷や死亡に至る恐れがあります。�
また、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが�
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、�
時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あるいは�
物的損害を受ける恐れがあります。�

安全上の要点�
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。

使用上の注意�
製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施ま

たは回避すべきことを示します。

本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。
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●図記号の説明

記号は、禁止を意味しています。

具体的な内容は、 の中と文章で示します。

左図の場合は、「分解禁止」を表します。

△ 記号は、注意（警告を含む）を意味しています。

具体的な内容は、△ の中と文章で示します。

左図の場合は、「感電注意」を表します。

△ 記号は、注意（警告を含む）を意味しています。

具体的な内容は、△ の中と文章で示します。

左図の場合は、「破裂注意」を表します。

△ 記号は、注意（警告を含む）を意味しています。

具体的な内容は、△ の中と文章で示します。

左図の場合は、「一般的な注意」を表します。

● 記号は、強制を意味しています。

具体的な内容は、● の中と文章で示します。

左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。

通電中は、ユニットを分解したり内部に触れたりしな
いでください。
感電の恐れがあります。
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安全上の要点

• 信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセ
ーフ対策を施してください。

• 安全のために、インターロック回路、リミット回路などを、必ず PCの外部回路
に組み込んでください。

• 本マニュアルで指定した電源電圧で使用してください。

• 電源事情が悪い場所では、定格の電圧（や周波数）の電源を供給できるようにし
てご使用ください。

• 外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。

• 強い高周波ノイズを発生する機器から離して取り付けてください｡

• 据え付け工事の際には、必ず D種接地（第 3種接地）をしてください。

• 次のことを行うときは、PC本体やスレーブの電源、通信用の電源を OFFにして
ください。
・電源ユニット、I/Oユニットなどの各種ユニットや CPUユニット、メモリカセ
ット、マスタユニットの着脱

・リモート I/Oターミナル（3段端子台タイプ）の回路部の着脱
・装置の組み立て
・ディップスイッチやロータリスイッチの設定
・ケーブルの接続、配線

• 本製品を、分解して修理、改造しないでください。

• 製品を落下させたり、異常な振動・衝撃を与えないでください。

• 端子台のねじは、マニュアルで指定した規定トルクで締めてください。ねじがゆ
るむと、発火、誤動作、故障の原因となります。

• PC のベース取り付けねじ、スレーブの取り付けねじ、ケーブルの取り付けねじ
は、マニュアルで指定した規定トルクで締めてください。

• ラベルを付けたまま配線してください。

• 配線後は、放熱のため必ずラベルを外してください。

• 配線は、圧着端子を付けてください。撚り合わせただけの電線を直接、端子台に
接続しないでください。

• 配線を十分に確認してから通電してください。

• 端子の極性、通信路と電源の配線、および I/O渡し時の電圧仕様は正しく行って
ください。間違われた場合、故障の原因となります。

• 正しく配線してください。

• 端子台を十分に確認してから装着してください。

• 端子台、通信ケーブルなどロック機構のあるものは、必ずロックしていることを
確認してから使用してください。

• ユニットを輸送するときは、専用の梱包箱を使用してください。また、輸送中に
過度な振動や衝撃が加わらないように注意してください。

• 作成したユーザプログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してく
ださい。

• 通信ケーブルの配線時には、以下の注意をお守りください。
・通信ケーブルは、動力線、高圧線から離してください。
・通信ケーブルを折り曲げないでください。
・通信ケーブルを過度に引っ張らないでください。
・通信ケーブルに重いものを乗せないでください。
・通信ケーブルは、必ずダクト内に配線してください。
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• 運転時には、必ずスキャンリスト有効モードで使用してください

• リモート I/Oの自由割付を設定したユニットのスキャンリストをクリアする場合
は、I/O エリアが固定割付エリアに変更されても問題がないことを確認してから
行ってください。

• 動作中のネットワークに新たなノードを追加する場合は、通信速度が一致してい
ることを確認してから行ってください。

• 耐環境スレーブは IP66または IP67の保護構造となっていますが、常時水没させ
ての使用はしないでください。
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EC指令への適合について

［対応指令］
・EMC指令
・低電圧指令

［対応の考え方］
EMC指令：

オムロンの EC 指令適合商品は各種機械、製造装置に組み込まれ使用され
る電気機器であるため、組み込んだ機械・装置がより容易に EMC規格に適
合できるように、関連する EMC規格の適合を図っています。よって、商品
自身についての EMC規格への適合性については確認できますが、お客様の
使用状態での適合性確認はできません。
EMCの性能は EC指令適合商品を組み込んだ機器・制御盤の構成、配線状
態、配置状態などにより変化しますので、機械・装置全体での最終的な EMC

適合性の確認は、お客様自身で実施していただくようにお願いいたします。
低電圧指令：

電源電圧50VAC～1000VACおよび75VDC～1500VDCで動作する機器に対
し、必要な安全性が確保されていることを求めています。
適用規格は EN61131-2となります。

［EC指令への適応について］
DeviceNetの EC指令適合品は、設置するにあたり、以下の注意が必要です。
1. DeviceNet ユニットは盤内蔵型として定義されるため、必ず制御盤内に設置して
ください。

2. 通信電源、内部電源、I/O電源として使用する DC電源は、強化絶縁、または二重
絶縁されたものを使用してください。

3. DeviceNetの EC指令適合品は、共通エミッション規格（EN61000-6-4）に適合し
ていますが、特に Radiated emission（10m法）に関しては、ご使用になる制御盤
の構成、接続される他の機器との関係、配線等により変化することがあります。
したがって、EC指令適合品である DeviceNetをご使用の場合でも、お客様にて機
械・装置全体で EC指令適合性を確認・対応していただく必要があります。

4. DRT1シリーズの EC指令適合品は電源配線 10m未満、I/O配線 30m未満の構成
で適合性を確認しています。

以下に、ノイズを減衰するための対策例の一例を示します。

（1） DeviceNetマスタユニットから 10cm以内の通信ケーブルにフェライトコアを装
着すると、通信ケーブルからの放射ノイズを減衰させることができます。
　　フェライトコア（データラインフィルタ）：LF130B（Easy magnet社製）

インピーダンス仕様

25MHz 100MHz
105Ω 190Ω

30mm

31.5mm

32mm

13mm

（2）制御盤は、できるだけ太く短い電線で、確実に D種接地（第 3種接地）してく
ださい。

（3） DeviceNet通信ケーブルは、できるだけ短い電線で、確実に D 種接地（第 3 種
接地）してください。
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使用上の注意

• 本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。

• 次のような環境には設置しないでください。
・日光が直接当たる場所

・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所

・温度の変化が急激で結露するような場所

・腐食性ガス、可燃性ガスのある場所

・ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所

・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所（一般スレーブ、高機能スレーブ）

　酸、薬品などの飛沫がかかる場所（耐環境スレーブ）

・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

• 次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。
・静電気などによるノイズが発生する場所

・強い電界や磁界が生じる場所

・放射能を被曝する恐れのある場所

・電源線が近くを通る場所
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マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂記号は、裏表紙の左下に記載されている Man.No.の後尾に付記され

ています。

Man.No.    SBCD-305H

改訂記号�

改訂記号 改訂日 改訂ページ・内容

－ 1998年 6月 初版印刷

B 1999年 8月 誤り修正

C 2001年 4月 下記スレーブの追加に伴う全面改訂
形 DRT1-ID16T（-1）、 形 DRT1-ID16TA（-1）、

形 DRT1-OD16T（-1）、 形 DRT1-OD16TA（-1）、

形 DRT1-MD16T（-1）、 形 DRT1-MD16TA（-1）、

形 DRT1-MD16、 形 DRT1-ID32ML（-1）、

形 DRT1-OD32ML（-1）、形 DRT1-MD32ML（-1）、

形 DRT1-ID04CL（-1）、 形 DRT1-ID08CL（-1）、

形 DRT1-HD16C（-1）、 形 DRT1-OD04CL（-1）、

形 DRT1-OD08CL（-1）、 形 DRT1-WD16C（-1）、

形 DRT1-MD16C-1、 形 DRT1-B7AC

D 2002年 7月 誤り修正、説明追加

E 2003年 9月 誤り修正、安全に関するご注意の追加および変更、

説明追加

F 2005年10月 誤り修正、説明追加

G 2008年 5月 誤り修正

H 2010年 4月 誤り修正
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マニュアル構成

DeviceNetに関わるマニュアルには、次のものがあります。

DeviceNetユーザーズマニュアル （SCCC-308□）

DeviceNetネットワークの構成や接続形態などについて説明しています。

ネットワークで使用するケーブルやコネクタなどの接続関連機器の取り付け方法や

仕様、通信電源の供給方法の詳細についても記載しています。

DeviceNetを使用する場合は、あらかじめこのマニュアルを用意し、十分に理解した

うえでご使用ください。

DeviceNetマスタユニット ユーザーズマニュアル （SBCD-312□）

C200HX/HG/HE/HS用、CVM1/CVシリーズ用マスタユニットの種類や仕様、機能、

使用方法などの詳細について説明しています。

DeviceNet を使用する場合は、「DeviceNet ユーザーズマニュアル」と併せて、十分

ご理解のうえ、DeviceNetをご使用ください。

CS/CJシリーズ用DeviceNetユニット ユーザーズマニュアル （SBCD-314□）

CS/CJシリーズ用マスタユニットの種類や仕様、機能、使用方法などの詳細について

説明しています。

DeviceNet を使用する場合は、「DeviceNet ユーザーズマニュアル」と併せて、十分

ご理解のうえ、DeviceNetをご使用ください。

DeviceNet DRT1シリーズ スレーブマニュアル （本書）

DeviceNetスレーブの種類や機能、仕様、使用方法などの詳細について記載していま

す。

「DeviceNetユーザーズマニュアル」や、「DeviceNetマスタユニット　ユーザーズマ

ニュアル」、「CS/CJシリーズ用 DeviceNetユニット　ユーザーズマニュアル」と併

せて、十分ご理解のうえ、DeviceNetをご使用ください。

DeviceNet DRT2シリーズ スレーブマニュアル （SBCD-324□）

DeviceNetスレーブの種類や機能、仕様、使用方法などの詳細について記載していま

す。

「DeviceNetユーザーズマニュアル」や、「DeviceNetマスタユニット　ユーザーズマ

ニュアル」、「CS/CJシリーズ用 DeviceNetユニット　ユーザーズマニュアル」と併

せて、十分ご理解のうえ、DeviceNetをご使用ください。

DeviceNetコンフィグレータ Ver.2.□ オペレーションマニュアル （SBCD-316□）

DeviceNetコンフィグレータを使用すると、リモート I/Oエリアの自由な割り付けを

行うことができます。また、複数台のマスタユニットを 1台の PC本体に装着したり、

1つの DeviceNetネットワーク内に複数台のマスタを接続して、個別にリモート I/O

通信を行ったりすることができます。

DeviceNet コンフィグレータのオペレーションマニュアルでは、DeviceNet コンフィ

グレータの使用法について説明しています。DeviceNetコンフィグレータご使用時に、

必要に応じて参照してください。
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DeviceNetマルチプルI/Oターミナル マニュアル （SBCD-306□）

DeviceNetマルチプル I/Oターミナルの種類や機能、仕様、使用方法などの詳細につ

いて記載しています。

「DeviceNet ユーザーズマニュアル」や各マスタユニットのユーザーズマニュアルと

併せて、十分ご理解のうえ、DeviceNetをご使用ください。
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第５章　耐環境スレーブ
防塵・防水性能を高めたスレーブ（耐環境ターミナル：IP66、防水型ターミナル：IP67）の、各部の名称や、端子の配置、
配線方法などについて説明しています。また、耐環境スレーブで共通の仕様や、通信ケーブルの接続方法については章の冒
頭で、スレーブの設定についてはスレーブ種別ごとの冒頭で、取り付け・配線方法についてはスレーブ種別ごとの最後で説
明しています。

本書の構成

第１章　特長とシステム構成
DeviceNetの特長やシステム構成、ユニットの種類など、DeviceNet全体の概要について説明しています。

第２章　サンプルシステムでの立ち上げ
DeviceNetを使用できるようにするまでの手順を、例を使って説明しています。簡単なシステムであれば、説明に従って作

業することで、動作確認まで行うことができます。基本スレーブの動作確認用の簡単なプログラム例も記載しています。

第３章　スレーブ共通の仕様
全スレーブに共通している通信仕様や、通信 LED表示について説明しています。

第４章　一般スレーブ
通常のスレーブ（一般スレーブ）の、各部の名称や、端子の配置などについて説明しています。また、一般スレーブで共通

の仕様や、通信ケーブルの接続方法については章の冒頭で、スレーブの設定についてはスレーブ種別ごとの冒頭で、取り付

け・配線方法についてはスレーブ種別ごとの最後で説明しています。

第６章　高機能スレーブ
メッセージ機能により高度な制御を行えるスレーブ（高機能スレーブ）の、各部の名称や、端子の配置、配線方法などにつ

いて説明しています。また、高機能スレーブを使用するためのプログラム例も記載しています。Explicitメッセージ機能を

使用した、より高度な使用を行う際の参考としてください。

第７章　通信タイミング
リモート I/O 通信機能やメッセージ通信機能使用時の、応答時間や伝送遅延時間など、通信の詳細について説明していま

す。厳密な入出力タイミングが必要な場合の参考としてください。

第８章　異常時の処置とメンテナンス
異常発生時の処置や、日常の点検などを行う方を対象に、トラブルシューティングや、点検方法について記載しています。

異常に対する迅速な処置が行えるように、マスタの取扱説明書と併せて、あらかじめよくお読みください。

付録
ディップスイッチによるノードアドレス設定の一覧表や、マルチベンダ環境で必要となる設定用ファイル（EDSファイル）

の取り扱い、スレーブのデバイスプロファイル、スレーブ・接続関連製品の一覧を記載しています。
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1-1　DeviceNetの概要

DeviceNetは、オープンフィールドネットワーク DeviceNetに準拠した、マシン/ライ

ン制御レベルの、制御と情報が混在した多ビット系のマルチベンダネットワークで

す。次のような特長があります。

■DeviceNetの特長

マルチベンダネットワーク

オープンフィールドネットワーク DeviceNetに準拠しているため、他社製のデバイス

（マスタまたはスレーブ）を接続することができます。バルブや各種センサなどの

DeviceNet対応商品と組み合わせれば、フィールドレベルのさまざまなアプリケーシ

ョンに対応できます。

オムロン製�
マスタユニット� 他社製マスタ�

オムロン製スレーブ� 他社製�
スレーブ�

オムロン製�
コンフィグレータ�

DeviceNetネットワーク�

リモート I/Oとメッセージサービスを同時に実現

PC本体とスレーブの間の常時 I/O 交換であるリモート I/O 機能と、必要時に PC 本

体がデータを送受信するメッセージ通信を同時に実行することができます。これに

より、DeviceNetネットワークを敷設しておけば、ビット情報とデータ（メッセージ）

情報を自在に送受信する必要のあるアプリケーションにも柔軟に対応できます。な

お、メッセージ通信はオムロン製 FINSコマンド以外に、DeviceNet Explicitメッセー

ジの発行も可能です。

オムロン製�
マスタユニット�

スレーブ�

オムロン製�
コンフィグレータ�

DeviceNet�
ネットワーク�

リモートI/O通信�

メッセージ通信�

オムロン製�
マスタユニット�



1-1　DeviceNetの概要

1-3

１
特
長
と
シ
ス
テ
ム
構
成

複数の PCをネットワーク上に接続可能

コンフィグレータ（別売）を使用すれば、1つのネットワーク上に複数のマスタユニ

ットを接続可能。PC－PC 間のメッセージ通信と、複数グループの、PC－スレーブ

間のリモート I/O通信を実現可能。これにより、DeviceNetをいわば共通バスとして、

各種制御を省配線で統合することができます。

オムロン製�
マスタユニット�

スレーブ�

オムロン製�
コンフィグレータ�

リモートI/O通信�

メッセージ通信�

スレーブ�

オムロン製�
マスタユニット�

リモートI/O通信�

オムロン製�
マスタユニット�

メッセージ通信� DeviceNet�
ネットワーク�

複数のマスタユニットで多点制御、ライン増設に対応

コンフィグレータ（別売）を使用すれば、1つの PC本体上に複数のマスタユニット

を装着し、多点数のリモート I/Oの制御が可能です。さらに、ラインの増設などにも

容易に対応できます。

オムロン製�
マスタユニット�

スレーブ�

オムロン製�
コンフィグレータ�

スレーブ�

オムロン製�
コンフィグレータ�スレーブ� スレーブ�
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自在なリモート I/O割り付けが可能

コンフィグレータ（別売）を使用すれば、リモート I/O割り付けを自由なエリアに自

由なノードアドレス順に設定可能。これにより、アプリケーションに応じた適切な

エリア割り付けが可能となり、プログラミングを容易にし、PCのエリアを効率的に

利用できます。

オムロン製�
マスタユニット�

オムロン製�
コンフィグレータ�

自由な割り付け�

OUTエリア�
アドレス01

INエリア�

アドレス�
00

アドレス�
01

アドレス�
02

アドレス�
03

アドレス�
04

アドレス03
アドレス00

アドレス04
アドレス02

さまざまな応答速度のスレーブに対応

コンフィグレータ（別売）を使用すれば、通信サイクル時間を設定可能。これによ

り、応答速度の遅いスレーブにも対応できます。

オムロン製�
マスタユニット�

オムロン製�
コンフィグレータ�

通信サイクル時間の設定�

一定間隔でリモートI/O通信�

多彩な接続方式で、ラインの増設/変更にも柔軟対応

マルチドロップ以外に、3分岐までのマルチ分岐、支線分岐が可能。これらの組み合

わせで、フロア構成に合わせた自由度の高いシステムを構築可能です。

幹線のマルチドロップ� 幹線のT分岐マルチ支線分岐�

支線�

幹線�

支線分岐�
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■全体システム構成

入力用�
リモート�
アダプタ�
（リレーター�
ミナルと組み�
合わせて使用）�

出力用�
リモートI/O�
ターミナル�

ソレノイド、�
バルブなど�

DeviceNet�
マスタユニット�
・CS/CJシリーズ用�
　　形CS1W-DRM21（-V1）/形CJ1W-DRM21�
・CVM1/CVシリーズ用�
　　形CVM1-DRM21-V1�

・SYSMAC αシリーズ、C200HS用�
　　形C200HW-DRM21-V1

：T分岐タップまたは�
　マルチドロップ方式�
　（下記参照）�

DeviceNet�
コンフィグレータ�
（パソコン）�

ソレノイド、�
バルブなど�

出力用�
リモート�
アダプタ�
（リレーター�
ミナルと組み�
合わせて使用）�

入力用�
リモートI/O�
ターミナル�

光電、近接、�
リミットスイッチなど�

センサ�
ターミナル�

コネクタ付き�
光電/近接センサ�

光電、近接、�
リミットスイッチなど�

耐環境�
ターミナル�
（入力、出力、�
入出力混在）�

光電、近接、�
リミットス�
イッチなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

CQM1
CQM1�
I/Oリンク�
ユニット�

●各スレーブの特長
［一般スレーブ］
・リモート I/Oターミナル
・通常の 2 段端子台タイプ（M3）による汎用の入力、出力
または入出力混在ターミナル
以下の機種を用意
　8点トランジスタ入力タイプ
　16点トランジスタ入力タイプ
　8点トランジスタ出力タイプ
　16点トランジスタ出力タイプ
　16点（8点入力/8点出力）トランジスタ入出力タイプ

・3 段端子台タイプ（M3）による汎用の入力、出力または
入出力混在ターミナル
以下の機種を用意
　16点トランジスタ入力タイプ
　16点トランジスタ出力タイプ
　16点（8点入力/8点出力）トランジスタ入出力タイプ

・MILタイプコネクタによる汎用の入力、出力または、入出
力混在ターミナル
以下の機種を用意
　32点トランジスタ入力タイプ
　32点トランジスタ出力タイプ
　32点（16点入力/16点出力）トランジスタ入出力タイプ

・リモートアダプタ
・形 G70Dリレーターミナルなどと組み合わせることで、リ
レー出力、パワーMOSFET リレー出力が可能な小型リモ
ートアダプタ
以下の 2機種を用意
　16点トランジスタ入力タイプ
　16点トランジスタ出力タイプ

・センサターミナル
・コネクタ付き光電/近接センサを入力
・16点入力タイプ、8点入力/8点出力タイプ
・出力信号で、センサのティーチングや外部診断が可能

●各マスタの特長
・マスタユニット
・当社製 PC（CS/CJシリーズ、CVM1/CVシリーズ、SYSMAC
αシリーズ、C200HS）と各スレーブ間でリモート I/O機
能を実現

・当社製 PC間、および当社製 PC－他社製マスタ/スレーブ
間でメッセージサービス機能を実現

・VMEマスタボード
・VMEシステムと各スレーブ間でリモート I/O機能を実現

・オープンネットワークコントローラ
・Ethernetを通して情報系システムに容易に接続

●コンフィグレータの特長
・リモート I/Oの自由割り付けを実現
・PC本体上に複数のマスタユニット装着を実現
・ネットワーク上に複数のマスタユニット接続を実現
・ネットエックスサーバを用いれば、DeviceNet上の各種 I/O
データのモニタリング・変更やロギングを容易に実現
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温度入力�
ターミナル�

熱電対、�
測温抵抗体�

RS232C�
ユニット�

バーコードリーダ�
など�

DeviceNet�
マスタユニット�
（注）�

注：1ネットワーク上に複数台のマスタを�
　　接続する場合は、DeviceNetコンフィグ�
　　レータが必要です。�

入力� 出力�

マルチプルI/Oターミナル�

C200H I/Oリンク�
ユニット�

DRT1 - COM
COMMUNICATION UNIT

MS NS TS

No.

321

GT1 - ID16 DIGITAL UNIT

TS

IN

0 151 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

1716151413121110987654321

C

B

A

GT1 - ID16MX DIGITAL UNIT

0

IN
TS 71 2 3 4 5 6

8 159 10 11 12 13 14

21

GT1 - AD08MX ANALOG UNIT IN
TS

21

PWR U.ERR

GT1 - DA04MX ANALOG UNIT OUT
TS

21

PWR U.ERR

出力� 入力�

アナログ出力�
ターミナル�

アナログ入力�
ターミナル�

1～5V、�
4～20mAなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

DeviceNet（CompoBus/D）�
マスタユニット�
・CS1シリーズ用�
　　形CS1W-DRM21-V1�
・CVM1/CVシリーズ用�
　　形CVM1-DRM21-V1�

・SYSMAC αシリーズ、C200HS用�
　　形C200HW-DRM21-V1

［耐環境スレーブ］
・耐環境ターミナル
・IP66 の耐スパッタ、耐水、耐油性能を高めた入出力ター
ミナル。丸型防水コネクタ接続方式のセンサやバルブを工
具不要で接続可能
以下の機種を用意
　8点トランジスタ入力タイプ
　16点トランジスタ入力タイプ
　8点トランジスタ出力タイプ
　16点トランジスタ出力タイプ
　16点（8点入力・8点出力）トランジスタ入出力タイプ

・形 DRT1-□□□□C（-1） ：IP66

・防水型ターミナル
・IP67 の耐水、耐油性能を高めた入出力ターミナル。丸型
防水コネクタ接続方式のセンサやバルブを工具不要で接
続可能
以下の機種を用意
　4点トランジスタ入力タイプ
　8点トランジスタ入力タイプ
　4点トランジスタ出力タイプ
　8点トランジスタ出力タイプ

・形 DRT1-□□□□CL（-1）：IP67

・B7ACインタフェースターミナル
・IP66 の耐スパッタ、耐水、耐油性能を高めた入力ターミ
ナル。

・B7A用 FAコネクタを 3ポート装備し、10点×3ポートの
入力。

［マルチプル I/Oターミナル］
・複数の専用の I/Oユニットを組み合わせて、1台のスレー
ブとして扱うことができるスレーブ

・アナログ入出力、高速カウンタなどの高機能な I/Oユニッ
トも用意

・温度入力ターミナル
・温度データをバイナリデータで4点入力
・熱電対入力タイプ、測温抵抗体入力タイプ

・アナログ入力ターミナル
・アナログ入力をバイナリデータに変換する入力ターミナ
ル

・アナログ入力点数をディップスイッチにより切り替え可
能（4点入力または 2点入力）

・以下の入力レンジに対応
0～5V、1～5V、0～10V、－10～＋10V、0～20mA、
4～20mA

・アナログ出力ターミナル
・バイナリデータをアナログ出力に変換する出力ターミナ
ル

・以下の出力レンジに対応
1～5V、0～10V、－10～＋10V、0～20mA、4～20mA

・6000分解能タイプ、30000分解能タイプを用意

・CQM1 I/Oリンクユニット
・CQM1に複数台装着可能
・16点入力/16点出力を使用して、マスタユニットを装着し
た PCと簡単に I/Oリンクが可能

［高機能スレーブ］
・C200H I/Oリンクユニット
・SYSMAC αシリーズに装着し、CPUユニットの任意のエ
リアを、マスタから自由に読み書きできるようにする、高
機能タイプのスレーブ

・読み出し用・書き込み用のエリアを、それぞれ最大 512
点（32CH）のエリアに指定可能

・DeviceNet の Explicit メッセージにより、任意のエリアの
読み書きも可能

・RS232Cユニット
・RS-232Cポートを 2ポート持ち、マスタから入出力を制御
できる、高機能タイプのスレーブ
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■スレーブ一覧

DeviceNetのスレーブは以下のように分類することができます。

・一般スレーブ ：通信ケーブルの接続に通常のコネクタを使用する I/Oの入出

力機能を持ったスレーブ

・耐環境スレーブ ：通信ケーブルの接続に丸型防水コネクタを使用する I/Oの入

出力機能を持ったスレーブ

・高機能スレーブ ：通信ケーブルの接続に通常のコネクタを使用する I/Oの入出

力以外の機能（メッセージ通信機能など）持つスレーブ

ス
レ
ー
ブ
種
別

通
信
ケ
ー
ブ
ル

名称 外観 I/O 点数 形式 特長

入力 8点（NPN 対応） 形 DRT1-ID08
入力 8点（PNP 対応） 形 DRT1-ID08-1
入力 16 点（NPN 対応） 形 DRT1-ID16
入力 16 点（PNP 対応） 形 DRT1-ID16-1
出力 8点（NPN 対応） 形 DRT1-OD08
出力 8点（PNP 対応） 形 DRT1-OD08-1
出力 16 点（NPN 対応） 形 DRT1-OD16
出力 16 点（PNP 対応） 形 DRT1-OD16-1

リモートI/O ターミナル
（トランジスタタイプ）

入力 8点・出力 8点
（NPN 対応）

形 DRT1-MD16

入力 16 点（NPN 対応） 形 DRT1-ID16T
入力 16 点（PNP 対応） 形 DRT1-ID16T-1
入力 16 点（NPN 対応） 形 DRT1-ID16TA
入力 16 点（PNP 対応） 形 DRT1-ID16TA-1
出力 16 点（NPN 対応） 形 DRT1-OD16T
出力 16 点（PNP 対応） 形 DRT1-OD16T-1
出力 16 点（NPN 対応） 形 DRT1-OD16TA
出力 16 点（PNP 対応） 形 DRT1-OD16TA-1
入力 8点・出力 8点
（NPN 対応）

形 DRT1-MD16T

入力 8点・出力 8点
（PNP 対応）

形 DRT1-MD16T-1

入力 8点・出力 8点
（NPN 対応）

形 DRT1-MD16TA

リモートI/O ターミナル
（トランジスタ・3 段端
子台タイプ）

入力 8点・出力 8点
（PNP 対応）

形 DRT1-MD16TA-1

・配線が容易（共締めな
し、配線箇所がわかり
やすい）
・形 DRT1-□D16TA（-1）
は、内部回路用の別電
源不要（通信電源と共
用）

入力 32 点（NPN 対応） 形 DRT1-ID32ML
入力 32 点（PNP 対応） 形 DRT1-ID32ML-1
出力 32 点（NPN 対応） 形 DRT1-OD32ML
出力 32 点（PNP 対応） 形 DRT1-OD32ML-1
入力 16 点・出力 16 点
（NPN 対応）

形 DRT1-MD32ML

リモートI/O ターミナル
（トランジスタ・コネク
タタイプ）

入力 16 点・出力 16 点
（PNP 対応）

形 DRT1-MD32ML-1

・小型（W35×D60×H80mm）
・MIL 対応ケーブルを介
してリレーターミナル
と接続可能
・内部回路用の別電源不
要（通信電源と共用）

入力 16 点（NPN 対応） 形 DRT1-ID16X
入力 16 点（PNP 対応） 形 DRT1-ID16X-1
出力 16 点（NPN 対応） 形 DRT1-OD16Xリモートアダプタ

出力 16 点（PNP 対応） 形 DRT1-OD16X-1

・小型（W85×D50×H40mm）
・形 G70D リレーターミ
ナルと接続して、リレ
ー出力、パワーMOS FET
リレー出力可能

入力 16 点（NPN 対応） 形 DRT1-HD16S

一
般
ス
レ
ー
ブ

通
常
の
角
型
コ
ネ
ク
タ

センサターミナル 入力 8点・出力 8点
（NPN 対応）

形 DRT1-ND16S
・コネクタ付き光電/近
接センサを接続
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ス
レ
ー
ブ
種
別

通
信
ケ
ー
ブ
ル

名称 外観 I/O 点数 形式 特長

熱電対入力 4点 形 DRT1-TS04T

温度入力ターミナル
測温抵抗体入力 4点 形 DRT1-TS04P

・熱電対入力
・測温抵抗体 Pt 入力

アナログ入力 4点、または
2点（切り替え可能）

形 DRT1-AD04

・対応レンジ：1～5V、0～
5V、0～10V、－10～＋
10V、0～20mA、4～20mA
入力（切り替え可）
・6000 分解能

アナログ入力ターミナル

アナログ入力 4点 形 DRT1-AD04H

・対応レンジ：1～5V、0～
5V、0～10V、0～20mA、4
～20mA 入力（切り替え
可）
・30000 分解能

アナログ出力ターミナル アナログ出力 2点 形 DRT1-DA02

・対応レンジ：1～5V、0
～10V、－10～＋10V、0
～20mA、4～20mA 出力
（切り替え可）
・6000 分解能

一
般
ス
レ
ー
ブ

通
常
の
角
型
コ
ネ
ク
タ

CQM1 I/O リンクユニット 入力 16 点、出力 16 点 形 CQM1-DRT21
・PC－PC 間でリモート
I/O 通信

入力 4点（NPN 対応） 形 DRT1-ID04CL
入力 4点（PNP 対応） 形 DRT1-ID04CL-1
入力 8点（NPN 対応） 形 DRT1-ID08CL
入力 8点（PNP 対応） 形 DRT1-ID08CL-1
出力 4点（NPN 対応） 形 DRT1-OD04CL
出力 4点（PNP 対応） 形 DRT1-OD04CL-1
出力 8点（NPN 対応） 形 DRT1-OD08CL

防水型ターミナル

出力 8点（PNP 対応） 形 DRT1-OD08CL-1

・耐環境性を考慮した防
塵 防 滴 構 造 を 実 現
（IP67）
・形 XS2 シリーズコネク
タ接続方式のセンサ、
バルブなどを、工具不
要で接続可能

入力 8点（NPN 対応） 形 DRT1-ID08C
出力 8点（NPN 対応） 形 DRT1-OD08C
入力 16 点（NPN 対応） 形 DRT1-HD16C
入力 16 点（PNP 対応） 形 DRT1-HD16C-1
出力 16 点（NPN 対応） 形 DRT1-WD16C
出力 16 点（PNP 対応） 形 DRT1-WD16C-1
入力 8点・出力 8点
（NPN 対応） 形 DRT1-MD16C

耐環境ターミナル

入力 8点・出力 8点
（PNP 対応） 形 DRT1-MD16C-1

・耐環境性を考慮した、
耐スパッタ、および防
塵 防 滴 構 造 を 実 現
（IP66）
・形 XS2 シリーズコネク
タ接続方式のセンサ、
バルブなどを、工具不
要で接続可能

耐
環
境
ス
レ
ー
ブ

丸
型
の
通
信
コ
ネ
ク
タ

B7AC インタフェース
ターミナル

入力 10 点×3 形 DRT1-B7AC

・1ユニット B7AC を 3分
岐可能
・形 XS2 シリーズのコネ
クタ接続により、工具
不要で接続可能
・耐環境性を考慮した、
耐スパッタ、および防
塵 防 滴 構 造 を 実 現
（IP66）
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ス
レ
ー
ブ
種
別

通
信
ケ
ー
ブ
ル

名称 外観 I/O 点数 形式 特長

C200H I/Oリンクユニット
入力最大 512 点（32CH）、
出力最大 512 点（32CH）

形 C200HW-DRT21

・PC－PC 間でリモート
I/O 通信とメッセージ
通信可能
・最大入出力エリア：入
力 512 点、出力 512 点
・入出力エリアを自由割
り付け可能

高
機
能
ス
レ
ー
ブ

通
常
の
角
型
コ
ネ
ク
タ RS232C ユニット

入力 16 点（1CH）（ステ
ータスエリア）

形 DRT1-232C2

・RS-232C ポートを 2 ポ
ート装備
・Explicitメッセージに
よるデータ送受信（最
大 151 バイト）
・設定、制御は、Explicit
メッセージにより実行
・入力には、RS-232C ポー
トのステータスを反映
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■各スレーブの取り付け方法、接続方式

ス
レ
ー
ブ
種
別

通
信
ケ
ー
ブ
ル

名称 形式
スレーブ

取り付け方法
I/O 接続形態 組み合わせ機器 内部電源 I/O 電源

形 DRT1-ID08
形 DRT1-ID08-1
形 DRT1-ID16
形 DRT1-ID16-1
形 DRT1-OD08
形 DRT1-OD08-1
形 DRT1-OD16
形 DRT1-OD16-1

リモートI/O ターミナル
（トランジスタタイプ）

形 DRT1-MD16

DIN レール
　または
ネジ取り付け

M3 端子台
（2段）

端子台接続 M3 端子台 M3 端子台

形 DRT1-ID16T
形 DRT1-ID16T-1
形 DRT1-OD16T
形 DRT1-OD16T-1
形 DRT1-MD16T
形 DRT1-MD16T-1

M3 端子台

形 DRT1-ID16TA
形 DRT1-ID16TA-1
形 DRT1-OD16TA
形 DRT1-OD16TA-1
形 DRT1-MD16TA

リモートI/O ターミナル
（トランジスタ・3 段端子
台タイプ）

形 DRT1-MD16TA-1

DIN レール
　または
ネジ取り付け

M3 端子台
（3段）

端子台接続

通信電源
と共用

M3 端子台

形 DRT1-ID32ML
形 DRT1-ID32ML-1
形 DRT1-OD32ML
形 DRT1-OD32ML-1
形 DRT1-MD32ML

リモートI/Oターミナル
（トランジスタ・コネクタ
タイプ）

形 DRT1-MD32ML-1

DIN レール
　または
取付金具で壁
面直接取り付
け

MIL タイプコ
ネクタ

MIL タイプコネク
タ付きケーブル
＋リレーターミ
ナル

通信電源
と共用

MIL タイプコネ
クタ（入出力と
ともに）

形 DRT1-ID16X
形 DRT1-ID16X-1
形 DRT1-OD16X

リモートアダプタ

形 DRT1-OD16X-1

DIN レール
　または
ネジ取り付け

フラットケ
ーブルコネ
クタMILタイ
プソケット

形 G70D リレータ
ーミナル

M3 端子台

フラットケーブ
ルコネクタMILタ
イプソケット（入
出力とともに）

形 DRT1-HD16S
センサターミナル

形 DRT1-ND16S

DIN レール
　または
ネジ取り付け

入出力用コ
ネクタ

接続用コネクタ
を付けたセンサ
または外部機器

M3 端子台
入出力用コネク
タ（入出力とと
もに）

形 DRT1-TS04T 熱電対
温度入力ターミナル

形 DRT1-TS04P

DIN レール
　または
ネジ取り付け

M3 端子台
測温抵抗体

M3 端子台 なし

形 DRT1-AD04
アナログ入力ターミナル

形 DRT1-AD04H

DIN レール
　または
ネジ取り付け

M3 端子台

0～5V、1～5V、0
～10V、－10～＋
10V、0～20mA、4
～20mA

M3 端子台 なし

アナログ出力ターミナル 形 DRT1-DA02
DIN レール
　または
ネジ取り付け

M3 端子台
1～5V、0～10V、
－10～＋10V、0～
20mA、4～20mA

M3 端子台 なし

一
般
ス
レ
ー
ブ

通
常
の
角
型
コ
ネ
ク
タ

CQM1 I/O リンクユニット形 CQM1-DRT21
ユニット間接
続

なし
PC－PC 間の内部
リンク

PC 本体か
ら供給

なし
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ス
レ
ー
ブ
種
別

通
信
ケ
ー
ブ
ル

名称 形式
スレーブ

取り付け方法
I/O 接続形態 組み合わせ機器 内部電源 I/O 電源

形 DRT1-ID04CL
形 DRT1-ID04CL-1
形 DRT1-ID08CL
形 DRT1-ID08CL-1
形 DRT1-OD04CL
形 DRT1-OD04CL-1
形 DRT1-OD08CL

防水型ターミナル

形 DRT1-OD08CL-1

通信電源
と共用

形 XS2 コネクタ
付きケーブル

形 DRT1-ID08C
形 DRT1-OD08C
形 DRT1-HD16C
形 DRT1-HD16C-1
形 DRT1-WD16C
形 DRT1-WD16C-1
形 DRT1-MD16C

耐環境ターミナル

形 DRT1-MD16C-1

ネジ取り付け
丸型防水コ
ネクタ（形
XS2 対応）

形XS2コネクタ付
きケーブル（片側）、
形XS2コネクタ付
きケーブル（両側）
＋コネクタ直出セ
ンサ、
中継コネクタタイ
プセンサコネクタ
＋コネクタ引き出
しタイプセンサ 形 XS2コネクタ付きケーブル

耐
環
境
ス
レ
ー
ブ

丸
型
の
通
信
コ
ネ
ク
タ

B7AC インタフェース
ターミナル

形 DRT1-B7AC ネジ取り付け
丸型防水コ
ネクタ

B7AC シリーズ
×3台

形XS2コネ
クタ付き
ケーブル

なし（丸型防水
コネクタでB7AC
と通信接続）

C200H I/O リンクユニッ
ト

形 C200HW-DRT21
ベース取り付
け

なし
PC－PC 間の内部
リンク

PC 本体か
ら供給

なし高
機
能
ス
レ
ー
ブ

通
常
の
角
型
コ
ネ
ク
タ
RS232C ユニット 形 DRT1-232C2

DIN レール
　または
ネジ取り付け

RS-232C
×2 ポート

バーコードなど
の RS-232C インタ
フェース機器（2
ポート）

M3 端子台 なし
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2-1　基本的な使用手順と構成例

この章では、DeviceNetの使用手順を、具体的な例を基に示します。

■基本的な使用手順

以下に、基本的な使用手順を示します。設定・接続の詳細については、各マスタユ

ニットのマニュアル、または各スレーブの詳細説明（第 4～6章）を参照してくださ

い。

●作業前の準備

ユニットの選定 （P.2-4参照）

　↓

配線方法の決定 （P.2-4参照）

　↓

通信電源供給方法の決定 （P.2-5参照）

　↓

●ハードウェアの設定と配線

ケーブルの敷設

　↓

マスタユニットの設定と取り付け （P.2-6参照）

　↓

スレーブの設定と取り付け （P.2-7参照）

　↓

接続関連機器の取り付け （P.2-8参照）

　↓

ケーブルの接続 （P.2-9参照）

　↓

入出力の配線 （P.2-10参照）

　↓

●通信の開始

I/Oテーブルの作成 （P.2-11参照）

　↓

システムの起動 （P.2-12参照）

　↓

スキャンリストの作成・登録 （P.2-12参照）

　↓
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●動作の確認

ユニットのLEDの確認 （P.2-15参照）

　↓

データの読み書きによる確認 （P.2-15参照）

この章では、最低限の設定で動作させる場合を例に示します。実際の運用
において詳細な設定が必要な場合は、各マスタユニットのマニュアル、ま
たは各スレーブの詳細説明（第 4～6章）を参照してください。

■システム構成例

この章では、下図のシステム構成を例に、使用手順を示します。

ケーブルには、すべて細いケーブルを使用するものとします。

終端抵抗付きT分岐タップ�
形DCN1-3

�

DC24V電源（AC100V、50W）�
形S82K-05024

マスタユニット�
形C200HW-DRM21-V1�
（ノードアドレス0）�

終端抵抗付きT分岐タップ�
形DCN1-1C

7セグメント�
表示器 M7F

C200HX

リモートI/Oターミナル�
形DRT1-OD16�
出力16点（TR出力）�
（ノードアドレス2）�

温度入力ターミナル�
形DRT1-TS04T�
入力4点（4CH占有）�
（ノードアドレス3）�

RS232Cユニット�
形DRT1-232C2�
入力1CH占有�
（ノードアドレス8）�

C200H I/Oリンクユニット�
形C200HW-DRT21�

（ノードアドレス7）�

C200HX

T分岐タップ�
形DCN1-1C

出力ユニット�
形C200H-OD215

リモートI/Oターミナル�
形DRT1-ID16�
入力16点（TR入力）�
（ノードアドレス1）�

上図では省略していますが、各ノードには、以下の機器により電源供給を行います。

　　内部電源 ：形 S82K-05024（AC100V、50W）

　　I/O電源 ：形 S82K-05024（AC100V、50W）
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2-2　作業前の準備

■ユニットの選定

ここでは、「■システム構成例」（P.2-3）で示したように、以下の機器を選択する

ものとします。

マスタユニット ：形 C200HW-DRM21-V1

スレーブユニット ：形 DRT1-ID16

形 DRT1-OD16

形 DRT1-TS04T

形 C200HW-DRT21

形 DRT1-232C2

当社では DeviceNetの対応商品として、豊富なマスタユニット・スレーブユニットを

用意しています。用途に応じて選択してください。

スレーブユニットの機種については、「■スレーブ一覧」（P.1-8）を参照してくだ

さい。

■配線方法の決定

DeviceNetでは、ケーブルとして以下の種類を使用できます。

・太いケーブル

・細いケーブル

また、T 分岐方式またはマルチドロップ方式で、通信ケーブルを自由に分岐させる

ことができます。

ただし、使用する通信速度やケーブルの種類によって、ネットワーク最大長や、総

支線長が制限を受けることがあります。詳細については、DeviceNetネットワークの

マニュアルのネットワークの構成と仕様の説明を参照してください。

ここでは、「■システム構成例」（P.2-3）で示したように、ケーブルには細いケー

ブルを使用し、T分岐方式でスレーブを幹線に接続することにします。
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■通信電源供給方法の決定

DeviceNet では、通信を使用するために、DC24V の電源を各ノード（マスタ・スレ

ーブ）に供給する必要があります。

ただし、通信電源は通信ケーブルで供給することができるため、別に配線する必要

はありません。

ネットワーク最大長が短いシステムでは、1個の通信電源供給装置で、全ノードに一

括して給電できます。

通信電源の供給には、さまざまな条件や制約、手段がありますが、ここでは 1 個の

電源供給装置で一括給電する場合で説明します。また、通信ケーブルには、T 分岐

タップで接続することにします。

詳細については、DeviceNetネットワークのマニュアルの通信電源の供給方法の説明

を参照してください。

補足

太いケーブルを使用してマルチドロップ方式で配線するときは、下記のコネクタをご使用ください。

　　形 XW4B-05C4-T-D（オムロン製、固定用ネジなし） 形 XW4B-05C4-TF-D（オムロン製、固定用ネジ付き）
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2-3　ハードウェアの設定と配線

ここでは、取り付けや配線などの、ハードウェアに関する作業手順について説明し

ます。

■マスタユニットの設定と取り付け

設定

C200HXに装着できるマスタユニット（形 C200HW-DRM21-V1）の各部の名称と機

能、設定例を以下に示します。

他のマスタユニットや、設定方法については、各マスタユニットのマニュアルを参

照しください。

MACHINE�
No.

ON

0

DRM21-V1
MS

NS

1

2

3

4

DR0

DR1

ESTP

RSV

表示部� ディップスイッチ（背面）�
SW1～6 ：ノードアドレス�
SW7、8 ：システム予約（必ずOFF）�
ここではノードアドレス0に設定しま�
すので、すべてOFFにしてください。�

ロータリスイッチ�
ユニット番号を、1桁の16進数で設定します。�
ここでは、0に設定してください。�

ディップスイッチ（前面）�
SW1、2 ：通信速度�
SW3    ：通信異常時リモートI/O通信継続/停止�
SW4    ：システム予約（必ずOFF）�
ここでは、通信速度125kビット/s、通信異常時リ�
モートI/O通信継続に設定しますので、すべてOFF�
にしてください。�

通信コネクタ�

1 2FE

［前面］� ［背面］�

8

ON

7
6

5
4

3
2

1

ON

4

3

2

1

NA3

NA2

NA1

NA0

8

7

6

5

RSV

RSV

NA5

NA4

取り付け

マスタユニットは、PC 本体のベースに取り付けて使用します。PC 本体への取り付

け方法は、通常のユニットと同じです。具体的な PC 本体への取り付け方法や、PC

本体の制御盤への取り付け方法については、PC本体のユーザーズマニュアルを参照

してください。
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■スレーブの設定と取り付け

設定

各スレーブの設定例を以下に示します。設定方法については、第 4～6章の各スレー

ブの解説を参照しください。

なお、ノードアドレス以外は、工場出荷時の設定で使用するものとします。

�

マスタユニット�
形C200HW-DRM21-V1�
（ノードアドレス0）�

リモートI/Oターミナル�
形DRT1-OD16�
（ノードアドレス2）�

温度入力ターミナル�
形DRT1-TS04T�
（ノードアドレス3）� RS232Cユニット�

形DRT1-232C2�
（ノードアドレス8）�

C200H I/Oリンクユニット�
形C200HW-DRT21�

（ノードアドレス7）�

リモートI/Oターミナル�
形DRT1-ID16�
（ノードアドレス1）�

8

ON

7654321 109

8

ON

7654321 109

0

8

ON

7
6

5
4

3
2

1

ON

4
3

2
1

［前面］�［背面］�

8

ON

7654321 109 8

ON

7654321 109

・リモート I/Oターミナル（トランジスタ入力タイプ）　形 DRT1-ID16

ノードアドレス：1

通信速度：125kビット/s

・リモート I/Oターミナル（トランジスタ出力タイプ）　形 DRT1-OD16

ノードアドレス：2

通信速度：125kビット/s

通信異常時の出力：クリア

・温度入力ターミナル　形 DRT1-TS04T

ノードアドレス：3

通信速度：125kビット/s

温度単位設定：℃

小数点以下 2桁表現モード：通常モード

・C200H I/Oリンクユニット　形 C200HW-DRT21

ノードアドレス：7

ユニット番号：0

通信速度：125kビット/s

通信異常時のWriteエリア：クリア

・RS232Cユニット　形 DRT1-232C2

ノードアドレス：8

通信速度：125kビット/s
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取り付け

●C200H I/Oリンクユニットの場合

C200H I/Oリンクユニットは、C200HXのベースに取り付けて使用します。PC本体

への取り付け方法は、通常のユニットと同じです。具体的な PC本体への取り付け方

法や、PC 本体の制御盤への取り付け方法については、PC 本体のユーザーズマニュ

アルを参照してください。

C200H I/Oリンクユニットは、SYSMAC αの CPU装置または I/O増設装置に、最大

16台まで装着できます。

●リモート I/Oターミナル、温度入力ターミナルの場合

リモート I/Oターミナル、温度入力ターミナルは、以下の 2種類の取り付け方法があ

ります。

・制御盤にネジで固定する方法

第 4～6章の各スレーブの解説の「寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴を開け、

スレーブをM4ネジで固定してください。

ネジは適正締め付けトルク 0.6～0.98N・mで締め付けてください。

・DINレールに固定する方法

スレーブの底面で、DIN35mmレールに確実に取り付けてください。また、スレー

ブの左右にエンドプレートを挟んで固定してください。

●取り付け例

PC本体以外のノードを DINレールに取り付けた状態を、下図に示します。

DRT1-232C2
RS232C UNIT

MS

ERR

NS

RD1 SD1 RD2 SD2

No.

PORT1 PORT2

REMOTE TERMINAL 24VDC

8 9 10 11 12 13 14 15

IN

151311

141210

No.

NSMS

9

8

753

642

1

0

1 2 3 4 5 6 70

DRT1-ID16
REMOTE TERMINAL 24VDC

8 9 10 11 12 13 14 15

OUT

151311

141210

No.

NSMS

9

8

753

642

1

0

1 2 3 4 5 6 70

DRT1-OD16
ANALOG TERMINAL

IN

No.

NSMS

3

DRT1-TS04T
1

0

3

2
BROKEN�
WIRE

210

マスタ�
リモートI/O�

ターミナル（入力）�
リモートI/O�

ターミナル（出力）�
温度入力�
ターミナル�

C200H I/Oリンクユニット�

RS232Cユニット�

■接続関連機器の取り付け

取り付けが必要な接続関連機器には、以下のものがあります。

・T分岐タップ（制御盤へのネジ止め、または DINレール取り付け）

・端子台型終端抵抗（制御盤へのネジ止め）

制御盤にネジで固定する場合は、DeviceNet ネットワークのマニュアルの各機器の

「寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴を開け、M4 ネジで固定してください。ネ

ジは適正締め付けトルク 0.6～1.18N・mで締め付けてください。

DINレールに取り付ける場合は、スレーブと同じです。
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■ケーブルの接続

通信ケーブルの接続

マスタユニット－T分岐タップ間、T分岐タップ－T分岐タップ間、T分岐タップ－

各スレーブユニット間を、DeviceNet通信ケーブル（細いケーブル）で、下図のよう

に接続します。

端子台型終端抵抗を使用する場合は、最遠端のノードからさらに1m以内のケーブルを引き出し、�
そのケーブルの先に取り付けます。�

T分岐タップ��

DC24V電源�

T分岐タップ�

7セグメント�
表示機 M7F

C200HX

リモートI/O�
ターミナル�

温度入力ターミナル�

RS232Cユニット�

C200HX

T分岐タップ�

リモートI/O�
ターミナル�

T分岐タップに終端抵抗を取り付ける場合は、最遠端のT分岐タップに取り付けます。�
ただし、T分岐タップは、最遠端のノードから6m以内にある必要があります。�

接続は、以下の手順で行います。詳細は、「4-2　一般スレーブへの通信ケーブルの

接続」を参照してください。

①通信ケーブルの加工

通信ケーブルを加工して、ケーブルにコネクタを取り付けます。

②通信ケーブルのノードへの接続

通信ケーブル側コネクタとノード（マスタユニット、T 分岐タップ、各スレーブ

ユニット）側コネクタを接続します。
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内部電源の配線

通信電源の他に、動作用の電源（内部電源）が必要なユニットがあります。

マスタユニットと C200H I/Oリンクユニット以外のユニットに、内部電源を接続し

ます。

M3用の圧着端子を電源ケーブルに取り付けて、端子台に接続します。

I/O電源の配線

リモート I/Oターミナルに、必要に応じて入出力機器用の電源（I/O電源）を接続し

ます。

M3用の圧着端子を電源ケーブルに取り付けて、端子台に接続します。

入出力の配線

リモート I/Oターミナルおよび温度入力ターミナルに、入出力の配線をします。

M3用の圧着端子を信号線に取り付けて、端子台に接続します。
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2-4　通信の開始

ハードウェアの設定・配線が完了したら、通信電源や、各ノードの内部電源、I/O電

源を ONにして、通信を開始させます。

次の手順で通信を開始させてください。

■マスタユニットの I/Oテーブルの作成

PC 本体では、装着されているユニットを正しく識別するために、「I/O テーブル」

が必要です。

マスタユニットや C200H I/Oリンクユニットなどが装着されている PC本体では、い

ったん電源を ON にして、PC 本体用周辺ツールを接続し、I/O テーブルを作成して

ください。I/Oテーブル作成後は、再び PC本体の電源を OFFにしてください。

以下に、プログラミングコンソールによる I/O テーブルの作成手順を示します。I/O

テーブルの作成方法の詳細については、ご使用の周辺ツールの取扱説明書を参照し

てください。
マスタユニット電源投入�

PC本体をプログラム�
モードに切り替え�

PROGRAM

<ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ>�
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ!

クリア�モニタ�クリア�

00000

ＦＵＮ�シフト�
ＣＨ�
＊間接�

00000IOﾃｰﾌﾞﾙ?�
 ?-?U=

変更�

00000IOﾃｰﾌﾞﾙｻｸｾｲ�
            ????

９� ７� １�

00000IOﾃｰﾌﾞﾙｻｸｾｲ�
OK

３� 書込�

補足

●スキャンリストをすべてのマスタに登録するまでは、DeviceNet ネットワーク内の複数のマスタが同時に ON にならない

ようにしてください。そのため、I/Oテーブルの作成も、マスタ 1台ごとに行ってください。

●この時点では、他のノードの電源や通信電源は ONにしないでください。
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■システムの起動

次の順で、通信電源とノードの電源を ONにしてください。

①通信電源

②スレーブの電源

③マスタの電源

すべての電源を同時に ON にしても構いません。また、外部入出力用の電源は、い

つ ONにしても構いません。

■スキャンリストの作成・登録

スキャンリストとは、マスタと通信するスレーブの情報が登録されているリストで

す。マスタユニットは、現在のスレーブの状態とスキャンリストを比較することで、

スレーブと正常に通信できていることを常にチェックします。

スキャンリストやリモート I/O通信の詳細については、各マスタユニットのマニュア

ルを参照してください。

スキャンリスト無効モードでは、DeviceNet 上で正常に動作している
すべてのスレーブと固定割り付けの状態で通信できますが、スキャン
リストがないため、スレーブで異常が発生していても、マスタユニッ
トが認識できなくなります。
通常の運転時には、必ずスキャンリスト有効モードで使用してくださ
い。

補足

●リモート I/Oを自由割り付けで使用する場合
自由割り付けの場合は、マスタ上の DeviceNetの入出力用のエリア（INエリア、OUTエリア）内で、スレーブの入出力を自

由に割り付けることができます。

この場合は、DeviceNet コンフィグレータによってスキャンリスト（マスタパラメータ）を作成し、マスタユニットに登録

する必要があります（登録と同時にスキャンリストが有効となり、スキャンリストに従ったリモート I/O 通信が開始されま

す）。

詳細は、各マスタユニットのマニュアルと DeviceNetコンフィグレータのマニュアルを参照してください。

●リモート I/Oを固定割り付けで使用する場合
固定割り付けの場合は、マスタ上の DeviceNetの入出力用のエリア（INエリア、OUTエリア）内で、スレーブのノードアド

レス順に決められている位置に、スレーブの入出力が固定的に割り付けられます。

この場合は、マスタユニットのソフトスイッチを操作することで、スキャンリストを自動作成させて登録します（登録と同

時にスキャンリストが有効となり、スキャンリストに従ったリモート I/O 通信が開始されます）。このようにスキャンリス

トが有効な状態を「スキャンリスト有効モード」といいます。

登録されているスキャンリストは、マスタユニットのソフトスイッチを操作することでクリアできます。このようにスキャ

ンリストがクリアされている（無効な）状態を「スキャンリスト無効モード」といいます。
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固定割り付けでのスキャンリストの作成・登録方法

ここでは、プログラミングコンソールを使用して、固定割り付けでのスキャンリス

トを作成・登録する方法を示します。PC本体用周辺ツールの操作方法についての詳

細は、ご使用の周辺ツールの取扱説明書を、スキャンリストについての詳細は、各

マスタユニットのマニュアルを参照してください。

固定割り付けでは、マスタユニットのソフトスイッチと、ステータスエリア（マス

タステータスエリア（1）、登録スレーブ情報エリア）を、PC 本体用周辺ツールに

より、操作・モニタすることで、スキャンリストを作成・登録します。

●作成・登録方法

以下の手順でスキャンリストを作成・登録し、スキャンリスト有効モードにします。

・スキャンリストのクリア

マスタのPC本体をプログ�
ラムモードに切り替え�

PROGRAM

クリア

①マスタの PC本体をプログラムモードにします。

00000

モニタ００１ＣＨ
＊間接

シフト

②初期画面を表示させます。

c100
0000

③ 100CH（ソフトスイッチ）をモニタします。

補足

●ソフトスイッチ、ステータスエリア
ソフトスイッチとステータスエリアは、マスタユニットのユニット番号（号機番号）によって、下図の位置に割り付けられ

ます。

ユニット番号 0～9時　先頭 CH：100＋（10×ユニット番号）
ユニット番号 A～F時　先頭 CH：400＋｛10×（ユニット番号－10）｝

ステータスエリア（9CH）

マスタユニット

DMエリア

高機能 I/Oエリア 0号機の場合
ソフトスイッチ（1CH）0号機100CH

10CH

100CH

SYSMAC αシリーズ
C200HS

109CH

101CH

9号機190CH

A号機400CH

F号機450CH

1号機
0号機DM6032

DM6034

F号機DM6062

先頭 CH：DM6032＋（2×ユニット番号）
0号機の場合

DM6032
DM6033 ステータスエリア（2CH）

ステータスエリアは、下図のように構成されています（ユニット番号 0の場合）。

101 CH

102 CH

106 CH

マスタステータスエリア（1）�
（1CH 分）�

登録スレーブ情報エリア�
（4CH 分）�

正常スレーブ情報エリア�
（4CH 分）�

リレーエリア�

マスタステータスエリア（2）�
（1CH 分）�

通信サイクル時間現在値�
（1CH 分）�

DM6032 CH

DM6033 CH

109 CH

データメモリ�
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書込２変更

c100
0002

④ビット 1（スキャンリストクリアスイッチ）を ONにします。

↓

c101
B200

書込０変更↑

⑤ 101CH（マスタステータスエリア 1）をモニタし、ビット 9（スキ

ャンリスト操作完了）の ONを確認します。

c100
0000

⑥ 100CH（ソフトスイッチ）のビット 1（スキャンリストクリアスイ

ッチ）を OFFに戻します。

・登録スレーブ情報の確認

↓↓

c102
018F

↓

c103
0000

↓

c104
0000

↓

c105
0000

① 102～105CH（登録スレーブ情報エリア）をモニタし、下図の○印

が付いたビットが ONになっていることを確認します。

下図の枠内の数字はノードアドレスを表しています。登録スレーブ

情報エリアでは、正常に通信できているノードに対応するビットが

ONになります。

0123456789101112131415

16171819202122232425262728293031

32333435363738394041424344454647

48495051525354555657585960616263

123456789101112131415 0 接点�

102 CH

103 CH

104 CH

105 CH

・スキャンリストの作成・登録

モニタ００１ＣＨ
＊間接

シフト

c100
0000

① 100CH（ソフトスイッチ）をモニタします。

書込１変更

c100
0001

②ビット 0（スキャンリスト有効スイッチ）を ONにします。

↓

c101
9200

書込０変更↑

③ 101CH（マスタステータスエリア 1）をモニタし、ビット 9（スキ

ャンリスト操作完了）の ONを確認します。

c100
0000

④ 100CH（ソフトスイッチ）のビット 0（スキャンリスト有効スイッ

チ）を OFFに戻します。

スキャンリストが作成・登録され、スキャンリスト有効モードでリ

モート I/O通信が開始されます。
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2-5　動作の確認

正常にリモート I/O通信が実行されていることを確認します。

■ユニットの LEDの確認
全ノードの MS、NS LED が緑色点灯し、マスタユニット前面の 7 セグメント LED

が下図のようにマスタユニットのノードアドレスを表示していれば、スキャンリス

ト有効モードでリモート I/O通信が正常動作しています。

例：マスタユニットのノードアドレスが 0の場合
マスタユニット�

消灯：スキャンリスト有効�
マスタユニットノードアドレス00

■データの読み書きによる確認
マスタに PC本体用周辺ツールを接続し、マスタユニットの OUTエリア、INエリア

を読み書きして、正しくスレーブに反映されることを確認します。

OUTエリア・INエリアの位置、スレーブの入出力の割り付けられ方については、各

マスタユニットのマニュアルを参照してください。

リモート I/Oターミナル間での入出力

マスタ上で下図のようにラダープログラムを作成し、形 DRT1-ID16上のスイッチの

ONにより、形 DRT1-OD16上のランプが点灯することを確認します。

�

マスタ�

リモートI/Oターミナル�
形DRT1-OD16

リモートI/Oターミナル�
形DRT1-ID16

ランプ（接点0）�

35100

SW1（接点0）�

05200

補足

この章のシステム構成例で固定割り付けのリモート I/O 通信の場合は、マスタのリレーエリアに、スレーブの入出力が次の

ように割り付けられています。
OUTエリア�

未使用�50 CH

未使用�51 CH

形DRT1-OD1652 CH

53 CH

未使用�
54 CH

55 CH

56 CH

形C200HW-DRT2157 CH

未使用�58 CH

未使用�59 CH

INエリア�

未使用�350 CH

形DRT1-ID16351 CH

未使用�352 CH

353 CH

形DRT1-TS04T
354 CH

355 CH

356 CH

形C200HW-DRT21357 CH

形DRT1-232C2358 CH

未使用�359 CH
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7セグメント表示器による温度データの表示

温度入力ターミナルに入力された温度データを、マスタの PC 本体の出力ユニット

（110CH）に接続されている 7セグメント表示器（スタティック・負論理タイプ）に

表示させ、動作を確認します。

なお、温度データの BCD への変換には、BCD 命令を使用します（温度データが負

数の場合は、NEG命令で正数に変換します）。これらの命令の使用方法については、

「C200HX/HG/HE　コマンドリファレンス」（SCCC-304□）を参照してください。

35315

（温度データ最上位ビット）�

（常時ON）�

 NEG�
   353�
 DM1000

 MOV（21）�
   353�
 DM1000

 BCD（24）�
 DM1000�
   110

35315

25313

・正論理タイプの表示器を使う場合は、MVN命令でデータを反転してください。

・ダイナミックタイプの表示器の場合は、I/Oユニット命令の 7SEG命令を使用して

ください。

C200H I/Oリンクユニットによる I/Oリンクの確認

デフォルトでは、C200H I/Oリンクユニットは、装着されている PC本体の下記のチ

ャネルに Read/Writeエリアが割り付けられます。

　　Readエリア ：50CH（1チャネル分）

　　Writeエリア ：350CH（1チャネル分）

C200H I/Oリンクユニットの Read/Writeエリアと、マスタの IN/OUTエリア（マス

タ上で C200H I/Oリンクユニットが占有している IN/OUTエリア）は、下図のよう

に常にリンクしています。

マスタ�

INエリア� OUTエリア�

スレーブ�

↑�
C200H I/Oリンク�
ユニット� Readエリア�Writeエリア�

357 CH

57 CH

350 CH

50 CH

それぞれの PC本体に周辺ツールを接続して、現在値の変更やモニタを行い、正常に

リンクしていることを確認してください。
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スレーブ共通の仕様
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3-1　スレーブ共通の仕様

■通信仕様

項目 仕様

通信プロトコル DeviceNet 準拠
サポートするコネク
ション（通信機能）

・Master/Slave コネクション：リモート I/O 機能
Explicit メッセージ送信機能

・Peer to Peer コネクション：FINS メッセージ通信機能
いずれもデバイスネット（DeviceNet）通信規約準拠

接続形態 マルチドロップ方式、T 分岐方式の組み合わせが可能（幹線およ
び支線に対して）

通信速度 500k / 250k / 125k ビット/s（スイッチによる切り替え）
通信媒体 専用ケーブル　5線（信号系 2本、電源系 2本、シールド 1本）
通信距離 通信速度 ネットワーク最大長 支線長 総支線長

500k ビット/s 100m 以下（100m 以下） 6m 以下 39m 以下
250k ビット/s 250m 以下（100m 以下） 6m 以下 78m 以下
125k ビット/s 500m 以下（100m 以下） 6m 以下 156m 以下

（ ）内は、細いケーブル使用時
通信用電源 DC11～25V
最大接続ノード数 64 台（コンフィグレータ接続時は、コンフィグレータを含む）
最大接続マスタ数 コンフィグレータなし時：1台

コンフィグレータ使用時：63 台
最大接続スレーブ数 63 台
通信サイクルタイム コンフィグレータなし時：入力スレーブ（16 点）16 台、

出力スレーブ（16 点）16 台、
通信速度 500k ビット/s の場合
9.3ms

コンフィグレータ使用時：2～500ms 設定可
ただし、条件式による算出値＞設定値
のときは算出値が有効

複数マスタ最大通信
サイクルタイム

入力スレーブ（16 点）16 台、出力スレーブ（16 点）16 台、
通信速度 500k ビット/s の場合
18ms

誤り制御 CRC エラー
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■MS、NS LED表示

ここでは、スレーブで共通のMS、NS LED表示の意味について説明します。

MS（Module Status） LEDは、ノード自体の状態を表示します。

NS（Network Status） LEDは、ネットワークの状態を表示します。

MS LEDと NS LEDは、共に 2色発光（緑と赤）の LEDです。この 2つの LEDの

色と点灯/点滅/消灯の意味は、次のとおりです。

左の図は、一般的なスレーブの LED表示部ですが、スレーブによっては位置や形状

が異なることがあります。

LED
名称

色 状態 状態定義 意味（主な異常）

MS 緑 MS 正常状態 ・ユニット正常状態

MS 未設定状態 ・スイッチ設定読み込み中

赤 MS 致命的な故障 ・ユニットハード異常（ウォッチドッグ
タイマ異常）

MS 軽微な故障 ・スイッチ設定ミスなど

－ MS 電源供給なし ・スレーブユニット電源供給なし
・初期処理開始待ち
・リセット中

NS 緑 NS オンライン/通信
接続完

・ネットワーク正常状態（通信確立）

NS オンライン/通信
未接続

・ネットワークは正常だが、通信未確立

赤 NS 致命的な通信異常 通信異常（ネットワーク上で通信不可能
な状態を示す異常をユニットが検知）
・ノードアドレス重複
・Busoff 検知

NS 軽微な通信異常 ・通信タイムアウト

－ NS オフライン/電源
OFF 状態

・マスタでのノードアドレス重複チェッ
ク完了待ち
・スイッチ設定不正
・電源 OFF

NSMS
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4-1　一般スレーブの共通仕様

ここでは、一般スレーブで共通の仕様を示します。スレーブごとに異なる点につい
ては、各スレーブの解説ページで示します。

項目 一般スレーブの仕様
通信電源電圧 DC11～25V（通信コネクタより供給）
内部電源電圧 DC20.4～26.4V（DC24V －15～＋10%）
I/O 電源電圧 DC20.4～26.4V（DC24V －15～＋10%）
耐ノイズ性 ±1.5kVp-p、パルス幅 0.1～1 μ s、立ち上がり 1ns のパルス

（ノイズシュミレータによる）
耐振動 10～55Hz　複振幅 1.0mm
耐衝撃 200m/s2
耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間）
絶縁抵抗 20M Ω以上（絶縁されている回路間）
使用周囲温度 0～＋55℃
使用周囲湿度 35～85%
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと
保存周囲温度 －20～＋65℃
取り付け方法 M4 ネジ取り付け、または DIN35mm レール取り付け
取り付け強度 50N

10N（レール方向）
ネジの締め付け
トルク

M2（通信コネクタ） ：0.25～0.3N・m
M3（電源、I/O 端子） ：0.3～0.5N・m
M4（ユニット取り付け） ：0.6～0.98N・m

■消費電流・質量一覧
以下に、一般スレーブの消費電流と質量の一覧を示します。

形式 通信電源電流 内部電源電流 質量
形 DRT1-ID08（-1） 30mA 以下 50mA 以下 135g 以下
形 DRT1-ID16（-1） 30mA 以下 50mA 以下 170g 以下
形 DRT1-OD08（-1） 30mA 以下 50mA 以下 140g 以下
形 DRT1-OD16（-1） 30mA 以下 50mA 以下 180g 以下
形 DRT1-MD16 25mA 以下 50mA 以下 170g 以下
形 DRT1-ID16T（-1） 30mA 以下 90mA 以下 315g 以下
形 DRT1-ID16TA（-1） 50mA 以下 （通信電源と共用） 315g 以下
形 DRT1-OD16T（-1） 30mA 以下 90mA 以下 315g 以下
形 DRT1-OD16TA（-1） 50mA 以下 （通信電源と共用） 315g 以下
形 DRT1-MD16T（-1） 30mA 以下 90mA 以下 315g 以下
形 DRT1-MD16TA（-1） 50mA 以下 （通信電源と共用） 315g 以下
形 DRT1-ID32ML（-1） 50mA 以下 （通信電源と共用） 110g 以下
形 DRT1-OD32ML（-1） 90mA 以下 （通信電源と共用） 100g 以下
形 DRT1-MD32ML（-1） 70mA 以下 （通信電源と共用） 110g 以下
形 DRT1-ID16X（-1） 30mA 以下 70mA 以下 110g 以下
形 DRT1-OD16X（-1） 30mA 以下 70mA 以下 110g 以下
形 DRT1-HD16S 40mA 以下 60mA 以下 140g 以下
形 DRT1-ND16S 40mA 以下 60mA 以下 140g 以下
形 DRT1-AD04 30mA 以下 80mA 以下 160g 以下
形 DRT1-AD04H 30mA 以下 130mA 以下 160g 以下
形 DRT1-DA02 30mA 以下 140mA 以下 160g 以下
形 DRT1-TS04T 30mA 以下 130mA 以下 230g 以下
形 DRT1-TS04P 30mA 以下 130mA 以下 160g 以下
形 CQM1-DRT21 40mA 以下 DC5V　80mA 以下

（PC 本体より供給）
185g 以下

形 CPM1A-DRT21 * 30mA 以下 DC5V　50mA 以下
（PC 本体より供給）

125g 以下

*：形 CPM1A-DRT21 については、「CPM2A ユーザーズマニュアル」（SBCB-300□）を参照してくだ
さい。
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4-2　一般スレーブへの通信ケーブルの接続

リモート I/Oターミナルなど一般スレーブの場合、通常の角型コネクタを使用して、

通信ケーブルを配線します。

■通信ケーブルの加工
以下の手順に従って、通信ケーブルを加工し、コネクタを取り付けてください。
コネクタには、コネクタ固定用のネジがあるタイプ、ネジがないタイプの 2 種類が
ありますが、どちらの場合でも通信ケーブルへの取り付け方法は同じです。
①シールドの網をあまり傷つけないように注意しながら、ケーブルの被覆を 30～

80mm ほどむいてください。ただし、短絡などの原因となりますので、あまり余
分にむきすぎないでください。

約30～80mm�
（できるだけ短くしてください）�

②シールドの網を丁寧にほぐします。信号線と電源線の他に、より合わせた、むき
出しのシールド線が 1 本あります（網の部分よりも少し硬いので触れればわかり
ます）。

シールド線�

③余分なシールドの網を切り取り、信号線と電源線を包むアルミテープをはがして
から、信号線と電源線の被覆を圧着端子に合わせてむきます。むき出した信号線
と電源線は、それぞれしっかり、より合わせてください。

圧着端子に�
合わせた長さ�

④ケーブルの被覆をむいた部分に圧着端子を装着してから、ビニールテープや熱収
縮チューブで処理します。
次に、コネクタの向きに気を付けながら、信号線、電源線、シールド線をコネク
タの各穴に差し込みます。図のように、上から黒、青、シールド、白、赤の順で
穴に差し込みます。
コネクタには固定用のネジがあるタイプとネジがないタイプがありますが、ケー
ブルの配線方法は同じです。

ネジなしタイプ ネジありタイプ

青(CAN L)

白(CAN H)

シールド�

赤(V＋)

黒(V－)

青(CAN L)

白(CAN H)

シールド�

赤(V＋)

黒(V－)
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マスタ、スレーブ側のユニットには、ケーブルの色に対応したシールが貼られて

います。ケーブルの色を、ユニットのシールの色と合わせることで、配線が合っ

ているか確認することができます。

ケーブルの色は、次のようになっています。

色 信号種別

黒 電源ケーブル－側（V－）
青 通信データ Low 側（CAN L）
－ シールド
白 通信データ High 側（CAN H）
赤 電源ケーブル＋側（V＋）

信号線や電源線、シールド線を差し込む前に、コネクタのケーブル固
定用のネジを十分ゆるめておいてください。ネジが締められたままだ
と、締め付ける側ではなく、裏の𨻶間に信号線が入り、固定できない
ことがあります。

⑤コネクタのケーブル固定用のネジで、各線ごとにしっかり締め付けてください。

先だけが細くなっている通常のドライバでは、途中でつかえて奥まで入りません。

太さが一定の小型のマイナスドライバを使用してください。

ケーブル固定用のネジは、適正締め付けトルク 0.26～0.3N・m で締め付けてくだ

さい。

例：固定用ネジなしタイプの場合

先の太さが一定の小型�
のマイナスドライバ�
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補足

●ケーブルの圧着端子として、以下の製品を推奨します。
・フエニックス・コンタクト社製　AIシリーズ

コネクタの種類

ケーブルの種類

形 XW4B-05C1-H1-D
形 XW4B-05C1-VIR-D
MSTB2.5/5-ST-5.08AU

形 XW4B-05C4-TF-D
形 XW4B-05C4-T-D

形 XW4G-05C1-H1-D
形 XW4G-05C4-TF-D 専用工具

信号線 AI 0.25-6YE AI 0.25-8YE AI 0.25-8YE細いケーブル用
電源線 AI 0.5-6WH AI 0.5-10WH AI 0.5-10WH
信号線 A1-6 A1-10 A1-10太いケーブル
電源線 AI 2.5-8BU AI 2.5-10BU AI 2.5-10BU

CRIMPFOX
ZA3

●コネクタのケーブル固定用ネジの専用のドライバとして、以下の製品があります。
オムロン製：形 XW4Z-00C
先端の形状：

　 3.5mm0.6mm

側面� 正面�

●T分岐タップを介して通信電源を供給する方法
通信ケーブルと同様に、電源ケーブルの V＋、V－をコネクタに取り付けます。通信電源が 1 箇所の場合は、シールド線を
同時にコネクタに取り付け、下図のように D種接地（第 3種接地）を行います。

＋�
－�

FG

通信電源�

D種接地�
（第3種接地）�

CAN  L
V－�

V＋�

通信電源�

V－�V＋�FG

シールド�
CAN  H

通信�
ケーブル�

接地する電源供給装置（1箇所のみ）�

D種接地（第3種接地）�

T分岐タップまたは電源供給用タップ�
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■通信ケーブルのノードへの接続

ノード側のコネクタと、ケーブル側のコネクタの向きを合わせ、ケーブル側コネク

タの出っ張った部分が、ノードのコネクタに入りきるまで差し込んでください。

スレーブによって、コネクタをネジで固定するタイプ、コネクタバンドで固定する

タイプ、固定具がないタイプがあります。コネクタを固定できるタイプのスレーブ

では、必ずコネクタを固定してご使用ください。

DRT1-232C2
RS232C UNIT

MS

ERR

NS

RD1 SD1 RD2 SD2

No.

PORT1 PORT2

REMOTE TERMINAL 24VDC

8 9 10 11 12 13 14 15

IN

151311

141210

No.

NSMS

9

8

753

642

1

0

1 2 3 4 5 6 70

DRT1-ID16
REMOTE TERMINAL 24VDC

8 9 10 11 12 13 14 15

OUT

151311

141210

No.

NSMS

9

8

753

642

1

0

1 2 3 4 5 6 70

DRT1-OD16
ANALOG TERMINAL

IN

No.

NSMS

3

DRT1-TS04T
1

0

3

2
BROKEN�
WIRE

210

マスタ�
リモートI/O�

ターミナル（入力）�
リモートI/O�

ターミナル（出力）�
温度入力�
ターミナル�

C200H I/Oリンクユニット�

RS232Cユニット�

●コネクタをネジで固定するスレーブの場合

コネクタをネジで固定できるスレーブの場合は、適正締め付けトルク 0.25～0.3N・m

で締め付けてください。

●コネクタをコネクタバンドで固定するスレーブの場合

コネクタをコネクタバンドで固定するスレーブの場合以下の手順で、コネクタをス

レーブに固定します。

①コネクタバンドをスレーブ本体から引

き出します。

②コネクタバンドを持ち上げます。

③コネクタを装着します。

④コネクタバンドを引っ掛けて、コネクタ

を固定します。

注　マルチドロップ方式用のコネクタは固定できません。

スレーブ�

スレーブ�

コネクタバンド�

1

2

3

4
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●マルチドロップ用の配線用コネクタ（別売）を使用して、マルチドロップ方式で接続する場合（細いケーブルの場合、太

いケーブルの場合）

太いケーブルの場合、ユニット添付のコネクタではマルチドロップ方式での接続はできません。ケーブルが太いため、1つの

穴に 2本の線が入らないためです。

スレーブで、太いケーブルをマルチドロップ方式で接続する場合には、別途マルチドロップ用の配線用コネクタをご購入く

ださい。

ただし、マスタユニットと、CQM1 I/Oリンクユニットでは、隣のスロットのユニットにコネクタが当たることがあるため、

マルチドロップ用のコネクタを使わずに、T分岐方式で配線してください（コネクタタイプのリモート I/Oターミナルも、装

着方法によっては、マルチドロップ用のコネクタを使用できないことがあります）。

2本の電線を一つの圧着端子で圧着する場合は、次の圧着端子をお奨めします。

コネクタの種類 圧着端子 専用工具

形 XW4B-05C1-H1-D
MSTB2.5/5-ST-5.08
形 XW4B-05C1-VIR-D

AI-TWIN2×0.5-8WH
フエニックス・コンタクト社製

形 XW4G-05C1-H1-D H0.5/16.5 ZH
ワイドミューラー社製

CRIMPFOX UD6
または
CRIMPFOX ZA3

詳細につきましては各メーカへお問い合わせください。
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■終端抵抗の取り付け

幹線の両端には、終端抵抗が必要です。

T 分岐タップに終端抵抗を取り付けるか、またはノードから通信ケーブルを引き出

して端子台型終端抵抗を取り付けます。

●T分岐タップに取り付ける方法

T分岐タップには、終端抵抗が付属しています。

終端抵抗を、次図のように T 分岐タップに取り付けてください。終端抵抗の向きは

関係ありません。

　　　

●端子台型終端抵抗の取り付け方法

端子台型終端抵抗（形 DRS1-T）には、終端抵抗が内蔵されています。通常の端子台

と同様に、通信ケーブルに圧着端子を取り付け、端子台型終端抵抗にネジでしっか

りと固定してください。

接続には、次図のM3用の圧着端子を使用してください。

適正締め付けトルクは、0.3～0.5N・mです。

6.0mm以下� 6.0mm以下�
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4-3　リモート I/O ターミナル
（トランジスタタイプ）

■ノードアドレス・通信速度・出力保持/クリアの設定

ここでは、リモート I/Oターミナルで共通のノードアドレス設定と、通信速度設定、

通信異常時の出力保持/クリア設定（出力にのみ有効）について説明します。これら

の設定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：ディップスイッチ 1～6

通信速度設定 ：ディップスイッチ 7、8

出力保持/クリア設定 ：ディップスイッチ 10（出力にのみ有効）

8

ON

7654321

通信速度設定�

ノードアドレス�
設定�

109

通信異常時の出力保持/クリア設定�
（出力タイプのみ）�
システム予約（必ずOFF）�

ノードアドレスの設定

リモート I/Oターミナルでは、ディップスイッチ 1～6の設定によって、ノードアド

レスは次のようになります。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ディップスイッチ ノードアドレス
6 5 4 3 2 1

0 0 0 0 0 0 0（工場出荷時設定）
0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 1 0 2

1 1 1 1 0 1 61
1 1 1 1 1 0 62
1 1 1 1 1 1 63

0：OFF　　1：ON

・「付-1　ディップスイッチとノードアドレス対応表」に、ディップスイッ
チ設定とノードアドレスの対応の一覧表があります。
・ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生
し、通信に加入できません。
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通信速度の設定

ディップスイッチ 7、8によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
7 8

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s（工場出荷時設定）

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。

ディップスイッチ 9、10の設定について

ディップスイッチ 9、10 の機能は、入力か出力かによって異なり、次のようになっ

ています。

ON

109

入力：未使用（必ずOFF）�
出力：通信異常時の出力保持/クリア�

システム予約（必ずOFF）�

ディップスイッチ 9 ：システム予約（必ず OFFで使用）

ディップスイッチ 10 ：

入力に対して 機能なし（必ず OFFで使用）

出力に対して 通信異常時の出力保持/クリア
OFF（クリア）：
通信異常時に、マスタからの出力データをすべて 0 にクリア
する。
ON（保持）：
通信異常時は、マスタからの出力データを直前の状態で保持
する。

工場出荷時は、ディップスイッチ 9、10とも OFFになっています。



4-3　リモート I/Oターミナル（トランジスタタイプ）

4-11

４
一
般
ス
レ
ー
ブ

■リモート I/Oターミナル（8点入力トランジスタタイプ）
形 DRT1-ID08（NPN）／形 DRT1-ID08-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-ID08 形 DRT1-ID08-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力8点（マスタ上では1CH を占有）
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1mA 以下
入力電流 10mA 以下/点 10mA 以下/点
ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-ID08/ID08-1共通）

7531

6420

DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-9参照）�
SW1～6 ：ノードアドレス �
SW7、8 ：通信速度 �
SW9、10：システム予約（必ずOFF）�

通信コネクタ�

DINレール取り付けフック 

端子台�

入力表示部�
各接点の入力状態を表示します。�
入力ON時に点灯します。�

内部回路

●形 DRT1-ID08（NPN対応）

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

V  24VDC

V  24VDC

0

1

G

G

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－�
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●形 DRT1-ID08-1（PNP対応）

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

V

V  24VDC

0

1

G

G

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－�

配線

●形 DRT1-ID08（NPN対応）

＋�
8

V
9

1
10

3
11

5
12

7
13

V
14

－�
1

G
2

0
3

2
4

4
5

6
6

G
7

24VDC
SOURCE�
24VDC

内部電源�

I/O電源�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

＋�－�

＋�－�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

●形 DRT1-ID08-1（PNP対応）

＋�
8

V
9

1
10

3
11

5
12

7
13

V
14

－�
1

G
2

0
3

2
4

4
5

6
6

G
7

24VDC
SOURCE�
24VDC

内部電源�

I/O電源�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

＋�－�

＋�－�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

V端子同士（端子番号 9と 14）、G端子同士（端子番号 2と 7）は、
それぞれ内部で接続されています。端子番号 9と 2に I/O 電源を供給
している場合は、端子番号 14と 7からセンサへの電源供給を行えます。
ただし、1.2A以上の通電となる場合には、入力用の電源を端子から取
らずに外部から供給してください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。
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寸法（形 DRT1-ID08/ID08-1共通）

0 1 2 3 4 5 6 7

IN

7531

6420

No.

NSMS

115  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

125以下�

40
  
0.
3

+ --
50
以
下
�

40以下�

約73

（単位mm）�

DRT1-ID08
REMOTE TERMINAL 24VDC

12
� �

（コネクタ装着時）�
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■リモート I/Oターミナル（16点入力トランジスタタイプ）
形 DRT1-ID16（NPN）／形 DRT1-ID16-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-ID16 形 DRT1-ID16-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力16点
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1mA 以下
入力電流 10mA 以下/点 10mA 以下/点
ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

16 点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-ID16/ID16-1共通）

1513119

1412108

DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-9参照）�
SW1～6  ：ノードアドレス�
SW7、8  ：通信速度�
SW9、10 ：システム予約（必ずOFF）�

通信コネクタ�

DINレール取り付けフック 

端子台�

入力表示部�
各接点の入力状態を表示します。�
入力ON時に点灯します。�

7531

6420

内部回路

●形 DRT1-ID16（NPN対応）

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

V  24VDC

V  24VDC

0

1

G

G

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－�
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●形 DRT1-ID16-1（PNP対応）

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

V

V  24VDC

0

1

G

G

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－�

配線

●形 DRT1-ID16（NPN対応）

＋�
12

V
13

1
14

3
15

5
16

7
17

9
18

－�
1

G
2

0
3

2
4

4
5

6
6

8
7

24VDC
SOURCE�
24VDC

内部電源�

I/O電源�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

＋�－�

＋�－�

11
19

13
20

15
21

V
22

10
8

12
9

14 
10

G
11

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

●形 DRT1-ID16-1（PNP対応）

＋�
12

V
13

1
14

3
15

5
16

7
17

9
18

－�
1

G
2

0
3

2
4

4
5

6
6

8
7

24VDC
SOURCE�
24VDC

内部電源�

I/O電源�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

＋�－�

＋�－�

11
19

13
20

15
21

V
22

10
8

12
9

14 
10

G
11

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

V端子同士（端子番号 13と 22）、G端子同士（端子番号 2と 11）は、
それぞれ内部で接続されています。端子番号 13と 2に I/O電源を供給
している場合は、端子番号 22と 11からセンサへの電源供給を行えま
す。ただし、1.2A以上の通電となる場合には、入力用の電源を端子か
ら取らずに外部から供給してください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。
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寸法（形 DRT1-ID16/ID16-1共通）

REMOTE TERMINAL 24VDC

8 9 10 11 12 13 14 15

IN

151311

141210

No.

NSMS

9

8

753

642

1

0

1 2 3 4 5 6 70

140  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

150以下�
40
  
0.
3

+ --

50
以
下
�

40以下�

約73

DRT1-ID16

（単位mm）�

12
� �

（コネクタ装着時）�
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■リモート I/Oターミナル（8点出力トランジスタタイプ）
形 DRT1-OD08（NPN）／形 DRT1-OD08-1（PNP）

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-OD08 形 DRT1-OD08-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 8点（マスタ上では 1CH を占有）
定格出力電流 0.3A/点　2.4A/コモン
残留電圧 1.2V 以下

（DC0.3A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.3A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-OD08/OD08-1共通）

7531

6420

DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-9参照）�
SW1～6 ：ノードアドレス �
SW7、8 ：通信速度 �
SW9    ：システム予約（必ずOFF）�
SW10   ：通信異常時の出力保持/クリア�

通信コネクタ�

DINレール取り付けフック 

端子台�

出力表示部�
各接点の出力状態を表示します。�
出力ON時に点灯します。�

内部回路

●形 DRT1-OD08（NPN対応）

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

0

1

G

フォト�
カプラ�

V  24VDC

V  24VDC

V  24VDC

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－�

降�
圧�
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●形 DRT1-OD08-1（PNP対応）

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

0

1

G

G

フォト�
カプラ�

V  24VDC

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－� G

降�
圧�

配線

●形 DRT1-OD08（NPN対応）

＋�
8

V
9

1
10

3
11

5
12

7
13

V
14

－�
1

G
2

0
3

2
4

4
5

6
6

V
7

24VDC
SOURCE�
24VDC

内部電源�

I/O電源�

ソレノイドなど�

＋�－�

＋�－�

バルブなど� ソレノイドなど�

V端子同士（端子番号 9と 7と 14）は、内部で接続されています。端
子番号 9に I/O電源を供給している場合は、端子番号 7または 14から
出力機器への電源供給を行えます。ただし、1.2A以上の通電となる場
合には、出力用の電源を端子から取らずに外部から供給してください。

●形 DRT1-OD08-1（PNP対応）

＋�
8

V
9

1
10

3
11

5
12

7
13

G
14

－�
1

G
2

0
3

2
4

4
5

6
6

G
7

24VDC
SOURCE�
24VDC

内部電源�

I/O電源�

ソレノイドなど�

＋�－�

＋�－�

バルブなど� ソレノイドなど�

G端子同士（端子番号 2と 7と 14）は、内部で接続されています。端
子番号 2に I/O電源を供給している場合は、端子番号 7または 14から
出力機器への電源供給を行えます。ただし、1.2A以上の通電となる場
合には、出力用の電源を端子から取らずに外部から供給してください。
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寸法（形 DRT1-OD08/OD08-1共通）

DRT1-OD08
REMOTE TERMINAL 24VDC

0 1 2 3 4 5 6 7

OUT

7531

6420

No.

NSMS

115  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

125以下�

40
  
0.
3

+ --
50
以
下
�

40以下�

約73

（単位mm）�

12
� �

（コネクタ装着時）�
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■リモート I/Oターミナル（16点出力トランジスタタイプ）
形 DRT1-OD16（NPN）／形 DRT1-OD16-1（PNP）

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-OD16 形 DRT1-OD16-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 16 点
定格出力電流 0.3A/点　2.4A/コモン
残留電圧 1.2V 以下

（DC0.3A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.3A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

16 点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-OD16/OD16-1共通）

1513119

1412108

DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-9参照）�
SW1～6  ：ノードアドレス�
SW7、8  ：通信速度�
SW9　   ：システム予約（必ずOFF）�
SW10    ：通信異常時の出力保持/クリア�

通信コネクタ�

DINレール取り付けフック 

端子台�

出力表示部�
各接点の出力状態を表示します。�
出力ON時に点灯します。�

7531

6420

内部回路

●形 DRT1-OD16（NPN対応）

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

0

1

G

フォト�
カプラ�

V  24VDC

V  24VDC

V  24VDC

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－�

降�
圧�
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●形 DRT1-OD16-1（PNP対応）

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

0

1

G

G

フォト�
カプラ�

V  24VDC

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－� G

降�
圧�

配線

●形 DRT1-OD16（NPN対応）

＋�
12

V
13

1
14

3
15

5
16

7
17

9
18

－�
1

G
2

0
3

2
4

4
5

6
6

8
7

24VDC
SOURCE�
24VDC

内部回路�
電源�

I/O電源�

ソレノイドなど�

＋�－�

＋�－�

11
19

13
20

15
21

V
22

10
8

12
9

14 
10

V
11

バルブなど� ソレノイドなど�

V端子同士（端子番号 13と 11と 22）は、内部で接続されています。
端子番号 13に I/O電源を供給している場合は、端子番号 11または 22
から出力機器への電源供給を行えます。ただし、1.2A以上の通電とな
る場合には、出力用の電源を端子から取らずに外部から供給してくだ
さい。

●形 DRT1-OD16-1（PNP対応）

＋�
12

V
13

1
14

3
15

5
16

7
17

9
18

－�
1

G
2

0
3

2
4

4
5

6
6

8
7

24VDC
SOURCE�
24VDC

内部回路�
電源�

I/O電源�

ソレノイドなど�

＋�－�

＋�－�

11
19

13
20

15
21

G
22

10
8

12
9

14 
10

G
11

バルブなど� ソレノイドなど�

G端子同士（端子番号 2と 11と 22）は、内部で接続されています。
端子番号 2に I/O 電源を供給している場合は、端子番号 11 または 22
から出力機器への電源供給を行えます。ただし、1.2A以上の通電とな
る場合には、出力用の電源を端子から取らずに外部から供給してくだ
さい。
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寸法（形 DRT1-OD16/OD16-1共通）

REMOTE TERMINAL 24VDC

8 9 10 11 12 13 14 15

OUT

151311

141210

No.

NSMS

9

8

753

642

1

0

1 2 3 4 5 6 70

140  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

150以下�
40
  
0.
3

+ --

50
以
下
�

40以下�

約73

DRT1-OD16

（単位mm）�

12
� �

（コネクタ装着時）�
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■リモート I/Oターミナル（8点入力/8点出力トランジスタタイプ）
形 DRT1-MD16（NPN）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-MD16
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応

入出力点数 入力8点
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と IN V 間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と IN V 間）

OFF 電流 1mA 以下
入力電流 10mA 以下/点
ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-MD16
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応

入出力点数 出力 8点
定格出力電流 0.3A/点　2.4A/コモン
残留電圧 1.2V 以下

（DC0.3A、各出力端子と OUT G 間）

漏れ電流 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能

1513119

1412108

DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-9参照）�
SW1～6  ：ノードアドレス�
SW7、8  ：通信速度�
SW9　   ：システム予約（必ずOFF）�
SW10　  ：通信異常時の出力保持/クリア�

通信コネクタ�

DINレール取り付けフック 

端子台�

入出力表示部�
各接点の入出力状態を表示します（左半分の�
8個が入力用、右半分の8個が出力用です）。�
入出力ON時に点灯します。�

7531

6420
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内部回路

フォト�
カプラ�

非絶縁�
電源�

フォト�
カプラ�トランシーバ�

物理層�
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1

2

3
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5
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5V
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□V

5V

□V

物理層へ�

DC-DC�
コンバータ�

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
－�

1MS�

�

1NS

TXD�

�

�

�

RXD

V   24VDC�

0�

1�

�

�

�

�

G

内部回路�

0V

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

・
・
・
・�
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V   24VDC�

0�

1�

�

�

�

�

�

G

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

・
・
・
・�

OUT

・
・
・�

降�
圧�

配線

＋�
12

IN�
V

13

1
14

3
15

5
16

7
17

1
18

－�
1 2

0
3

2
4

4
5

6
6

0
7

24VDC 24VDCIN OUT
SOURCE�
24VDC

内部電源�

入力用�
I/O電源�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

ソレノイド、バルブなど�

＋�－�

＋�－�

出力用�
I/O電源�

＋�－�

3
19

5
20

7
21 22

2
8

4
9

6
10 11

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�
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�
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）
�
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�
黒�

（
　
）
�
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�
白�

（
　
）
�

IN�
G
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V
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G

IN V端子と OUT V端子同士（端子番号 13と 22）、IN G端子と OUT
G端子同士（端子番号 2と 11）は、内部で接続されていません。接続
の際には、ご注意ください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。
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寸法

REMOTE TERMINAL 24VDC

0 1 2 3 4 5 6 7

IN
OUT

753

642

No.

NSMS

1

0

753

642

1

0

1 2 3 4 5 6 70

140  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

150以下�

40
  
0.
3

+ --

50
以
下
�

40以下�

約73

DRT1-MD16

（単位mm）�

12
� �

（コネクタ装着時）�
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■制御盤への取り付け

リモート I/Oターミナルは、次の 2通りの方法で制御盤に取り付けることができます。

制御盤にネジで固定する方法

各スレーブの「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴

をあけ、M4ネジで固定してください。

適正締め付けトルクは、0.6～0.98N・mです。

DINレールに取り付ける方法

スレーブの背面で、DIN35mmレールに取り付けてください。このとき、背面にある

DIN レール取り付けフックをドライバで引き下げながら、DIN レールをスレーブの

背面にはめ込み、確実に固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレー

トで挟んで固定してください。

●エンドプレートの取り付け方法

エンドプレートは、下側を引っ掛けてから（次図①）、上側を引っ掛けて下に引き

降ろします（次図②）。

1

2

エンドプレート�

お願い� 必ず 2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟み込んで固定してください。

取り付け方向

特にスレーブの解説の中で記述されていない場合は、取り付けには方向の制約はあ

りません。以下の 6方向すべての方向に取り付けることができます。

鉛直方向�REMOTE TERMINAL 24VDC

8 9 10 11 12 13 14 15

IN

151311

141210

No.

NSMS

9

8

753

642

1

0

1 2 3 4 5 6 70
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89101112131415
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15 13 11

14 12 10

No.
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9

8

7 5 3

6 4 2

1

0

1234567 0
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MO
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 T
ER
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L 
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VD
C

8
9

10
11
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13

14
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.
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6
4
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4
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7
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6
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14
15
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7
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1
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0

DRT1-ID16
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■内部電源、I/O電源、入出力の配線

内部電源（内部回路用電源）、I/O電源、入出力の配線はいずれもM3のネジ端子で

行います。

以下に示す、M3用の圧着端子を取り付けて端子台に接続します。

適正締め付けトルクは、0.3～0.5N・mです。

6.0mm以下� 6.0mm以下�

内部電源の配線

端子台の端子配置については、各スレーブの解説の「配線」を参照してください。

例：リモート I/Oターミナル 形 DRT1-ID16への内部電源供給

REMOTE TERMINAL 24VDC 151311

141210

No.

9

8

753

642

1

0

DRT1-ID16

＋�－�

I/O電源の配線

端子台の端子配置については、各スレーブの解説の「配線」を参照してください。

例：リモート I/Oターミナル 形 DRT1-ID16への I/O電源供給

REMOTE TERMINAL 24VDC 151311

141210

No.

9

8

753

642

1

0

DRT1-ID16

＋�－�

入出力の配線

端子台の端子配置や外部入出力の配線については、各スレーブの解説の「配線」を

参照してください。

例：リモート I/Oターミナル 形 DRT1-ID16の入力 0への配線

REMOTE TERMINAL 24VDC 151311

141210

No.

9

8

753

642

1

0

DRT1-ID16
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4-4　リモート I/O ターミナル
（トランジスタ・3段端子台タイプ）

■ノードアドレス・通信速度・出力保持/クリアの設定

ここでは、リモート I/Oターミナル（トランジスタ・3段端子台タイプ）で共通のノ

ードアドレス設定と、通信速度設定、通信異常時の出力保持/クリア設定（出力にの

み有効）について説明します。これらの設定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：ロータリスイッチ

通信速度設定 ：ディップスイッチ 1、2

出力保持/クリア設定 ：ディップスイッチ 4（出力にのみ有効）

ON

4321

通信速度設定�

通信異常時の出力保持/クリア設定�
（出力タイプのみ）�

システム予約（必ずOFF）�

ノードアドレス設定（×1）�
ノードアドレス設定（×10）�

0 9

7
8

4 6

1

5

3
2

0 9

7
8

4 6

1

5

3
2

ノードアドレスの設定

リモート I/Oターミナル（トランジスタ・3段端子台タイプ）では、ノードアドレス

（10 進数）の 10 の桁を左のロータリスイッチで、1 の桁を右のロータリスイッチで

設定します。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生し、
通信に加入できません。

通信速度の設定

ディップスイッチ 1、2によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
1 2

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s（工場出荷時設定）

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。
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ディップスイッチ 3、4の設定について

ディップスイッチ 3、4の機能は、入力か出力かによって異なり、次のようになって

います。

ON

43

入力：未使用（必ずOFF）�
出力：通信異常時の出力保持/クリア�

システム予約（必ずOFF）�

ディップスイッチ 3 ：システム予約（必ず OFFで使用）

ディップスイッチ 4 ：

入力に対して 機能なし（必ず OFFで使用）

出力に対して 通信異常時の出力保持/クリア
OFF（クリア）：
通信異常時に、マスタからの出力データをすべて 0 にクリア
する。
ON（保持）：
通信異常時は、マスタからの出力データを直前の状態で保持
する。

工場出荷時は、ディップスイッチ 3、4とも OFFになっています。
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■リモート I/Oターミナル（16点入力トランジスタ、3段端子台タイプ）
形 DRT1-ID16T（NPN）／形 DRT1-ID16T-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-ID16T 形 DRT1-ID16T-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力16点
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1.0mA 以下
入力電流 6.0mA 以下/点（DC24V 時）

3.0mA 以上/点（DC17V 時）
6.0mA 以下/点（DC24V 時）
3.0mA 以上/点（DC17V 時）

ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-ID16T/ID16T-1共通）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

IN

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-28参照）�

DINレール取り付けフック�内部電源用端子台�

通信コネクタ�

ロータリスイッチ（P.4-28参照）�
ノードアドレスを設定します。�
�

入力表示部�
　各接点の入力状態を表示します。�
　入力ON時に点灯します。�

端子台�

SW1、2：通信速度�
SW3、4：システム予約（必ずOFF）�

DRT1-ID16T
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

DR1 NCNC

回路部脱着用ネジ�
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内部回路

●形 DRT1-ID16T（NPN対応）

V－�

CANL

物理層�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ� フォトカプラ�

フォトカプラ�

内部�
回路�

DRAIN

CANH

V＋�

SOURCE�
24VDC�
　   ＋�

SOURCE�
24VDC�
　   －�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V1  24VDC

G1

V1

入力（0～7）�

I/O電源�

G1

G2

V2  24VDC

V2

入力（8～15）�

G2

I/O電源�

●形 DRT1-ID16T-1（PNP対応）

V－�

CANL

物理層�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

フォトカプラ�

フォトカプラ�

内部�
回路�

DRAIN

CANH

V＋�

SOURCE�
24VDC�
　   ＋�

SOURCE�
24VDC�
　   －�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V1  24VDC

V2  24VDC

G1

V1

入力（0～7）�

I/O電源�

G1

G2

V2

入力（8～15）�

G2

I/O電源�

配線

●形 DRT1-ID16T（NPN対応）

内部電源�

－�＋�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

＋� －� G1

－�＋�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

15

V2

G2

9

V2

G2

8

V2

G2

V2

G2

－�＋�
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●形 DRT1-ID16T-1（PNP対応）

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

G1

－�＋�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

15

V2

G2

9

V2

G2

8

V2

G2

V2

G2

－�＋�

内部電源�

－�＋�

＋� －�

I/O電源の V1端子と V2端子同士、G1端子と G2端子同士は、内部で
接続されていません。接続の際には、ご注意ください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。

寸法（形 DRT1-ID16T/ID16T-1共通）

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

（単位mm）�

（ ）内は参考寸法です。�

170  0.2+--

40
  
0.
2

+ --

58
(83)

180

50

（
54
）
�

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

IN

DRT1-ID16T
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

DR1 NCNC

回路部脱着用ネジ（「各部の名称と機能」参照）をゆるめることにより、
回路部のみを取り外して交換できます。
回路部の脱着・交換の際は、通信電源、内部電源、I/O電源などの電源がす
べて OFFになっていることを確認してから行ってください。
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■リモート I/Oターミナル（16点入力トランジスタ、3段端子台タイプ）
形 DRT1-ID16TA（NPN）／形 DRT1-ID16TA-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-ID16TA 形 DRT1-ID16TA-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力16点
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1.0mA 以下
入力電流 6.0mA 以下/点（DC24V 時）

3.0mA 以上/点（DC17V 時）
6.0mA 以下/点（DC24V 時）
3.0mA 以上/点（DC17V 時）

ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-ID16TA/ID16TA-1共通）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

IN

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-28参照）�

DINレール取り付けフック�

通信コネクタ�

ロータリスイッチ（P.4-28参照）�
ノードアドレスを設定します。�
�

入力表示部�
　各接点の入力状態を表示します。�
　入力ON時に点灯します。�

端子台�

SW1、2：通信速度�
SW3、4：システム予約（必ずOFF）�

DRT1-ID16TA
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

DR1 NCNC

回路部脱着用ネジ�
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内部回路

●形 DRT1-ID16TA（NPN対応）

物理層�

5

4

3

2

1

V+�

CAN_H�

DRAIN�

CAN_L�

V-

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

V1   24VDC�

G1�

V1�

0～7�

G1
内部�
回路�

フォト�
カプラ�

V2   24VDC�

G2�

V2�

8～15�

G2

フォト�
カプラ�

●形 DRT1-ID16TA-1（PNP対応）

物理層�

5

4

3

2

1

V+�

CAN_H�

DRAIN�

CAN_L�

V-

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

V1   24VDC�

G1�

V1�

0～7�

G1
内部�
回路�

フォト�
カプラ�

V2   24VDC�

G2�

V2�

8～15�

G2

フォト�
カプラ�

配線

●形 DRT1-ID16TA（NPN対応）

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

G1

－�＋�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

15

V2

G2

9

V2

G2

8

V2

G2

V2

G2

－�＋�
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●形 DRT1-ID16TA-1（PNP対応）

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

G1

－�＋�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

15

V2

G2

9

V2

G2

8

V2

G2

V2

G2

－�＋�

I/O電源の V1端子と V2端子同士、G1端子と G2端子同士は、内部で
接続されていません。接続の際には、ご注意ください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。

寸法（形 DRT1-ID16TA/ID16TA-1共通）

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

（単位mm）�

（ ）内は参考寸法です。�

170  0.2+--

40
  
0.
2

+ --
58

(83)

180

50

（
54
）
�

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

IN

DRT1-ID16TA
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

DR1 NCNC

回路部脱着用ネジ（「各部の名称と機能」参照）をゆるめることにより、
回路部のみを取り外して交換できます。
回路部の脱着・交換の際は、通信電源、内部電源、I/O電源などの電源がす
べて OFFになっていることを確認してから行ってください。
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■リモート I/Oターミナル（16点出力トランジスタ、3段端子台タイプ）
形 DRT1-OD16T（NPN）／形 DRT1-OD16T-1（PNP）

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-OD16T 形 DRT1-OD16T-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 16 点
定格出力電流 0.5A/点
残留電圧 1.2V 以下

（DC0.5A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.5A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-OD16T/OD16T-1共通）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

OUT

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-28参照）�

DINレール取り付けフック�内部電源用端子台�

通信コネクタ�

ロータリスイッチ（P.4-28参照）�
ノードアドレスを設定します。�
�

出力表示部�
　各接点の出力状態を表示します。�
　出力ON時に点灯します。�

端子台�

SW1、2：通信速度�
SW3   ：システム予約（必ずOFF）�
SW4   ：通信異常時の出力保持/クリア�

DRT1-OD16T
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

DR1 HOLDNC

回路部脱着用ネジ�

内部回路

●形 DRT1-OD16T（NPN対応）

V－�

CANL

物理層�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

フォトカプラ�

DRAIN

CANH

V＋�

SOURCE�
24VDC�
　   ＋�

SOURCE�
24VDC�
　   －�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V2  24VDC

G2

V2

出力（8～15）�

G2

I/O電源�

フォトカプラ�

V1  24VDC

G1

V1

出力（0～7）�

G1

I/O電源�

内部�
回路�

降
圧�

降
圧�
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●形 DRT1-OD16T-1（PNP対応）

V－�

CANL

物理層�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

フォトカプラ�

DRAIN

CANH

V＋�

SOURCE�
24VDC�
　   ＋�

SOURCE�
24VDC�
　   －�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V2  24VDC

G2

V2

出力（8～15）�

G2

I/O電源�降
圧�

フォトカプラ�

V1  24VDC

G1

V1

出力（0～7）�

G1

I/O電源�降
圧�

内部�
回路�

配線

●形 DRT1-OD16T（NPN対応）

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

G1

－�＋�

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

15

V2

G2

9

V2

G2

8

V2

G2

V2

G2

－�＋�

内部電源�

－�＋�

＋� －�

●形 DRT1-OD16T-1（PNP対応）

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

G1

－�＋�

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

15

V2

G2

9

V2

G2

8

V2

G2

V2

G2

－�＋�

内部電源�

－�＋�

＋� －�

・I/O電源の V1端子と V2端子同士、G1端子と G2端子同士は、内部で
接続されていません。接続の際には、ご注意ください。
・誘導負荷（ソレノイド、バルブなど）を使用する場合には、逆起電力
吸収用のダイオードを内蔵したものを使用するか、外部にダイオード
を付けてください。



4-38

４
一
般
ス
レ
ー
ブ

寸法（形 DRT1-OD16T/OD16T-1共通）

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

（単位mm）�

（ ）内は参考寸法です。�

170  0.2+--

40
  
0.
2

+ --

58
(83)

180

50

（
54
）
�

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

OUT

DRT1-OD16T
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

DR1 HOLDNC

回路部脱着用ネジ（「各部の名称と機能」参照）をゆるめることにより、
回路部のみを取り外して交換できます。
回路部の脱着・交換の際は、通信電源、内部電源、I/O電源などの電源がす
べて OFFになっていることを確認してから行ってください。
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■リモート I/Oターミナル（16点出力トランジスタ、3段端子台タイプ）
形 DRT1-OD16TA（NPN）／形 DRT1-OD16TA-1（PNP）

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-OD16TA 形 DRT1-OD16TA-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 16 点
定格出力電流 0.5A/点
残留電圧 1.2V 以下

（DC0.5A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.5A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-OD16TA/OD16TA-1共通）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

OUT

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-28参照）�

DINレール取り付けフック�

通信コネクタ�

ロータリスイッチ（P.4-28参照）�
ノードアドレスを設定します。�
�

出力表示部�
　各接点の出力状態を表示します。�
　出力ON時に点灯します。�

端子台�

SW1、2：通信速度�
SW3   ：システム予約（必ずOFF）�
SW4   ：通信異常時の出力保持/クリア�

DRT1-OD16TA
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

DR1 HOLDNC

回路部脱着用ネジ�

内部回路

●形 DRT1-OD16TA（NPN対応）

V－�

CANL

物理層�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

フォトカプラ�

DRAIN

CANH

V＋� V2  24VDC

G2

V2

出力（8～15）�

G2

I/O電源�

フォトカプラ�

V1  24VDC

G1

V1

出力（0～7）�

G1

I/O電源�

内部�
回路�

降
圧�

降
圧�

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�
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●形 DRT1-OD16TA-1（PNP対応）

V－�

CANL

物理層�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

フォトカプラ�

DRAIN

CANH

V＋�

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

V2  24VDC

G2

V2

出力（8～15）�

G2

I/O電源�降
圧�

フォトカプラ�

V1  24VDC

G1

V1

出力（0～7）�

G1

I/O電源�降
圧�

内部�
回路�

配線

●形 DRT1-OD16TA（NPN対応）

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

G1

－�＋�

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

15

V2

G2

9

V2

G2

8

V2

G2

V2

G2

－�＋�

●形 DRT1-OD16TA-1（PNP対応）

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

G1

－�＋�

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

15

V2

G2

9

V2

G2

8

V2

G2

V2

G2

－�＋�

・I/O電源の V1端子と V2端子同士、G1端子と G2端子同士は、内部で
接続されていません。接続の際には、ご注意ください。
・誘導負荷（ソレノイド、バルブなど）を使用する場合には、逆起電力
吸収用のダイオードを内蔵したものを使用するか、外部にダイオード
を付けてください。
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寸法（形 DRT1-OD16TA/OD16TA-1共通）

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

（単位mm）�

（ ）内は参考寸法です。�

170  0.2+--

40
  
0.
2

+ --

58
(83)

180

50

（
54
）
�

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

OUT

DRT1-OD16TA
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

DR1 HOLDNC

回路部脱着用ネジ（「各部の名称と機能」参照）をゆるめることにより、
回路部のみを取り外して交換できます。
回路部の脱着・交換の際は、通信電源、内部電源、I/O電源などの電源がす
べて OFFになっていることを確認してから行ってください。
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■リモート I/Oターミナル（8点入力/8点出力トランジスタ、3段端子台タイプ）

形 DRT1-MD16T（NPN）／形 DRT1-MD16T-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-MD16T 形 DRT1-MD16T-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力8点
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1.0mA 以下
入力電流 6.0mA 以下/点（DC24V 時）

3.0mA 以上/点（DC17V 時）
6.0mA 以下/点（DC24V 時）
3.0mA 以上/点（DC17V 時）

ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-MD16T 形 DRT1-MD16T-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 8点
定格出力電流 0.5A/点
残留電圧 1.2V 以下

（DC0.5A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.5A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン
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各部の名称と機能（形 DRT1-MD16T/MD16T-1共通）

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7

OUTIN

DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-28参照）�

DINレール取り付けフック�

内部電源用端子台�

通信コネクタ�

ロータリスイッチ（P.4-28参照）�
ノードアドレスを設定します。�
�

出力表示部�
　各接点の出力状態を表示しま�
　す。出力ON時に点灯します。�

出力用端子台�

SW1、2：通信速度�
SW3   ：システム予約（必ずOFF）�
SW4   ：通信異常時の出力保持/クリア�

DRT1-MD16T
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

DR1 HOLDNC

入力用端子台�

入力表示部�
　各接点の入力状態を表示しま�
　す。入力ON時に点灯します。�

回路部脱着用ネジ�

内部回路

●形 DRT1-MD16T（NPN対応）

V－�

CANL

物理層�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ� フォトカプラ�

フォトカプラ�

内部�
回路�

DRAIN

CANH

V＋�

SOURCE�
24VDC�
　   ＋�

SOURCE�
24VDC�
　   －�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V1  24VDC

V2  24VDC

G1

V1

入力（0～7）�

I/O電源�

G1

G2

V2

出力（0～7）�

G2

I/O電源�降
圧�

●形 DRT1-MD16T-1（PNP対応）

V－�

CANL

物理層�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

フォトカプラ�

フォトカプラ�

内部�
回路�

DRAIN

CANH

V＋�

SOURCE�
24VDC�
　   ＋�

SOURCE�
24VDC�
　   －�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V1  24VDC

V2  24VDC

G1

V1

入力（0～7）�

I/O電源�

G1

G2

V2

出力（0～7）�

G2

I/O電源�降
圧�
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配線

●形 DRT1-MD16T（NPN対応）

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

7

V2

G2

1

V2

G2

0

V2

G2

V2

G2

－�＋�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

G1

－�＋�

内部電源�

－�＋�

＋� －�

●形 DRT1-MD16T-1（PNP対応）

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

7

V2

G2

1

V2

G2

0

V2

G2

V2

G2

－�＋�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

G1

－�＋�

内部電源�

－�＋�

＋� －�

・I/O電源の V1端子と V2端子同士、G1端子と G2端子同士は、内部で
接続されていません。接続の際には、ご注意ください。
・誘導負荷（ソレノイド、バルブなど）を使用する場合には、逆起電力
吸収用のダイオードを内蔵したものを使用するか、外部にダイオード
を付けてください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。
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寸法（形 DRT1-MD16T/MD16T-1共通）

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

（単位mm）�

（ ）内は参考寸法です。�

170  0.2+--

40
  
0.
2

+ --

58
(83)

180

50

（
54
）
�

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7

OUTIN

DRT1-MD16T
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

DR1 HOLDNC

回路部脱着用ネジ（「各部の名称と機能」参照）をゆるめることにより、
回路部のみを取り外して交換できます。
回路部の脱着・交換の際は、通信電源、内部電源、I/O電源などの電源がす
べて OFFになっていることを確認してから行ってください。
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■リモート I/Oターミナル（8点入力/8点出力トランジスタ、3段端子台タイプ）

形 DRT1-MD16TA（NPN）／形 DRT1-MD16TA-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-MD16TA 形 DRT1-MD16TA-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力8点
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1.0mA 以下
入力電流 6.0mA 以下/点（DC24V 時）

3.0mA 以上/点（DC17V 時）
6.0mA 以下/点（DC24V 時）
3.0mA 以上/点（DC17V 時）

ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-MD16TA 形 DRT1-MD16TA-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 8点
定格出力電流 0.5A/点
残留電圧 1.2V 以下

（DC0.5A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.5A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン
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各部の名称と機能（形 DRT1-MD16TA/MD16TA-1共通）

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7

OUTIN

DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-28参照）�

DINレール取り付けフック�通信コネクタ�

ロータリスイッチ（P.4-28参照）�
ノードアドレスを設定します。�
�

出力表示部�
　各接点の出力状態を表示しま�
　す。出力ON時に点灯します。�

出力用端子台�

SW1、2：通信速度�
SW3   ：システム予約（必ずOFF）�
SW4   ：通信異常時の出力保持/クリア�

DRT1-MD16TA
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

DR1 HOLDNC

入力用端子台�

入力表示部�
　各接点の入力状態を表示しま�
　す。入力ON時に点灯します。�

回路部脱着用ネジ�

内部回路

●形 DRT1-MD16TA（NPN対応）

物理層�

5

4

3

2

1

V+�

CAN_H�

DRAIN�

CAN_L�

V-

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

V1   24VDC�

G1�

V1�

0～7�

G1
内部�
回路�

フォト�
カプラ�

V2   24VDC�

G2�

V2�

0～7�

G2

フォト�
カプラ�

降�
圧�

●形 DRT1-MD16TA-1（PNP対応）

物理層�

5

4

3

2

1

V+�

CAN_H�

DRAIN�

CAN_L�

V-

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

V1   24VDC�

G1�

V1�

0～7�

G1
内部�
回路�

フォト�
カプラ�

V2   24VDC�

G2�

V2�

0～7�

G2

フォト�
カプラ�

降�
圧�
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配線

●形 DRT1-MD16TA（NPN対応）

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

7

V2

G2

1

V2

G2

0

V2

G2

V2

G2

－�＋�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

G1

－�＋�

●形 DRT1-MD16TA-1（PNP対応）

ソレノイド、�
バルブなど�

ソレノイド、�
バルブなど�

7

V2

G2

1

V2

G2

0

V2

G2

V2

G2

－�＋�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチなど）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

 �（　
）
�

青�
　�
黒�

茶�
　�
赤�

黒�
　�
白�

茶�
　�
白�

青�
　�
黒�

7

V1

G1

1

V1

G1

0

V1

G1

V1

G1

－�＋�

・I/O電源の V1端子と V2端子同士、G1端子と G2端子同士は、内部で
接続されていません。接続の際には、ご注意ください。
・誘導負荷（ソレノイド、バルブなど）を使用する場合には、逆起電力
吸収用のダイオードを内蔵したものを使用するか、外部にダイオード
を付けてください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。
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寸法（形 DRT1-MD16TA/MD16TA-1共通）

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

（単位mm）�

（ ）内は参考寸法です。�

170  0.2+--

40
  
0.
2

+ --

58
(83)

180

50

（
54
）
�

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7

OUTIN

DRT1-MD16TA
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

DR1 HOLDNC

回路部脱着用ネジ（「各部の名称と機能」参照）をゆるめることにより、
回路部のみを取り外して交換できます。
回路部の脱着・交換の際は、通信電源、内部電源、I/O電源などの電源がす
べて OFFになっていることを確認してから行ってください。
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■制御盤への取り付け

3段端子台タイプのリモート I/Oターミナルは、次の 2通りの方法で制御盤に取り付

けることができます。

制御盤にネジで固定する方法

各スレーブの「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴

をあけ、M4ネジで固定してください。

適正締め付けトルクは、0.6～0.98N・mです。

DINレールに取り付ける方法

スレーブの背面で、DIN35mmレールに取り付けてください。このとき、背面にある

DIN レール取り付けフックをドライバで引き下げながら、DIN レールをスレーブの

背面にはめ込み、確実に固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレー

トで挟んで固定してください。

●エンドプレートの取り付け方法

エンドプレートは、下側を引っ掛けてから（次図①）、上側を引っ掛けて下に引き

降ろします（次図②）。

1

2

エンドプレート�

お願い� 必ず 2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟み込んで固定してください。

取り付け方向

特にスレーブの解説の中で記述されていない場合は、取り付けには方向の制約はあ

りません。以下の 6方向すべての方向に取り付けることができます。

鉛直方向�0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

IN

DRT1-ID16T
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

DR1 NCNC

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

I
N

D
R

T1
-ID

16
T

R
E

M
O

T
E

 T
E

R
M

IN
A

L 
D

C
24

V

NSMS
DR

0

ON

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

DR
1

NC
NC

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

I
N

D
R

T1-ID
16T

R
E

M
O

T
E

 T
E

R
M

IN
A

L D
C

24V

NS MS
DR0

ON

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

DR1
NC

NC

0123456789101112131415

IN

DRT1-ID16T
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MS DR0

ON

0123456789101112131415

DR1NC NC
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■内部電源、I/O電源、入出力の配線

内部電源（内部回路用電源）、I/O電源、入出力の配線はいずれもM3のネジ端子で

行います。

以下に示す、M3用の圧着端子を取り付けて端子台に接続します。

適正締め付けトルクは、0.3～0.5N・mです。

6.0mm以下� 6.0mm以下�

内部電源の配線

端子台の端子配置については、各スレーブの解説の「配線」を参照してください（形

DRT1-□D16TA（-1）の場合は、内部電源を使用しないため、配線しないでください）。

例：リモート I/Oターミナル 形 DRT1-ID16Tへの内部電源供給
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

IN

DRT1-ID16T

＋� －�

I/O電源の配線

端子台の端子配置については、各スレーブの解説の「配線」を参照してください。

例：リモート I/Oターミナル 形 DRT1-ID16Tへの I/O電源供給
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

IN

DRT1-ID16T

＋�－�

入出力の配線

端子台の端子配置や外部入出力の配線については、各スレーブの解説の「配線」を

参照してください。

例：リモート I/Oターミナル 形 DRT1-ID16Tの入力 0への配線
REMOTE TERMINAL DC24V

NS
MSDR0

ON

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

IN

DRT1-ID16T

青�
（黒）�

茶�
（白）�



4-52

４
一
般
ス
レ
ー
ブ

4-5　リモート I/O ターミナル
（トランジスタ・コネクタタイプ）

■ノードアドレス・通信速度・出力保持/クリアの設定

ここでは、リモート I/Oターミナル（トランジスタ・コネクタタイプ）で共通のノー

ドアドレス設定と、通信速度設定、通信異常時の出力保持/クリア設定（出力にのみ

有効）について説明します。これらの設定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：上面ロータリスイッチ

通信速度設定 ：下面ディップスイッチ 1、2

出力保持/クリア設定 ：下面ディップスイッチ 4（出力にのみ有効）

ノードアドレス設定（×10）�
ノードアドレス設定（×1）�

［上面］�

［下面］�

09

7
8

46

1

5

3
2

09

7
8

46

1

5

3
2

21

通信速度設定�

Ｏ�
Ｎ� 43

通信異常時の出力保持/クリア設定�
（出力タイプのみ）�
システム予約（必ずOFF）�

（左図は工場出荷時設定：すべてOFF）�

ノードアドレスの設定

リモート I/Oターミナル（トランジスタ・コネクタタイプ）では、ノードアドレス（10

進数）の 10の桁を背面側のロータリスイッチで、1の桁を前面側のロータリスイッ

チで設定します。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生し、
通信に加入できません。

通信速度の設定

ディップスイッチ 1、2によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
1 2

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s（工場出荷時設定）

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。
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ディップスイッチ 3、4の設定について

ディップスイッチ 3、4の機能は、入力か出力かによって異なり、次のようになって

います。

43

ON

入力：未使用（必ずOFF）�
出力：通信異常時の出力保持/クリア�

システム予約（必ずOFF）�

ディップスイッチ 3 ：システム予約（必ず OFFで使用）

ディップスイッチ 4 ：

入力に対して 機能なし（必ず OFFで使用）

出力に対して 通信異常時の出力保持/クリア
OFF（クリア）：
通信異常時に、マスタからの出力データをすべて 0 にクリア
する。
ON（保持）：
通信異常時は、マスタからの出力データを直前の状態で保持
する。

工場出荷時は、ディップスイッチ 3、4とも OFFになっています。
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■リモート I/Oターミナル（32点入力トランジスタ、コネクタタイプ）
形 DRT1-ID32ML（NPN）／形 DRT1-ID32ML-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-ID32ML 形 DRT1-ID32ML-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力32点
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1.0mA 以下
入力電流 6.0mA 以下/点（DC24V 時）

3.0mA 以上/点（DC17V 時）
6.0mA 以下/点（DC24V 時）
3.0mA 以上/点（DC17V 時）

入力インピーダンス 4.4k Ω
ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
最大同時入力点数 32 点 *1

コモン当たりの
回路数

32 点/コモン

*1： リモート I/O ターミナルを上向きに取り付けた場合、32 点すべてが ON となる可
能性があるときは、周囲温度に応じて、ユニット間に距離をとってください（「寸
法」P.4-57 参照）。

各部の名称と機能（形 DRT1-ID32ML/ID32ML-1共通）

ディップスイッチ（P.4-52参照）�

通信コネクタ�

ロータリスイッチ�
（P.4-52参照）�
ノードアドレスを�
設定します。�

DeviceNet表示部（P.8-2参照）、入力表示部�
スレーブの状態や、通信の状態、各接点の入力�
状態（入力ON時に点灯）を表示します。�

SW1、2：通信速度�
SW3、4：システム予約（必ずOFF）�

DINレール取り�
付けフック�

入力コネクタ（MILコネクタ）�
入力32点を、MILコネクタで接続します。�
MIL対応ケーブルは、別売です。�

［上面］� ［正面］� ［下面］�

●入力表示部

LED 名称 意味

Ⅰ　0～15 mCH の接点 0～15 の状態を表示（点灯：入力 ON、消灯：入力 OFF）
Ⅱ　0～15 m＋1CH の接点 0～15 の状態を表示（点灯：入力 ON、消灯：入力 OFF）

mCH：リモート I/O ターミナルの割り付け先頭チャネル
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内部回路

●形 DRT1-ID32ML（NPN対応）

内部�
回路�

V

入力�

Gフォトカプラ�

入力�
フォトカプラ�

V－�

CANL

DRAIN

CAN H

V＋�

●形 DRT1-ID32ML-1（PNP対応）

内部�
回路�

G

入力�

Vフォトカプラ�

入力�
フォトカプラ�

V－�

CANL

DRAIN

CAN H

V＋�

配線

●形 DRT1-ID32ML（NPN対応）
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●形 DRT1-ID32ML-1（PNP対応）
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お願い� V端子同士、G端子同士は、それぞれ内部で接続されています。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。

I/O割り付け

マスタユニットに割り付けられた、リモート I/O ターミナル（32 点トランジスタ入

力、コネクタタイプ）の先頭チャネルを mCHとしたとき、MILコネクタのピン番号

と、割り付けチャネル・接点（ビット）の対応は、下図のようになります。

15 ビット�14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
25 27 29 31 33 35 37 39 26 28 30 32 34 36 38 40

5

m　 CH

m＋1CH 7 9 11 13 15 17 19 6 8 10 12 14 16 18 20

…入力16点�

…入力16点�
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寸法（形 DRT1-ID32ML/ID32ML-1共通）

（単位mm）�

27.8

60

（83）�

35

80
5

（ ）内は参考寸法です。�

32点入力トランジスタ・コネクタタイプのリモート I/Oターミナルを
複数台並べて使用する場合は、使用周囲温度により以下の制限があり
ます。
［ユニットを上向き以外で取り付ける場合］
ユニット間を密着させて取り付けられます（使用周囲温度 55℃、
32点同時 ON可能）

［ユニットを上向きに取り付ける場合］
32点が同時に ONすることがある場合は、ユニット間距離は使用
周囲温度によって、下図のグラフのように制限されます。
たとえば、使用周囲温度が 55℃の場合は、ユニット間に 10mm以
上の間隔が必要となります。

30

20

10

0
40 45 50 55

使用周囲温度（℃）�

ユ
ニ
ッ
ト
間
距
離�

L�
（mm）�

L L



4-58

４
一
般
ス
レ
ー
ブ

■リモート I/Oターミナル（32点出力トランジスタ、コネクタタイプ）
形 DRT1-OD32ML（NPN）／形 DRT1-OD32ML-1（PNP）

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-OD32ML 形 DRT1-OD32ML-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 32 点
定格出力電流 0.3A/点　4A/コモン *1

残留電圧 1.2V 以下
（DC0.3A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.3A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

32 点/コモン

*1： 総外部負荷電流が、4A を超えないようにご使用ください。
V端子と G端子は、1端子当たりで 1A を超えないようにご使用ください。

各部の名称と機能（形 DRT1-OD32ML/OD32ML-1共通）

ディップスイッチ（P.4-52参照）�

通信コネクタ�

ロータリスイッチ�
（P.4-52参照）�
ノードアドレスを�
設定します。�

DeviceNet表示部（P.8-2参照）、出力表示部�
スレーブの状態や、通信の状態、各接点の出力�
状態（出力ON時に点灯）を表示します。�

SW1、2：通信速度�
SW3   ：システム予約（必ずOFF）�
SW4   ：通信異常時の出力保持/クリア�

DINレール取り�
付けフック�

出力コネクタ（MILコネクタ）�
出力32点を、MILコネクタで接続します。�
MIL対応ケーブルは、別売です。�

［上面］� ［正面］� ［下面］�

●出力表示部

LED 名称 意味

Ⅰ　0～15 mCH の接点 0～15 の状態を表示（点灯：出力 ON、消灯：出力 OFF）
Ⅱ　0～15 m＋1CH の接点 0～15 の状態を表示（点灯：出力 ON、消灯：出力 OFF）

mCH：リモート I/O ターミナルの割り付け先頭チャネル
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内部回路

●形 DRT1-OD32ML（NPN対応）

内部�
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G

フォト�
カプラ�

出力（8～15）�

V－�

CANL

DRAIN

CAN H

V＋�

●形 DRT1-OD32ML-1（PNP対応）
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配線

●形 DRT1-OD32ML（NPN対応）
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●形 DRT1-OD32ML-1（PNP対応）
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お願い� ・V端子同士、G端子同士は、それぞれ内部で接続されています。ただし、1端子
当たり 1A以上の通電となる場合や、外部負荷の総電流が 4A以上の通電となる
場合には、出力用の電源を端子から取らずに外部から供給してください。
・誘導負荷（ソレノイド、バルブなど）を使用する場合には、逆起電力吸収用の
ダイオードを内蔵したものを使用するか、外部にダイオードを付けてください。

I/O割り付け

マスタユニットに割り付けられた、リモート I/O ターミナル（32 点トランジスタ出

力、コネクタタイプ）の先頭チャネルを mCHとしたとき、MILコネクタのピン番号

と、割り付けチャネル・接点（ビット）の対応は、下図のようになります。

15 ビット�14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
25 27 29 31 33 35 37 39 26 28 30 32 34 36 38 40

5

m　 CH

m＋1CH 7 9 11 13 15 17 19 6 8 10 12 14 16 18 20

…出力16点�

…出力16点�

寸法（形 DRT1-OD32ML/OD32ML-1共通）

（単位mm）�

27.8

60

（83）�

35

80
5

（ ）内は参考寸法です。�
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■リモート I/Oターミナル（16点入力/16点出力トランジスタ、コネクタタイプ）

形 DRT1-MD32ML（NPN）／形 DRT1-MD32ML-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-MD32ML 形 DRT1-MD32ML-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力16点
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1.0mA 以下
入力電流 6.0mA 以下/点（DC24V 時）

3.0mA 以上/点（DC17V 時）
6.0mA 以下/点（DC24V 時）
3.0mA 以上/点（DC17V 時）

入力インピーダンス 4.4k Ω
ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
最大同時入力点数 16 点
コモン当たりの
回路数

16 点/コモン

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-MD32ML 形 DRT1-MD32ML-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 16 点
定格出力電流 0.3A/点　2A/コモン *1

残留電圧 1.2V 以下
（DC0.3A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.3A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

16 点/コモン

*1： 総外部負荷電流が、2A を超えないようにご使用ください。
V端子と G端子は、1端子当たりで 1A を超えないようにご使用ください。
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各部の名称と機能（形 DRT1-MD32ML/MD32ML-1共通）

ディップスイッチ（P.4-52参照）�

通信コネクタ�

ロータリスイッチ�
（P.4-52参照）�
ノードアドレスを�
設定します。�

DeviceNet表示部（P.8-2参照）、入出力表示部�
スレーブの状態や、通信の状態、各接点の入出力状態�
（Ⅰは入力ON時に、Ⅱは出力ON時に点灯）を表示します。�

SW1、2：通信速度�
SW3   ：システム予約（必ずOFF）�
SW4   ：通信異常時の出力保持/クリア�
        （出力にのみ有効）�

DINレール取り�
付けフック�

入出力コネクタ（MILコネクタ）�
入力16点と出力16点を、MILコネクタで接続します。�
MIL対応ケーブルは、別売です。�

［上面］� ［正面］� ［下面］�

●入出力表示部

LED 名称 意味

Ⅰ　0～15 mCH の接点 0～15 の状態を表示（点灯：入力 ON、消灯：入力 OFF）
Ⅱ　0～15 nCH の接点 0～15 の状態を表示（点灯：出力 ON、消灯：出力 OFF）

mCH：リモート I/O ターミナルの IN エリアでの割り付けチャネル
nCH：リモートI/OターミナルのOUTエリアでの割り付けチャネル

内部回路

●形 DRT1-MD32ML（NPN対応）

V1

入力�
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フォトカプラ�

内部�
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●形 DRT1-MD32ML-1（PNP対応）
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配線

●形 DRT1-MD32ML（NPN対応）
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●形 DRT1-MD32ML-1（PNP対応）
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お願い� ・V1 端子同士、V2 端子同士、G1 端子同士、G2 端子同士、は、それぞれ内部で
接続されています（V1－V2間や G1－G2間は接続されていません）。ただし出
力部で、1端子当たり 1A以上の通電となる場合や、外部負荷の総電源が 2A 以
上の通電となる場合には、出力用の電源を端子から取らずに外部から供給して
ください。
・誘導負荷（ソレノイド、バルブなど）を使用する場合には、逆起電力吸収用の
ダイオードを内蔵したものを使用するか、外部にダイオードを付けてください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。
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I/O割り付け

マスタユニットに割り付けられた、リモート I/Oターミナル（16点入力/16点出力ト

ランジスタ、コネクタタイプ）の INエリアでのチャネルを mCH、OUTエリアでの

チャネルを nCHとしたとき、MILコネクタのピン番号と、割り付けチャネル・接点

（ビット）の対応は、下図のようになります。

15 ビット�14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
25 27 29 31 33 35 37 39 26 28 30 32 34 36 38 40

5

mCH

nCH 7 9 11 13 15 17 19 6 8 10 12 14 16 18 20

…入力16点�

…出力16点�

寸法（形 DRT1-MD32ML/MD32ML-1共通）

（単位mm）�

27.8

60

（83）�

35

80
5

（ ）内は参考寸法です。�

16 点入力/16 点出力トランジスタ・コネクタタイプのリモート I/O タ
ーミナルを複数台並べて使用する場合は、使用周囲温度により以下の
制限があります。
［ユニットを上向き以外で取り付ける場合］
ユニット間を密着させて取り付けられます（使用周囲温度 55℃、
入力 16点同時 ON可能）

［ユニットを上向きに取り付ける場合］
入力 16点が同時に ONすることがある場合は、ユニット間距離は
使用周囲温度によって、下図のグラフのように制限されます。
たとえば、使用周囲温度が 55℃の場合は、ユニット間に 10mm以
上の間隔が必要となります。

30

20

10

0
40 45 50 55

使用周囲温度（℃）�

ユ
ニ
ッ
ト
間
距
離�

L�
（mm）�

L L
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■制御盤への取り付け

コネクタタイプのリモート I/Oターミナルは、次の 3通りの方法で制御盤に取り付け

ることができます。

・DINレールに取り付ける方法（P.4-66）

・取り付け金具を用いて壁に垂直方向に取り付ける方法（P.4-66）

・取り付け金具を用いて壁に水平方向に取り付ける方法（P.4-68）

32点入力トランジスタ・コネクタタイプや、16点入力/16点出力トラ
ンジスタ・コネクタタイプのリモート I/O ターミナルを複数台並べて
使用する場合は、使用周囲温度により以下の制限があります。
［ユニットを上向き以外で取り付ける場合］
ユニット間を密着させて取り付けられます（使用周囲温度 55℃、
入力全点同時 ON可能）

［ユニットを上向きに取り付ける場合］
入力全点が同時に ON することがある場合は、ユニット間距離は
使用周囲温度によって、下図のグラフのように制限されます。
たとえば、使用周囲温度が 55℃の場合は、ユニット間に 10mm以
上の間隔が必要となります。

30

20

10

0
40 45 50 55

使用周囲温度（℃）�

ユ
ニ
ッ
ト
間
距
離�

L�
（mm）�

L L

コネクタタイプのリモート I/Oターミナルは、制御盤に直接ネジで固定する
ことはできません。ネジで固定する場合は、必ず別売の取り付け金具 B（形
SRT2-ATT02）を使用してください。
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DINレールに取り付ける方法

スレーブの背面で、DIN35mmレールに取り付けてください。このとき、背面にある

DIN レール取り付けフックをドライバで引き下げながら、DIN レールをスレーブの

背面にはめ込み、確実に固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレー

トで挟んで固定してください。

●エンドプレートの取り付け方法

エンドプレートは、下側を引っ掛けてから（次図①）、上側を引っ掛けて下に引き

降ろします（次図②）。

1

2

エンドプレート�

お願い� 必ず 2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟み込んで固定してください。

取り付け金具を用いて壁に垂直方向に取り付ける方法

別売の取り付け金具 B（形 SRT2-ATT02）を使用すると、コネクタタイプのリモー

ト I/Oターミナルを、制御盤などの壁面（パネル面）に垂直方向に取り付けることが

できます。
壁（パネル）面

壁（パネル）
面に垂直

取り付け金具B
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●取り付け方法

以下の手順で、リモート I/Oターミナルを取り付けます。

①取り付け金具 B（形 SRT2-ATT02）を、2個のプラスネジで、下図のように壁（パ

ネル）に取り付けます。

取り付け金具 B の取り付け加工穴寸法については、「取り付け金具寸法」（P.4-

69）を参照してください。

②取り付け金具 Bにリモート I/Oターミナルを取り付けます。

取り付け金具 Bは、DINレールと同じ形状になっていますので、DINレールに取

り付ける場合と同様の手順で取り付けてください。

●取り付け穴とスレーブ中心との位置関係

2-φ3.2またはM3

取り付け穴の中心�

スレーブの上下の中心�

（単位mm）�

16
  
0.
2

5+ --
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取り付け金具を用いて壁に水平方向に取り付ける方法

別売の取り付け金具 B（形 SRT2-ATT02）を使用すると、コネクタタイプのリモー

ト I/Oターミナルを、制御盤などの壁面（パネル面）に水平方向に取り付けることが

できます。
壁（パネル）面

取り付け金具B

壁（パネル）面に水平
（側面取り付け）

●取り付け方法

以下の手順で、リモート I/Oターミナルを取り付けます。

①取り付け金具 B（形 SRT2-ATT02）を、2個のプラスネジで、下図のように壁（パ

ネル）に取り付けます。

取り付け金具 B の取り付け加工穴寸法については、「取り付け金具寸法」（P.4-

69）を参照してください。

②取り付け金具 Bにリモート I/Oターミナルを取り付けます。

取り付け金具 Bは、DINレールと同じ形状になっていますので、DINレールに取

り付ける場合と同様の手順で取り付けてください。

お願い� 壁面（パネル面）に水平方向に取り付けた場合は、マルチドロップ配線用 DeviceNet
コネクタは使用できませんのでご注意ください。
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●取り付け穴とスレーブ中心との位置関係

2-φ3.2またはM3

取り付け穴の中心�

スレーブの上下の中心�

（単位mm）�

16
  
0.
2

5+ --

取り付け方向

特にスレーブの解説の中で記述されていない場合は、取り付けには方向の制約はあ

りません。以下の 6方向すべての方向に取り付けることができます。

鉛直方向�

取り付け寸法

・DINレールに取り付ける場合 ・壁に垂直方向に取り付ける場合 ・壁に水平方向に取り付ける場合

4mm

35
mm

45
mm DINレール�

35
mm

45
mm

3.3mm

取り付け�
金具B

0.1mm

35
mm

45
mm取り付け�

金具B

取り付け金具寸法

・取り付け金具 B（形 SRT2-ATT02）

32.5

35

7.3

2-φ3.2またはM3

取り付け穴加工寸法�

16
  
0.
2

+ --
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■内部電源、I/O電源、入出力の配線

内部電源（内部回路用電源）は、通信電源と共用のため個別の配線は不要です。

I/O電源と入出力の配線は、入出力用MILコネクタで接続します。

オムロン製 MIL 対応ケーブルを使用してリレーターミナルと
接続する場合

オムロン製リレーターミナルと接続するためのMIL対応ケーブルが、下表のように

用意されています。ご使用のリモート I/Oターミナルと、接続するリレーターミナル

の組み合わせに合ったMIL対応ケーブルを選択して使用してください。

スレーブ形式 MIL 対応ケーブル形式 接続するリレーターミナル 備考

形 DRT1-ID32ML 形 G79-I50-25-D1（50cm）
形 G79-I75-50-D1（75cm）

形 G7TC-ID16
形 G7TC-IA16

形 DRT1-OD32ML 形 G79-O50-25-D1（50cm）
形 G79-O75-50-D1（75cm）

形 G7TC-OC08/OC16
形 G70D-SOC16/VSOC16
形 G70A-ZOC16-3
形 G70D-FOM16/VFOM16

形 DRT1-MD32ML 形 G79-M50-25-D1（50cm）
形 G79-M75-50-D1（75cm）

入力側：形 G7TC-ID16/IA16
出力側：形 G7TC-OC08/OC16

形 G70D-SOC16/VSOC16
形 G70A-ZOC16-3
形 G70D-FOM16/VFOM16

入出力を区別するため、色分けさ
れています。
　入力側チューブ色：赤
　出力側チューブ色：黄

形 DRT1-ID32ML-1 形 G79-I50-25-D2（50cm）
形 G79-I75-50-D2（75cm）

形 G70A-ZIM16-5

形 G79-O50-25-D1（50cm）
形 G79-O75-50-D1（75cm）

形 G70A-ZOC16-4
形 G70D-SOC16-1

形 DRT1-OD32ML-1

形 G79-I50-25-D1（50cm）
形 G79-I75-50-D1（75cm）

形 G7TC-OC16-4
形 M7F

形 DRT1-MD32ML-1 形 G79-M50-25-D2（50cm）
形 G79-M75-50-D2（75cm）

入力側：形 G70A-ZIM16-5
出力側：形 G70A-ZOC16-4

形 G70D-SOC16-1

入出力を区別するため、色分けさ
れています。
　入力側チューブ色：赤
　出力側チューブ色：黄
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リモート I/Oターミナル側が MILコネクタに、もう片側がバラ線になっている、下

表のケーブルも用意されています。必要に応じてご使用ください。

MIL 対応ケーブル形式 備考

形 G79-A200C-D1（2m）
形 G79-A500C-D1（5m）

バラ線径：AWG28
バラ線は切断状態

形 G79-Y100C-D1（1m）
形 G79-Y200C-D1（2m）
形 G79-Y500C-D1（5m）

各バラ線にフォーク端子が装着済み
フォーク端子：161071-M2（日本端子製）

MIL コネクタのピン番号と、各バラ線の芯線色、ドットマーク、ドット色は、下表

のように対応しています。

ピン番号 芯線色
ドット
マーク

ドット色 ピン番号 芯線色
ドット
マーク

ドット色

1 黒 21 黒
2

薄茶
赤 22

薄茶
赤

3 黒 23 黒
4

黄
赤 24

黄
赤

5 黒 25 黒
6

若草
赤 26

若草
赤

7 黒 27 黒
8

灰
赤 28

灰
赤

9 黒 29 黒
10

白

■

赤 30
白

■■■

赤
11 黒 31 黒
12

薄茶
赤 32

薄茶
赤

13 黒 33 黒
14

黄
赤 34

黄
赤

15 黒 35 黒
16

若草
赤 36

若草
赤

17 黒 37 黒
18

灰
赤 38

灰
赤

19 黒 39 黒
20

白

■■

赤 40
白

■■■■

赤

フラットケーブル圧接タイプコネクタを使用する場合

MILコネクタ（形 XG4M-4030-T）を使用して、フラットケーブルによる接続ケーブ

ルを自作する場合は、以下のように行います。

①精密マイナスドライバを使用して、両端のフックを開き、MIL タイプソケットを

コンタクト側とカバー側に分けます。

ソケット（コンタクト側）の両端には、それぞれ 2 個ずつツメがあります。片側

だけを一気に外そうとしないで、両側のツメを 1 個分ずつ順番にずらすようにし

てください。
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②手順①で分けたソケットの間にフラットケーブルをはさみ、コンタクトと位置を

合わせた上で、コネクタ側とカバー側を組み合わせてロックします。

万力など使用して、奥のツメに嚙み合わさるまでしっかりと押し込んでください。

圧接用適合電線：1.27mmピッチフラットケーブル AWG28（7本より線）

・UL2651（標準ケーブル）

・UL20012（スダレケーブル）

・UL20028（カラーコードケーブル）

③必要に応じてケーブルを折り返し、ストレインリリーフをはめ込み、ロックしま

す。

④作成した MILコネクタを、コネクタタイプのリモート I/Oターミナルに取り付け

ます。

バラ線圧接タイプコネクタを使用する場合

バラ線による接続ケーブルを自作する場合は、ケーブルの線径に応じて、下表に示

す部品でコネクタを組み立ててください。

部品 ケーブル線径 AWG24 ケーブル線径 AWG28～26

ソケット 形 XG5M-4032-N 形 XG5M-4035-N
セミカバー *1 形 XG5S-2001
フードカバー *2 形 XG5S-5022

*1：コネクタ 1個につき、セミカバーが 2個必要です。
*2：フードカバーを使用した場合は、マルチドロップ配線用 DeviceNet コネクタは使

用できません。

詳細については、形 XG5（バラ線圧接コネクタ）のカタログ（プリント基板用商品

用カタログ：Man No.SAOO-205）を参照してください。
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4-6　リモートアダプタ

■ノードアドレス・通信速度・出力保持/クリアの設定

ここでは、リモートアダプタで共通のノードアドレス設定と、通信速度設定、通信

異常時の出力保持/クリア設定（出力にのみ有効）について説明します。これらの設

定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：ディップスイッチ 1～6

通信速度設定 ：ディップスイッチ 7、8

出力保持/クリア設定 ：ディップスイッチ 10（出力にのみ有効）

8

ON

7654321

通信速度設定�

ノードアドレス�
設定�

109

通信異常時の出力保持/クリア設定�
（出力タイプのみ）�
システム予約（必ずOFF）�

ノードアドレスの設定

リモートアダプタでは、ディップスイッチ 1～6の設定によって、ノードアドレスは

次のようになります。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ディップスイッチ ノードアドレス
6 5 4 3 2 1

0 0 0 0 0 0 0（工場出荷時設定）
0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 1 0 2

1 1 1 1 0 1 61
1 1 1 1 1 0 62
1 1 1 1 1 1 63

0：OFF　　1：ON

・「付-1　ディップスイッチとノードアドレス対応表」に、ディップスイッ
チ設定とノードアドレスの対応の一覧表があります。
・ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生
し、通信に加入できません。
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通信速度の設定

ディップスイッチ 7、8によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
7 8

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s（工場出荷時設定）

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。

ディップスイッチ 9、10の設定について

ディップスイッチ 9、10 の機能は、入力か出力かによって異なり、次のようになっ

ています。

ON

109

入力：未使用（必ずOFF）�
出力：通信異常時の出力保持/クリア�

システム予約（必ずOFF）�

ディップスイッチ 9 ：システム予約（必ず OFFで使用）

ディップスイッチ 10 ：

入力に対して 機能なし（必ず OFFで使用）

出力に対して 通信異常時の出力保持/クリア
OFF（クリア）：
通信異常時に、マスタからの出力データをすべて 0 にクリア
する。
ON（保持）：
通信異常時は、マスタからの出力データを直前の状態で保持
する。

工場出荷時は、ディップスイッチ 9、10とも OFFになっています。
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■リモートアダプタ（16点入力）
形 DRT1-ID16X（NPN）／形 DRT1-ID16X-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-ID16X 形 DRT1-ID16X-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力 16 点（5 分間の平均で、入力の使用が 8 点以下となる
ようにしてください。）

ON 電圧 DC15V 以上
（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 0.8mA 以下
入力電流 10mA 以下/点 10mA 以下/点
ON 遅延時間 9ms 以下
OFF 遅延時間 14.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-ID16X/ID16X-1共通）

NSMS

DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-73参照）�
SW1～6  ：ノードアドレス�
SW7、8  ：通信速度�
SW9、10 ：システム予約（必ずOFF）�

通信コネクタ�

DINレール取り付けフック�

電源端子�

フラットケーブルコネクタMILタイプソケット�
フラットケーブルコネクタMILタイププラグを�
通して、入力用の電源や、スイッチ、センサ�
などの入力機器を接続します。�
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内部回路

●形 DRT1-ID16X（NPN対応）
フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

V0  24VDC

0

1

G0

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

V1  24VDC

8

9

G1

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－�

●形 DRT1-ID16X-1（PNP対応）

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

V0

0

1

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－�

G0

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

V1

8

9

G1
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配線

●形 DRT1-ID16X（NPN対応）

●形 DRT1-ID16X-1（PNP対応）

［コネクタピン配置］

19�

17�

15�

13�

11�

9�

7�

5�

3�

1

20�

18�

16�

14�

12�

10�

8�

6�

4�

2

0

1

2

3

4

5
6

7
G0

V0

8

9

10

11

12
13

14

15
G1

V1

TOP  VIEW

コネクタピンNo.
▲マーク�

�

［内部電源］

21

SOURCE�
24VDC

内部電源�

－�＋�

－�＋�

［入力機器］
プリント基板を使用して、フラットケーブルコネクタMILタイププラグに I/O機器を配線し、接

続してください。

TOP  VIEW

コネクタピンNo.
▲マーク�

（赤）茶�

（白）黒�

（黒）青�

（白）茶�

（黒）青�

I/O電源�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

＋�

－�

19�

17�

15�

13�

11�

9�

7�

5�

3�

1

20�

18�

16�

14�

12�

10�

8�

6�

4�

2

�

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されてい

ます。（　）内は旧芯線色です。

［コネクタピン配置］

19�

17�

15�

13�

11�

9�

7�

5�

3�

1

20�

18�

16�

14�

12�

10�

8�

6�

4�

2

0

1

2

3

4

5
6

7
G0

V0

8

9

10

11

12
13

14

15
G1

V1

TOP  VIEW

コネクタピンNo.
▲マーク�

�

［内部電源］

21

SOURCE�
24VDC

内部電源�

－�＋�

－�＋�

［入力機器］
プリント基板を使用して、フラットケーブルコネクタMILタイププラグに I/O機器を配線し、接

続してください。

TOP  VIEW

コネクタピンNo.
▲マーク�

（赤）茶�

（白）黒�

（黒）青�

（白）茶�

（黒）青�

I/O電源�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

＋�

－�

19�

17�

15�

13�

11�

9�

7�

5�

3�

1

20�

18�

16�

14�

12�

10�

8�

6�

4�

2

�

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されてい

ます。（　）内は旧芯線色です。
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寸法（形 DRT1-ID16X/ID16X-1共通）

REMOTE ADAPTER 24VDC

IN

No.

75  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

85以下�
40
  
0.
3

+ --

50
以
下
�

40以下�

約73

NSMS

（単位mm）�

DRT1-ID16X

フラットケーブル長：約60

12
� �

（コネクタ装着時）�
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■リモートアダプタ（16点出力）
形 DRT1-OD16X（NPN）／形 DRT1-OD16X-1（PNP）

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-OD16X 形 DRT1-OD16X-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 16 点
定格出力電流 30mA/点
残留電圧 1.2V 以下

（DC30mA、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC30mA、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-OD16X/OD16X-1共通）

NSMS フラットケーブルコネクタMILタイプソケット�
フラットケーブルコネクタMILタイププラグを�
通して、出力用の電源や、リレー、表示など�
の出力機器を接続します。�

DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-73参照）�
SW1～6 ：ノードアドレス �
SW7、8 ：通信速度 �
SW9    ：システム予約（必ずOFF）�
SW10   ：通信異常時の出力保持/クリア�

通信コネクタ�

DINレール取り付けフック�

電源端子�
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内部回路

●形 DRT1-OD16X（NPN対応）
フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

V0  24VDC

0

1

G0

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

V1  24VDC

8

9

G1

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－�

降�
圧�

降�
圧�

●形 DRT1-OD16X-1（PNP対応）
フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

0

1

G0

フォト�
カプラ�

V0フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�
SOURCE�
24VDC�
－�

フォト�
カプラ� 8

9

G1

フォト�
カプラ�

V1

降�
圧�

降�
圧�
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配線

●形 DRT1-OD16X（NPN対応）

●形 DRT1-OD16X-1（PNP対応）

［コネクタピン配置］

19�

17�

15�

13�

11�

9�

7�

5�

3�

1

20�

18�

16�

14�

12�

10�

8�

6�

4�

2

0

1

2

3

4

5
6

7
G0

V0

8

9

10

11

12
13

14

15
G1

V1

TOP  VIEW

コネクタピンNo.
▲マーク�

�

［内部電源］

21

SOURCE�
24VDC

内部電源�

－�＋�

－�＋�

［出力機器］
プリント基板を使用して、フラットケーブルコネクタMILタイププラグに I/O機器を配線し、接

続してください。

TOP  VIEW

コネクタピンNo.
▲マーク�

I/O電源�

＋�

－�

表示など�

リレーなど� 19�

17�

15�

13�

11�

9�

7�

5�

3�

1

20�

18�

16�

14�

12�

10�

8�

6�

4�

2

�

リレーターミナル G70Dや、G7TC（出力 NPN対応）、G70Aにも接続できます。

ただし、G7TC（出力 PNP対応）や G7TC（入力用）は、電源の極性が逆なため

接続できません（リモートアダプタが破損する恐れがあります）。

［コネクタピン配置］

19�

17�

15�

13�

11�

9�

7�

5�

3�

1

20�

18�

16�

14�

12�

10�

8�

6�

4�

2

0

1

2

3

4

5
6

7
G0

V0

8

9

10

11

12
13

14

15
G1

V1

TOP  VIEW

コネクタピンNo.
▲マーク�

�

［内部電源］

21

SOURCE�
24VDC

内部電源�

－�＋�

－�＋�

［出力機器］
プリント基板を使用して、フラットケーブルコネクタMILタイププラグに I/O機器を配線し、接

続してください。

TOP  VIEW

コネクタピンNo.
▲マーク�

I/O電源�

＋�

－�

表示など�

リレーなど� 19�

17�

15�

13�

11�

9�

7�

5�

3�

1

20�

18�

16�

14�

12�

10�

8�

6�

4�

2

�

リレーターミナル G70Dや、G7TC（出力 PNP対応）、G70Aにも接続できます。

ただし、G7TC（出力 NPN対応）や G7TC（入力用）は、電源の極性が逆なため

接続できません（リモートアダプタが破損する恐れがあります）。
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寸法（形 DRT1-OD16X/OD16X-1共通）

REMOTE ADAPTER 24VDC

OUT

No.

75  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

85以下�
40
  
0.
3

+ --

50
以
下
�

40以下�

約73

NSMS

（単位mm）�

DRT1-OD16X

フラットケーブル長：約60

（コネクタ装着時）�

12
� �
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■制御盤への取り付け

リモートアダプタは、次の 2通りの方法で制御盤に取り付けることができます。

制御盤にネジで固定する方法

各スレーブの「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴

をあけ、M4ネジで固定してください。

適正締め付けトルクは、0.6～0.98N・mです。

DINレールに取り付ける方法

スレーブの背面で、DIN35mmレールに取り付けてください。このとき、背面にある

DIN レール取り付けフックをドライバで引き下げながら、DIN レールをスレーブの

背面にはめ込み、確実に固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレー

トで挟んで固定してください。

●エンドプレートの取り付け方法

エンドプレートは、下側を引っ掛けてから（次図①）、上側を引っ掛けて下に引き

降ろします（次図②）。

1

2

エンドプレート�

お願い� 必ず 2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟み込んで固定してください。

取り付け方向

特にスレーブの解説の中で記述されていない場合は、取り付けには方向の制約はあ

りません。以下の 6方向すべての方向に取り付けることができます。

鉛直方向�REMOTE ADAPTER 24VDC

IN

No.

NSMS

DRT1-ID16X

RE
MO
TE
 A
DA
PT
ER
 2
4V
DC

IN

No
.

NS
MS

DR
T1
-I
D1
6X

REMOTE ADAPTER 24VDC

IN

No.

NS
MS

DRT1-ID16X

REMOTE ADAPTER 24VDC

IN

No.

NS MS

DRT1-ID16X
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■内部電源、I/O電源、入出力の配線

内部電源の配線

内部電源（内部回路用電源）の配線はM3のネジ端子で行います。

以下に示す、M3用の圧着端子を取り付けて端子台に接続します。

適正締め付けトルクは、0.3～0.5N・mです。

6.0mm以下� 6.0mm以下�

端子台の端子配置については、各スレーブの解説の「配線」を参照してください。

例：リモートアダプタ形 DRT1-ID16Xへの内部電源供給

REMOTE ADAPTER 24VDC
No.

NSMS

DRT1-ID16X

＋� －�

I/O電源、入出力の配線

I/O 電源と入出力の配線は、入出力用フラットケーブルコネクタ MIL タイプソケッ

トで接続します。リレーターミナルまたは基板用MILタイプコネクタと接続するこ

とができます。

●リレーターミナルに接続する場合

リモートアダプタのフラットケーブルコネクタMILタイプソケットは、オムロン製

リレーターミナルのコネクタに直接接続することができます。

リモートアダプタと接続できるリレーターミナルの組み合わせを、以下に示します。

リモートアダプタ形式 接続できるリレーターミナル形式

形 DRT1-ID16X 形 G7TC-ID16-5
形 G7TC-IA16-5

形 DRT1-OD16X 形 G7TC-OC08
形 G7TC-OC16
形 G70D-SOC16
形 G70D-FOM16
形 G70A-ZOC16-3

注： ・（株）コガネイ製や CKD（株）製のマニホールド電磁弁にも接続できます。
・形 DRT1-ID16X-1 は、リレーターミナルには接続できません。

●基板用 MILタイプコネクタと接続する場合

プリント基板にMILタイプコネクタを取り付けることで、リモートアダプタのフラ

ットケーブルコネクタMILタイプソケットをプリント基板に接続し、プリント基板

を介して入出力機器と接続することができます。

使用できる基板用MILタイプコネクタを、以下に示します。

MIL タイプコネクタ形式 備考

形 XG4A-2031 ディップストレート端子タイプ
形 XG4A-2034 ディップ L形端子タイプ
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4-7　センサターミナル

■ノードアドレス・通信速度・出力保持/クリアの設定

ここでは、センサターミナルで共通のノードアドレス設定と、通信速度設定、通信

異常時の出力保持/クリア設定（出力にのみ有効）について説明します。これらの設

定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：ディップスイッチ 1～6

通信速度設定 ：ディップスイッチ 7、8

出力保持/クリア設定 ：ディップスイッチ 10（出力にのみ有効）

8

ON

7654321

通信速度設定�

ノードアドレス�
設定�

109

通信異常時の出力保持/クリア設定�
（出力タイプのみ）�
システム予約（必ずOFF）�

ノードアドレスの設定

センサターミナルでは、ディップスイッチ 1～6の設定によって、ノードアドレスは

次のようになります。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ディップスイッチ ノードアドレス
6 5 4 3 2 1

0 0 0 0 0 0 0（工場出荷時設定）
0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 1 0 2

1 1 1 1 0 1 61
1 1 1 1 1 0 62
1 1 1 1 1 1 63

0：OFF　　1：ON

・「付-1　ディップスイッチとノードアドレス対応表」に、ディップスイッ
チ設定とノードアドレスの対応の一覧表があります。
・ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生
し、通信に加入できません。
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通信速度の設定

ディップスイッチ 7、8によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
7 8

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s（工場出荷時設定）

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。

ディップスイッチ 9、10の設定について

ディップスイッチ 9、10 の機能は、入力か出力かによって異なり、次のようになっ

ています。

ON

109

入力：未使用（必ずOFF）�
出力：通信異常時の出力保持/クリア�

システム予約（必ずOFF）�

ディップスイッチ 9 ：システム予約（必ず OFFで使用）

ディップスイッチ 10 ：

入力に対して 機能なし（必ず OFFで使用）

出力に対して 通信異常時の出力保持/クリア
OFF（クリア）：
通信異常時に、マスタからの出力データをすべて 0 にクリア
する。
ON（保持）：
通信異常時は、マスタからの出力データを直前の状態で保持
する。

工場出荷時は、ディップスイッチ 9、10とも OFFになっています。
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■センサターミナル（16点入力トランジスタタイプ）　形 DRT1-HD16S

各部の名称と機能

6543

6543

210

210

IN-A

IN-B

7

7

1 2 4 8 16 32

NODE ADDRESS

DRT1-HD

0 1 NCNC

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
ー�

DR

ON

DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-85参照）�
SW1～6 ：ノードアドレス�
SW7、8 ：通信速度 �
SW9、10：システム予約（必ずOFF）�

通信コネクタ�

電源端子�

DINレール取り付けフック�

入力コネクタ 
専用のケーブル接続用コネクタを接続します。�
専用コネクタは、センサ側ケーブルに取り付けます。�

入力表示部�
各接点の入力状態を表示します。入力ON時に点灯します。�

0 1 2 3 4 5 6 7 チャンネルNo.�
　センサを接続するチャンネルNo.�
　を表します。�

内部回路

内 

部 

回 

路�

IN-A

IN-B

V

G

V
G

1センサ分�

非絶縁型�
電源�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
－�

絶縁型�
電源�

入力部仕様

項目 仕様

入出力点数 入力16点（NPN対応）
ON電圧 DC12V以上（各入力端子とVCC(外部センサ電源)間）
OFF電圧 DC4V以下（各入力端子とVCC(外部センサ電源)間）
OFF電流 1.0mA以下
入力電流 10mA以下/点
ON遅延時間 1.0ms以下
OFF遅延時間 1.5ms以下
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配線

●各センサターミナル側コネクタの端子配置と配線

センサを接続したチャンネル No.によって、DeviceNetの I/O
エリアの接点に次のように割り付けられます。

チャンネルNo. 0 1 2 3 4 5 6 7

IN-A 接点 0 接点 1 接点 2 接点 3 接点 4 接点 5 接点 6 接点 7

IN-B 接点 8 接点 9 接点10 接点11 接点12 接点13 接点14 接点15

●配線例

21

SOURCE�
24VDC

内部電源�

－�＋�

－�＋� IN�
-A0

IN�
-B0

V

G

センサ�

IN�
-A1

IN�
-B1

V

G

センサ�

IN�
-A2

IN�
-B2

V

G

センサ�

3線式センサ�
（自己診断出力�
機能なし）�

3線式センサ�
（自己診断出力�
機能あり）�

2線式センサ�
（自己診断出力�
機能なし）�

IN�
-A7

IN�
-B7

V

G

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

橙�
�
橙�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。（　）内は旧芯線色で
す。

寸法

140  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

150以下�

40
  
0.
3

+ --
50
以
下
�

40以下�

約73

� 6543

6543

No.

NSMS

210

210

IN-A

IN-B

7

7

76543210

SENSOR TERMINAL
DRT1-HD16S

IN

（単位mm）�

12
� �

（コネクタ装着時）�

端子番号 機能

1 IN-A（入力）
2 IN-B（入力）
3 VCC（V）（外部センサ電源＋側）
4 GND（G）（外部センサ電源－側）
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■センサターミナル（8点入力／8点出力トランジスタタイプ）
形 DRT1-ND16S

各部の名称と機能

6543

6543

210

210

IN-A

IN-B

7

7

1 2 4 8 16 32

NODE ADDRESS

DRT1-HD

0 1 NCNC

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
ー�

DR

ON

DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-85参照）�
SW1～6 ：ノードアドレス �
SW7、8 ：通信速度 �
SW9    ：システム予約（必ずOFF）�
SW10   ：通信異常時の出力保持/クリア�

通信コネクタ�

電源端子�

DINレール取り付けフック�

入出力コネクタ 
専用のケーブル接続用コネクタを接続します。�
専用コネクタは、センサ側ケーブルに取り付けます。�

入出力表示部�
各接点の入出力状態を表示します。入出力ON時に点灯します。�

0 1 2 3 4 5 6 7 チャンネルNo.�
　センサを接続するチャンネルNo.�
　を表します。�

内部回路

内 

部 

回 

路�

IN

OUT

V

G

V
G

1センサ分�

非絶縁型�
電源�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
－�

絶縁型�
電源�

入力部仕様

項目 仕様

入力点数 入力8点（NPN対応）
ON電圧 DC12V以上（各入力端子とVCC(外部センサ電源)間）
OFF電圧 DC4V以下（各入力端子とVCC(外部センサ電源)間）
OFF電流 1.0mA以下
入力電流 10mA以下/点
ON遅延時間 1.0ms以下
OFF遅延時間 1.5ms以下

出力部仕様

項目 仕様

出力点数 出力 8点（NPN 対応）
定格出力電流 20mA 以下
残留電圧 1V 以下
漏れ電流 0.1mA 以下
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配線

●各センサターミナル側コネクタの端子配置と配線

センサを接続したチャンネル No.によって、DeviceNetの I/O
エリアの接点に次のように割り付けられます。

チャンネルNo. 0 1 2 3 4 5 6 7

IN(INエリア) 接点0 接点1 接点2 接点3 接点4 接点5 接点6 接点7

OUT(OUTエリア) 接点8 接点9 接点10 接点11 接点12 接点13 接点14 接点15

●配線例

21

SOURCE�
24VDC

内部電源�

－�＋�

－�＋� IN�
7

V

G

V

G

V

G

ティーチング機�
能付きセンサ�
外部診断機�
能付きセンサ�

バンク切り替え�
機能付きセンサ�

IN�
0

OUT�
0

IN�
1

OUT�
1

OUT�
7

センサ�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

桃�
�
灰�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

センサ�

茶�黒�紫�青�

光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。（　）内は旧芯線色で
す。

寸法

140  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

150以下�

40
  
0.
3

+ --
50
以
下
�

40以下�

約73

� 6543

6543

No.

NSMS

210

210

IN

OUT

7

7

76543210

SENSOR TERMINAL
DRT1-ND16S

IN

（単位mm）�

12
� �

（コネクタ装着時）�

OUT

端子番号 機能

1 IN（入力）
2 OUT（出力）
3 VCC（V）（外部センサ電源＋側）
4 GND（G）（外部センサ電源－側）
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■制御盤への取り付け

センサターミナルは、次の 2通りの方法で制御盤に取り付けることができます。

制御盤にネジで固定する方法

各スレーブの「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴

をあけ、M4ネジで固定してください。

適正締め付けトルクは、0.6～0.98N・mです。

DINレールに取り付ける方法

スレーブの背面で、DIN35mmレールに取り付けてください。このとき、背面にある

DIN レール取り付けフックをドライバで引き下げながら、DIN レールをスレーブの

背面にはめ込み、確実に固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレー

トで挟んで固定してください。

●エンドプレートの取り付け方法

エンドプレートは、下側を引っ掛けてから（次図①）、上側を引っ掛けて下に引き

降ろします（次図②）。

1

2

エンドプレート�

お願い� 必ず 2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟み込んで固定してください。

取り付け方向

特にスレーブの解説の中で記述されていない場合は、取り付けには方向の制約はあ

りません。以下の 6方向すべての方向に取り付けることができます。

鉛直方向�

�6 5 4 3

6 5 4 3

No.

NS MS

2 1 0

2 1 0

IN-A

IN-B

7

7

7 6 5 4 3 2 1 0

SENSOR TERMINAL
DRT1-HD16S

IN

�
6

5
4

3

6
5

4
3

No
.

NS
MS

2
1

0

2
1

0

IN
-A

IN
-B

7 7 7
6

5
4

3
2

1
0

SE
NS
OR
 T
ER
MI
NA
L
DR
T1
-H
D1
6S

IN

� 6543

6543

No.

NSMS

210

210

IN-A

IN-B

7

7

76543210

SENSOR TERMINAL
DRT1-HD16S

IN

�
6

5
4

3

6
5

4
3

No.

NS
MS

2
1

0

2
1

0

IN-A

IN-B

777
6

5
4

3
2

1
0

SENSOR TERMINAL
DRT1-HD16S

IN
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■内部電源、I/O電源、入出力の配線

内部電源の配線

内部電源（内部回路用電源）の配線はM3のネジ端子で行います。

以下に示す、M3用の圧着端子を取り付けて端子台に接続します。

適正締め付けトルクは、0.3～0.5N・mです。

6.0mm以下� 6.0mm以下�

端子台の端子配置については、各スレーブの解説の「配線」を参照してください。

例：リモートアダプタ形 DRT1-HD16Sへの内部電源供給

� 6543

6543

No.

210

210

IN-A

IN-B

7

7

SENSOR TERMINAL
DRT1-HD16S

1 2 4 8 16 32

NODE ADDRESS

DRT1-HD

0 1 NCNC

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
ー�

DR

ON

0 1 2 3 4 5 6 7

＋� －�

I/O電源、入出力の配線

I/O電源と入出力の配線は、ケーブル接続用コネクタ付きのセンサ・外部機器のケー

ブルで接続します（センサターミナルの入出力コネクタに接続します）。

●ケーブル接続用コネクタの組み立て

次の手順に従って、ケーブル接続用コネクタをセンサまたは外部機器のケーブルに

取り付けます。

・ケーブル接続用コネクタ

　

カバー�

プラグコネクタ�

［ケーブル接続用コネクタと、ケーブル芯線サイズの確認］

ケーブル接続用コネクタには、適合ケーブル芯線サイズによって次の 2 種類があり

ます。

形式 マーキング 適合ケーブル芯線サイズ
形 XS8A-0441 XS8-1 0.3～0.5mm2

形 XS8A-0442 XS8-2 0.14～0.2mm2

使用するケーブル接続用コネクタと、センサまたは外部機器のケーブルの芯線サイ

ズが合っていることを確認してください。



4-7　センサターミナル

4-93

４
一
般
ス
レ
ー
ブ

ケーブル接続用コネクタのマーキングは、次図のようにプラグコネクタに刻印され

ています。

XS8-1

マーキング�

［センサ・外部機器のケーブルの加工］

センサや、コネクタ出力トランジスタタイプ用の外部機器のケーブルは、通常は次

図のように、セミストリップ仕様またはストリップ仕様でカットされています。

セミストリップ仕様� ストリップ仕様�

この状態では、ケーブル接続用コネクタは取り付けられないので、いったん先端を

カットし、次図のようにケーブルの被覆をむいてください（芯線はむかないでくだ

さい）。

20mm以上�

［ケーブル接続用コネクタのカバーへの芯線の差し込み］

センサを接続する場合は、以下の表に従って、カバーに刻印されている端子番号と、

センサの芯線の色を合わせてください。

・形 DRT1-HD16S使用時

端子
番号

3線式センサ
（自己診断出力機能なし）

2線式センサ
（自己診断出力機能なし）

3線式センサ
（自己診断出力機能なし）

1 黒（白） 茶（白） 黒（白）
2 － － 橙（橙）
3 茶（赤） － 茶（赤）
4 青（黒） 青（黒） 青（黒）

・形 DRT1-ND16S使用時

端子
番号

ティーチング機能付きセンサ、
外部診断機能付きセンサ

バンク切り替え機能付きセンサ

1 黒（白） 黒
2 桃（灰） 紫
3 茶（赤） 茶
4 青（黒） 青

（注）光電スイッチと近接スイッチの JIS 規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されてい
ます。（　）内は旧芯線色です。

奥に突き当たるまで芯線をカバーの穴に差し込んでください。
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［ケーブル接続用コネクタの組み立て］

①端子番号と芯線の色が合っていることを確認してください。また、奥まで差し込

まれていることを確認してください（カバーは半透明なので、見ればわかります）。

②次図のように、ケーブルが差し込まれたカバーを、プラグコネクタに手ではめ込

み、仮装着してください。

③次図のように、プライヤなどで最後まで押し込んでください。

このとき、カバーが曲がらないように、カバーの中心部をまっすぐ押し込んでく

ださい。

カバーとプラグコネクタの間に𨻶間がなくなれば完了です。

●ケーブル接続用コネクタの取り付け/取り外し

［取り付け］

ケーブル接続用コネクタを、端子番号 1 が手前になるように向きを合わせ、スレー

ブの入出力コネクタに、カチッと音がするまで押し込んでください。

［取り外し］

ケーブル接続用コネクタを抜く場合は、次図のようにロックレバーを手前に引き上

げてから、ケーブル接続用コネクタを抜いてください。

ロックレバー�

お願い� ケーブル接続用コネクタ（形 XS8A-0441/0442）は、センサターミナルには付属し
ていません。別途、発注してください。
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4-8　アナログ入出力ターミナル

■ノードアドレス・通信速度の設定
ここでは、アナログ入出力ターミナルで共通のノードアドレス設定と、通信速度設

定について説明します。これらの設定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：ディップスイッチ 1～6

通信速度設定 ：ディップスイッチ 7、8

8

ON

7654321

通信速度設定�

ノードアドレス�
設定�

109

スレーブ固有の設定�
（スレーブの解説参照）�

ノードアドレスの設定
アナログ入出力ターミナルでは、ディップスイッチ 1～6の設定によって、ノードア

ドレスは次のようになります。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ディップスイッチ ノードアドレス
6 5 4 3 2 1
0 0 0 0 0 0 0（工場出荷時設定）
0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 1 0 2

1 1 1 1 0 1 61
1 1 1 1 1 0 62
1 1 1 1 1 1 63
0：OFF　　1：ON

・「付-1　ディップスイッチとノードアドレス対応表」に、ディップスイッ
チ設定とノードアドレスの対応の一覧表があります。
・ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生
し、通信に加入できません。

通信速度の設定
ディップスイッチ 7、8によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
7 8

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s（工場出荷時設定）

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。
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■アナログ入力ターミナル　形 DRT1-AD04／形 DRT1-AD04H

仕様

●一般仕様
項目 仕様

形式 形 DRT1-AD04 形 DRT1-AD04H
入出力点数 入力 4 点または入力 2 点（ディップスイッチで切

り替え）
（マスタ上では入力 4CH または入力 2CH を占有）

入力 4点（マスタ上では入力 4CH を占有）

通信電源電圧 DC11～25V（通信コネクタより供給）
内部電源電圧 DC20.4～26.4V（DC24V －15～＋10%）
内部消費電流 通信電源 ：30mA 以下

内部電源 ：80mA 以下
通信電源 ：30mA 以下
内部電源 ：130mA 以下

耐ノイズ性 ±1.5kVp-p、パルス幅 0.1～1 μ s、立ち上がり 1ns のパルス
（ノイズシュミレータによる）

耐振動 10～55Hz　複振幅 1.0mm
耐衝撃 200m/s2

耐電圧 AC500V　1 分（絶縁された回路間） AC500V（絶縁された回路間）
絶縁抵抗 20M Ω以上（DC250V メガ、絶縁されている回路間） 20M Ω以上（DC250V メガ、絶縁されている回路間）
使用周囲温度 0～＋55℃
使用周囲湿度 35～85%(結露のないこと)
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと
保存周囲温度 －25～＋65℃
取り付け方法 M4 ネジ取り付け、または DIN35mm レール取り付け
取り付け強度 50N

10N（レール方向）
端子強度 引っ張り ：50N
質量 160g 以下

●性能仕様

仕様
形 DRT1-AD04 形 DRT1-AD04H

項目

電圧入力 電流入力 電圧入力 電流入力
入力信号レンジ 0～5V

1～5V
0～10V
－10～＋10V

0～20mA
4～20mA

0～5V
1～5V
0～10V

0～20mA
4～20mA

最大信号入力 ±15V ±30mA ±15V ±30mA
入力インピーダンス 1M Ω以上 約 250 Ω 1M Ω以上 約 250 Ω
分解能 1/6000（フルスケール） 1/30000（フルスケール）

25℃ ±0.3%FS ±0.4%FS ±0.3%FS ±0.4%FS総合精度
0～55℃ ±0.6%FS ±0.8%FS ±0.6%FS ±0.8%FS

変換時間 2ms 点（8ms/4 点または 4ms/2 点） 250m/4 点
AD 変換出力データ バイナリデータ（16 進数 4桁）

－10～＋10V 時 ：フルスケール　8BB8～0～0BB8 Hex
上記以外 ：フルスケール　0000～1770 Hex

バイナリデータ（16 進数 4桁）
フルスケール　0000～7530 Hex

平均化処理機能 設定可（ディップスイッチによる） なし
断線検知機能 あり あり
絶縁方式 アナログ入力と通信ライン間 ：フォトカプラ絶縁

各アナログ入力信号間 ：非絶縁
アナログ入力と通信ライン間 ：フォトカプラ絶縁
各アナログ入力信号間 ：フォトカプラ絶縁
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各部の名称と機能（形 DRT1-AD04/AD04H共通）
DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ�
SW1～6 ：ノードアドレス（P.4-95参照）�
SW7、8 ：通信速度（P.4-95参照）�
SW9    ：入力数4点/2点切り替え（形DRT1-AD04のみ）（P.4-97参照）�
SW10   ：平均化処理（形DRT1-AD04のみ）（P.4-97参照）�

ロータリスイッチ �
　入力レンジを設定します。�

通信コネクタ�

DINレール取り付けフック�

端子台 
09

7
8
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1
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1

0

3

2
断線表示LED（形DRT1-AD04Hのみ）（P.4-104参照）�
断線検知機能が働くと、該当する番号のLEDが�
点灯します。�

BROKEN�
WIRE

ディップスイッチの設定（形 DRT1-AD04/AD04H共通）

ディップスイッチの設定は、次のようになっています。

8

ON

7654321

通信速度�

ノードアドレス�
設定�

109

平均化処理�

入力数4点/2点�
切り替え�

形DRT1-AD04 形DRT1-AD04H

未使用（必ず
OFFで使用）�

設定内容ディップ
スイッチ

機能 設定
形 DRT1-AD04 形 DRT1-AD04H

1～6 ノードアドレス
7、8 通信速度

「■ノードアドレス・通信速度の設定」（P.4-95）
参照（工場出荷時はすべて OFF）。

OFF＊ 入力数 4点9 入力数 4 点/2 点
切り替え
（P.4-103参照）

ON 入力数 2点

未使用（常に
OFF で使用）。

OFF＊ 平均化処理を行わない。10 平均化処理
（P.4-104参照） ON 平均化処理を行う。

未使用（常に
OFF で使用）。

＊
　工場出荷時設定

設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
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ロータリスイッチの設定

ロータリスイッチには、入力ごとの入力信号レンジを設定します。ただし、入力 0

と 2、および入力 1と 3は同じ設定となります。

また、電圧入力と電流入力の選択は、V＋端子から I＋端子への接続の有無によって

行います。電流入力時は V＋端子と I＋端子を短絡します。

設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。

●形 DRT1-AD04

ロータリスイッチに設定する番号によって、入力レンジは次のようになります。

番号 入力 0、2のレンジ 入力 1、3のレンジ

0 0～5V または 0～20mA 0～5V または 0～20mA
1 0～5V または 0～20mA 1～5V または 4～20mA
2 0～5V または 0～20mA 0～10V
3 0～5V または 0～20mA －10～＋10V
4 1～5V または 4～20mA 1～5V または 4～20mA
5 1～5V または 4～20mA 0～10V
6 1～5V または 4～20mA －10～＋10V
7 0～10V 0～10V
8 0～10V －10～＋10V
9 －10～＋10V －10～＋10V

●形 DRT1-AD04H

ロータリスイッチに設定する番号によって、入力レンジは次のようになります。

番号 入力 0、2のレンジ 入力 1、3のレンジ

0 0～5V 0～5V
1 0～5V 1～5V
2 0～5V 0～10V
3 0～5V 0～20mA
4 0～5V 4～20mA
5 1～5V 1～5V
6 1～5V 0～10V
7 1～5V 0～20mA
8 1～5V 4～20mA
9 0～10V 0～10V
A 0～10V 0～20mA
B 0～10V 4～20mA
C 0～20mA 0～20mA
D 0～20mA 4～20mA
E 4～20mA 4～20mA
F （設定不可）

09

7
8

46
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0 1 2
3
4
5

6789A
B
C
D

E F
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内部回路

●形 DRT1-AD04

内 

部 

回 

路�

V＋�

I＋�

－�

入力0
250Ω�

V＋�

I＋�

－�

入力1
250Ω�

510kΩ�

V＋�

I＋�

－�

入力2
250Ω�

V＋�

I＋�

－�

入力3
250Ω�

アナログGND

510kΩ�

510kΩ�

510kΩ�

510kΩ�

510kΩ�

510kΩ�

AG

510kΩ�

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

絶縁型�
DC-DC�

コンバータ�
�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
－�

形 DRT1-AD04Hは、入力間を絶縁しているため、内部回路を意識する必要
はありません。

端子配置

●形 DRT1-AD04

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
－�

NC

NC

AG

AG NC NC NC NC

I＋�
0

I＋�
1

I＋�
2

I＋�
3

V＋�
0

V＋�
1

V＋�
2

V＋�
3

－�
0

－�
2

－�
1

－�
3

●形 DRT1-AD04H

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
－�

NC

NC NC NC NC NC

I＋�
0

I＋�
1

I＋�
2

I＋�
3

V＋�
0

V＋�
1

V＋�
2

V＋�
3

－�
0

－�
2

－�
1

－�
3

NC

NC
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配線（形 DRT1-AD04/AD04H共通）

アナログ入力ターミナルの接続端子には、電圧入力か電流入力かによって、入力ご

とに次図のように接続します。

＋�
AG

V＋� I＋�

－�

AG

SOURCE�
24VDC

内部回路�
電源�

＋�－�

0V 0V

（電流入力時は、V＋端子と�
　I＋端子を短絡します。）�

V＋� I＋�

－� －�

内部回路電源� 電圧入力時� 電流入力時�

入力にシールド付きケーブルを使用する場合は、シールド線は接続しないでくださ

い。

入力レンジと変換データ

入力されたアナログデータは、入力レンジによって次のようにデジタル値に変換さ

れます。

入力範囲を超えた場合、AD変換データは上限値、または下限値で固定され
ます。

●形 DRT1-AD04

・－10～＋10V時

－10～＋10Vの電圧が、16進数の 8BB8～0BB8（－3000～＋3000）に対応します。

変換可能なデータ範囲は、8CE4～0CE4（－3300～＋3300）です。

負電圧のときは、最上位ビット（ビット 15）が 1（ON）に、AD変換データは絶

対値になります。
変換データ�
16進数（10進数）�

0CE4(3300)�
0BB8(3000)

8BB8(-3000)�
8CE4(-3300)

0000(0)

0V

-11V -10V

10V  11V
電圧�

・0～10V時

0～10Vの電圧が、16進数の 0000～1770（0～6000）に対応します。

変換可能なデータ範囲は、812C～189C（－300～＋6300）です。

負電圧のときは、最上位ビット（ビット 15）が 1（ON）に、AD変換データは絶

対値になります。
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変換データ�
16進数（10進数）�

189C(6300)�
1770(6000)

0000(0)

0V812C(-300)

-0.5V

10V  10.5V
電圧�

・0～5V時

0～5Vの電圧が、16進数の 0000～1770（0～6000）に対応します。

変換可能なデータ範囲は、812C～189C（－300～＋6300）です。

負電圧のときは、最上位ビット（ビット 15）が 1（ON）に、AD変換データは絶

対値になります。
変換データ�
16進数（10進数）�

189C(6300)�
1770(6000)

0000(0)

0V812C(-300)

-0.25V

5V  5.25V
電圧�

・1～5V時

1～5Vの電圧が、16進数の 0000～1770（0～6000）に対応します。

変換可能なデータ範囲は、812C～189C（－300～＋6300）です。

0.8～1V では、最上位ビット（ビット 15）が 1（ON）に、AD 変換データは絶対

値になります。

入力範囲を下回ると（入力電圧が 0.8V未満になると）、断線検知機能が働き、デ

ータは FFFFになります。
変換データ�
16進数（10進数）�

189C(6300)�
1770(6000)

0000(0)
1V812C(-300)

0.8V

5V  5.2V
電圧�

FFFF

・0～20mA時

0～20mAの電流が、16進数の 0000～1770（0～6000）に対応します。

変換可能なデータ範囲は、812C～189C（－300～＋6300）です。

負電流のときは、最上位ビット（ビット 15）が 1（ON）に、AD変換データは絶

対値になります。
変換データ�
16進数（10進数）�

189C(6300)�
1770(6000)

0000(0)

0mA812C(-300)

-1mA

20mA  21mA
電流�
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・4～20mA時

4～20mAの電流が、16進数の 0000～1770（0～6000）に対応します。

変換可能なデータ範囲は、812C～189C（－300～＋6300）です。

3.2～4mAでは、最上位ビット（ビット 15）が 1（ON）に、AD変換データは絶対

値になります。

入力範囲を下回ると（入力電流が 3.2mA未満になると）、断線検知機能が働き、

データは FFFFになります。
変換データ�
16進数（10進数）�

189C(6300)�
1770(6000)

0000(0)
4mA812C(-300)

3.2mA

20mA   20.8mA
電流�

FFFF

●形 DRT1-AD04H

・0～10V時

0～10Vの電圧が、16進数の 0000～7530（0～30000）に対応します。

変換可能なデータ範囲は、FA24～7B0C（－1500～＋31500）です。

負電圧のときは、負数が 2の補数で表現されます。
変換データ�
16進数（10進数）�

7B0C(31500)�
7530(30000)

0000(0)

0VFA24(-1500)

-0.5V

10V  10.5V
電圧�

・0～5V時

0～5Vの電圧が、16進数の 0000～7530（0～30000）に対応します。

変換可能なデータ範囲は、FA24～7B0C（－1500～＋31500）です。

負電圧のときは、負数が 2の補数で表現されます。
変換データ�
16進数（10進数）�

7B0C(31500)�
7530(30000)

0000(0)

0VFA24(-1500)

-0.25V

5V  5.25V
電圧�

・1～5V時

1～5Vの電圧が、16進数の 0000～7530（0～30000）に対応します。

変換可能なデータ範囲は、FA24～7B0C（－1500～＋31500）です。

0.8～1Vは、16進数の FA24～0000（－1500～0）に対応します。

入力範囲を下回ると（入力電圧が 0.8V未満になると）、断線検知機能が働き、デ

ータは 7FFFになります。
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変換データ�
16進数（10進数）�

7B0C(31500)�
7530(30000)

0000(0)
1VFA24(-1500)

0.8V

5V  5.2V
電圧�

7FFF

・0～20mA時

0～20mAの電流が、16進数の 0000～7530（0～30000）に対応します。

変換可能なデータ範囲は、FA24～7B0C（－1500～＋31500）です。

負電流のときは、負数が 2の補数で表現されます。
変換データ�
16進数（10進数）�

7B0C(31500)�
7530(30000)

0000(0)

0mAFA24(-1500)

-1mA

20mA  21mA
電流�

・4～20mA時

4～20mAの電流が、16進数の 0000～7530（0～30000）に対応します。

変換可能なデータ範囲は、FA24～7B0C（－1500～＋31500）です。

3.2～4mAは、16進数の FA24～0000（－1500～0）に対応します。

入力範囲を下回ると（入力電流が 3.2mA未満になると）、断線検知機能が働き、

データは 7FFFになります。
変換データ�
16進数（10進数）�

7B0C(31500)�
7530(30000)

0000(0)
4mAFA24(-1500)

3.2mA

20mA   20.8mA
電流�

7FFF

入力数 4点/2点切り替え（形 DRT1-AD04のみ）

形 DRT1-AD04では、ディップスイッチ 9を ONにすることにより、入力数を 2点に

制限することができます。これにより、サンプリング周期が 8ms/4 入力から 4ms/2

入力になり、高速に変換できるようになります。また、入力数 2 点の場合には、マ

スタの PC本体上でのアナログ入力ターミナルの占有チャネル数も 2CHになります。

入力数 2点の場合は、入力 0と入力 1が使用されます（入力 2と入力 3は使用でき

ません）。
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平均化処理機能（形 DRT1-AD04のみ）

形 DRT1-AD04では、ディップスイッチ 10が ONに設定されているときは、平均化

処理機能が働きます（入力 0～3のすべてに働きます）。

平均化処理機能では、過去 8 回分の入力の平均値（移動平均）を変換データとして

出力します。

次図のように、入力が細かく変動しているような場合に、このスイッチを ON にし

てください。平均化処理によりなめらかな入力として扱われるようになります。

実際の入力�
平均化処理後の入力�

時間�

この場合でも、変換データの更新は通常と同じ 2ms/点です。
電源投入後に初めて通信されるデータは、8回サンプリングして平均した後
に出力されます。

断線検知機能

入力レンジが 1～5Vまたは 4～20mAの場合には、入力信号が 0.8V未満または 3.2mA

未満になったとき、入力配線が断線したと判断し、断線検知機能が働きます。

断線検知機能が働くと、変換データが次のようになります。

形 DRT1-AD04 ：FFFF

形 DRT1-AD04H：7FFF

また、形 DRT1-AD04Hでは、断線検知機能が働くと断線表示 LEDが点灯します。

断線検知機能が働く時間、解除する時間は、変換時間と同じです。

入力が再び変換できる範囲に戻ると、断線検知機能は自動的に解除され、通常の変

換データに戻ります。

AD変換データ

AD変換データは、次のようにマスタに通知されます。

●形 DRT1-AD04

先頭　CH

先頭+1 CH

先頭+2 CH

先頭+3 CH

符号�
ビット�

符号�
ビット�

符号�
ビット�

符号�
ビット�

0 0

0 0

0 0

0 0

入力0　AD変換データ�

入力1　AD変換データ�

入力2　AD変換データ�

入力3　AD変換データ�

　入力点数が2点の場合は使用しません。このときの占有チャネル数は2CHです。�

接点�3 02 146 57810 9111214 1315

*1

*1

*1

AD変換データが負数になると、「符号ビット」が 1（ON）になります。このとき、

AD変換データの数値は絶対値となります（2の補数ではありません）。
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例：－300 を変換すると、符号ビット（ビット 15）が 1 になり、300 はそのままバ

イナリに変換されて 12C Hexになります。そこで、チャネルの内容は下図のよ

うに 812C Hexとなります。

1

15

８
（163）

0

14

0

13

0

12

0

11

1
（162）

0

10

0

9

1

8

0

7

2
（161）

0

6

1

5

0

4

1

3

C
（160）

1

2

0

1

0

0

●形 DRT1-AD04H

先頭　CH

先頭+1 CH

先頭+2 CH

先頭+3 CH

入力0　AD変換データ�

入力1　AD変換データ�

入力2　AD変換データ�

入力3　AD変換データ�

接点�3 02 146 57810 9111214 1315

AD変換データが負数になると、AD変換データは 2の補数で表現されます。なお、

この 2の補数から絶対値を得るには、NEG命令を使用すると便利です。

変換時間

●形 DRT1-AD04

AD変換データは、1点当たり 2msごとに更新されます。

●形 DRT1-AD04H

AD変換データは、250msごとに更新されます。

ただし、ステップ応答が入力されてから、その 90%の値の AD 変換データが通信で

きる状態になるまでは、最大 650msかかることがあります。

寸法（形 DRT1-AD04/AD04H共通）

ANALOG TERMINAL

IN

No.

NSMS

140  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

150以下�

40
  
0.
3

+ --

50
以
下
�

40以下�

約73

1 2 30

（単位mm)

DRT1-AD04

（コネクタ装着時）�

12
� �
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■アナログ出力ターミナル　形 DRT1-DA02

仕様

●一般仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-DA02
入出力点数 出力 2点（マスタ上では出力 2CH を占有）
通信電源電圧 DC11～25V（通信コネクタより供給）
内部電源電圧 DC20.4～26.4V（DC24V －15～＋10%）
内部消費電流 通信電源 ：30mA 以下

内部電源 ：140mA 以下
耐ノイズ性 ±1.5kVp-p、パルス幅 0.1～1 μ s、立ち上がり1ns のパルス

（ノイズシュミレータによる）
耐振動 10～55Hz　複振幅 1.0mm
耐衝撃 200m/s2

耐電圧 AC500V（絶縁された回路間）
絶縁抵抗 20M Ω以上（DC250V メガ、絶縁されている回路間）
使用周囲温度 0～＋55℃
使用周囲湿度 35～85％（結露のないこと）
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと
保存周囲温度 －25～＋65℃
取り付け方法 M4 ネジ取り付け、または DIN35mm レール取り付け
取り付け強度 50N

10N（レール方向）
端子強度 引っ張り ：50N
質量 160g 以下

●性能仕様

項目 仕様
電圧出力 電流出力

出力信号レンジ 1～5V
0～10V
－10～＋10V

0～20mA
4～20mA

外部出力許容負荷抵抗 1k Ω以上 600 Ω以下
外部出力インピーダンス 0.5 Ω以下 －－－
分解能 1/6000（フルスケール）
総合精度 25℃ ±0.4%FS

0～55℃ ±0.8%FS
変換時間 4ms/2 出力
DA 変換入力データ バイナリデータ

－10～＋10V 時：フルスケール　8BB8～0～0BB8
上記以外 ：フルスケール　0000～1770

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（アナログ出力と通信ライン間）
（ただし、各アナログ出力信号間は非絶縁）
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各部の名称と機能
DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-107参照）�
SW1～6  ：ノードアドレス �
SW7、8  ：通信速度 �
SW9、10 ：通信異常時の出力�

ロータリスイッチ �
　出力レンジを設定します。�

通信コネクタ�

DINレール取り付けフック�

端子台 
動作用の電源（内部回路電源）や、�
アナログ出力を接続します。�

012

3
4
5

6789A
B
C
D

E F

ディップスイッチの設定

ディップスイッチの設定は、次のようになっています。

8

ON

7654321

通信速度�

ノードアドレス�
設定�

109

通信異常時の出力�

ディップ
スイッチ

機能 設定内容

1～6 ノードアドレス
7、8 通信速度

「■ノードアドレス・通信速度の設定」（P.4-
95）参照（工場出荷時はすべて OFF）。

9、10 通信異常時の出力
（P.4-110参照）

9 10 出力

OFF* OFF* ロークリア（次項参照）
OFF ON ハイクリア（次項参照）
ON OFF 出力保持
ON ON 出力保持

＊
　工場出荷時設定

●ロークリア、ハイクリア時の出力

ディップスイッチ 9、10 で、ロークリアまたはハイクリアに設定した場合は、出力

レンジに応じて、通信異常時に次のように出力します。

出力レンジ ロークリア時 ハイクリア時

－10～＋10V －11V 11V
0～10V －0.5V 10.5V
1～5V 0.8V 5.2V
0～20mA 0mA 21mA
4～20mA 3.2mA 20.8mA

設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
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ロータリスイッチの設定

ロータリスイッチには、出力ごとの出力信号レンジを設定します。

ロータリスイッチに設定する番号によって、出力レンジは次のようになります。

番号 出力 0のレンジ 出力 1のレンジ

0 1～5V 1～5V
1 1～5V 0～10V
2 1～5V －10～＋10V
3 1～5V 0～20mA
4 1～5V 4～20mA
5 0～10V 0～10V
6 0～10V －10～＋10V
7 0～10V 0～20mA
8 0～10V 4～20mA
9 －10～＋10V －10～＋10V
A －10～＋10V 0～20mA
B －10～＋10V 4～20mA
C 0～20mA 0～20mA
D 0～20mA 4～20mA
E 4～20mA 4～20mA
F （設定不可）

内部回路

内 

部 

回 

路�

V ＋�

－�

アナログGND

出力0

出力1

I ＋�

V ＋�

－�

I ＋�

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

絶縁型�
DC-DC�

コンバータ�
�

V＋�

CAN  H

DRAIN

CAN  L

V－�

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
－�

端子配置

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
－�

NC

NC

NC

NC

NC

NC NC NC NC NC NC NC NC

V＋�
0

－�
0

I＋�
0

V＋�
1

－�
1

I＋�
1

NC

0 1 2
3
4
5

6789A
B
C
D

E F
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配線

アナログ出力ターミナルの接続端子には、電圧出力か電流出力かによって、出力ご

とに次図のように接続します。

＋�

I＋�

－�

SOURCE�
24VDC

内部回路�
電源�

＋�－�

＋�

V＋� I＋�

－�

V＋�

＋�
－�

－� －�

外部�
機器�

外部�
機器�

内部回路電源� 電圧出力時� 電流出力時�

出力レンジと変換データ

入力されたデジタル値は、出力レンジによって次のようにアナログデータに変換さ

れます。

●－10～＋10V時

16進数の 8BB8～0BB8（－3000～＋3000）が、－10～＋10Vの電圧に対応します。

出力範囲は、－11～＋11Vです。

変換データ�
16進数（10進数）�

8CE4�
(-3300)

8BB8�
(-3000)

0CE4�
(3300)

0BB8�
(3000)

0000(0)

0V

11V�
10V

-10V�
-11V

FFFF

7FFF

電圧�

●0～10V時

16進数の 0000～1770（0～6000）が、0～10Vの電圧に対応します。

出力範囲は、－0.5～＋10.5Vです。

変換データ�
16進数（10進数）�

812C(-300)

189C�
(6300)

1770�
(6000)0000(0)

0V

-0.5V

10.5V�
10V

FFFF

7FFF

電圧�

●1～5V時

16進数の 0000～1770（0～6000）が、1～5Vの電圧に対応します。

出力範囲は、0.8～5.2Vです。

変換データ�
16進数（10進数）�812C�

(-300)
189C�
(6300)

1770�
(6000)

0000(0)

1V

0V
0.8V

5.2V�
5V

FFFF 7FFF

電圧�
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●0～20mA時

16進数の 0000～1770（0～6000）が、0～20mAの電圧に対応します。

出力範囲は、0～21mAです。

変換データ�
16進数（10進数）�189C�

(6300)
1770�
(6000)

0000(0)
0mA

21mA�
20mA

FFFF 7FFF

電流�

●4～20mA時

16進数の 0000～1770（0～6000）が、4～20mAの電圧に対応します。

出力範囲は、3.2～20.8mAです。

変換データ�
16進数（10進数）�812C�

(-300)
189C�
(6300)

1770�
(6000)

0000(0)

4mA

0V
3.2mA

20.8mA�
20mA

FFFF 7FFF

電流�

通信異常時の出力データ

DeviceNet通信で通信異常が起きたときに、出力データの処理のしかたを次の 3つの

中から選択できます（ディップスイッチ 9、10）。

出力保持 ：直前の値で保持する

ロークリア ：下限値でクリア

ハイクリア ：上限値でクリア

ロークリア、ハイクリア設定時は、出力データが次のようになります。

出力レンジ ロークリア時 ハイクリア時

－10～＋10V －11V 11V
0～10V －0.5V 10.5V
1～5V 0.8V 5.2V
0～20mA 0mA 21mA
4～20mA 3.2mA 20.8mA

DA変換データ

マスタでは DA変換データを、次のように出力してください。

先頭　CH

先頭+1CH

符号�
ビット�

符号�
ビット�

出力0　DA変換データ�

出力1　DA変換データ�

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 接点�

符号ビット：負のデータを出力するときに 1（ON）にします。このとき、DA 変換

データの数値には絶対値を指定します。
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寸法

ANALOG TERMINAL

OUT

No.

NSMS

140  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

150以下�

40
  
0.
3

+ --

50
以
下
�

40以下�

約73

0 1

（単位mm)

DRT1-DA02

12
� �

（コネクタ装着時）�



4-112

４
一
般
ス
レ
ー
ブ

■制御盤への取り付け

アナログ入出力ターミナルは、次の 2 通りの方法で制御盤に取り付けることができ

ます。

制御盤にネジで固定する方法

各スレーブの「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴

をあけ、M4ネジで固定してください。

適正締め付けトルクは、0.6～0.98N・mです。

DINレールに取り付ける方法

スレーブの背面で、DIN35mmレールに取り付けてください。このとき、背面にある

DIN レール取り付けフックをドライバで引き下げながら、DIN レールをスレーブの

背面にはめ込み、確実に固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレー

トで挟んで固定してください。

●エンドプレートの取り付け方法

エンドプレートは、下側を引っ掛けてから（次図①）、上側を引っ掛けて下に引き

降ろします（次図②）。

1

2

エンドプレート�

お願い� 必ず 2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟み込んで固定してください。

取り付け方向

特にスレーブの解説の中で記述されていない場合は、取り付けには方向の制約はあ

りません。以下の 6方向すべての方向に取り付けることができます。

鉛直方向�

ANALOG TERMINAL

IN

No.

NS MS

123 0

DRT1-AD04

AN
AL
OG
 T
ER
MI
NA
L

IN

No
.

NS
MS

1
2

3
0

DR
T1
-A
D0
4

ANALOG TERMINAL

IN

No.

NS
MS

1
2

3
0

DRT1-AD04

ANALOG TERMINAL

IN

No.

NSMS

1 2 30

DRT1-AD04
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■内部電源、入出力の配線

内部電源（内部回路用電源）、入出力の配線はいずれも M3 のネジ端子で行います

（アナログ入出力ターミナルでは、I/O電源はありません）。

以下に示す、M3用の圧着端子を取り付けて端子台に接続します。

適正締め付けトルクは、0.3～0.5N・mです。

6.0mm以下� 6.0mm以下�

内部電源の配線

端子台の端子配置については、各スレーブの解説の「配線」を参照してください。

例：アナログ入力ターミナル 形 DRT1-AD04への内部電源供給

ANALOG TERMINAL
No.

DRT1-AD04

09

7
8

46

1

5

3
2

＋�－�

入出力の配線

端子台の端子配置や外部入出力の配線については、各スレーブの解説の「配線」を

参照してください。

例：アナログ入力ターミナル 形 DRT1-AD04の入力 0への配線（電圧入力時）

ANALOG TERMINAL
No.

DRT1-AD04

09

7
8

46

1

5

3
2

－�V＋�



4-114

４
一
般
ス
レ
ー
ブ

4-9　温度入力ターミナル

■ノードアドレス・通信速度の設定
ここでは、温度入力ターミナルで共通のノードアドレス設定と、通信速度設定につ

いて説明します（ノードアドレス設定と通信速度設定以外の、温度入力ターミナル

で固有の設定については、スレーブの解説の中で説明します）。

これらの設定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：ディップスイッチ 1～6

通信速度設定 ：ディップスイッチ 7、8

8

ON

7654321

通信速度設定�

ノードアドレス�
設定�

109

スレーブ固有の設定�
（スレーブの解説参照）�

ノードアドレスの設定
アナログ入出力ターミナルでは、ディップスイッチ 1～6の設定によって、ノードア

ドレスは次のようになります。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ディップスイッチ ノードアドレス
6 5 4 3 2 1
0 0 0 0 0 0 0（工場出荷時設定）
0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 1 0 2

1 1 1 1 0 1 61
1 1 1 1 1 0 62
1 1 1 1 1 1 63
0：OFF　　1：ON

・「付-1　ディップスイッチとノードアドレス対応表」に、ディップスイッ
チ設定とノードアドレスの対応の一覧表があります。
・ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生
し、通信に加入できません。

通信速度の設定
ディップスイッチ 7、8によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
7 8 通信速度

OFF OFF 125k ビット/s（工場出荷時設定）

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。
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■温度入力ターミナル　形 DRT1-TS04T／形 DRT1-TS04P

仕様

●一般仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-TS04T 形 DRT1-TS04P
入力種類 熱電対入力 測温抵抗体入力
入出力点数 入力 4点（マスタ上では入力 4CH を占有）
通信電源電圧 DC11～25V（通信コネクタより供給）
内部電源電圧 DC20.4～26.4V（DC24V －15～＋10%）
内部消費電流 通信電源 ：DC24V　30mA 以下

内部電源 ：DC24V　130mA 以下
耐ノイズ性 ±1.5kVp-p、パルス幅 0.1～1 μ s、立ち上がり 1ns のパルス

（ノイズシュミレータによる）
耐振動 10～55Hz　複振幅 1.0mm
耐衝撃 200m/s2

耐電圧 AC500V（絶縁された回路間）
絶縁抵抗 20M Ω以上（DC250V メガ、絶縁されている回路間）
使用周囲温度 0～＋55℃
使用周囲湿度 35～85％（結露のないこと）
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと
保存周囲温度 －25～＋65℃
取り付け方法 M4 ネジ取り付け、または DIN35mm レール取り付け
取り付け強度 50N

10N（レール方向）
端子強度 引っ張り ：50N
質量 230g 以下 160g 以下

●性能仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-TS04T 形 DRT1-TS04P
入力種別 R、S、K1、K2、J1、J2、T、E、B、N、L1、

L2、U、W、PL Ⅱ切り替え可
（ただし、入力 4点共通種別）

Pt100、JPt100 切り替え可
（ただし、入力 4点共通種別）

指示精度 （指示値の±0.5%と±2℃の大

きい方 *1 ）±1ディジット以
下

（指示値の±0.5%と±1℃の大
きい方）±1ディジット以下

変換周期 250ms/4 点
温度変換データ バイナリデータ（16 進 4 桁）
絶縁方式 入力と通信ライン間 ：フォトカプラ絶縁

各温度入力信号間 ：フォトカプラ絶縁

*1：K1、T、N の－100℃以下：±4℃±1ディジット以下
U、L1、L2 ：±4℃±1ディジット以下
R、S の 200℃以下 ：±6℃±1ディジット以下
Bの 400℃以下 ：規定なし
W ：（指示値の±0.5%と±6℃の大きい方）±1ディジット以下
PL Ⅱ ：（指示値の±0.5%と±4℃の大きい方）±1ディジット以下
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各部の名称と機能（形 DRT1-TS04T/TS04P共通）
DeviceNet表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ�
SW1～6  ：ノードアドレス（P.4-114参照） �
SW7、8  ：通信速度（P.4-114参照） �
SW9     ：温度単位設定（下記参照）�
SW10    ：小数点以下2桁（0.01単位）表現（下記参照）�

ロータリスイッチ �
　入力レンジを設定します。�

通信コネクタ�

DINレール取り付けフック�

端子台 
動作用の電源（内部電源）や、�
温度センサを接続します。�
形式によって、端子の配置が異な�
ります。�

012

3
4
5

6789A
B
C
D

E F

1

0

3

2

断線表示部�
断線検知機能が働くと、該当する番号の�
LEDが点灯します。�

BROKEN�
WIRE

冷接点補償器（形DRT1-TS04Tのみ）�
入力温度を補正します。�
触れたり、外したりしないでくだ�
さい。�

ディップスイッチの設定（形 DRT1-TS04T/TS04P共通）

ディップスイッチの設定は、次のようになっています。

8

ON

7654321

通信速度�

ノードアドレス�
設定�

109

小数点以下2桁�
(0.01単位)表現�

温度単位設定�

ディップ
スイッチ

機能 設定内容

1～6 ノードアドレス
7、8 通信速度

「■ノードアドレス・通信速度の設定」
（P.4-114）参照（工場出荷時はすべて OFF）。

OFF °C（工場出荷時設定）9 温度単位設定
ON °F
OFF 通常モード（入力種別に応じて、小

数点以下 0桁または 1桁）
（工場出荷時設定）

10 小数点以下 2 桁
（0.01 単位）表現
（P.4-120参照）

ON 小数点以下 2桁表現モード

設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
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ロータリスイッチの設定

ロータリスイッチには、すべての入力で共通の入力種別と入力レンジを設定します

（入力種別と入力レンジは、入力 4点で個別に設定することはできません）。

設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。

●形 DRT1-TS04T

ロータリスイッチに設定する番号によって、入力種別・入力レンジは次のようにな

ります。

番号 入力種別 レンジ（ °C） レンジ（ °F）

0 R 0～1700 0～3000
1 S 0～1700 0～3000
2 K1 －200～＋1300 －300～＋2300
3 K2 0.0～500.0 0.0～900.0
4 J1 －100～＋850 －100～＋1500
5 J2 0.0～400.0 0.0～750.0
6 T －200.0～＋400.0 －300.0～＋700.0
7 E 0～600 0～1100
8 L1 －100～＋850 －100～＋1500
9 L2 0.0～400.0 0.0～750.0
A U －200.0～＋400.0 －300.0～＋700.0
B N －200～＋1300 －300～＋2300
C W 0～2300 0～4100
D B 100～1800 300～3200
E PL Ⅱ 0～1300 0～2300
F 設定不可

●形 DRT1-TS04P

ロータリスイッチに設定する番号によって、入力種別・入力レンジは次のようにな

ります。

番号 入力種別 レンジ（ °C） レンジ（ °F）

0 Pt100 －200.0～＋650.0 －300.0～＋1200.0
1 JPt100 －200.0～＋650.0 －300.0～＋1200.0
2～9 設定不可

0 1 2
3
4
5

6789A
B
C
D

E F

09

7
8

46

1

5

3
2
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端子配置

●形 DRT1-TS04T

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
－�

NC

NC

NC

NC NC NC NC NC

NC入力0�
＋�

入力0�
－�

NC入力1�
＋�

入力1�
－�

入力2�
＋�

入力2�
－�

入力3�
＋�

入力3�
－�

冷接点補償器�

お願い� 冷接点補償器には、触れたり、外したりしないでください。

●形 DRT1-TS04P

SOURCE�
24VDC�
＋�

SOURCE�
24VDC�
－�

NC

NC NC NC NC

入力2�
B

入力2�
B

入力3�
B

入力3�
B

入力3�
A

入力2�
ANC

NC NC

入力0�
B

入力0�
B

入力1�
B

入力1�
B

入力1�
A

入力0�
A

配線

温度入力ターミナルの接続端子には、熱電対入力か測温抵抗体入力かによって、入

力ごとに次図のように接続します。

＋�

－�

SOURCE�
24VDC

内部回路�
電源�

＋�－�

内部回路電源�

＋�

－�

形DRT1-TS04T�
熱電対入力�

B

B

形DRT1-TS04P�
測温抵抗体入力�

A

温度変換データ（形 DRT1-TS04T/TS04P共通）

入力された温度データは、16進 4桁のデジタルデータ（バイナリデータ）に変換さ

れて、マスタに通知されます。

変換データが負数の場合は、2の補数で表現されます。

入力 4点は、下図のようにマスタの 4CHを占有します。また、小数点以下 1桁まで

のレンジを持つ入力種別では、10倍された値がバイナリデータとして通知されます。

0.1 C�
( F)�
単位�

°�

先頭　CH

先頭+1 CH

先頭+2 CH

先頭+3 CH

入力0　温度変換データ�

入力1　温度変換データ�

入力2　温度変換データ�

入力3　温度変換データ�

接点�3 02 146 57810 9111214 1315

R、S、K1、J1、E、�
L1、N、W、B、PLⅡ�

1 C�
( F)�
単位�

°�
°�

入
力
種
別�

850 C    → 0352（16進4桁）�
-200 C   → FF38（16進4桁）�

K2、J2、T、L2、U、�
Pt100、JPt100

°�

　　　　×10�
500.0 C  → 5000  → 1388（16進4桁）�
-20.0 C  → -200  → FF38（16進4桁）�
-200.0 C → -2000 → F830（16進4桁）�

°�
°�

°�
°�
°�

例�
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ディップスイッチで小数点以下 2 桁（0.01 単位）に設定しているときの温
度変換データについては、「温度入力ターミナルの小数点以下 2 桁表現モ
ード」（P.4-120）を参照してください。

急激な温度変化があった場合、製品内部に結露が発生し、正常な指示
値を示さなくなりますのでご注意ください。
結露が発生した場合は、一定温度で 1 時間ほど放置してから使用して
ください。

データ範囲と断線検知機能

変換可能なデータ範囲は、ロータリスイッチに設定する番号によって、次のように

なります。

・形 DRT1-TS04T

番号 入力種別 レンジ（ °C） レンジ（ °F）

0 R －20～＋1720 －20～＋3020
1 S －20～＋1720 －20～＋3020
2 K1 －220～＋1200 －320～＋2320
3 K2 －20.0～＋520.0 －20.0～＋920.0
4 J1 －120～＋870 －120～＋1520
5 J2 －20.0～＋420.0 －20.0～＋770.0
6 T －220.0～＋420.0 －320.0～＋720.0
7 E －20～＋620 －20～＋1120
8 L1 －120～＋870 －120～＋1520
9 L2 －20.0～＋420.0 －20.0～＋770.0
A U －220.0～＋420.0 －320.0～＋720.0
B N －220～＋1320 －320～＋2320
C W －20～＋2320 －20～＋4120
D B 80～1820 280～3220
E PL Ⅱ －20～＋1320 －20～＋2320
F 設定不可

・形 DRT1-TS04P

番号 入力種別 レンジ（ °C） レンジ（ °F）

0 Pt100 －220.0～＋670.0 －320.0～＋1220.0
1 JPt100 －220.0～＋670.0 －320.0～＋1220.0
2～9 設定不可

入力温度が変換可能な範囲を超えた場合、温度データは上限値または下限値で固定

されます。

入力温度が、ある一定値以上、変換可能な範囲から外れると、入力配線が断線した

ものと判断され、断線検知機能が働いて、温度データが 7FFF Hexとなり、温度入力

ターミナルの断線表示 LEDが点灯します。

また、冷接点補償器に異常がある場合にも、断線検知機能が働きます。

入力温度が、変換可能な範囲に戻ると、断線検知機能は自動的に解除され、通常の

変換データに戻ります。
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温度入力ターミナルの小数点以下 2桁表現モード
（形 DRT1-TS04T/TS04P共通）

ここでは、温度入力ターミナルの小数点以下 2桁の表現モードについて説明します。

小数点以下 2桁モード時には、1つの温度データ（整数部 4桁＋小数部 2桁）が、100

倍されて符号付き 16進 6桁のバイナリデータでマスタに通知されます。このとき、

温度データは、次のように 2 つのデータに分割され、125ms ごとに交互に通知され

ます（それぞれのデータは 1CHで構成されています）。

小数点以下 2桁表現モードでは、温度データは小数点以下 2桁まで変
換されますが、実際の分解能は 0.01°C（°F）ではありませんのでご注
意ください。そのため、0.1°C（°F）や 0.01°C（°F）の桁では、揺れや
飛びが発生することがあります。通常モードで規定されている以上の
分解能に関しては、参考データとして扱ってください。

温度データの分割方法と、データの構成を下図に示します。

接点�3 02 146 57810 91115

×16×16×16 345

上位下位�
判別ビット�

°�0：上位�
1：下位�

14

温度単位�
判別ビット�

0： C�
1： F

13

断線判別�
ビット�

0：正常�
1：エラー�

12

0固定�
°�

データ部�符号/判別部�

・上位3桁データ通知フォーマット�

接点�3 02 146 57810 91115

×16×16×16 012

上位下位�
判別ビット�

°�0：上位�
1：下位�

14

温度単位�
判別ビット�

0： C�
1： F

13

断線判別�
ビット�

0：正常�
1：エラー�

12

°�

符号/判別部�

・下位3桁データ通知フォーマット�

・温度データ（実際の温度×100のバイナリデータ）�

□□□□□□�

上位下位判別ビット：上位3桁のデータか/下位3桁のデータかを表します。�
温度単位判別ビット：温度の単位が Cか/ Fかを表します。�
断線判別ビット　　：断線検知時に1となります。このとき、上位3桁のデータは「7FF」�
　　　　　　　　　　に、下位3桁のデータは「FFF」になります。�

°�°�

データ部�

未使用�

0固定�

未使用�

上位 3桁データと下位 3桁データの 1CHずつが、次のように 125msごとに、交互に

マスタに通知されます。

上位3桁データ�

125ms

下位3桁データ�

125ms

上位3桁データ�

125ms

データ更新� データ更新�
時間�

●例 1：「1130.25 °C」の場合

100倍された値 ：113025

通知される値 ：01B981（113025の 16進表現）

15
×165符号/判別�

上位3桁データの内容�

接点�
データ�0

14
0
13
0
12
0
11～8
0

×164

7～4
1

×163

3～0
B

正常� C上位�°�

0 0 1 B

温度変換データ�

データ部�
符号/判別部�

15
×162符号/判別�

下位3桁データの内容�

接点�
データ�1

14
0
13
0
12
0
11～8
9

×161

7～4
8

×160

3～0
1

正常� C下位�°�

8 9 8 1

温度変換データ�

データ部�
符号/判別部�
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●例 2：「－100.12 °C」の場合

100倍された値 ：－10012

通知される値 ：FFD8E4（－10012の 16進表現）

0
15
符号/判別�

上位3桁データの内容�

接点�
データ�0

14
0
13
0
12 11～8

F
7～4
F

3～0
D

正常� C上位�°�

0 F F D

温度変換データ�

データ部�
符号/判別部�

15
符号/判別�

下位3桁データの内容�

接点�
データ�1

14
0
13
0
12
0
11～8
8

7～4
E

3～0
4

正常� C下位�°�

8 8 E 4

温度変換データ�

×165 ×164 ×163

×162 ×161 ×160

データ部�
符号/判別部�

●例 3：「－200.12 °F」の場合

100倍された値 ：－20012

通知される値 ：FFB1D4（－20012の 16進表現）

°�

°�

15
符号/判別�

上位3桁データの内容�

接点�
データ�0

14
1
13
0
12
0
11～8
F

7～4
F

3～0
B

正常� F上位�

4 F F B

温度変換データ�

15
符号/判別�

下位3桁データの内容�

接点�
データ�1

14
1
13
0
12
0
11～8
1

7～4
D

3～0
4

正常� F下位�

C 1 D 4

温度変換データ�

×165 ×164 ×163

データ部�
符号/判別部�

×162 ×161 ×160

データ部�
符号/判別部�

●例 4：入力異常（断線）の場合（単位：°F）

通知される値 ：7FFFFF

°�

°�

15
符号/判別�

上位3桁データの内容�

接点�
データ�0

14
1
13
1
12
0
11～8
7

7～4
F

3～0
F

エラー� F上位�

6 7 F F

温度変換データ�

15
符号/判別�

下位3桁データの内容�

接点�
データ�1

14
1
13
1
12
0
11～8
F

7～4
F

3～0
F

エラー� F下位�

E F F F

温度変換データ�

×165 ×164 ×163

データ部�
符号/判別部�

×162 ×161 ×160

データ部�
符号/判別部�

・データは上位→下位の順に通知されます。プログラムで温度データを
読み出すときは、必ず上位データ→下位データの順で読み出してくだ
さい。

・PC本体のサイクルタイムや通信時間を考慮して、データの読み出し周
期が 125ms 以下になるようにしてください。読み出し周期が 125ms
を超える場合は、正常なデータを読み出せなくなります。

サンプルプログラム（形 DRT1-TS04T/TS04P共通）

小数点以下 2 桁表現モードの温度入力ターミナル使用時の、C200HX のプログラム

例を、以下に示します。

●設定状態

温度入力ターミナルの割り付けチャネル ：350～353CH

温度入力ターミナルのモード ：小数点以下 2桁表現モード

（ディップスイッチ 10：ON）
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●動作

温度入力ターミナルの入力 0の温度データを、100倍されたバイナリデータで、以下

のように 30～32CHに格納します。

接点�3 02 14781115

×16×16×16 012

12

30CH

温度単位ビット　0： C 　 1： F�
断線判別ビット　0：正常　1：エラー�

°�°�

～� ～� ～�

×163

(0固定）� 0

断
線
判
別�

　
　
　
ビ
ッ
ト�

温
度
単
位�

　
　
　
ビ
ッ
ト�

32CH 0

×16×16×16 45631CH ×167

(0固定）�(0固定）�

30CH、31CHで、BIN32ビットデータとして扱えます。

●プログラム例

下位3桁のデータ（16 ～16 のデータ）を030CHに転送�

16 のデータを030CHの接点12～15に転送�

16 、16 のデータを031CHの接点0～7に転送�

データが負のとき、031CHの上位2桁に「FF」を格納�

  MOVD   �
  350   �
  #0020�
  030  

35015

上位3桁のデータを内部補助リレー040CHに格納�
  MOV   �
  350   �
  040  

35015

上位3桁の通知�

下位3桁の通知�

  MOVD   �
  040   �
  #0300�
  030 

  MOVD   �
  040   �
  #0011�
  031  

  MOVD   �
  #00FF   �
  #0210�
  031  

3

4 5

データが正のとき、031CHの上位2桁に「00」を格納�
  MOVD   �
  #0000   �
  #0210�
  031  

温度単位、断線判別ビットの状態を032CHに転送�
  XFRB   �
  #021D �
  040�
  032  

04011

データが負のとき�

04011

データが正のとき�

0 2

寸法（形 DRT1-TS04T/TS04P共通）

ANALOG TERMINAL

IN

No.

NSMS

140  0.3

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

150以下�

40
  
0.
3

+ --

50
以
下
�

40以下�

約73

3

（単位mm)

DRT1-TS04T

12
� �

（コネクタ装着時）�

1

0

3

2
BROKEN�
WIRE

210
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■制御盤への取り付け

温度入力ターミナルは、次の 2通りの方法で制御盤に取り付けることができます。

制御盤にネジで固定する方法

各スレーブの「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴

をあけ、M4ネジで固定してください。

適正締め付けトルクは、0.6～0.98N・mです。

DINレールに取り付ける方法

スレーブの背面で、DIN35mmレールに取り付けてください。このとき、背面にある

DIN レール取り付けフックをドライバで引き下げながら、DIN レールをスレーブの

背面にはめ込み、確実に固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレー

トで挟んで固定してください。

●エンドプレートの取り付け方法

エンドプレートは、下側を引っ掛けてから（次図①）、上側を引っ掛けて下に引き

降ろします（次図②）。

1

2

エンドプレート�

お願い� 必ず 2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟み込んで固定してください。

取り付け方向

温度入力ターミナルは、表示部を下に向けたり、通信コネクタを上に向けたりする

方向には取り付けられません。以下の 4方向に取り付けることができます。

鉛直方向�

AN
AL
OG
 T
ER
MI
NA
L

IN

No
.

NS
MS

3

DR
T1
-T
S0
4T

1 0

3 2
BR
OK
EN
�

WI
RE 2

1
0

ANALOG TERMINAL

IN

No.

NS
MS

3

DRT1-TS04T
10

32
BROKEN�
WIRE2

1
0

ANALOG TERMINAL

IN

No.

NSMS

3

DRT1-TS04T
1

0

3

2
BROKEN�
WIRE

210
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■内部電源、入力の配線

内部電源（内部回路用電源）、入力の配線はいずれもM3のネジ端子で行います（温

度入力ターミナルでは、I/O電源はありません）。

以下に示す、M3用の圧着端子を取り付けて端子台に接続します。

適正締め付けトルクは、0.3～0.5N・mです。

6.0mm以下� 6.0mm以下�

内部電源の配線

端子台の端子配置については、各スレーブの解説の「配線」を参照してください。

例：温度入力ターミナル 形 DRT1-TS04Tへの内部電源供給

ANALOG TERMINAL
No.

DRT1-TS04T
1

0

3

2
BROKEN�
WIRE

0 1 2

3
4
5

6789A
B
C
D

E F

－� ＋�

入力の配線

端子台の端子配置や温度センサの配線については、スレーブの解説の「配線」を参

照してください。

例：温度入力ターミナル 形 DRT1-TS04Tの入力 0への配線

ANALOG TERMINAL
No.

DRT1-TS04T
1

0

3

2
BROKEN�
WIRE

0 1 2

3
4
5

6789A
B
C
D

E F

－� ＋�
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4-10　CQM1 I/Oリンクユニット

■ノードアドレス・通信速度・出力保持/クリアの設定

ここでは、CQM1 I/Oリンクユニットのノードアドレス設定と、通信速度設定、通信

異常時の出力保持/クリア設定（出力にのみ有効）について説明します。これらの設

定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：ディップスイッチ 1～6

通信速度設定 ：ディップスイッチ 7、8

出力保持/クリア設定 ：ディップスイッチ 10（出力にのみ有効）

8

ON

7
6

5
4

3
2

1

ノードアドレス設定�

通信速度設定�

システム予約（必ずOFF）�
通信異常時の出力保持/クリア設定（出力にのみ有効）�

10
9

ノードアドレスの設定

リモートアダプタでは、ディップスイッチ 1～6の設定によって、ノードアドレスは

次のようになります。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ディップスイッチ ノードアドレス
6 5 4 3 2 1

0 0 0 0 0 0 0（工場出荷時設定）
0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 1 0 2

1 1 1 1 0 1 61
1 1 1 1 1 0 62
1 1 1 1 1 1 63

0：OFF　　1：ON

・「付-1　ディップスイッチとノードアドレス対応表」に、ディップスイッ
チ設定とノードアドレスの対応の一覧表があります。
・ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生
し、通信に加入できません。
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通信速度の設定

ディップスイッチ 7、8によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
7 8

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s（工場出荷時設定）

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。

ディップスイッチ 9、10の設定について

ディップスイッチ 9、10 の機能は、入力か出力かによって異なり、次のようになっ

ています。

ON
10
9 入力：未使用（必ずOFF）�

出力：通信異常時の出力保持/クリア�

システム予約（必ずOFF）�

ディップスイッチ 9 ：システム予約（必ず OFFで使用）

ディップスイッチ 10 ：

入力に対して 機能なし（必ず OFFで使用）

出力に対して 通信異常時の出力保持/クリア
OFF（クリア）：
通信異常時に、マスタからの出力データをすべて 0 にクリア
する。
ON（保持）：
通信異常時は、マスタからの出力データを直前の状態で保持
する。

工場出荷時は、ディップスイッチ 9、10とも OFFになっています。
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■CQM1 I/Oリンクユニット　形 CQM1-DRT21

仕様

項目 仕様

形式 形 CQM1-DRT21
入出力点数 入力 16 点、出力 16 点（計 32 点）
接続可能 PC 機種 CQM1全機種

CQM1H全機種
PC 本体装着可能
台数

最大 11 台 　形 CQM1H-CPU51/61：最大 512 点
　形 CQM1H-CPU11/21：最大 256 点

最大 7台 （形 CQM1-CPU4□-V1：最大 256 点）
（旧機種：最大 5台(形 CQM1-CPU4□：最大 192 点)）
最大 3台 （形 CQM1-CPU11/21：最大 128 点）

内部消費電流 通信電源 ：最大 40mA
内部電源 ：DC5V　最大 80mA

質量 185g

●一般仕様

SYSMAC CQM1に準じる

各部の名称と機能

ON

3

4 

5

6

NA2

DRT21      /    

2

1

CH

MS

NS

NA1

NA0

NA3

NA4

NA5

7 DR0

8 DR1

9 RSV

10 HOLD

DRT21

表示部（P.8-2参照）�

ディップスイッチ（P.4-125参照）�
SW1～6 ：ノードアドレス�
SW7、8 ：通信速度�
SW9    ：システム予約（必ずOFF）�
SW10   ：通信異常時の出力保持/クリア�

通信コネクタ�

）（
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CQM1スレーブ上での占有チャネル

CQM1上では、CQM1 I/Oリンクユニットは入力 1CH、出力 1CHの入出力ユニット

と同じように扱われます。そこで、チャネルの割り付けも入出力ユニットと同様に、

左からの装着順によって、入力は 001CH から、出力は 100CH から割り付けられて

いきます。

●例

P�
S C�

P�
U

I�
N��
16�
点�

I�
N�
�
�
16�
点�

O�
U�
T�
�
16�
点�

D�
R�
T

O�
U�
T�
�
16�
点�

PS  : 電源ユニット�
CPU : CPUユニット�
IN  : 入力ユニット・端子�
OUT : 出力ユニット�
DRT : CQM1 I / Oリンクユニット�

チャネル割り付け�

入力�

データ�

データ�

出力�

マスタ�
OUTエリアより�

マスタ�
INエリアへ�

000CH
001CH
002CH
001CH
002CH

100CH
101CH
102CH

CQM1

寸法

ON

3

4 

5

6

NA2

DRT21      /    

2

1

CH

11
0

10732

NA1

NA0

NA3

NA4

NA5

7 DR0

8 DR1

9 RSV

10 HOLD

DRT21

MS

NS

（単位mm）�
（カバー取り外し時）�

PC本体を組み立てた状態での取り付け寸法については、CQM1のユーザーズマニュ

アルを参照してください。

■制御盤への取り付け

CQM1 I/O リンクユニットは、CQM1 の他のユニットと共に組み立てて、一体型の

PC 本体にして使用します。PC 本体への取り付け方法は、CQM1 の通常のユニット

と同じです。具体的な PC本体への取り付け方法や、PC本体の制御盤への取り付け

方法については、CQM1のユーザーズマニュアルを参照してください。

CQM1 I/Oリンクユニットでは、CQM1の CPUユニットの内部補助リレー
をマスタとの入出力に使用するため、内部電源や、I/O電源、入出力の配線
はありません。
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耐環境スレーブ



5-2

５
耐
環
境
ス
レ
ー
ブ

5-1　耐環境スレーブの共通仕様

ここでは、耐環境スレーブで共通の仕様を示します。スレーブごとに異なる点につ

いては、各スレーブの解説ページで示します。

項目 耐環境スレーブの仕様
通信電源電圧 DC11～25V（通信コネクタより供給）
内部電源電圧 DC20.4～26.4V（DC24V －15～＋10%）
I/O 電源電圧 DC20.4～26.4V（DC24V －15～＋10%）
耐ノイズ性 ±1.5kVp-p、パルス幅 0.1～1 μ s、立ち上がり 1ns のパルス

（ノイズシュミレータによる）
耐振動 10～150Hz　複振幅 1.0mm

または 70m/s2

耐衝撃 200m/s2

耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間）
絶縁抵抗 20M Ω以上（絶縁されている回路間）
使用周囲温度 －10～＋55℃
使用周囲湿度 25～85%
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと
保存周囲温度 －20～＋65℃
保護構造 形 DRT1-□D□□C（-1） ：IP66

形 DRT1-□D□□CL（-1）：IP67
形 DRT1-B7AC ：IP66

取り付け方法 ・保護構造 IP66 のスレーブの場合
　M4 ネジ取り付け（正面）
　M5 ネジ取り付け（背面）
・保護構造 IP67 のスレーブの場合
　M5 ネジ取り付け（正面、背面とも）

取り付け強度 100N
通信コネクタ強
度

100N

ネジの締め付け
トルク

丸型コネクタ（通信コネクタ、電源、I/O）：0.39～0.49N・m
・保護構造 IP66 のスレーブの場合
　M4（前面からのユニット取り付け）：0.6～1.18N・m
　M5（背面からのユニット取り付け）：1.47～1.96N・m
・保護構造 IP67 のスレーブの場合
　M5（前面からのユニット取り付け）：1.47～1.96N・m
　M5（背面からのユニット取り付け）：1.47～1.96N・m

■消費電流・質量・保護構造一覧

以下に、耐環境スレーブの消費電流と質量、保護構造の一覧を示します。

形式 通信電源電流 内部電源電流 質量 保護構造
形 DRT1-ID04CL（-1) 25mA 以下 （通信電源と共用） 180g 以下 IP67
形 DRT1-ID08C 30mA 以下 50mA 以下 580g 以下 IP66
形 DRT1-ID08CL（-1） 30mA 以下 （通信電源と共用） 240g 以下 IP67
形 DRT1-HD16C（-1） 30mA 以下 50mA 以下 180g 以下 IP66
形 DRT1-OD04CL（-1） 35mA 以下 （通信電源と共用） 180g 以下 IP67
形 DRT1-OD08C 30mA 以下 50mA 以下 585g 以下 IP66
形 DRT1-OD08CL（-1） 40mA 以下 （通信電源と共用） 240g 以下 IP67
形 DRT1-WD16C（-1） 30mA 以下 60mA 以下 590g 以下 IP66
形 DRT1-MD16C（-1） 30mA 以下 50mA 以下 590g 以下 IP66
形 DRT1-B7AC 70mA 以下 500mA 以下 500g 以下 IP66
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5-2　耐環境スレーブへの通信ケーブルの接続

耐環境スレーブ（耐環境ターミナル、防水型ターミナル、B7ACインタフェースター

ミナル）では、丸型の通信コネクタで通信ケーブルを接続します。

丸型通信コネクタの通信ケーブルには細いケーブルを使用しますので、通信ケーブ

ルとしての機能（電圧降下による電源配線上の制約条件など）は、通常の細いケー

ブルと同じです。また、通常の角型の通信コネクタを使用するスレーブや、マスタ

ユニットとは、T分岐タップを介して接続することができます。

耐環境スレーブの配線例を以下に示します。

●丸型通信コネクタを使用するスレーブのみのシステムの場合

通信電源�

電源�

DeviceNet�
マスタユニット�

T分岐タップ� シールド型�
片側コネクタ付きケーブル�
形DCA1-5CN□□H1

T分岐コネクタ�
形DCN2-1

T字形ジョイント�
形XS2R-D427-5

T字形ジョイント�

耐環境�
ターミナル�

ケーブル付きコネクタ�
ソケット片側�
形XS2F-D42□-□80-□�

T分岐コネクタ�
形DCN2-1

シールド型�
両端コネクタ付きケーブル�
形DCA1-5CN□□W1

ケーブル付きコネクタ�
ソケット/プラグ両側�
形XS2W-D42□-□81-□�

ケーブル付きコネクタ�
ソケット/プラグ両側�
形XS2W-D42□-□81-A

コネクタ直出しタイプセンサ�

T分岐コネクタ�
形DCN2-1

終端抵抗付き�
コネクタ�
形DRS2-□�

コネクタ中継タイプセンサ�

耐環境�
ターミナル�

入出力� 入出力�

I/O用電源ケーブル�
（内部回路用電源ケーブル）�

●角型通信コネクタと丸型通信コネクタを使用するスレーブが混在するシステム
の場合

電源� I/O用電源ケーブル�

DeviceNet�
マスタユニット�

T分岐タップ�

T分岐タップ�

シールド型�
片側コネクタ付きケーブル�
形DCA1-5CN□□H1

Ｔ分岐タップを介して�
異なるコネクタタイプの�
スレーブを接続可能�

通常のコネクタタイプの�
スレーブ�

耐環境ターミナルなどの�
丸型のコネクタタイプの�
スレーブ�

T分岐コネクタ�
形DCN2-1
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耐環境ターミナルや、防水型ターミナル、B7ACインタフェースターミナルに接続す

る通信ケーブルには、必ず下記のコネクタ付きケーブルを使用してください。

形式 内容

形 DCA1-5CN□□W1 シールド型両端コネクタ付き
ケーブル

形 DCA1-5CN□□F1 シールド型片側コネクタ付き
ケーブル（ソケット：メス）

形 DCA1-5CN□□H1 シールド型片側コネクタ付き
ケーブル（プラグ：オス）

形 DCN2-1 シールド型 T分岐コネクタ
（1分岐）

形式の□の部分には、ケーブル長を m 単位で表す数値が入ります。ただし、0.5m の場
合は「C5」となります。

注：ケーブルは DeviceNet の標準的な細いケーブルを使用しているため、そのままで
はスパッタ環境で使用できません。ケーブル部分に耐環境保護を施せば、ご使用
できます。

終端抵抗が内蔵されたコネクタも、以下のように用意されています。T 分岐コネク

タに終端抵抗を付けることができます。

形式 内容

形 DRS2-1 終端抵抗付きコネクタ
（プラグ：オス）

形 DRS2-2 終端抵抗付きコネクタ
（ソケット：メス）

・シールド型コネクタ付きケーブルは DeviceNet の細いケーブルを使用し
ているため、許容電流は 3Aになりますのでご注意ください。
・丸型通信コネクタの場合は、マルチドロップ配線はできません。シール
ド型両端コネクタ付きケーブルと、Ｔ分岐コネクタ（形 DCN2-1）を用い
て、T分岐で配線してください。
・Ｔ分岐コネクタの通信電源ピンの定格電流は電流は 3Aです。
・片側コネクタ付きケーブル（ソケット）を使用して、通常のＴ分岐タッ
プ（形 DCN1-□C）に接続することができます。
また、片側コネクタ付きケーブル（ソケット）を使用して、Ｔ分岐コネ
クタから通信電源へ接続することもできます。
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■組み合わせ例

通信電源�

電源専用1分岐�
タップ�

シールド型�
片側コネクタ付き�
ケーブル�
形DCA1-5CN□□H1

シールド型両端コネクタ付き�
ケーブル�
形DCA1-5CN□□W1

T分岐コネクタ�
形DCN2-1

オス�

メス� メス� メス�
シールド型片側コネクタ付き�
ケーブル�
形DCA1-5CN□□F1

T分岐タップ�
（終端抵抗付き）�

終端抵抗付き�

オス� オス�

オス�

オス� メス�
メス�オス�

メス� オス�

オス� メス�
メス�オス�

メス�

お願い� コネクタの固定具は手で十分締め付けてください（締め付けトルク 0.39～0.49N・
m）。締め付けが不十分ですと、保護構造が保てなかったり、振動でゆるむことが
あります。
また、プライヤなどで締め付けると破損の原因となりますので、使用しないでく
ださい。
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5-3　耐環境ターミナル

■ノードアドレス・通信速度の設定

ここでは、耐環境ターミナルで共通のノードアドレス設定と、通信速度設定につい

て説明します。これらの設定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：ロータリスイッチ

通信速度設定 ：ディップスイッチ 1、2

21

通信速度設定� ノードアドレス�
設定�

5

0 1
2
3

46
7
8

9

5

0 1
2
3

46
7
8

9

Ｏ�
Ｎ�

形 DRT1-□D□□C（-1）には、通信異常時の出力保持/クリア設定はありま
せん。出力を持つタイプで通信異常が発生したときは、マスタからの出力
データは常に 0（OFF）にクリアされます。

ノードアドレスの設定

耐環境ターミナルでは、ノードアドレス（10進数）の 10の桁を左のロータリスイッ

チで、1の桁を右のロータリスイッチで設定します。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生し、
通信に加入できません。

通信速度の設定

ディップスイッチ 1、2によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
1 2

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s（工場出荷時設定）

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。
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■耐環境ターミナル（8点入力トランジスタタイプ、IP66）
形 DRT1-ID08C（NPN）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-ID08C
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応

入出力点数 入力 8点（マスタ上では 1CH を占有）
ON 電圧 DC15V 以上（各入力端子と V間）
OFF 電圧 DC5V 以下（各入力端子と V間）
OFF 電流 1mA 以下
入力電流 6mA 以下/点（DC24V、各入力端子と V間）
ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 2.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 MS NS

2
1

5 0
1

23
4

6
7 8

9

5 0
1

23
4

6
7 8

9

Ｏ
�
Ｎ
�

DR0�
OFF�
ON�
OFF�
ON

DR1�
OFF�
OFF�
ON�
ON

Datarate�
125kbps�
250kbps�
500kbps�
Not in use.

Node Address
ADR×

10
ADR×

1
×
10

×
1

ADR
DR

0
1

入力表示部�
各接点の入力状態を表示します。�
入力ON時に点灯します。�

入力用コネクタ�

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

DeviceNet通信コネクタ�

外部供給電源用�
コネクタ�

未使用�

ディップスイッチ�
　SW1、2：通信速度�
　（P.5-6参照）�

ロータリスイッチ�
　SW1、2：ノードアドレス�
　（P.5-6参照）�

内部回路

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

1

24

0V（内部回路用）�

2

13

4

2

13

4

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

CN1�
（通信用コネクタ）�

3

24V�
（内部回路用）�

0V �
（入力用）�

 24V�
（入力用）�

入力0

NC

VG

CN2�
（外部供給電源用�
　コネクタ）�

CN3

入力1

NC

VG
CN4

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�
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配線

内部電源�

＋�－�

2

13

4 入力0

NC

VG

2

13

4 入力1

NC

VG

2

13

4 入力2

NC

VG

2

13

4 入力3

NC

VG

2

13

4

NC

VG

2

13

4 入力5

NC

VG

2

13

4 入力6

NC

VG

2

13

4 入力7

NC

VG

1

24
3

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

I/O電源�

＋�－�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

入力4

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

CN3 CN4 CN5 CN6 CN7 CN8 CN9 CN10 CN2 CN1�
（側面）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

外部供給電源用コネクタの「入力用 0V」と入力用コネクタの「G」、
外部供給電源用コネクタの「入力用 24V」と入力用コネクタの「V」は、
それぞれ内部で接続されています。外部供給電源用コネクタに入力用
電源を供給している場合は、入力用コネクタの「G」、「V」からセン
サへの電源供給を行えます。ただし、総電流が 1.0A以上の通電となる
場合には、入力用の電源をコネクタから取らずに外部から供給してく
ださい。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。

寸法

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 MS NS

215

51

196

45

57

8

205  0.3

4-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

28
  
0.
3

+ --

（単位mm）�

4-M5

・ユニット前面からネジとナットで�
　取り付ける場合�

ネジ� ナット�

205  0.3

4-φ5.4

+--

28
  
0.
3

+ --

・ユニット背面からネジで�
　取り付ける場合�

ネジ�

6
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■耐環境ターミナル（16点入力トランジスタタイプ、IP66）
形 DRT1-HD16C（NPN）／形 DRT1-HD16C-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-HD16C 形 DRT1-HD16C-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力 16 点
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1mA 以下
入力電流 6mA 以下/点

（DC24V、各入力端子と V間）

6mA 以下/点
（DC24V、各入力端子と G間）

ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 2.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

16 点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-HD16C/HD16C-1共通）

0 1 2 3 4 5 6 7 MS NS

2
1

5 0
1

23
4

6
7 8

9

5 0
1

23
4

6
7 8

9

Ｏ
�
Ｎ
�

DR0�
OFF�
ON�
OFF�
ON

DR1�
OFF�
OFF�
ON�
ON

Datarate�
125kbps�
250kbps�
500kbps�
Not in use.

Node Address
ADR×

10
ADR×

1
×
10

×
1

ADR
DR

0
1

入力表示部�
各接点の入力状態を表示します。�
入力ON時に点灯します。�

入力用コネクタ�

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

DeviceNet通信コネクタ�

外部供給電源用�
コネクタ�

ディップスイッチ�
　SW1、2：通信速度�
　（P.5-6参照）�

ロータリスイッチ�
　SW1、2：ノードアドレス�
　（P.5-6参照）�

8 9 10 11 12 13 14 15

内部回路

●形 DRT1-HD16C（NPN対応）

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

1

24

0V（内部回路用）�

2

13

4

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

CN1�
（通信用コネクタ）�

3

24V�
（内部回路用）�

0V �
（入力用）�

 24V�
（入力用）�

入力0

入力1

VG

CN2�
（外部供給電源用�
　コネクタ）�

CN3

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�
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●形 DRT1-HD16C-1（PNP対応）

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

1

24

0V（内部回路用）�

2

13

4

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

CN1�
（通信用コネクタ）�

3

24V�
（内部回路用）�

0V �
（入力用）�

 24V�
（入力用）�

入力0

入力1

VG

CN2�
（外部供給電源用�
　コネクタ）�

CN3

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

配線

●形 DRT1-HD16C（NPN対応）

内部電源�

＋�－�

2

13

4 入力0

入力1

VG

2

13

4 入力2

入力3

VG

2

13

4 入力4

入力5

VG

2

13

4 入力6

入力7

VG

2

13

4

入力9

VG

2

13

4 入力10

入力11

VG

2

13

4 入力12

入力13

VG

2

13

4 入力14

入力15

VG

1

24
3

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

I/O電源�

＋�－�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

入力8

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

CN3 CN4 CN5 CN6 CN7 CN8 CN9 CN10 CN2 CN1�
（側面）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

●形 DRT1-HD16C-1（PNP対応）

内部電源�

＋�－�

2

13

4 入力0

入力1

VG

2

13

4 入力2

入力3

VG

2

13

4 入力4

入力5

VG

2

13

4 入力6

入力7

VG

2

13

4

入力9

VG

2

13

4 入力10

入力11

VG

2

13

4 入力12

入力13

VG

2

13

4 入力14

入力15

VG

1

24
3

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

I/O電源�

＋�－�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

入力8

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

CN3 CN4 CN5 CN6 CN7 CN8 CN9 CN10 CN2 CN1�
（側面）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

外部供給電源用コネクタの「入力用 0V」と入力用コネクタの「G」、
外部供給電源用コネクタの「入力用 24V」と入力用コネクタの「V」は、
それぞれ内部で接続されています。外部供給電源用コネクタに入力用
電源を供給している場合は、入力用コネクタの「G」、「V」からセン
サへの電源供給を行えます。ただし、総電流が 1.0A以上の通電となる
場合には、入力用の電源をコネクタから取らずに外部から供給してく
ださい。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。
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寸法（形 DRT1-HD16C/HD16C-1共通）

215

51

196

45

57

8

205  0.3

4-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

28
  
0.
3

+ --

（単位mm）�

4-M5

・ユニット前面からネジとナットで�
　取り付ける場合�

ネジ� ナット�

205  0.3

4-φ5.4

+--

28
  
0.
3

+ --

・ユニット背面からネジで�
　取り付ける場合�

ネジ�

6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 MS NS
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■耐環境ターミナル（8点出力トランジスタタイプ、IP66）
形 DRT1-OD08C（NPN）

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-OD08C
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応

入出力点数 出力 8点（マスタ上では 1CH を占有）
定格出力電流 0.3A/点　2.4A/コモン
残留電圧 1.2V 以下（DC0.3A、各出力端子と G間）
漏れ電流 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 MS NS

2
1

5 0
1

23
4

6
7 8

9

5 0
1

23
4

6
7 8

9

Ｏ
�
Ｎ
�

DR0�
OFF�
ON�
OFF�
ON

DR1�
OFF�
OFF�
ON�
ON

Datarate�
125kbps�
250kbps�
500kbps�
Not in use.

Node Address
ADR×

10
ADR×

1
×
10

×
1

ADR
DR

0
1

出力表示部�
各接点の出力状態を表示します。�
出力ON時に点灯します。�

出力用コネクタ�

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

DeviceNet通信コネクタ�

外部供給電源用�
コネクタ�

未使用�

ディップスイッチ�
　SW1、2：通信速度�
　（P.5-6参照）�

ロータリスイッチ�
　SW1、2：ノードアドレス�
　（P.5-6参照）�

内部回路

内 

部 

回 

路�

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

1

24

0V（内部回路用）�

2

13

4

2

13

4

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

CN1�
（通信用コネクタ）�

3

24V�
（内部回路用）�

0V �
（出力用）�

 24V�
（出力用）�

出力0

NC

VG

CN2�
（外部供給電源用�
　コネクタ）�

CN3

出力1

NC

VG
CN4

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

降�
圧�

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�
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配線

内部電源�

＋�－�

2

13

4 出力0

NC

VG

2

13

4 出力1

NC

VG

2

13

4 出力2

NC

VG

2

13

4 出力3

NC

VG

2

13

4

NC

VG

2

13

4 出力5

NC

VG

2

13

4 出力6

NC

VG

2

13

4 出力7

NC

VG

1

24
3

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

I/O電源�

＋�－�

出力4

CN3 CN4 CN5 CN6 CN7 CN8 CN9 CN10 CN2 CN1�
（側面）�

ソレノイドなど�バルブなど�

外部供給電源用コネクタの「出力用 0V」と出力用コネクタの「G」、
外部供給電源用コネクタの「出力用 24V」と出力用コネクタの「V」は、
それぞれ内部で接続されています。外部供給電源用コネクタに出力用
電源を供給している場合は、出力用コネクタの「V」から出力機器への
電源供給を行えます。ただし、総電流が 2.4A以上の通電となる場合に
は、出力用の電源をコネクタから取らずに外部から供給してください。

寸法

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 MS NS

215

51

196

45

57

8

205  0.3

4-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

28
  
0.
3

+ --

（単位mm）�

4-M5

・ユニット前面からネジとナットで�
　取り付ける場合�

ネジ� ナット�

205  0.3

4-φ5.4

+--

28
  
0.
3

+ --

・ユニット背面からネジで�
　取り付ける場合�

ネジ�

6
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■耐環境ターミナル（16点出力トランジスタタイプ、IP66）
形 DRT1-WD16C（NPN）／形 DRT1-WD16C-1（PNP）

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-WD16C 形 DRT1-WD16C-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 16 点
定格出力電流 0.3A/点　2.4A/コモン
残留電圧 1.2V 以下

（DC0.3A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.3A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

16 点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-WD16C/WD16C-1共通）

8 9 10 11 12 13 14 15 MS NS

2
1

5 0
1

23
4

6
7 8

9

5 0
1

23
4

6
7 8

9

Ｏ
�
Ｎ
�

DR0�
OFF�
ON�
OFF�
ON

DR1�
OFF�
OFF�
ON�
ON

Datarate�
125kbps�
250kbps�
500kbps�
Not in use.

Node Address
ADR×

10
ADR×

1
×
10

×
1

ADR
DR

0
1

出力用コネクタ�

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

DeviceNet通信コネクタ�

外部供給電源用�
コネクタ�

ディップスイッチ�
　SW1、2：通信速度�
　（P.5-6参照）�

ロータリスイッチ�
　SW1、2：ノードアドレス�
　（P.5-6参照）�

出力表示部�
各接点の出力状態を表示します。�
出力ON時に点灯します。�

0 1 2 3 4 5 6 7

内部回路

●形 DRT1-WD16C（NPN対応）

内 

部 

回 

路�

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

1

24

0V（内部回路用）�

2

13

4

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

CN1�
（通信用コネクタ）�

3

24V�
（内部回路用）�

0V �
（出力用）�

 24V�
（出力用）�

出力0

出力1

VG

CN2�
（外部供給電源用�
　コネクタ）�

CN3

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

降�
圧�

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�
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●形 DRT1-WD16C-1（PNP対応）

内 

部 

回 

路�

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

1

24

0V（内部回路用）�

2

13

4

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

CN1�
（通信用コネクタ）�

3

24V�
（内部回路用）�

0V �
（出力用）�

 24V�
（出力用）�

出力0

出力1

VG

CN2�
（外部供給電源用�
　コネクタ）�

CN3

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

降�
圧�

配線

●形 DRT1-WD16C（NPN対応）

内部電源�

＋�－�

2

13

4 出力0

出力1

VG

2

13

4 出力2

出力3

VG

2

13

4 出力4

出力5

VG

2

13

4 出力6

出力7

VG

2

13

4

出力9

VG

2

13

4 出力10

出力11

VG

2

13

4 出力12

出力13

VG

2

13

4 出力14

出力15

VG

1

24
3

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

I/O電源�

＋�－�

出力8

CN3 CN4 CN5 CN6 CN7 CN8 CN9 CN10 CN2 CN1�
（側面）�

ソレノイドなど�ソレノイドなど�バルブなど�

●形 DRT1-WD16C-1（PNP対応）

内部電源�

＋�－�

2

13

4 出力0

出力1

VG

2

13

4 出力2

出力3

VG

2

13

4 出力4

出力5

VG

2

13

4 出力6

出力7

VG

2

13

4

出力9

VG

2

13

4 出力10

出力11

VG

2

13

4 出力12

出力13

VG

2

13

4 出力14

出力15

VG

1

24
3

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

I/O電源�

＋�－�

出力8

CN3 CN4 CN5 CN6 CN7 CN8 CN9 CN10 CN2 CN1�
（側面）�

ソレノイドなど�ソレノイドなど�バルブなど�

外部供給電源用コネクタの「出力用 0V」と出力用コネクタの「G」、
外部供給電源用コネクタの「出力用 24V」と出力用コネクタの「V」は、
それぞれ内部で接続されています。外部供給電源用コネクタに出力用
電源を供給している場合は、出力用コネクタの「G」、「V」から出力
機器への電源供給を行えます。ただし、総電流が 2.4A以上の通電とな
る場合には、出力用の電源をコネクタから取らずに外部から供給して
ください。



5-16

５
耐
環
境
ス
レ
ー
ブ

寸法（形 DRT1-WD16C/WD16C-1共通）

215

51

196

45

57

8

205  0.3

4-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

28
  
0.
3

+ --

（単位mm）�

4-M5

・ユニット前面からネジとナットで�
　取り付ける場合�

ネジ� ナット�

205  0.3

4-φ5.4

+--

28
  
0.
3

+ --

・ユニット背面からネジで�
　取り付ける場合�

ネジ�

6

8 9 10 11 12 13 14 15 MS NS0 1 2 3 4 5 6 7
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■耐環境ターミナル（8点入力/8点出力トランジスタタイプ、IP66）
形 DRT1-MD16C（NPN）／形 DRT1-MD16C-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-MD16C 形 DRT1-MD16C-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力 8点（マスタ上では 1CH を占有）
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1mA 以下
入力電流 6mA 以下/点

（DC24V、各入力端子と V間）

6mA 以下/点
（DC24V、各入力端子と G間）

ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 2.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-MD16C 形 DRT1-MD16C-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 8点（マスタ上では 1CH を占有）
定格出力電流 0.3A/点　2.4A/コモン
残留電圧 1.2V 以下

（DC0.3A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.3A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-MD16C/MD16C-1共通）

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 MS NS

2
1

5 0
1

23
4

6
7 8

9

5 0
1

23
4

6
7 8

9

Ｏ
�
Ｎ
�

DR0�
OFF�
ON�
OFF�
ON

DR1�
OFF�
OFF�
ON�
ON

Datarate�
125kbps�
250kbps�
500kbps�
Not in use.

Node Address
ADR×

10
ADR×

1
×
10

×
1

ADR
DR

0
1

出力表示部�
各接点の出力状態を表示します。�
出力ON時に点灯します。�

入力用コネクタ�

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

DeviceNet通信コネクタ�

外部供給電源用�
コネクタ�

ディップスイッチ�
　SW1、2：通信速度�
　（P.5-6参照）�

ロータリスイッチ�
　SW1、2：ノードアドレス�
　（P.5-6参照）�

出力用コネクタ�

入力表示部�
各接点の入力状態を表示します。�
入力ON時に点灯します。�
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内部回路

●形 DRT1-MD16C（NPN対応）

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 
路�

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

1

24

0V（入力・内部回路用）�

2

13

4

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

CN1�
（通信用コネクタ）�

3

24V�
（入力・内部回路用）�

0V �
（出力用）�

 24V�
（出力用）�

入力0

入力1

VG

CN2�
（外部供給電源用�
　コネクタ）�

CN3（入力用コネクタ）�

2

13

4 出力0

出力1

VG
CN7（出力用コネクタ）�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

降�
圧�

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

●形 DRT1-MD16C-1（PNP対応）

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

内 

部 

回 

路�

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

1

24

0V（入力・内部回路用）�

2

13

4

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

CN1�
（通信用コネクタ）�

3

24V�
（入力・内部回路用）�

0V �
（出力用）�

 24V�
（出力用）�

入力0

入力1

VG

CN2�
（外部供給電源用�
　コネクタ）�

CN3（入力用コネクタ）�

CN7（出力用コネクタ）�

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

2

13

4 出力0

出力1

VG

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

降�
圧�
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配線

●形 DRT1-MD16C（NPN対応）

入力用電源�
内部電源�

＋�－�

2

13

4 入力0

入力1

VG

2

13

4 入力2

入力3

VG

2

13

4 入力4

入力5

VG

2

13

4 入力6

入力7

VG

2

13

4

出力1

VG

2

13

4 出力2

出力3

VG

2

13

4 出力4

出力5

VG

2

13

4 出力6

出力7

VG

1

24
3

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

出力用電源�

＋�－�

出力0

CN3 CN4 CN5 CN6 CN7 CN8 CN9 CN10 CN2 CN1�
（側面）�

ソレノイドなど�バルブなど�NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

入力� 出力�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

●形 DRT1-MD16C-1（PNP対応）

入力用電源�
内部電源�

＋�－�

2

13

4 入力0

入力1

VG

2

13

4 入力2

入力3

VG

2

13

4 入力4

入力5

VG

2

13

4 入力6

入力7

VG

2

13

4

出力1

VG

2

13

4 出力2

出力3

VG

2

13

4 出力4

出力5

VG

2

13

4 出力6

出力7

VG

1

24
3

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

出力用電源�

＋�－�

出力0

CN3 CN4 CN5 CN6 CN7 CN8 CN9 CN10 CN2 CN1�
（側面）�

ソレノイドなど�バルブなど�PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

入力� 出力�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

・外部供給電源用コネクタの「入力用 0V」と入力用コネクタの「G」、
外部供給電源用コネクタの「入力用 24V」と入力用コネクタの「V」は、
それぞれ内部で接続されています。外部供給電源用コネクタに入力・
内部用電源を供給している場合は、入力用コネクタの「G」、「V」か
らセンサへの電源供給を行えます。ただし、総電流が 1.0A以上の通電
となる場合には、入力用の電源をコネクタから取らずに外部から供給
してください。
・外部供給電源用コネクタの「出力用 0V」と出力用コネクタの「G」、
外部供給電源用コネクタの「出力用 24V」と出力用コネクタの「V」は、
それぞれ内部で接続されています。外部供給電源用コネクタに出力用
電源を供給している場合は、出力用コネクタの「G」、「V」から出力
機器への電源供給を行えます。ただし、総電流が 2.4A以上の通電とな
る場合には、出力用の電源をコネクタから取らずに外部から供給して
ください。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。
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寸法（形 DRT1-MD16C/MD16C-1共通）

0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 MS NS

215

51

196

45

57

8

205  0.3

4-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

28
  
0.
3

+ --

（単位mm）�

4-M5

・ユニット前面からネジとナットで�
　取り付ける場合�

ネジ� ナット�

205  0.3

4-φ5.4

+--

28
  
0.
3

+ --

・ユニット背面からネジで�
　取り付ける場合�

ネジ�

6
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■制御盤への取り付け

耐環境ターミナルは、ネジで制御盤に取り付けます。DIN レールへの取り付けはで

きません。

●前面からネジで取り付ける場合

このスレーブの取り付け穴には、M5のネジ山が切ってあります。このため、前面か

ら取り付ける場合は、M4ネジを使用してください。

各スレーブの「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴

をあけ、M4ネジで固定してください。

適正締め付けトルクは、0.6～1.18N・mです。

●背面からネジで取り付ける場合

各スレーブの「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴

をあけ、M5ネジで固定してください。

適正締め付けトルクは、1.47～1.96N・mです。

取り付け方向

取り付けには方向の制約はありません。以下の 6 方向すべての方向に取り付けるこ

とができます。

鉛直方向�

0
1

2
3

4
5

6
7

MS
NS

0
1

2
3

4
5

6
7

0

1

2

3

4

5

6

7

MS

NS

0

1

2

3

4

5

6

7

0 1 2 3 4 5 6 7 MS NS0 1 2 3 4 5 6 7

01234567MSNS 01234567
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■内部電源、I/O電源、入出力の配線

内部電源、I/O電源の配線

内部電源と I/O電源は、外部供給電源用コネクタから供給します。

外部供給電源の配線は、下表のオムロン製の形 XS2（丸型防水コネクタ）シリーズ

のコネクタで接続します。

●適合コネクタ

種別 形式

ケーブル付きコネクタ
（ソケット/プラグ両側）

形 XS2W-D42□-□81-□

ケーブル付きコネクタ
（ソケット（メス）片側）

形 XS2F-D42□-□80-□

組み立て式コネクタ ソケット（メス）
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2C-D4□□

T字形ジョイント 形 XS2R-D427-5

電源� T字形ジョイント�
形XS2R-D427-5

T字形ジョイント�
形XS2R-D427-5

丸型防水コネクタ付きケーブル�
ソケット片側�
形XS2F-D42□-□80-□�

丸型防水コネクタ付きケーブル�
ソケット/プラグ両側�
形XS2W-D42□-□81-□�

丸型防水コネクタ付きケーブル�
ソケット/プラグ両側�
形XS2W-D42□-□81-□�

I/O電源／内部電源共用� I/O電源／内部電源共用�

形DRT1-ID08C形DRT1-OD08C

お願い� コネクタの固定具は手で十分締め付けてください（締め付けトルク 0.39～0.49N・
m）。締め付けが不十分ですと、保護構造が保てなかったり、振動でゆるむことが
あります。
また、プライヤなどで締め付けると破損の原因となりますので、使用しないでく
ださい。

入力用 I/O電源と出力用 I/O電源は共有することも可能ですが、出力機器の
ノイズにより入力機器が誤動作する可能性がありますので、できるだけ分
けて使用してください。
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入出力の配線

入出力の配線は、下表のオムロン製の形 XS2（丸型防水コネクタ）シリーズのコネ

クタで接続します。

●適合コネクタ

種別 形式

ケーブル付きコネクタ
（プラグ（オス）片側）

形 XS2H-D421-□80-A

ケーブル付きコネクタ
（ソケット/プラグ両側）

形 XS2W-D42□-□81-A

組み立て式コネクタ プラグ（オス）
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2G-D4□□

コネクタ中継タイプのセンサを直接つなげることもできます。

接続機器に関しては、カタログなどでピン配置を確認した上で接続してください。

丸型防水コネクタ付きケーブル�
ソケット/プラグ両側�
形XS2W-D42□-□81-A

丸型防水コネクタ付きケーブル�
プラグ片側�
形XS2H-D421-□80-A

コネクタ直出しタイプセンサ�

形XS2G-D4□□�

中継コネクタタイプセンサ� コード引き出しタイプセンサ�

コネクタタイプのセンサの詳細については、「センサ総合カタログ」（カ
タログ番号 SAOO-210）を参照してください。
丸型防水コネクタ（センサ I/Oコネクタ）の詳細については、「センサ総合
カタログ」（カタログ番号 SAOO-210）の「電源/コネクタ」の項を参照し
てください。

注： 16 点入力タイプの形 DRT1-HD16C（-1）や、16 点出力タイプの形 DRT1-WD16C（-1）
にセンサ、リミットスイッチを接続する場合は、下記のオムロン製 Y 字形ジョイ
ントが必要です。
（ただし、診断出力付きセンサなどでは Y字形ジョイントは不要です。）

種別 形式

Y字形ジョイントプラグ/ソケット
（両側コネクタ）

形 XS2R-D426-□11F

Y 字形ジョイントプラグ/ソケット
（ケーブルなし）

形 XS2R-D426-1

Y字形ジョイントプラグ/ソケット
両端コネクタ
形XS2R-D426-□11F

16点入力
または
16点出力タイプ

Y字形ジョイントプラグ/ソケット
ケーブルなし
形XS2R-D426-1
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お願い� ・形 XS2G 組み立て式コネクタ（ネジ結線タイプ）を、Y 字型ジョイントに並べ
て取り付けることはできません（圧着タイプ/はんだタイプは、並べて取り付け
られます）。
［形 XS2R-D426-□11F：Y字形ジョイント プラグ/ソケット 両側コネクタ］

4

CN2
3
2
1

配線図

4

CN1
3
2
1 1

2
3
4

φ4.6
CN2

CN1 

18

45.5

L

8.5
13.6青色のマーキング

35

15

φ6

44.7

［形 XS2R-D426-1：Y字形ジョイント プラグ/ソケット ケーブルなし］

1

CN2
2
3
4

配線図

1

CN1
2
3
4

1

CN0
2
3
4

φ4.5
7

CN2

CN1

CN0
18

24.5

12.5

27

58.3

（37）

15

青色のマーキング

・コネクタの固定具は手で十分締め付けてください（締め付けトルク 0.39～
0.49N・m）。締め付けが不十分ですと、保護構造が保てなかったり、振動でゆ
るむことがあります。
また、プライヤなどで締め付けると破損の原因となりますので、使用しないで
ください。
・未使用のコネクタには、下図の防水カバー（形 XS2Z-12）またはダストカバー
（形 XS2Z-15）を、必ず取り付けてください。
［防水カバー（形 XS2Z-12）］ ［ダストカバー（形 XS2Z-15）］

防水カバーを取り付けると、保護構造 IP66を保
つことができます。コネクタに装着するときに
は、必ず手で十分締め付けてください（締め付
けトルク 0.39～0.49N・m）。

コネクタに装着するときは、コネクタの取り付
け部に十分押し込んでください。ダストカバー
は防塵用です。保護構造は IP66 ではありませ
ん。

・保護構造について
・コンタクトブロックとカバーの接合部に外力がかかる状態でのご使用は、
保護構造 IP66に適合しなくなりますので行わないでください。

・保護構造 IP66は、水密型（完全防水）とは異なります。水没状態では使用
しないでください。
・本体は樹脂成形品ですので、足場にしたり、物を乗せないでください。

オムロンの有極性 2線式近接センサ（コネクタ中継タイプ）には、IECピン
配置（M1GJ タイプ）と、オムロンピン配置（M1J タイプ）の２種類があ
ります。これらのピン配置に適合している耐環境ターミナルを、以下に示
します。

2線式センサ（コネクタ中継タイプ） 適合する耐環境ターミナル形式

IECピン配置（M1GJタイプ） 形 DRT1-HD16C-1
形 DRT1-MD16C-1

オムロンピン配置（M1Jタイプ） 形 DRT1-ID08C
形 DRT1-HD16C
形 DRT1-MD16C
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5-4　防水型ターミナル

■ノードアドレス・通信速度・出力保持/クリアの設定

ここでは、防水型ターミナルで共通のノードアドレス設定と、通信速度設定、通信

異常時の出力保持/クリア設定（出力にのみ有効）について説明します。これらの設

定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：ロータリスイッチ

通信速度設定 ：ディップスイッチ 1、2

出力保持/クリア設定 ：ディップスイッチ 4（出力にのみ有効）

通信速度設定�ノードアドレス�
設定�

09

7
8

46

1

5

3
2

09

7
8

46

1

5

3
2

1
O� N

2 3 4

通信異常時の出力保持/クリア設定�
（出力タイプのみ）�
システム予約（必ずOFF）�

ノードアドレスの設定

耐環境ターミナルでは、ノードアドレス（10進数）の 10の桁を左のロータリスイッ

チで、1の桁を右のロータリスイッチで設定します。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生し、
通信に加入できません。

通信速度の設定

ディップスイッチ 1、2によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
1 2

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s（工場出荷時設定）

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。
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通信異常時の出力保持/クリア設定について

形 DRT1-□D□□CL（-1）では、ディップスイッチ 3、4の機能は入力か出力かによ

って異なり、次のようになっています。

3 4

ON

入力：未使用（必ずOFF）�
出力：通信異常時の出力保持/クリア�

システム予約（必ずOFF）�

ディップスイッチ 3 ：システム予約（必ず OFFで使用）

ディップスイッチ 4 ：

入力に対して 機能なし（必ず OFFで使用）

出力に対して 通信異常時の出力保持/クリア
OFF（クリア）：
通信異常時に、マスタからの出力データをすべて 0 にクリア
する。
ON（保持）：
通信異常時は、マスタからの出力データを直前の状態で保持
する。

工場出荷時は、ディップスイッチ 3、4とも OFFになっています。



5-4　防水型ターミナル

5-27

５
耐
環
境
ス
レ
ー
ブ

■防水型ターミナル（4点入力トランジスタタイプ、IP67）
形 DRT1-ID04CL（NPN）／形 DRT1-ID04CL-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-ID04CL 形 DRT1-ID04CL-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力 4点（マスタ上では 1CH を占有）
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1mA 以下
入力電流 6mA 以下/点（DC24V）

3mA 以上/点（DC17V）
（各入力端子と V間）

6mA 以下/点（DC24V）
3mA 以上/点（DC17V）
（各入力端子と G間）

ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

4点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-ID04CL/ID04CL-1共通）
DeviceNet�
通信コネクタ�

外部供給電源用�
コネクタ�

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

入力表示部�
各接点の入力状態を表示します。�
入力ON時に点灯します。�

入力用コネクタ�

ディップスイッチ（P.5-25参照）�
　SW1、2：通信速度�
　SW3、4：システム予約（必ずOFF）�

ロータリスイッチ（P.5-25参照）�
ノードアドレスを設定します。�
�

NS

I/O  PW
R

IN
MS

Bus
DRT1

内部回路

●形 DRT1-ID04CL（NPN対応）

3

1
4 2

4

2
3 1

4

2
3 14

5

2
1 3

CAN-L

CAN-H

V+

V-

DRAIN

G

V

IN0

IN1

VG

VG

内�
部�
回�
路�
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●形 DRT1-ID04CL-1（PNP対応）

3

1
4 2

4

2
3 1

G

V

IN0

IN1

VG

VG

4

2
3 14

5

2
1 3

CAN-L

CAN-H

V+

V-

DRAIN

内�
部�
回�
路�

配線

●形 DRT1-ID04CL（NPN対応）

4

13
2

I/O電源�

＋�－�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

1

42

3 G

V

入力0NC

3

24

1 V

G

NC入力1

1

42

3 G

V

入力2NC

3

24

1 V

G

NC入力3

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

●形 DRT1-ID04CL-1（PNP対応）

4

13
2

I/O電源�

＋�－�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

1

42

3 G

V

入力0NC

3

24

1 V

G

NC入力1

1

42

3 G

V

入力2NC

3

24

1 V

G

NC入力3

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

外部供給電源用コネクタの「入力用 0V」と入力用コネクタの「G」、
外部供給電源用コネクタの「入力用 24V」と入力用コネクタの「V」は、
それぞれ内部で接続されています。外部供給電源用コネクタに入力用
電源を供給している場合は、入力用コネクタの「G」、「V」からセン
サへの電源供給を行えます。ただし、総電流が 1.0A以上の通電となる
場合には、入力用の電源をコネクタから取らずに外部から供給してく
ださい。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。
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寸法（形 DRT1-ID04CL/ID04CL-1共通）

（単位mm）�

114
45

30

54

10

104±0.2

3-φ4.0またはM5

取り付け穴加工寸法�

10
.5
±
0.
1
10
.5
±
0.
1

NS

I/O  PW
R

IN
MS

Bus
DRT1
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■防水型ターミナル（8点入力トランジスタタイプ、IP67）
形 DRT1-ID08CL（NPN）／形 DRT1-ID08CL-1（PNP）

入力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-ID08CL 形 DRT1-ID08CL-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 入力 8点（マスタ上では 1CH を占有）
ON 電圧 DC15V 以上

（各入力端子と V間）

DC15V 以上
（各入力端子と G間）

OFF 電圧 DC5V 以下
（各入力端子と V間）

DC5V 以下
（各入力端子と G間）

OFF 電流 1mA 以下
入力電流 6mA 以下/点（DC24V）

3mA 以上/点（DC17V）
（各入力端子と V間）

6mA 以下/点（DC24V）
3mA 以上/点（DC17V）
（各入力端子と G間）

ON 遅延時間 1.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-ID08CL/ID08CL-1共通）
DeviceNet�
通信コネクタ�

入力表示部�
各接点の入力状態を表示します。�
入力ON時に点灯します。�

入力用コネクタ�

ディップスイッチ（P.5-25参照）�
　SW1、2：通信速度�
　SW3、4：システム予約（必ずOFF）�

ロータリスイッチ（P.5-25参照）�
ノードアドレスを設定します。�
�

外部供給電源用�
コネクタ�

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

NS

I/O  PW
R

IN
MS

Bus
DRT1

内部回路

●形 DRT1-ID08CL（NPN対応）

3

1
4 2

4

2
3 1

4

2
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5

2
1 3

CAN-L

CAN-H

V+

V-

DRAIN

G

V

IN0

IN1

VG

VG

内�
部�
回�
路�
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●形 DRT1-ID08CL-1（PNP対応）

3

1
4 2

4

2
3 1

G

V

IN0

IN1

VG

VG

4

2
3 14

5

2
1 3

CAN-L

CAN-H

V+

V-

DRAIN

内�
部�
回�
路�

配線

●形 DRT1-ID08CL（NPN対応）

4

13
2

I/O電源�

＋�－�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

1

42

3 G

V

入力0NC

3

24

1 V

G

NC入力1

1

42

3 G

V

入力2NC

3

24

1 V

G

NC入力3

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

1

42

3 G

V

入力4NC

3

24

1 V

G

NC入力5

1

42

3 G

V

入力6NC

3

24

1 V

G

NC入力7

NPN出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

●形 DRT1-ID08CL-1（PNP対応）

4

13
2

I/O電源�

＋�－�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

1

42

3 G

V

入力0NC

3

24

1 V

G

NC入力1

1

42

3 G

V

入力2NC

3

24

1 V

G

NC入力3

2線式センサ�
（リミットスイッチなど）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

茶�
�
白�

（
　
）
�

1

42

3 G

V

入力4NC

3

24

1 V

G

NC入力5

1

42

3 G

V

入力6NC

3

24

1 V

G

NC入力7

PNP出力3線式センサ�
（光電スイッチ、�
近接スイッチ）�

青�
�
黒�

（
　
）
�

黒�
�
白�

（
　
）
�

茶�
�
赤�

（
　
）
�

外部供給電源用コネクタの「入力用 0V」と入力用コネクタの「G」、
外部供給電源用コネクタの「入力用 24V」と入力用コネクタの「V」は、
それぞれ内部で接続されています。外部供給電源用コネクタに入力用
電源を供給している場合は、入力用コネクタの「G」、「V」からセン
サへの電源供給を行えます。ただし、総電流が 1.0A以上の通電となる
場合には、入力用の電源をコネクタから取らずに外部から供給してく
ださい。

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更され
ています。（　）内は旧芯線色です。
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寸法（形 DRT1-ID08CL/ID08CL-1共通）

（単位mm）�

160
45

30

54

10

150±0.2

3-φ4.0またはM5

取り付け穴加工寸法�

NS

I/O  PW
R

IN
MS

Bus
DRT1

10
.5
±
0.
1
10
.5
±
0.
1
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■防水型ターミナル（4点出力トランジスタタイプ、IP67）
形 DRT1-OD04CL（NPN）／形 DRT1-OD04CL-1（PNP）

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-OD04CL 形 DRT1-OD04CL-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 4点（マスタ上では 1CH を占有）
定格出力電流 0.5A/点　2.0A/コモン
残留電圧 1.2V 以下

（DC0.5A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.5A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

4点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-OD04CL/OD04CL-1共通）
DeviceNet�
通信コネクタ�

外部供給電源用�
コネクタ�

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

出力表示部�
各接点の出力状態を表示します。�
出力ON時に点灯します。�

出力用コネクタ�

ディップスイッチ（P.5-25参照）�
　SW1、2：通信速度�
　SW3   ：システム予約（必ずOFF）�
　SW4   ：通信異常時の出力保持/クリア�

ロータリスイッチ（P.5-25参照）�
ノードアドレスを設定します。�
�

NS

I/O  PW
R

OUT
MS

Bus
DRT1

内部回路

●形 DRT1-OD04CL（NPN対応）
3

1
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4

2
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4

2
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OUT1
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4
5

2
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CAN-H

V+

V-
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内�
部�
回�
路�

降�
圧�
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●形 DRT1-OD04CL-1（PNP対応）
3

1
4 2

4

2
3 1

4

2
3 1

G V

OUT0

OUT1

VG

VG
4
5

2
1 3

CAN-L

CAN-H

V+

V-

DRAIN

内�
部�
回�
路�

降�
圧�

配線

●形 DRT1-OD04CL（NPN対応）

4

13
2

I/O電源�
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2
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4 5

DRAIN V－�
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CAN LCAN H

1

42

3 G

V

出力0NC

3

24

1 V

G

NC出力1

1
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3 G

V

出力2NC

3

24

1 V

G

NC出力3

ソレノイドなど� バルブなど�

●形 DRT1-OD04CL-1（PNP対応）

4

13
2

I/O電源�

＋�－�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

1

42

3 G

V

出力0NC

3

24

1 V

G

NC出力1

1
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3 G

V

出力2NC

3

24

1 V

G

NC出力3

ソレノイドなど� バルブなど�

外部供給電源用コネクタの「出力用 0V」と出力用コネクタの「G」、
外部供給電源用コネクタの「出力用 24V」と出力用コネクタの「V」は、
それぞれ内部で接続されています。外部供給電源用コネクタに出力用
電源を供給している場合は、出力用コネクタの「G」、「V」から出力
機器への電源供給を行えます。ただし、総電流が 2.0A以上の通電とな
る場合には、出力用の電源をコネクタから取らずに外部から供給して
ください。
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寸法（形 DRT1-OD04CL/OD04CL-1共通）

（単位mm）�

114
45

30

54

10

104±0.2

3-φ4.0またはM5

取り付け穴加工寸法�
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■防水型ターミナル（8点出力トランジスタタイプ、IP67）
形 DRT1-OD08CL（NPN）／形 DRT1-OD08CL-1（PNP）

出力部仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-OD08CL 形 DRT1-OD08CL-1
内部のI/Oコモン線
処理

NPN 対応 PNP 対応

入出力点数 出力 8点（マスタ上では 1CH を占有）
定格出力電流 0.5A/点　2.4A/コモン
残留電圧 1.2V 以下

（DC0.5A、各出力端子と G間）

1.2V 以下
（DC0.5A、各出力端子と V間）

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下
ON 遅延時間 0.5ms 以下
OFF 遅延時間 1.5ms 以下
コモン当たりの
回路数

8点/コモン

各部の名称と機能（形 DRT1-OD08CL/OD08CL-1共通）
DeviceNet�
通信コネクタ�

出力表示部�
各接点の出力状態を表示します。�
出力ON時に点灯します。�

出力用コネクタ�

ディップスイッチ（P.5-25参照）�
　SW1、2：通信速度�
　SW3   ：システム予約（必ずOFF）�
　SW4   ：通信異常時の出力保持/クリア�

ロータリスイッチ（P.5-25参照）�
ノードアドレスを設定します。�
�

外部供給電源用�
コネクタ�

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

NS

I/O  PW
R

OUT
MS

Bus
DRT1

NS
OUT

MS

Bus
DRT1

内部回路

●形 DRT1-OD08CL（NPN対応）
3

1
4 2

4

2
3 1

4

2
3 1

G V

OUT0

OUT1

VG

VG
4
5

2
1 3

CAN-L

CAN-H

V+

V-

DRAIN

内�
部�
回�
路�

降�
圧�
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●形 DRT1-OD08CL-1（PNP対応）
3

1
4 2

4

2
3 1

4

2
3 1

G V

OUT0

OUT1

VG

VG
4
5

2
1 3

CAN-L

CAN-H

V+

V-

DRAIN

内�
部�
回�
路�

降�
圧�

配線

●形 DRT1-OD08CL（NPN対応）

4

13
2

I/O電源�

＋�－�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

1

42

3 G

V

出力0NC

3

24

1 V

G

NC出力1

1

42

3 G

V

出力2NC

3

24

1 V

G

NC出力3

ソレノイドなど�

1

42

3 G

V

出力4NC

3

24

1 V

G

NC出力5

1

42

3 G

V

出力6NC

3

24

1 V

G

NC出力7

バルブなど�

●形 DRT1-OD08CL-1（PNP対応）

4

13
2

I/O電源�

＋�－�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

1

42

3 G

V

出力0NC

3

24

1 V

G

NC出力1

1

42

3 G

V

出力2NC

3

24

1 V

G

NC出力3

ソレノイドなど�

1

42

3 G

V

出力4NC

3

24

1 V

G

NC出力5

1

42

3 G

V

出力6NC

3

24

1 V

G

NC出力7

バルブなど�

外部供給電源用コネクタの「出力用 0V」と出力用コネクタの「G」、
外部供給電源用コネクタの「出力用 24V」と出力用コネクタの「V」は、
それぞれ内部で接続されています。外部供給電源用コネクタに出力用
電源を供給している場合は、出力用コネクタの「G」、「V」から出力
機器への電源供給を行えます。ただし、総電流が 2.4A以上の通電とな
る場合には、出力用の電源をコネクタから取らずに外部から供給して
ください。
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寸法（形 DRT1-OD08CL/OD08CL-1共通）

（単位mm）�

160
45

30

54

10

150±0.2

3-φ4.0またはM5

取り付け穴加工寸法�

NS

I/O  PW
R

OUT
MS

Bus
DRT1

10
.5
±
0.
1
10
.5
±
0.
1
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■制御盤への取り付け

防水型ターミナルは、ネジで制御盤に取り付けます。DIN レールへの取り付けはで

きません。

各スレーブの「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴

をあけ、M5ネジで固定してください。

適正締め付けトルクは、1.47～1.96N・mです。

取り付け方向

取り付けには方向の制約はありません。以下の 6 方向すべての方向に取り付けるこ

とができます。

鉛直方向�

NS

I/O  PW
R

IN
MS

Bus
DRT1

NS

I/O  PWR

INMS

Bus
DRT1

NS

I/O  PWR

IN MS

Bus
DRT1 NS

I/O
  P

W
R

IN
MS

Bu
s

DR
T1
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■内部電源、I/O電源、入出力の配線

内部電源、I/O電源の配線

内部電源は、通信電源と共用のため配線は不要です。

I/O電源の配線は、下表のオムロン製の形 XS2（丸型防水コネクタ）シリーズのコネ

クタで接続します。

●適合コネクタ

種別 形式

ケーブル付きコネクタ
（ソケット/プラグ両側）

形 XS2W-D42□-□81-□

ケーブル付きコネクタ
（ソケット（メス）片側）

形 XS2F-D42□-□80-□

組み立て式コネクタ ソケット（メス）
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2C-D4□□

T字形ジョイント 形 XS2R-D427-5

電源� T字形ジョイント�
形XS2R-D427-5

T字形ジョイント�
形XS2R-D427-5

丸型防水コネクタ付きケーブル�
ソケット片側�
形XS2F-D42□-□80-□�

丸型防水コネクタ付きケーブル�
ソケット/プラグ両側�
形XS2W-D42□-□81-□�

丸型防水コネクタ付きケーブル�
ソケット/プラグ両側�
形XS2W-D42□-□81-□�

I/O電源� I/O電源�

形DRT1-ID04CL 形DRT1-OD04CL

お願い� コネクタの固定具は手で十分締め付けてください（締め付けトルク 0.39～0.49N・
m）。締め付けが不十分ですと、保護構造が保てなかったり、振動でゆるむことが
あります。
また、プライヤなどで締め付けると破損の原因となりますので、使用しないでく
ださい。

入力用 I/O電源と出力用 I/O電源は共有することも可能ですが、出力機器の
ノイズにより入力機器が誤動作する可能性がありますので、できるだけ分
けて使用してください。
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入出力の配線

入出力の配線は、下表のオムロン製の形 XS2（丸型防水コネクタ）シリーズのコネ

クタで接続します。

●適合コネクタ

種別 形式

ケーブル付きコネクタ
（プラグ（オス）片側）

形 XS2H-D421-□80-A

ケーブル付きコネクタ
（ソケット/プラグ両側）

形 XS2W-D42□-□81-A

組み立て式コネクタ プラグ（オス）
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2G-D4□□

コネクタ中継タイプのセンサを直接つなげることもできます。

接続機器に関しては、カタログなどでピン配置を確認した上で接続してください。

丸型防水コネクタ付きケーブル�
ソケット/プラグ両側�
形XS2W-D42□-□81-A

丸型防水コネクタ付きケーブル�
プラグ片側�
形XS2H-D421-□80-A

コネクタ直出しタイプセンサ�

形XS2G-D4□□�

中継コネクタタイプセンサ� コード引き出しタイプセンサ�

コネクタタイプのセンサの詳細については、「センサ総合カタログ」（カ
タログ番号 SAOO-210）を参照してください。
丸型防水コネクタ（センサ I/Oコネクタ）の詳細については、「センサ総合
カタログ」（カタログ番号 SAOO-210）の「電源/コネクタ」の項を参照し
てください。

お願い� ・コネクタの固定具は手で十分締め付けてください（締め付けトルク 0.39～
0.49N・m）。締め付けが不十分ですと、保護構造が保てなかったり、振動でゆ
るむことがあります。
また、プライヤなどで締め付けると破損の原因となりますので、使用しないで
ください。
・未使用のコネクタには、下図の防水カバー（形 XS2Z-12）またはダストカバー
（形 XS2Z-15）を、必ず取り付けてください。
［防水カバー（形 XS2Z-12）］ ［ダストカバー（形 XS2Z-15）］

防水カバーを取り付けると、保護構造 IP67を保
つことができます。コネクタに装着するときに
は、必ず手で十分締め付けてください（締め付
けトルク 0.39～0.49N・m）。

コネクタに装着するときは、コネクタの取り付
け部に十分押し込んでください。ダストカバー
は防塵用です。保護構造は IP67 ではありませ
ん。

・保護構造について
・コンタクトブロックとカバーの接合部に外力がかかる状態でのご使用は、
保護構造 IP67に適合しなくなりますので行わないでください。

・保護構造 IP67は、水密型（完全防水）とは異なります。水没状態では使用
しないでください。
・本体は樹脂成形品ですので、足場にしたり、物を乗せないでください。
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オムロンの有極性 2線式近接センサ（コネクタ中継タイプ）には、IECピン
配置（M1GJ タイプ）と、オムロンピン配置（M1J タイプ）の２種類があ
ります。これらのピン配置に適合している防水型ターミナルを、以下に示
します。

2線式センサ（コネクタ中継タイプ） 適合する耐環境ターミナル形式

IECピン配置（M1GJタイプ） 形 DRT1-ID04CL-1
形 DRT1-ID08CL-1

オムロンピン配置（M1Jタイプ） 形 DRT1-ID04CL
形 DRT1-ID08CL
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5-5　B7ACインタフェースターミナル

B7ACインタフェースターミナルは、接続されているリンクターミナル（センサ I/O

コネクタタイプ）B7ACシリーズの入力を、DeviceNetマスタユニットへ渡す、B7AC

－DeviceNet間のインタフェースユニットです。最大 3台（入力 10点×3台）のリン

クターミナルを接続することができます。

B7ACインタフェースターミナルでは、DeviceNet通信ケーブルと B7ACシリーズの

伝送ケーブルが、共にコネクタ接続方式となっています。そのため、工具を使わず

に接続でき、IP66の防塵防滴構造を持つ高い耐環境性を実現しています。

■ノードアドレス・通信速度の設定（ディップスイッチ SW1の設定）

ここでは、B7ACインタフェースターミナルのノードアドレス設定と、通信速度設定

について説明します。これらの設定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：ディップスイッチ SW1-1～SW1-6

通信速度設定 ：ディップスイッチ SW1-7、SW1-8

通信速度設定�

ノードアドレス�
設定�

B7AC伝送遅延�
時間設定�

B7AC通信エラー信号�
送信設定�

システム予約（必ずOFF）�

SW1 SW2

1

ON

2 3 4 5 6 7 8 1

ON

2 3 4 5 6 7 8

ディップスイッチ１

　SW1-1～6：ノードアドレス設定

　SW1-7、8：通信速度設定

ディップスイッチ 2

　SW2-1～3：B7AC伝送遅延時間設定

　SW2-6～8：B7AC通信エラー信号送信設定

ディップスイッチ SW2では、B7ACインタフェースターミナル固有の設定を行いま

す。ディップスイッチ SW2 の設定については、「ディップスイッチ SW2 の設定」

（P.5-47）を参照してください。

ノードアドレスの設定

B7AC インタフェースターミナルでは、ディップスイッチ SW1-1～SW1-6 の設定に

よって、ノードアドレスは次のようになります。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ディップスイッチ SW1 ノードアドレス
6 5 4 3 2 1

0 0 0 0 0 0 0（工場出荷時設定）
0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 1 0 2

1 1 1 1 0 1 61
1 1 1 1 1 0 62
1 1 1 1 1 1 63

0：OFF　　1：ON

・「付-1　ディップスイッチとノードアドレス対応表」に、ディップスイッ
チ設定とノードアドレスの対応の一覧表があります。
・ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生
し、通信に加入できません。
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通信速度の設定

ディップスイッチ SW1-7、SW1-8によって、通信速度は次のようになります。

ディップ
スイッチ SW1
7 8

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s（工場出荷時設定）

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。

■システム構成例
DeviceNetマスタユニット�

T分岐タップ�
T分岐コネクタ�
形DCN2-1

B7ACインタフェース�
ターミナル�
形DRT1-B7AC

両端コネクタ付きケーブル�
形DCA1-5CN□□W1

コネクタ付き�
センサ�

10個�

B7ACシリーズ�
リンクターミナル�
センサI/Oコネクタ�
タイプ（10点）�コネクタプラグ付き�

ケーブル（片側）�

コネクタプラグ付き�
ケーブル�
形XS2W-D42□-□81-□�

10点入力�

DeviceNet通信ケーブル�

内部電源�

10個�

10個�

10点入力�

10点入力�

伝送路�

接続可能な B7ACシリーズ

B7AC インタフェースターミナルには、以下の B7AC シリーズのリンクターミナル

（センサ I/Oコネクタタイプ）を接続することができます。

形式 入力点数 入力形態
B7AC インタフェースターミナル

との伝送遅延時間

形 B7AC-T10A1 入力 10 点 NPN 対応 19.2ms
形 B7AC-T10A1-A 入力 10 点 NPN 対応 19.2ms/3ms 切り替え可能
形 B7AC-T10A1-B 入力 10 点 PNP 対応 19.2ms/3ms 切り替え可能
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■B7ACインタフェースターミナル　形 DRT1-B7AC

仕様

●一般仕様

項目 仕様

形式 形 DRT1-B7AC
入出力点数 B7AC から入力 30 点（1 台当たり入力 10 点の B7AC を最大 3

台接続可）（マスタ上では入力 2CH を占有）
内部消費電流 通信電源 DC24V：70mA 以下

内部電源 DC24V：500mA 以下
（B7AC、3 台接続時。B7AC はすべて OFF 状態。外部接続機器
の消費電流は含まない。）

耐電圧 AC500V　1 分間（検出電流 1mA　絶縁されている回路間）
耐ノイズ性 内部電源ノーマル：±600V 10 分　パルス幅 100ns～1μs

内部電源コモン ：±1.5kV 10 分　パルス幅 100ns～1μs
耐振動 誤動作：片振幅 0.5mm 10～150kHz 70m/s2

耐久 ：片振幅 0.75mm 10～150kHz 100m/s2

耐衝撃 誤動作：200m/s2

耐久 ：300m/s2

使用周囲温度 －10～＋55℃
使用周囲湿度 25～85％（結露のないこと）
保護構造 IEC　IP66
取り付け方法 M5 ネジ取り付け
取り付け強度 100N　10 秒
コネクタ強度 引っ張り：100N　10 秒
質量 約 500g 以下

●B7ACシリーズとの通信仕様

項目 仕様

ポート数 B7AC との通信ポート×3ポート（丸型防水コネクタ）
I/O 点数 入力 30 点（10 点×3ポート）
通信方式 単方向時分割多重伝送
伝送遅延時間 標準：TYP. 19.2ms（最大 31ms）

高速：TYP. 3ms（最大 5ms）
伝送路 VCTF 0.5mm ケーブル、＋－ライン電流 1A 以下
伝送距離 伝送遅延時間 標準時：最大 50m

伝送遅延時間 高速時：最大 30m
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各部の名称と機能
B7ACシリーズ用表示部�
各ポートの状態を表示します。�

形B7AC接続用�
コネクタ�

未使用�

DeviceNet表示部�
（P.8-2参照）�

DeviceNet通信コネクタ�

外部供給電源用�
コネクタ�

ディップスイッチSW1（P.5-43参照）�
　SW1-1～1-6：ノードアドレス�
　SW1-7、1-8：通信速度�

ディップスイッチSW2（P.5-47参照）�
　SW2-1～2-3：B7AC伝送遅延時間�
　SW2-4、2-5：システム予約（必ずOFF）�
　SW2-6～2-8：B7AC通信エラー信号送信�

1 ON

2
3
4
5
6
7
8

1 ON

2
3
4
5
6
7
8

B7A
�

ERR OFF
B7A
�

SPEED
NODE ADDRESS

DR
ON�
↑
�

A
B
C

A
B

NC
NC

C
1
2
3
8
1632

0
1

NSMSERR CERR BERR A

NC B P

A C

●LED表示

用途 名称 状態 色 表示内容

正常状態
緑

未設定状態

致命的な故障
赤

軽微な故障

MS

－ 電源供給なし
正常状態

緑
通信未確立（マスタとの手続き中）

致命的な通信異常（アドレス重複など）
赤

軽微な通信異常

DeviceNet 用
LED

NS

－ 電源供給なし
緑 正常異常

赤 通信異常

橙
通信異常が発生し、その後通信異常が解消
したとき（注１）

B7ACシリーズ用
LED

ERR A
ERR B
ERR C
（ポート A～
Cに対応）

－
電源供給なし
B7AC 未接続で電源供給したとき（注22）

：点灯　　 ：点滅　　 ：消灯

注 1：電源リセット（電源をいったん OFF し、再度 ON）すると緑点灯に戻ります。
注 2：後から B7AC を接続すると緑または橙点灯します。

起動時の B7AC の通信タイミングによっては、一瞬通信異常状態になり、その後
異常が解消する状態になることがあるため、橙点灯することがあります。
橙点灯時は、電源リセット（電源をいったん OFF し、再度 ON）すると、緑点灯
に戻ります。
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ディップスイッチ SW2の設定

ディップスイッチ SW2では、B7ACインタフェースターミナル固有の設定を行いま

す。

ディップスイッチ SW1の設定については、「■ノードアドレス・通信速度の設定（デ

ィップスイッチ SW1の設定）」（P.5-43）を参照してください。

通信速度設定�

ノードアドレス�
設定�

B7AC伝送遅延�
時間設定�

B7AC通信エラー信号�
送信設定�

システム予約（必ずOFF）�

SW1 SW2

1

ON

2 3 4 5 6 7 8 1

ON

2 3 4 5 6 7 8

ディップスイッチ１

　SW1-1～6：ノードアドレス設定

　SW1-7、8：通信速度設定

ディップスイッチ 2

　SW2-1～3：B7AC伝送遅延時間設定

　SW2-6～8：B7AC通信エラー信号送信設定

●B7AC伝送遅延時間の設定（SW2-1～SW2-3）

B7ACリンクターミナルとの通信における伝送遅延時間を、ポートごとに設定します。

ディップスイッチ SW2-1～SW2-3によって、次のようになります。

ディップスイッチ SW2
1 2 3

ポート A ポート B ポート C
B7AC 伝送遅延時間

OFF OFF OFF TYP. 19.2ms
ON ON ON TYP. 3ms（工場出荷時設定）

●B7AC通信エラー信号送信の設定（SW2-6～SW2-8）

B7AC との通信で異常が発生したときに、エラー信号をマスタユニットに送信（通

知）するかどうかを、ポートごとに設定します。

ディップスイッチ SW2-6～SW2-8によって、次のようになります。

ディップスイッチ SW2
6 7 8

ポート A ポート B ポート C
B7AC 通信エラー信号送信

OFF OFF OFF 送信しない
ON ON ON 送信する（工場出荷時設定）

「送信する」に設定されているポートのうち、1つでも通信エラーが発生すると、マ

スタユニットに割り付けられている ERR ビットが「1」（ON）になります（「I/O

割り付け」P.5-48参照）。

・ディップスイッチの設定は、必ずユニットの電源（通信電源も含む）
が OFFの状態で行ってください。
・B7AC 伝送遅延時間は、接続する B7AC リンクターミナルに合わせて
設定してください。

・B7ACリンクターミナルを接続しないポートでは、B7AC通信エラー信
号送信設定を、必ず「OFF」（送信しない）に設定してください。
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I/O割り付け

B7ACインタフェースターミナルは、マスタユニット上の入力 2CHを占有します。

B7AC インタフェースターミナルの割り付け先頭チャネルが m＋0CH のとき、マス

タユニットへの I/O割り付けは、以下のようになります。

B7AC インタフェース
ターミナルでの接続ポート

B7AC リンクターミナル
のコネクタ

マスタユニット上の
I/O 割り付け

ポート A 入力用コネクタ 0～9 m+0CH　ビット 00～09
入力用コネクタ 0～5 m+0CH　ビット 10～15

ポート B
入力用コネクタ 6～9 m+1CH　ビット 00～03

ポート C 入力用コネクタ 0～9 m+1CH　ビット 04～13

15 ビット�14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

5
m＋0CH

4

ERR

3 2 1 0 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ポートB接続のB7ACの�
入力用コネクタ� ポートA接続のB7ACの入力用コネクタ�

（注2）�
m＋1CH

（注1）�9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 9 8 7 6

ポートB接続のB7ACの�
入力用コネクタ�ポートC接続のB7ACの入力用コネクタ�

注 1： ERR は、B7AC との通信エラーフラグです。
B7AC インタフェースターミナルの「B7AC 通信エラー送信設定」が「送信する」
に設定されているポートのうち、いずれか 1 つでも通信エラーが発生すると、
このビットが「１」（ON）となります。
通信エラーが解消されると、自動的に「0」（OFF）に戻ります。

注 2：このビットは、常に「0」（OFF）です。

●I/O割り付け例

C200HX/HG/HE（-Z）にマスタユニットを装着し、DeviceNetを固定割り付けにして

いる場合、スレーブの入力はノードアドレス 0～49に応じて、内部補助リレー350～

399CHに割り付けられます。

そこで、B7ACインタフェースターミナルのノードアドレスを「01」に設定すると、

割り付け先頭 CH番号が 351CHになるため、ポート A～Cに接続されている B7AC

リンクターミナルの入力コネクタは、次のように割り付けられます。

B7AC インタフェース
ターミナルでの接続ポート

B7AC リンクターミナル
のコネクタ

マスタユニット上の
I/O 割り付け

ポート A 入力用コネクタ 0～9 351CH　ビット 00～09
入力用コネクタ 0～5 351CH　ビット 10～15

ポート B
入力用コネクタ 6～9 352CH　ビット 00～03

ポート C 入力用コネクタ 0～9 352CH　ビット 04～13

352CH のビット 14 には、ERR（B7AC との通信エラーフラグ）が割り付けられます。

注： B7AC リンクターミナルとの通信エラーは、エラーが解除されると、正常通信

に自動復帰します。復帰までのタイミング（復帰時間）は、エラー継続時間（エ

ラー発生からエラー解除までの時間）によって、下記のように変わります。

［エラー継続時間が 500ms以下のとき］

エラー発生から 500ms後、ERRビット OFF

［エラー継続時間が 500ms以上のとき］

エラー解除後、ERRビット OFF

15 ビット�14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0

m＋0：351CH

m＋1：352CH ERR

：ポートA接続のB7AC

：ポートB接続のB7AC

：ポートC接続のB7AC

B7ACとの通信エラー�
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内部回路

内 

部 

回 

路�

DC-DC�
コンバータ�
（非絶縁型）�

3

42

24V（内部回路用）�

3

24

1

DC-DC�
コンバータ�
（絶縁型）�

2

31

4 5

DRAIN V－�

V＋�

CAN LCAN H

CN1�
（通信用コネクタ）�

1

0V（内部回路用）�

P�
（外部供給電源用�
　コネクタ）�

A�
（ポートA用�
　コネクタ）�

B�
（ポートB用�
　コネクタ）�

C�
（ポートC用�
　コネクタ）�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

フォト�
カプラ�

物理層�
フォト�
カプラ�

入力A用電源　0V

入力A用電源　＋24V
B7AC　SIG-IN

B7AC　伝送遅延時間切り替え�

3

24

1

入力B用電源　0V

入力B用電源　＋24V
B7AC　SIG-IN

B7AC　伝送遅延時間切り替え�

3

24

1

入力C用電源　0V

入力C用電源　＋24V
B7AC　SIG-IN

B7AC　伝送遅延時間切り替え�

寸法

135

51

115

45

57

8

125  0.5

4-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�

+--

28
  
0.
5

+ --

（単位mm）�

4-M5

・ユニット前面からネジとナットで�
　取り付ける場合�

ネジ� ナット�

125  0.5

4-φ5.4

+--

28
  
0.
5

+ --

・ユニット背面からネジで�
　取り付ける場合�

ネジ�

NSMSERR CERR BERR A

NC B P

A C

6
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■制御盤への取り付け

B7AC インタフェースターミナルは、ネジで制御盤に取り付けます。DIN レールへ

の取り付けはできません。

［前面からネジで取り付ける場合］

このスレーブの取り付け穴には、M5のネジ山が切ってあります。このため、前面か

ら取り付ける場合は、M4ネジを使用してください。

「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴をあけ、M4ネ

ジで固定してください。

適正締め付けトルクは、0.6～1.18N・mです。

［背面からネジで取り付ける場合］

「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴をあけ、M5ネ

ジで固定してください。

適正締め付けトルクは、1.47～1.96N・mです。

取り付け方向

取り付けには方向の制約はありません。以下の 6 方向すべての方向に取り付けるこ

とができます。

鉛直方向�NSMSERR CERR BERR A

NC B P

A C

NS
MS

ER
R 
C

ER
R 
B

ER
R 
A

N
C

B
P

A
C

NS
MS

ERR C
ERR B

ERR A

N
C

B
P

A
C

NS MS ERR C ERR B ERR A

NCBP

AC
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■内部電源、入力の配線

内部電源の配線

内部電源の配線は、下表のオムロン製の形 XS2（丸型防水コネクタ）シリーズのコ

ネクタで接続します。

●適合コネクタ

種別 形式

ケーブル付きコネクタ
（ソケット/プラグ両側）

形 XS2W-D42□-□81-□

ケーブル付きコネクタ
（ソケット（メス）片側）

形 XS2F-D42□-□80-□

組み立て式コネクタ ソケット（メス）
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2C-D4□□

T字形ジョイント 形 XS2R-D427-5

内部電源�

電源� T字形ジョイント�
形XS2R-D427-5

T字形ジョイント�
形XS2R-D427-5

丸型防水コネクタ付きケーブル�
ソケット片側�
形XS2F-D42□-□80-□�

丸型防水コネクタ付きケーブル�
ソケット/プラグ両側�
形XS2W-D42□-□81-□�

丸型防水コネクタ付きケーブル�
ソケット/プラグ両側�
形XS2W-D42□-□81-□�

内部電源�

形DRT1-B7AC形DRT1-B7AC

お願い� コネクタの固定具は手で十分締め付けてください（締め付けトルク 0.39～0.49N・
m）。締め付けが不十分ですと、保護構造が保てなかったり、振動でゆるむことが
あります。
また、プライヤなどで締め付けると破損の原因となりますので、使用しないでく
ださい。



5-52

５
耐
環
境
ス
レ
ー
ブ

B7ACリンクターミナルとの配線（伝送路）

入出力の配線は、下表のオムロン製の形 XS2（丸型防水コネクタ）シリーズのコネ

クタで接続します。

●適合コネクタ

種別 形式

ケーブル付きコネクタ
（プラグ（オス）片側）

形 XS2H-D42□-□80-□

ケーブル付きコネクタ
（ソケット/プラグ両側）

形 XS2W-D42□-□81-□

組み立て式コネクタ プラグ（オス）
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2G-D4□□

接続機器に関しては、カタログなどでピン配置を確認した上で接続してください。

B7ACインタフェース�
ターミナル�
形DRT1-B7AC

コネクタ付き�
センサ�

…リミットスイッチ、�
　近接スイッチ、�
　光電スイッチなど�
　（コネクタ直出しタイプ、�
　　コネクタ中継タイプ、�
　　プリワイヤタイプ）�

10個�

B7ACシリーズ�
リンクターミナル�
センサI/Oコネクタ�
タイプ（10点）�

コネクタプラグ付き�
ケーブル�
形XS2W-D42□-□81-□�

10点入力�

10個�

10個�

10点入力�

10点入力�

伝送路�

・コネクタタイプのセンサの詳細については、「センサ総合カタログ」（カ
タログ番号 SAOO-210）を参照してください。
丸型防水コネクタ（センサ I/Oコネクタ）の詳細については、「センサ総
合カタログ」（カタログ番号 SAOO-210）の「電源/コネクタ」の項を参
照してください。

・B7ACリンクターミナルの電源は、B7ACインタフェースターミナルの内
部電源より供給するため、個別の電源供給は不要です。

お願い� ・コネクタの固定具は手で十分締め付けてください（締め付けトルク 0.39～
0.49N・m）。締め付けが不十分ですと、保護構造が保てなかったり、振動でゆ
るむことがあります。
また、プライヤなどで締め付けると破損の原因となりますので、使用しないで
ください。
・未使用のコネクタには、下図の防水カバー（形 XS2Z-12）またはダストカバー
（形 XS2Z-15）を、必ず取り付けてください。
［防水カバー（形 XS2Z-12）］ ［ダストカバー（形 XS2Z-15）］

防水カバーを取り付けると、保護構造 IP66を保
つことができます。コネクタに装着するときに
は、必ず手で十分締め付けてください（締め付
けトルク 0.39～0.49N・m）。

コネクタに装着するときは、コネクタの取り付
け部に十分押し込んでください。ダストカバー
は防塵用です。保護構造は IP66 ではありませ
ん。

・保護構造について
・コンタクトブロックとカバーの接合部に外力がかかる状態でのご使用は、
保護構造 IP66に適合しなくなりますので行わないでください。

・保護構造 IP66は、水密型（完全防水）とは異なります。水没状態では使用
しないでください。
・本体は樹脂成形品ですので、足場にしたり、物を乗せないでください。
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接続用コネクタ一覧

NSMSERR CERR BERR A

NC B P

A C

コネクタ1�
（DeviceNet通信用コネクタ）�

コネクタ2�
（内部回路用電源�
　接続用コネクタ）�

コネクタ5�
（ポートC用）�

コネクタ4�
（ポートB用）�

コネクタ3�
（ポートA用）�

●コネクタ 1（DeviceNet通信用コネクタ）

種別 形式 外形

両端ケーブル付きコネクタ 形 DCA1-5CN□□W1
プラグ�
（オス）�

ソケット�
（メス）�

片側ケーブル付きコネクタ 形 DCA1-5CN□□F1
ソケット�
（メス）�

片側ケーブル付きコネクタ
（プラグ（オス）片側）

形 DCA1-5CN□□H1
プラグ�
（オス）�

T 分岐コネクタ 形 DCN2-1

プラグ�
（オス）�

ソケット�
（メス）�

ソケット�
（メス）�

●コネクタ 2（内部電源接続用コネクタ）

種別 形式 外形

ケーブル付きコネクタ
（ソケット/プラグ両側）

形 XS2W-D42□-□81-□
プラグ�
（オス）�

ソケット�
（メス）�

ケーブル付きコネクタ
（ソケット（メス）片側）

形 XS2F-D42□-□80-□
ソケット�
（メス）�

組み立て式コネクタ ソケット（メス）
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2C-D4□□
ソケット�
（メス）�

T 字形ジョイント 形 XS2R-D427-5

プラグ�
（オス）�

ソケット�
（メス）�

ソケット�
（メス）�

●コネクタ 3～5（ポート A～C）（B7AC接続用コネクタ）

種別 形式 外形

ケーブル付きコネクタ
（プラグ（オス）片側）

形 XS2H-D42□-□80-□
プラグ�
（オス）�

ケーブル付きコネクタ
（ソケット/プラグ両側）

形 XS2W-D42□-□81-□
プラグ�
（オス）�

ソケット�
（メス）�

組み立て式コネクタ プラグ（オス）
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2G-D4□□
プラグ�
（オス）�
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6-1　C200H I/Oリンクユニット

C200H I/Oリンクユニット（形 C200HW-DRT21）は、PC本体の任意のエリアを、マ

スタから自由に読み書きできるようにする、高機能なスレーブユニットです。

C200H I/Oリンクユニットを使用することで、スレーブの PC本体を、DeviceNetを

介してマスタから制御できます。

他の高機能ユニットが使用しているエリアでも指定することができるため、スレー

ブの PC本体に装着されている高機能ユニットを、マスタから間接的に制御すること

もできます。

■C200H I/Oリンクユニットへの通信ケーブルの接続

C200H I/Oリンクユニットは、一般スレーブと同様に、通常の角型コネクタを使用し

て、通信ケーブルを配線します。

ここでは、接続方法についての説明は省略します。「4-2　一般スレーブへの通信ケ

ーブルの接続」を参照して、通信ケーブルを接続してください。

■ノードアドレスの設定（背面ディップスイッチの設定）
ユニットの背面にあるディップスイッチには、C200H I/Oリンクユニットのノードア

ドレスを設定します。

C200H I/Oリンクユニットでは、背面のディップスイッチ 1～6の設定によって、ノ

ードアドレスは次のようになります。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ディップスイッチ ノードアドレス
6 5 4 3 2 1

0 0 0 0 0 0 0（工場出荷時設定）
0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 1 0 2

1 1 1 1 0 1 61
1 1 1 1 1 0 62
1 1 1 1 1 1 63

・「付-1　ディップスイッチとノードアドレス対応表」に、ディップスイッ
チ設定とノードアドレスの対応の一覧表があります。

・工場出荷時には、0に設定されています。ディップスイッチがユニットの
背面にあるため、C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスを変更する
場合は、いったんユニットを取り外す必要がありますので、ネットワー
ク構築前に行ってください。
・ディップスイッチ 7、8 はシステム予約です。必ず OFF で使用してくだ
さい。
・ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生
します。

システム予約（必ずOFF）�

ノードアドレス設定�

8

ON

7
6

5
4

3
2

1
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■通信速度・Writeエリアデータ保持/クリアの設定
（前面ディップスイッチの設定）

ユニットの前面にあるディップスイッチには、通信速度の設定と、通信異常時に

Writeエリアの状態を保持するかクリアするかの設定をします。

前面のディップスイッチの機能と設定内容は、次のようになっています。

ディップ
スイッチ

機能 設定内容

1
2

通信速度 下表参照

OFF クリア（工場出荷時設定）3 通信異常時 Write エリア
データ保持/クリア ON 保持

4 システム予約 OFF 必ず OFF で使用

通信速度の設定

ディップスイッチ 1、2によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
1 2

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s（工場出荷時設定）

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。

通信速度�

通信異常時Writeエリアデータ保持/クリア�
システム予約（必ずOFF）�

ON

4
3

2
1
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■仕様

一般仕様

項目 仕様

形式 形 C200HW-DRT21
接続可能 PC 本体機種 CS1H/G、C200HX/HG/HE（-Z）
通信電源電圧 DC11～25V（通信コネクタより供給）
内部消費電流 通信電源：45mA 以下

内部電源：250mA 以下（DC5V　PC 本体より供給）
取り付け方法 CS シリーズ、SYSMAC αシリーズ用ベースユニットに取

り付け
質量 250g 以下

上記以外は、CS1H/G、C200HX/HG/HE（-Z）に準じる

通信仕様

項目 仕様

入出力点数 入力：最大 512 点（32CH）
出力：最大 512 点（32CH）

割り付け可能
エリア

C200HX/HG/HE（-Z）：CIO、DM、HR、AR、LR、TIM/CNT、
EM（バンク 0のみ）

CS1H/G ：CIO、D、H、T（現在値）、E（バンク 0のみ）
デフォルト割
り付けエリア

Write エリア：CIO 350CH、1CH
Read エリア ：CIO 50CH、1CH

最大メッセー
ジバイト数

Read ：200 バイト
Write ：200 バイト

設定部 ロータリスイッチ ：ユニット番号（号機番号）
背面ディップスイッチ：ノードアドレス
前面ディップスイッチ：通信速度、通信異常時Writeエリアデー

タ保持/クリア
表示 MS、NS LED（2 色発光） ：ユニットの状態を表示

7セグメント LED（2 桁）：ノードアドレスと異常コードを表示
ドット LED ：Read/Write エリア　デフォルト/ユ

ーザ設定を表示
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■各部の名称と機能

MACHINE�
No.

ON

0

DRT21
MS

NS

1

2

3

4

DR0

DR1

ESTP

RSV

表示部�

ディップスイッチ（背面）�
SW1～6 ：ノードアドレス�
SW7、8 ：システム予約（必ずOFF）�

ロータリスイッチ�
ユニット番号を、1桁の16進数で設定します。�

ディップスイッチ（前面）�
SW1、2 ：通信速度�
SW3    ：通信異常時Writeエリアデータ保持/クリア�
SW4    ：システム予約（必ずOFF）�

通信コネクタ�

1 2FE

［前面］� ［背面］�
8

ON

7
6

5
4

3
2

1

ON

4

3

2

1

NA3

NA2

NA1

NA0

8

7

6

5

RSV

RSV

NA5

NA4

表示部

C200H I/O リンクユニットやネットワークの状態を表示します。7 セグメント LED

には、正常時には C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスが、異常時には異常

コード、C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスが表示されます。

LED 名称 色 状態 意味（主な異常）

点灯
MS

正常状態 ・ユニット正常状態緑

点滅
MS

未設定状態 ・ユニット正常状態

点灯
MS

致命的な故障 ・ユニットのハード異常赤

点滅
MS

軽微な故障 ・スイッチ設定ミスなど

MS
(Module
Status)

－
消灯

MS

電源供給なし ・PC 本体異常
・PC 本体電源供給なし
・リセット中
・初期処理開始待ち

点灯
NS

オンライン/通信
接続完

・ネットワーク正常状態（通信確立）緑

点滅
NS

オンライン/通信
未接続

・ネットワークは正常だが、通信未確立

点灯
NS

致命的な通信異常 通信異常（ネットワーク上で通信不可能な状態
を示す異常を検知）

赤

点滅
NS

軽微な通信異常 ・マスタとの通信異常

NS
(Network
Status)

－ 消灯
NS

オフライン/電源
OFF 状態

・マスタが立ち上がっていないなど



6-6

６
高
機
能
ス
レ
ー
ブ

●7セグメント LED表示

7セグメント LEDは、正常時はユニットのノードアドレスを 10進数（00～63）で表

示します。異常時は、異常コードとノードアドレスを交互に表示します。

7 セグメント LED の右下のドット LED は、エリア設定の状態（デフォルト/ユーザ

設定）を表示します。

正常時は、C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスを表示�
異常時は、異常コードとC200H I/Oリンクユニットのノードアドレスを交互表示�

Read/Writeエリア　デフォルト/ユーザ設定�

状態 表示

ウォッチドッグタイマ異常 消灯
メモリ異常、システム異常 異常コードのみ 点灯

異常発生時

他のすべての異常 異常コードとノードアドレスを交互に
表示する（下記参照）

●左右ドット LED

状態 表示

Read/Write エリア　デフォルト設定 左右とも点灯
Read/Write エリア　ユーザ設定 左右とも消灯

異常コード�
（1sec）�

消灯�
（0.3sec）�

消灯�
（0.3sec）�

消灯�
（0.3sec）�

消灯�
（0.3sec）�

異常コード�
（1sec）�

ノードアドレス�
（1sec）�

複数個の異常が同時に発生しているときは、異常コード→異常コード→・・・→ノ

ードアドレスの順で表示します。
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■ロータリスイッチの設定

ロータリスイッチには、C200H I/Oリンクユニットのユニット番号（号機番号）を設

定します。

PC 機種 CS1H/G 全機種
C200HX/HG-CPU5□/6□/8□（-Z）

C200HX/HG-CPU3□/4□（-Z）
C200HE（-Z）全機種

設定方法 1桁の 16 進数
設定範囲 0～F 0～9

同じ PC本体に装着されている高機能 I/Oユニットとユニット番号が重複しない限り、

範囲内で自由に設定することができます。

小型のマイナスドライバを使用して、ロータリスイッチを傷つけないように設定し

てください。

設定は、必ず PC本体の電源が OFFの状態で行ってください。

・ユニット番号によって、高機能 I/Oエリアが割り付けられるチャネルが決
まります。

・同じ PC本体に装着されている他の高機能 I/Oユニットとユニット番号が
重複すると、PC 本体で I/O ユニットオーバーが発生し、DeviceNet は起
動できません。
・C200H I/Oリンクユニットと DeviceNetマスタユニットを、1台の PC本
体で同時に使用する場合は、C200H I/Oリンクユニットのユニット番号を、
マスタユニットのユニット番号よりも大きく設定してください。この場
合は、PC本体起動時に C200H I/Oリンクユニット側が、マスタユニット
との同時差しを検知しますので、Read/Write エリアの設定を行い、使用
するエリアが重ならないようにしてください。
C200H I/Oリンクユニットのユニット番号を、マスタユニットのユニット
番号よりも小さく設定すると、PC 本体起動時にマスタユニット側で
C200H I/Oリンクユニットとの同時差しを検知することになり、固定割り
付けで使用できなくなります。この場合は、コンフィグレータを使用し
て、C200H I/Oリンクユニットとエリアが重ならないように、マスタユニ
ットの IN/OUTエリアを自由割り付けにする必要があります。

MACHINE
No.0 1 2FE
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■高機能 I/Oエリアの機能と Read/Writeエリア割り付け

C200H I/Oリンクユニットは、高機能 I/Oエリアの設定により、PC本体の任意のエ

リアをマスタとの読み書きに指定することができます。

C200H I/Oリンクユニットと、マスタが正常に動作している間は、C200H I/Oリンク

ユニットの Read/Write エリアと、マスタ上での割り付けチャネルの内容が、次のよ

うにリンクします。

マスタ�
INエリア� OUTエリア�

スレーブ�

↑�
C200H I/Oリンク�
ユニット�

Readエリア�Writeエリア�

Read のみで使用する場合は、Write エリアのサイズを 0 バイトにして使用
してください。Write のみで使用する場合は、Read エリアのサイズを 0 バ
イトにして使用してください。

高機能 I/Oエリアのチャネルと構成

高機能 I/Oエリアは、ユニット番号によって、PC本体のチャネルに次のように割り

当てられます。

高機能 I/O エリアのチャネル
ユニット番号

C200HX/XG/XE（-Z） CS1H/G

0 CIO 100～109CH CIO 2000～2009CH
1 CIO 110～119CH CIO 2010～2019CH
2 CIO 120～129CH CIO 2020～2029CH
3 CIO 130～139CH CIO 2030～2039CH
4 CIO 140～149CH CIO 2040～2049CH
5 CIO 150～159CH CIO 2050～2059CH
6 CIO 160～169CH CIO 2060～2069CH
7 CIO 170～179CH CIO 2070～2079CH
8 CIO 180～189CH CIO 2080～2089CH
9 CIO 190～199CH CIO 2090～2099CH
A CIO 400～409CH CIO 2100～2109CH
B CIO 410～419CH CIO 2110～2119CH
C CIO 420～429CH CIO 2120～2129CH
D CIO 430～439CH CIO 2130～2139CH
E CIO 440～449CH CIO 2140～2149CH
F CIO 450～459CH CIO 2150～2159CH

C200H I/Oリンクユニットでは、高機能 I/Oエリアを次のように使用します。

ビット 15 0

＋0 CH ソフトスイッチ

＋1 CH

＋4 CH

Read/Write 設定エリア

＋5 CH ステータス

＋6 CH

＋9 CH

Read/Write 参照エリア
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●ソフトスイッチの機能

ソフトスイッチの機能は、次のようになっています。

15 ビット�14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Read/Writeエリアユーザ設定�

未使用�

Read/Writeエリアデフォルト設定�

ビット 0：Read/Writeエリアユーザ設定

Read/Writeエリアをユーザ設定する場合に、OFF→ONと変化させます。実行結

果（正常終了または異常終了）は、ステータス（先頭＋5CH）のビット 9 また

はビット 10に反映されます。ソフトスイッチのビット 0を OFFに戻す場合は、

必ずステータスのビット 9かビット 10の ONを確認してから行ってください。

Read/Write 設定エリアに、Read エリアと Write エリアのサイズと先頭チャネル

を設定しておき、ビット 0を OFF→ONと操作することで、ユニット内部の不揮

発メモリに設定が書き込まれます。

・Read/Writeエリアの設定は、PC本体がプログラムモード時のみ有効です。
他のモードの場合はエラー（エラーコード C0 Hex）となります。C0 エ
ラーとなった場合は、PC本体をプログラムモードに切り替えてから、再
びビット操作を行ってください。
・Read/Write エリアの設定は、このビットの操作だけでは有功となりませ
ん。このビットを操作した後で、いったんユニットのリセットまたは PC
本体の再起動をしてください。

・Read/Writeエリアの設定は、C200H I/Oリンクユニットの EEPROMに保
存されるため、いったん設定すれば、リセット時や電源 OFF時でも保持
され、次回以降は起動するだけで設定されているエリアを使用したデー
タ送受信が行われるようになります。
ただし、EEPROM には書き込み回数に制限があります。EEPROM の書
き込み寿命（100万回）を超えるような使い方は避けてください。

ビット 1：Read/Writeエリア　デフォルト設定

Read/Writeエリアをデフォルトの設定に戻す場合に、OFF→ONと変化させます。

・Read/Writeエリアの設定は、PC本体がプログラムモード時のみ有効です。
他のモードの場合はエラー（エラーコード C0 Hex）となります。C0 エ
ラーとなった場合は、PC本体をプログラムモードに切り替えてから、再
びビット操作を行ってください。
・Read/Write エリアの設定は、このビットの操作だけでは有功となりませ
ん。このビットを操作した後で、いったんユニットのリセットまたは PC
本体の再起動をしてください。
・デフォルト設定では、Read/Writeエリアが次のようになります。
　　Readエリア：CIO 50CH（チャネル数 1CH）
　　Writeエリア：CIO 350CH（チャネル数 1CH）
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●Read/Write設定エリア

Read/Write設定エリアは、次のように構成されています。

Read/Write設定エリアにデータを設定後、ソフトスイッチのビット 0の ON→ユニッ

トの再起動により、Readエリア、Writeエリアが設定されます。

ビット 15 0

＋0 CH ソフトスイッチ

＋1 CH

＋2 CH
Write エリアの設定

＋3 CH

＋4 CH
Read エリアの設定

Writeエリア、Readエリアは、それぞれ次のようにエリアのサイズと、エリア種別、

先頭チャネル番号を指定して設定します。

ビット 15 0

エリアサイズ エリア種別

先頭チャネル番号

エリアサイズ：

バイト単位の 16進数で設定します。

設定範囲は、0～40 Hex（10進数 0～64：0～32CH）です。奇数を設定すると、

最後のチャネルは下位バイト（ビット 0～7）が使用されることになります。

エリア種別：

エリアを次のように設定します。

設定 エリア チャネル範囲

01 Hex リレーエリア 1（CIO） Write エリア：0～235
Read エリア ：0～235

02 Hex リレーエリア 2（CIO） 300～511
03 Hex データメモリ（DM、D） DM0～4095（C200HE-CPU11 のみ）

DM0～5999（C200HE-CPU11 以外）
04 Hex リンクリレー（LR） LR00～63
05 Hex 保持リレー（HR、H） HR0～99

C200HX/HG/HE
（-Z）

補助記憶リレー
（AR）

AR0～27（Read エリアのみ設定可）06 Hex

CS1H/G 保持リレー（H） H100、102～127
（先頭チャネル番号は、0、2～1B Hex
で指定）

C200HX/HG/HE
（-Z）

タイマ/カウンタ
（TIM/CNT）

TIM/CNT0～51107 Hex

CS1H/G タイマ（T） T0～511
08 Hex 拡張データメモリ（EM）

（バンク 0のみ）
EM0～6143

先頭チャネル番号：

エリアの先頭のチャネル番号を、16進数で設定します。

指定できるエリアは、ご使用の PC機種や、エリアによって異なります。

例　DM1000～DM1015（16チャネル＝32バイト分）を設定する場合

ビット 15 0

２０ ０３

０３Ｅ８
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●ステータス

ステータスには、C200H I/Oリンクユニットの動作状態が反映されます。各ビットの

意味は、次のようになっています。

15 ビット�14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ビット0：スイッチ設定不正/EEPROM異常�

未使用�

ビット1：ノードアドレス重複異常/BusOff検知�
ビット2：PC装着異常�

ビット6：通信異常�

ビット8：通信異常時Writeエリア保持/クリア設定状態�
ビット9：Read/Writeエリア設定操作正常完了�

ビット10：Read/Writeエリア設定操作異常終了�

ビット12：Explicitコネクション確立中�
ビット13：Read/Writeエリアデフォルト設定�

ビット14：異常発生中�
ビット15：I/Oリンク実行中�

ビット3：ネットワーク電源異常�

ビット 名称 OFF→ON のタイミング ON→OFF のタイミング

0 ス イ ッ チ 設 定 不 正
/EEPROM 異常

ディップスイッチ設定の誤り検知
時、または EEPROM 内のデータ異常
検知時。

PC 本体または C200H I/O リンクユ
ニットの再起動時。

1 ノードアドレス重複異常
/BusOff 検知

ノードアドレス重複異常検知時、
または BusOff（通信異常多発によ
る通信停止）検知時。

PC 本体または C200H I/O リンクユ
ニットの再起動時。

2 PC 装着異常 PC装着異常（同じ PC本体上に他の
通信ユニットが装着されていて、
Read/Write エリアがデフォルト設
定されている）検知時。

Read/Write エリアをユーザ設定に
して、C200H I/O リンクユニットを
再起動したとき。

3 ネットワーク電源異常 DeviceNet 通信電源 OFF 検知時。 通信電源が正常な電圧に戻ったと
き。

6 通信異常 DeviceNet 通信異常検知時。 通信が正常に戻ったとき。
8 通信異常時 Write エリア

保持/クリア設定状態
前面ディップスイッチ 3 を ON（保
持）に設定後、再起動したとき。

前面ディップスイッチ 3を OFF（ク
リア）に設定後、再起動したとき。

9 Read/Write エリア設定操
作正常完了

ソフトスイッチのビット 0 または
ビット 1 による、Read/Write エリ
アの設定変更操作正常完了時。

ソフトスイッチのビット 0 とビッ
ト 1の両方が OFF になったとき。

10 Read/Write エリア設定操
作異常終了

ソフトスイッチのビット 0 または
ビット 1 による、Read/Write エリ
アの設定変更操作異常終了時。

ソフトスイッチのビット 0 とビッ
ト 1の両方が OFF になったとき。

12 Explicit コネクション確
立中

マスタとのExplicitコネクション
確立時。

マスタとのExplicitコネクション
切断時。

13 Read/Write エリアデフォ
ルト設定

Read/Write エリアデフォルト設定
時。

Read/Write エリアユーザ設定時。

14 異常発生中 いずれかの異常発生時（ステータ
スのビット 0、1、2、6、10 のいず
れかが ONのとき）

全異常解除時（ステータスのビッ
ト 0、1、2、6、10 がすべて OFF に
戻ったとき）

15 I/O リンク実行中 マスタとのコネクション確立時。 マスタとのコネクション切断時。
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●Read/Write参照エリア

Readエリア、Writeエリアの現在の設定状態が、次のように反映されます（Read/Write

エリアの設定は、ソフトスイッチのビット 0を ONにしてから、C200H I/Oリンクユ

ニットを再起動しないと、このエリアに反映されません）。

ビット 15 0

＋6 CH

＋7 CH
Write エリアの設定状態

＋8 CH

＋9 CH
Read エリアの設定状態

格納されるデータは、Read/Write設定エリアでの設定内容と同じです（P.6-10参照）。

Read/Writeエリアの使用方法

Read/Writeエリアは、次の手順で設定して使用します。

●ビット操作で設定する場合

C200H I/Oリンクユニットの高機能 I/Oエリアの「Read/Write設定エリア」と「ソフ

トスイッチ」を操作して、Read/Writeエリアの設定を行います。

① C200H I/Oリンクユニットが装着されている PC本体の電源を ONにし、PC本体

をプログラムモードにしておきます。

②プログラミングコンソールなどの PC本体用周辺ツールにより、Read/Write設定エ

リア（高機能 I/Oエリア＋1～＋4CH）に、Readエリア、Writeエリアの設定を行

います。

　例：Readエリア CIO 100～119CH、Writeエリア DM160～188CHの場合

＋1 CH ３Ａ０３ Write エリア ：サイズ 58バイト、DMエリア

＋2 CH ００Ａ０ Write エリア ：先頭チャネル番号 160

＋3 CH ２８０１ Read エリア ：サイズ 40バイト、CIO エリア

＋4 CH ００６４ Read エリア ：先頭チャネル番号 100

③プログラミングコンソールなどの PC 本体用周辺ツールにより、ソフトスイッチ

（高機能 I/O エリア＋0CH）のビット 0（Read/Write エリアユーザ設定）を ON に

します（すでに ONになっている場合は、いったん OFFにしてから ONにします）。

④プログラミングコンソールなどの PC本体用周辺ツールにより、ステータス（高機

能 I/Oエリア＋5CH）のビット 9（Read/Writeエリア設定操作正常完了）が ONに

なったことを確認します。

この時点で、Read/Writeエリアの設定が C200H I/Oリンクユニットに書き
込まれますが、まだ設定は有効ではなく、以前の Read/Writeエリアの設定
で動作を継続します（Read/Write参照エリアの内容も以前のままです）。

⑤ C200H I/Oリンクユニットをリセットするか、C200H I/Oリンクユニットが装着さ

れている PC本体を再起動します。

・C200H I/Oリンクユニットのリセットは、C200HX/HG/HE（-Z）では、補
助記憶リレーAR01CHまたは特殊補助リレー281CHの「高機能ユニット
リスタートフラグ」の ON で、CS1H/G では特殊補助リレーA502～507
の「高機能 I/Oユニットリスタートフラグ」の ONで実行できます。
・この時点で、Read/Write エリアの設定が有効となり、C200H I/O リンク
ユニットの IN/OUTのチャネル数が確定します。



6-1　C200H I/Oリンクユニット

6-13

６
高
機
能
ス
レ
ー
ブ

⑥マスタのスキャンリストに C200H I/Oリンクユニットを登録し直します。

スキャンリストへの登録方法には、次の 2種類の方法があります。

・マスタのソフトスイッチの「スキャンリスト有効」ビットを OFF→ONする方法

・DeviceNetコンフィグレータでスキャンリストを作成して登録する方法

スキャンリストが正常に登録されると、自動的にマスタと C200H I/Oリンクユニ

ットの間でデータの送受信が開始されます。

マスタ側の操作についての詳細は、各マスタユニットのマニュアルまたは

DeviceNetコンフィグレータのマニュアルを参照してください。

⑦必要に応じて、マスタ上の IN/OUTエリアを読み書きし、C200H I/Oリンクユニッ

トが装着されている PC本体（スレーブ）を制御します。

マスタ上のC200H I/OリンクユニットのOUTエリアにデータを書き込むことで、

スレーブの Write エリアにデータを書き込むことができ、IN エリアからデータを

読み出すことで、Readエリアのデータを読み出すことができます。

いったん、Read/Write エリアの設定を行えば、以降はマスタ・スレーブを
立ち上げるだけで、自動的にデータ送受信が開始されます。

●DeviceNetコンフィグレータで設定する場合

オムロン製 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□以降）を使用して、Read/Writeエ

リアを設定します。Ver.2.□より前の DeviceNetコンフィグレータをご使用の場合は、

当社営業所にお問い合わせください（バージョンは、「ヘルプ」メニューの「バー

ジョン情報」で確認できます）。

① DeviceNetネットワークに、DeviceNetコンフィグレータを接続し、オンラインに

します。

② C200H I/Oリンクユニットが装着されている PC本体の電源を ONにし、PC本体

をプログラムモードにしておきます。

③「ネットワーク構成ウィンドウ」内の C200H I/Oリンクユニットのアイコンをダ

ブルクリックします。

デバイスパラメータの編集画面（Read/Write エリアのパラメータ設定画面）が表

示されます。
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④変更したい Read/Write エリアのパラメータをダブルクリックするか、変更したい

パラメータの行が選択されている状態で Enterキーを押します。

パラメータを変更できるようになります。

⑤パラメータを設定・変更します。

・サイズの設定の場合

設定したい値を入力し、Enterキーを押すか、ウィンドウ内の他の箇所をクリック

します。

・エリアの設定の場合

ドロップダウンメニューからエリア種別を選択し、Enterキーを押すか、ウィンド

ウ内の他の箇所をクリックします（CS1H/Gでは、AR0～27が、HR100～127に対

応します）。
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・先頭チャネル番号の設定の場合

設定したい値を入力し、Enterキーを押すか、ウィンドウ内の他の箇所をクリック

します。

⑥パラメータの設定・変更が完了したら、［ダウンロード］ボタンをクリックしま

す。設定・変更したパラメータが、C200H I/Oリンクユニットに書き込まれます。

⑦設定・変更を有効にするため、［リセット］ボタンをクリックします。

リセットの確認メッセージが表示されますので、［はい］ボタンをクリックしま

す。C200H I/Oリンクユニットをリセットすると、C200H I/Oリンクユニットが装

着されている PC本体の AR01CHの「高機能ユニットリセットフラグ」が ON に

なりますのでご注意ください。

また、Read/Writeエリアのサイズを変更した場合は、マスタの I/O割り付けもやり

直してください。

いったん、Read/Write エリアの設定を行えば、以降はマスタ・スレーブを
立ち上げるだけで、自動的にデータ送受信が開始されます。
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■DeviceNet Explicitメッセージ機能

DeviceNet Explicitメッセージ（コマンド）をマスタから発行することで、C200H I/O

リンクユニットが装着されている PC 本体の任意のエリアを自由に読み書きするこ

とができます。

ここでは、C200H I/Oリンクユニットが処理できる Explicitメッセージの内容と使用

例についてのみ説明します。マスタでの Explicitメッセージの使用方法についての詳

細は、ご使用のマスタユニットの取扱説明書を参照してください。

C200H I/Oリンクユニット宛 Explicitメッセージ一覧

Explicit メッセージ 機能 ページ

バイト　データリード ・指定ノードのデータを、バイト単位で読み出します。チャネルデー
タは、上位バイト、下位バイトの順で読み出されます。
・読み出しデータの最大データ量は、200 バイトです。

P.6-17

バイト　データライト ・指定ノードに、データをバイト単位で書き込みます。チャネルデー
タは、上位バイト、下位バイトの順で指定します。
・書き込みデータの最大データ量は、200 バイトです。

P.6-18

チャネル　データリード ・指定ノードのデータを、チャネル単位で読み出します。チャネルデ
ータは、下位バイト、上位バイトの順で読み出されます。
・読み出しデータの最大データ量は、100 ワードです。

P.6-20

チャネル　データライト ・指定ノードに、データをチャネル単位で書き込みます。チャネルデ
ータは、下位バイト、上位バイトの順で指定します。
・書き込みデータの最大データ量は、100 ワードです。

P.6-21

エラーレスポンス 発行した Explicit メッセージ（コマンド）に誤りがある場合は、C200H
I/O リンクユニットから、エラーレスポンスが返信されてきます。

P.6-23

オムロン製 DeviceNetマスタから、Explicitメッセージ（コマンド）を発行する場合

は、「バイト　データリード」、「バイト　データライト」コマンドを使用してく

ださい。

他社製 DeviceNetマスタから Explicitメッセージ（コマンド）を発行する場合は、「チ

ャネル　データリード」、「チャネル　データライト」コマンドを使用してくださ

い。

また、Class ID、Instance IDは、マスタによって、指定バイト数が異なることがあり

ます。オムロン製 DeviceNetマスタから発行する場合は、2バイト（4桁）で指定し

ます。この場合の例については、「DeviceNet Explicit メッセージ機能の使用例」

（P.6-24）を参照してください。
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バイト　データリード

C200H I/Oリンクユニットが装着されている PC本体の、任意のエリアのデータを読

み出します。読み出されたチャネルデータは、上位バイト、下位バイトの順で返信

されてきます。

●コマンドフォーマット

Class ID

送信先�
ノードアドレス�

Service Code アドレスL
アドレスH

読み出しバイト数�

1C 2F

Instance ID

●レスポンスフォーマット

送信元ノード�
アドレス�

Service �
Code

読み出しデータ�
（最大200バイト）�

�

受信バイト数�

チャネル�
データH

チャネル�
データL

チャネル�
データH

チャネル�
データL

9C

●パラメータ詳細

［送信先ノードアドレス］（コマンド）

データを読み出す C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスを、1バイト（2桁）

の 16進数で指定します。

［Service Code］（コマンド、レスポンス）

コマンドでは、1C Hexを指定します。

レスポンスでは、最上位ビットが ONになり、9C Hexが返信されてきます。

［Class ID］（コマンド）

2F Hex固定です。

［Instance ID］（コマンド）

データを読み出すエリアの種別を、16進数で次のように指定します。

設定 エリア チャネル範囲

01 Hex リレーエリア 1（CIO） Write エリア：0～235
Read エリア ：0～235

02 Hex リレーエリア 2（CIO） 300～511
03 Hex データメモリ（DM、D） DM0～4095（C200HE-CPU11 のみ）

DM0～5999（C200HE-CPU11 以外）
04 Hex リンクリレー（LR） LR00～63
05 Hex 保持リレー（HR、H） HR0～99

C200HX/HG/HE
（-Z）

補助記憶リレー
（AR）

AR0～27（Read エリアのみ設定可）06 Hex

CS1H/G 保持リレー（H） H100、102～127
（先頭チャネル番号は、0、2～1B Hex
で指定）

C200HX/HG/HE
（-Z）

タイマ/カウンタ
（TIM/CNT）

TIM/CNT0～51107 Hex

CS1H/G タイマ（T） T0～511
08 Hex 拡張データメモリ（EM）

（バンク 0のみ）
EM0～6143
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［アドレス L、アドレス H］（コマンド）

データを読み出す先頭チャネル番号を、次のように 16進数で指定します。

アドレス（L）：先頭チャネル番号を 4桁の 16進数で表記したときの下位 2桁

アドレス（H）：先頭チャネル番号を 4桁の 16進数で表記したときの上位 2桁

ただし、CS1H/Gの H100、102～127を指定する場合は、0000、0002～001B Hexの

下位 2桁、上位 2桁で指定します。

［読み出しバイト数］（コマンド）

「読み出しデータ」のバイト数を、1バイト（2桁）の 16進数で指定します。指定範

囲は、01～C8 Hex（10進数 1～200）です。

［受信バイト数］（レスポンス）

「送信元ノードアドレス」以降の受信データのバイト数が、16進数で返信されてきま

す。

［送信元ノードアドレス］（レスポンス）

レスポンスを返信した C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスが、16進数で返

信されてきます。

［読み出しデータ］（レスポンス）

指定されたエリア種別、チャネル、バイト数のデータが、チャネル H（上位バイト：

ビット 8～15）、チャネル L（下位バイト：ビット 0～7）の順で返信されてきます。

「読み出しバイト数」で奇数を指定した場合は、最後の 1バイトのデータは、チャネ

ル Hになります。

●留意事項

・実際に指定できる「アドレス L」、「アドレス H」、「読み出しバイト数」は、

C200H I/Oリンクユニットが装着されている PC本体の機種や、エリア種別によっ

て異なります。エリアの範囲からはみ出さないように指定してください。

バイト　データライト

C200H I/Oリンクユニットが装着されている PC本体の、任意のエリアにデータを書

き込みます。書き込むチャネルデータは、上位バイト、下位バイトの順で指定しま

す。

●コマンドフォーマット

送信先�
ノードアドレス�

アドレスL
アドレスH

書き込みデータ�
（最大200バイト）�

�

チャネル�
データH

チャネル�
データL

チャネル�
データH

チャネル�
データL

1E 2F

Class ID
Service Code

Instance ID

●レスポンスフォーマット

送信元ノード�
アドレス�

Service �
Code

受信バイト数�

9E
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●パラメータ詳細

［送信先ノードアドレス］（コマンド）

データを書き込む C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスを、1バイト（2桁）

の 16進数で指定します。

［Service Code］（コマンド、レスポンス）

コマンドでは、1E Hexを指定します。

レスポンスでは、最上位ビットが ONになり、9E Hexが返信されてきます。

［Class ID］（コマンド）

2F Hex固定です。

［Instance ID］（コマンド）

データを書き込むエリアの種別を、16進数で次のように指定します。

設定 エリア チャネル範囲

01 Hex リレーエリア 1（CIO） Write エリア：0～235
Read エリア ：0～235

02 Hex リレーエリア 2（CIO） 300～511
03 Hex データメモリ（DM、D） DM0～4095（C200HE-CPU11 のみ）

DM0～5999（C200HE-CPU11 以外）
04 Hex リンクリレー（LR） LR00～63
05 Hex 保持リレー（HR、H） HR0～99

C200HX/HG/HE
（-Z）

補助記憶リレー
（AR）

AR0～27（Read エリアのみ設定可）06 Hex

CS1H/G 保持リレー（H） H100、102～127
（先頭チャネル番号は、0、2～1B Hex
で指定）

C200HX/HG/HE
（-Z）

タイマ/カウンタ
（TIM/CNT）

TIM/CNT0～51107 Hex

CS1H/G タイマ（T） T0～511
08 Hex 拡張データメモリ（EM）

（バンク 0のみ）
EM0～6143

［アドレス L、アドレス H］（コマンド）

データを書き込む先頭チャネル番号を、次のように 16進数で指定します。

アドレス（L）：先頭チャネル番号を 4桁の 16進数で表記したときの下位 2桁

アドレス（H）：先頭チャネル番号を 4桁の 16進数で表記したときの上位 2桁

ただし、CS1H/Gの H100、102～127を指定する場合は、0000、0002～001B Hexの

下位 2桁、上位 2桁で指定します。

［書き込みデータ］（コマンド）

指定されたエリア種別、チャネルに書き込むデータを、チャネル H（上位バイト：

ビット 8～15）、チャネル L（下位バイト：ビット 0～7）の順で指定します。

奇数バイトを指定した場合は、最後の 1バイトのデータは、チャネル Hになります。

［受信バイト数］（レスポンス）

「送信元ノードアドレス」以降の受信データのバイト数が、16進数で返信されてきま

す。

［送信元ノードアドレス］（レスポンス）

レスポンスを返信した C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスが、16進数で返

信されてきます。

●留意事項

・実際に指定できる「アドレス L」、「アドレス H」、「書き込みデータ」のバイト

数は、C200H I/Oリンクユニットが装着されている PC本体の機種や、エリア種別

によって異なります。エリアの範囲からはみ出さないように指定してください。
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チャネル　データリード

C200H I/Oリンクユニットが装着されている PC本体の、任意のエリアのデータを読

み出します。読み出されたチャネルデータは、下位バイト、上位バイトの順で返信

されてきます。

●コマンドフォーマット

Class ID

送信先�
ノードアドレス�

Service Code アドレスL
アドレスH

読み出しワード数�

1D 2F

Instance ID

●レスポンスフォーマット

送信元ノード�
アドレス�

Service �
Code

読み出しデータ�
（最大200バイト）�

�

受信バイト数�

チャネル�
データL

チャネル�
データH

チャネル�
データL

チャネル�
データH

9D

●パラメータ詳細

［送信先ノードアドレス］（コマンド）

データを読み出す C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスを、1バイト（2桁）

の 16進数で指定します。

［Service Code］（コマンド、レスポンス）

コマンドでは、1D Hexを指定します。

レスポンスでは、最上位ビットが ONになり、9D Hexが返信されてきます。

［Class ID］（コマンド）

2F Hex固定です。

［Instance ID］（コマンド）

データを読み出すエリアの種別を、16進数で次のように指定します。

設定 エリア チャネル範囲

01 Hex リレーエリア 1（CIO） Write エリア：0～235
Read エリア ：0～235

02 Hex リレーエリア 2（CIO） 300～511
03 Hex データメモリ（DM、D） DM0～4095（C200HE-CPU11 のみ）

DM0～5999（C200HE-CPU11 以外）
04 Hex リンクリレー（LR） LR00～63
05 Hex 保持リレー（HR、H） HR0～99

C200HX/HG/HE
（-Z）

補助記憶リレー
（AR）

AR0～27（Read エリアのみ設定可）06 Hex

CS1H/G 保持リレー（H） H100、102～127
（先頭チャネル番号は、0、2～1B Hex
で指定）

C200HX/HG/HE
（-Z）

タイマ/カウンタ
（TIM/CNT）

TIM/CNT0～51107 Hex

CS1H/G タイマ（T） T0～511
08 Hex 拡張データメモリ（EM）

（バンク 0のみ）
EM0～6143
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［アドレス L、アドレス H］（コマンド）

データを読み出す先頭チャネル番号を、次のように 16進数で指定します。

アドレス（L）：先頭チャネル番号を 4桁の 16進数で表記したときの下位 2桁

アドレス（H）：先頭チャネル番号を 4桁の 16進数で表記したときの上位 2桁

ただし、CS1H/Gの H100、102～127を指定する場合は、0000、0002～001B Hexの

下位 2桁、上位 2桁で指定します。

［読み出しワード数］（コマンド）

「読み出しデータ」のワード数を、1バイト（2桁）の 16進数で指定します。指定範

囲は、01～64 Hex（10進数 1～100）です。

［受信バイト数］（レスポンス）

「送信元ノードアドレス」以降の受信データのバイト数が、16進数で返信されてきま

す。

［送信元ノードアドレス］（レスポンス）

レスポンスを返信した C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスが、16進数で返

信されてきます。

［読み出しデータ］（レスポンス）

指定されたエリア種別、チャネル、バイト数のデータが、チャネル L（下位バイト：

ビット 0～7）、チャネル H（上位バイト：ビット 8～15）の順で返信されてきます。

●留意事項

・実際に指定できる「アドレス L」、「アドレス H」、「読み出しワード数」は、

C200H I/Oリンクユニットが装着されている PC本体の機種や、エリア種別によっ

て異なります。エリアの範囲からはみ出さないように指定してください。

チャネル　データライト

C200H I/Oリンクユニットが装着されている PC本体の、任意のエリアにデータを書

き込みます。書き込むチャネルデータは、下位バイト、上位バイトの順で指定しま

す。

●コマンドフォーマット

送信先�
ノードアドレス�

アドレスL
アドレスH

書き込みデータ�
（最大200バイト）�

�

チャネル�
データL

チャネル�
データH

チャネル�
データL

チャネル�
データH

1F 2F

Class ID
Service Code

Instance ID

●レスポンスフォーマット

Service �
Code

受信バイト数�

送信元ノード�
アドレス�

9F
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●パラメータ詳細

［送信先ノードアドレス］（コマンド）

データを書き込む C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスを、1バイト（2桁）

の 16進数で指定します。

［Service Code］（コマンド、レスポンス）

コマンドでは、1F Hexを指定します。

レスポンスでは、最上位ビットが ONになり、9F Hexが返信されてきます。

［Class ID］（コマンド）

2F Hex固定です。

［Instance ID］（コマンド）

データを書き込むエリアの種別を、16進数で次のように指定します。

設定 エリア チャネル範囲

01 Hex リレーエリア 1（CIO） Write エリア：0～235
Read エリア ：0～235

02 Hex リレーエリア 2（CIO） 300～511
03 Hex データメモリ（DM、D） DM0～4095（C200HE-CPU11 のみ）

DM0～5999（C200HE-CPU11 以外）
04 Hex リンクリレー（LR） LR00～63
05 Hex 保持リレー（HR、H） HR0～99

C200HX/HG/HE
（-Z）

補助記憶リレー
（AR）

AR0～27（Read エリアのみ設定可）06 Hex

CS1H/G 保持リレー（H） H100、102～127
（先頭チャネル番号は、0、2～1B Hex
で指定）

C200HX/HG/HE
（-Z）

タイマ/カウンタ
（TIM/CNT）

TIM/CNT0～51107 Hex

CS1H/G タイマ（T） T0～511
08 Hex 拡張データメモリ（EM）

（バンク 0のみ）
EM0～6143

［アドレス L、アドレス H］（コマンド）

データを書き込む先頭チャネル番号を、次のように 16進数で指定します。

アドレス（L）：先頭チャネル番号を 4桁の 16進数で表記したときの下位 2桁

アドレス（H）：先頭チャネル番号を 4桁の 16進数で表記したときの上位 2桁

ただし、CS1H/Gの H100、102～127を指定する場合は、0000、0002～001B Hexの

下位 2桁、上位 2桁で指定します。

［書き込みデータ］（コマンド）

指定されたエリア種別、チャネルに書き込むデータを、チャネル L（下位バイト：

ビット 0～7）、チャネル H（上位バイト：ビット 8～15）の順で指定します。

［受信バイト数］（レスポンス）

「送信元ノードアドレス」以降の受信データのバイト数が、16進数で返信されてきま

す。

［送信元ノードアドレス］（レスポンス）

レスポンスを返信した C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスが、16進数で返

信されてきます。

●留意事項

・実際に指定できる「アドレス L」、「アドレス H」、「書き込みデータ」のワード

数は、C200H I/Oリンクユニットが装着されている PC本体の機種や、エリア種別

によって異なります。エリアの範囲からはみ出さないように指定してください。
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エラーレスポンス

Explicitコマンドに誤りがある場合は、C200H I/Oリンクユニットから次のようにエ

ラーレスポンスが返信されてきます。

●レスポンスフォーマット

General�
エラーCode

受信バイト数�

送信元ノード�
アドレス�

Additional�
エラーコード�
（FF Hex固定）�

FF

●パラメータ詳細

［受信バイト数］（レスポンス）

「送信元ノードアドレス」以降の受信データのバイト数が、16進数で返信されてきま

す。

［送信元ノードアドレス］（レスポンス）

レスポンスを返信した C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスが、16進数で返

信されてきます。

［Generalエラーコード］（レスポンス）

エラーコードが、1バイト（2桁）の 16進数で次のように返信されてきます。

エラー
コード

エラー名称 エラー内容

08 Hex Service not suported Service Code に誤りがある
15 Hex Too much data データが多すぎる（データライトコマンドで、

エリアの範囲を超えて指定した場合など）
13 Hex Not enough data データが足りない（「チャネル　データライ

ト」コマンドで、データが奇数バイトの場合な
ど）

20 Hex Invalid parameter チャネル番号の指定に誤りがある
11 Hex Reply data too large データリードコマンドで、エリアの範囲を超え

て指定した
16 Hex Object does not exist Class ID または Instance ID に誤りがある

［Additional エラーコード］（レスポンス）

FF Hex固定です。
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■DeviceNet Explicitメッセージ機能の使用例

CSシリーズ、CVM1/CVシリーズ PCの CMND命令で読み出
す場合

マスタ（CSシリーズ、CVM1/CVシリーズ PC）から、スレーブの CIO 10～29CH（20

チャネル分）を読み出す場合を例に、CMND 命令の指定方法と結果を示します（こ
こで示す「CSシリーズ PC」は、CS用 DeviceNetユニットを装着した場合です。CS

シリーズ PCに SYSMAC α/C200HS用DeviceNetマスタユニットを装着した場合は、
IOWR命令を使用します。この場合の IOWR命令の使用方法については、SYSMAC

α/C200HS用 DeviceNetマスタユニットのマニュアルを参照してください）。
Explicitメッセージの詳しい説明は各マスタユニットのマニュアルを、CMNDの詳し
い内容は各 PC本体のマニュアルを参照してください。

●使用例の条件

マスタのノードアドレス ：63

スレーブのネットワークアドレス ：1

スレーブのノードアドレス ：2

●CMND命令使用例

・コマンドデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

S＋0 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
S＋1 CH 02 1C スレーブノードアドレス＝2

「バイト　データリード」コマンド Service Code＝1C Hex
S＋2 CH 00 2F Class ID＝002F Hex
S＋3 CH 00 01 Instance ID＝CIO エリア 1＝0001 Hex
S＋4 CH 0A 00 読み出し開始アドレス＝10＝000A Hex

→アドレス L＝0A Hex、アドレス H＝00 Hex
S＋5 CH 28 00 読み出しデータバイト数＝40 バイト＝28 Hex

（下位バイトは不使用）

・レスポンスデータ（結果が次のように格納される）

チャネル 内容（Hex） 意味

D＋0 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
D＋1 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
D＋2 CH 00 2A 受信バイト数（D+3 CH 以降のデータ長）＝42 バイト
D＋3 CH 02 9C スレーブノードアドレス＝2

「バイト　データリード」レスポンス Service Code＝9C Hex
D＋4 CH HH LL

D＋23 CH HH LL

読み出されたスレーブの CIO 10～29CH のデータ
オムロン製マスタから「バイト　データリード」コマンドを発行し
た場合は、スレーブでのチャネルの上位・下位バイトと同じ順でマ
スタに格納されます。

・コントロールデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

C＋0 CH 00 0B コマンドデータバイト数＝S（コマンドデータ）のバイト数
＝11 バイト

C＋1 CH 00 30 レスポンスデータバイト数＝D（レスポンスデータ）のバイト数
＝48 バイト

C＋2 CH 00 01 送信先ノードのネットワークアドレス＝1
C＋3 CH 3F FE マスタのノードアドレス＝63

マスタの号機アドレス＝FE Hex
C＋4 CH 00 00 レスポンス要、通信ポート No.＝0、再送回数＝0
C＋5 CH 00 64 レスポンス監視時間＝10s

［CMND　S　D　C］
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CSシリーズ、CVM1/CVシリーズ PCの CMND命令で書き込
む場合

マスタ（CSシリーズ、CVM1/CVシリーズ PC）から、スレーブの CIO 10～29CH（20

チャネル分）にデータを書き込む場合を例に、CMND 命令の指定方法と結果を示し

ます（ここで示す「CSシリーズ PC」は、CS用 DeviceNetユニットを装着した場合

です。CSシリーズ PCに SYSMAC α/C200HS用 DeviceNetマスタユニットを装着

した場合は、IOWR 命令を使用します。この場合の IOWR 命令の使用方法について

は、SYSMAC α/C200HS用 DeviceNetマスタユニットのマニュアルを参照してくだ

さい）。

Explicitメッセージの詳しい説明は各マスタユニットのマニュアルを、CMNDの詳し

い内容は各 PC本体のマニュアルを参照してください。

●使用例の条件

マスタのノードアドレス ：63

スレーブのネットワークアドレス ：1

スレーブのノードアドレス ：2

●CMND命令使用例

・コマンドデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

S＋0 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
S＋1 CH 02 1E スレーブノードアドレス＝2

「バイト　データライト」コマンド Service Code＝1E Hex
S＋2 CH 00 2F Class ID＝002F Hex
S＋3 CH 00 01 Instance ID＝CIO エリア 1＝0001 Hex
S＋4 CH 0A 00 書き込み開始アドレス＝10＝000A Hex

→アドレス L＝0A Hex、アドレス H＝00 Hex
S＋5 CH HH LL

S＋24 CH HH LL

スレーブの CIO 10～29CH に書き込むデータ
オムロン製マスタから「バイト　データライト」コマンドを発行す
る場合は、マスタでのチャネルの上位・下位バイトと同じ順でスレ
ーブに書き込まれます。

・レスポンスデータ（結果が次のように格納される）

チャネル 内容（Hex） 意味

D＋0 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
D＋1 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
D＋2 CH 00 02 受信バイト数（D+3 CH 以降のデータ長）＝2バイト
D＋3 CH 02 9E スレーブノードアドレス＝2

「バイト　データライト」レスポンス Service Code＝9E Hex

・コントロールデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

C＋0 CH 00 32 コマンドデータバイト数＝S（コマンドデータ）のバイト数
＝50 バイト

C＋1 CH 00 08 レスポンスデータバイト数＝D（レスポンスデータ）のバイト数
＝8バイト

C＋2 CH 00 01 送信先ノードのネットワークアドレス＝1
C＋3 CH 3F FE マスタのノードアドレス＝63

マスタの号機アドレス＝FE Hex
C＋4 CH 00 00 レスポンス要、通信ポート No.＝0、再送回数＝0
C＋5 CH 00 64 レスポンス監視時間＝10s

［CMND　S　D　C］
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SYSMAC αシリーズ PCの IOWR命令で読み出す場合

スレーブの CIO 10～29CH（20チャネル分）を読み出して、マスタ（SYSMAC αシ

リーズ PC）の DM2000CH 以降に格納する場合を例に、IOWR 命令の指定方法と結

果を示します。

Explicitメッセージの詳しい説明は各マスタユニットのマニュアルを、IOWRの詳し

い内容は「SYSMAC C200HX/HG/HE　コマンドリファレンス」（SCCC-304□）を

参照してください。

●使用例の条件

マスタのノードアドレス ：63

マスタのユニット番号 ：0

スレーブのノードアドレス ：2

●IOWR命令使用例

・コントロールデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

C＋0 CH 3F FE マスタのノードアドレス＝63
マスタの号機アドレス＝FE Hex

・コマンドデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

S＋0 CH 82 07
S＋1 CH D0 00

レスポンス格納チャネル（DM2000）
82 Hex：DM エリア、07D0 Hex：2000 チャネル
（詳細は PC 本体のマニュアルを参照してください。）

S＋2 CH 00 64 レスポンス監視時間＝10s
S＋3 CH 00 0B コマンドデータバイト数（S＋4CH 以降のバイト数）＝11 バイト
S＋4 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
S＋5 CH 02 1C スレーブノードアドレス＝2

「バイト　データリード」コマンド Service Code＝1C Hex
S＋6 CH 00 2F Class ID＝002F Hex
S＋7 CH 00 01 Instance ID＝CIO エリア 1＝0001 Hex
S＋8 CH 0A 00 読み出し開始アドレス＝10＝000A Hex

→アドレス L＝0A Hex、アドレス H＝00 Hex
S＋9 CH 28 00 読み出しデータバイト数＝40 バイト＝28 Hex

（下位バイトは不使用）

・ユニット転送指定（転送先ユニット番号、転送チャネル数）

チャネル 内容（Hex） 意味

D＋0 CH 00 10
（0 010）

マスタのユニット番号＝0、コマンドデータチャネル数（S＋0CH 以降
のチャネル数）＝010 チャネル（BCD 指定）

・レスポンス格納チャネル（結果が次のように格納される）

チャネル 内容（Hex） 意味

DM2000 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
DM2001 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
DM2002 CH 00 2A 受信バイト数（DM2003 CH 以降のデータ長）＝42 バイト
DM2003 CH 02 9C スレーブノードアドレス＝2

「バイト　データリード」レスポンス Service Code＝9C Hex
DM2004 CH HH LL

DM2023 CH HH LL

読み出されたスレーブの CIO 10～29CH のデータ
オムロン製マスタから「バイト　データリード」コマンドを発行し
た場合は、スレーブでのチャネルの上位・下位バイトと同じ順でマ
スタに格納されます。

［IOWR　C　S　D］
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SYSMAC αシリーズ PCの IOWR命令で書き込む場合

マスタ（SYSMAC αシリーズ PC）から、スレーブの CIO 10～29CHにデータを書

き込む場合を例に、IOWR命令の指定方法と結果を示します。

Explicitメッセージの詳しい説明は各マスタユニットのマニュアルを、IOWRの詳し

い内容は「SYSMAC C200HX/HG/HE　コマンドリファレンス」（SCCC-304□）を

参照してください。

●使用例の条件

マスタのノードアドレス ：63

マスタのユニット番号 ：0

スレーブのノードアドレス ：2

●IOWR命令使用例

・コントロールデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

C＋0 CH 3F FE マスタのノードアドレス＝63
マスタの号機アドレス＝FE Hex

・コマンドデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

S＋0 CH 82 07
S＋1 CH D0 00

レスポンス格納チャネル（DM2000）
82 Hex：DM エリア、07D0 Hex：2000 チャネル
（詳細は PC 本体のマニュアルを参照してください。）

S＋2 CH 00 64 レスポンス監視時間＝10s
S＋3 CH 00 32 コマンドデータバイト数（S＋4CH 以降のバイト数）＝50 バイト
S＋4 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
S＋5 CH 02 1E スレーブノードアドレス＝2

「バイト　データライト」コマンド Service Code＝1E Hex
S＋6 CH 00 2F Class ID＝002F Hex
S＋7 CH 00 01 Instance ID＝CIO エリア 1＝0001 Hex
S＋8 CH 0A 00 書き込み開始アドレス＝10＝000A Hex

→アドレス L＝0A Hex、アドレス H＝00 Hex
S＋9 CH HH LL

S＋28 CH HH LL

スレーブの CIO 10～29CH に書き込むデータ
オムロン製マスタから「バイト　データライト」コマンドを発行す
る場合は、マスタでのチャネルの上位・下位バイトと同じ順でスレ
ーブに書き込まれます。

・ユニット転送指定（転送先ユニット番号、転送チャネル数）

チャネル 内容（Hex） 意味

D＋0 CH 00 29
（0 029）

マスタのユニット番号＝0、コマンドデータチャネル数（S＋0CH 以降
のチャネル数）＝029 チャネル（BCD 指定）

・レスポンス格納チャネル（結果が次のように格納される）

チャネル 内容（Hex） 意味

DM2000 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
DM2001 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
DM2002 CH 00 02 受信バイト数（DM2003 CH 以降のデータ長）＝2バイト
DM2003 CH 02 9E スレーブノードアドレス＝2

「バイト　データライト」レスポンス Service Code＝9E Hex

［IOWR　C　S　D］
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■寸法

10135

13
0

（単位mm）�

13

（コネクタ装着時）�

MACHINE�
No.

ON

0

DRT21
MS

NS

1

2

3

4

DR0

DR1

ESTP

RSV

1 2FE

ベースユニットに装着した状態での取り付け寸法については、CS シリーズまたは

SYSMAC αシリーズのユーザーズマニュアルを参照してください。

■制御盤への取り付け

C200H I/Oリンクユニットは、CS1H/G、C200HX/HG/HE（-Z）のベースユニットに

取り付けて使用します。PC 本体への取り付け方法は、CS1H/G や C200HX/HG/HE

（-Z）の通常のユニットと同じです。具体的な PC本体への取り付け方法や、PC本体

の制御盤への取り付け方法については、CS1H/G または C200HX/HG/HE（-Z）のユ

ーザーズマニュアルを参照してください。

C200H I/Oリンクユニットでは、CS1H/Gや C200HX/HG/HE（-Z）の CPU
ユニットの内部補助リレーをマスタとの入出力に使用するため、内部電源
や、I/O電源、入出力の配線はありません。
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■C200H I/Oリンクユニットの使用例

ここでは、下図のシステム構成を例に、C200H I/Oリンクユニット宛 Explicitメッセ

ージの使用方法を示します。

C200H I/Oリンクユニット宛に Explicitメッセージを発行することで、スレーブの PC

本体のエリアを自由に読み書きすることができます。

終端抵抗付き�
T分岐タップ�

�

DC24V電源�
マスタユニット　形C200HW-DRM21-V1�
（ノードアドレス0、ユニット番号0）�

終端抵抗付き�
T分岐タップ�

C200HX

C200H I/Oリンクユニット�
形C200HW-DRT21�

（ノードアドレス7）�

C200HX

T分岐タップ�

スレーブのデータの読み出し

マスタ上の接点 00000が ONになると、スレーブ（C200H I/Oリンクユニットが装着

されている PC本体）の DM1000から、10チャネル（20バイト）分のデータを読み

出します。読み出されたデータは、レスポンス格納チャネルの DM0104～0113CHに

格納されます。IOWR命令の指定方法については P.6-26の例を、Explicitメッセージ

機能の詳細については P.6-17を参照してください。

●ラダープログラム
25315

25315

BSET（71）�
#0000�
DM0100�
DM0113

MOV（21）�
#8200�
DM0000

MOV（21）�
#6400�
DM0001

MOV（21）�
#0064�
DM0002

MOV（21）�
#000B�
DM0003

MOV（21）�
#2801�
DM0004

MOV（21）�
#071C�
DM0005

MOV（21）�
#002F�
DM0006

MOV（21）
#0003�
DM0007

MOV（21）�
#E803�
DM0008

MOV（21）�
#1400�
DM0009

00001

00000

プログラム起動時と、読み出し開始時に、レスポンスの格納チャネル
（DM0100～0113 CH）をクリアします。

レスポンス格納チャネル＝DM0100 CH

（82 Hex：DM、0064 Hex：100CH、00 Hex：チャネルデータ）

レスポンス監視時間＝10s

コマンドデータバイト数＝12バイト

Explicitメッセージ送信コマンドコード（FINS）＝28 01 Hex

スレーブノードアドレス＝7、
「バイト　データリード」コマンド Service Code＝1C Hex

Class ID＝2F Hex

Instance ID＝DMエリア＝03 Hex

読み出し開始アドレス＝03E8 Hex＝1000CH

読み出しデータバイト数＝20バイト＝10チャネル
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DIFU（13）�
00001

DM0009

00001

MOV（21）�
#0001�
030

IOWR�
#00FE�
DM0000�
#0010

MOV（21）�
#0000�
030

03000 10112

25506

MOV（21）�
#0001�
030

25506

END（01）�

00000
実行条件 00000の ONにより、00001を微分接点として ON

微分接点 00001の ONにより、工程歩進制御用のフラグ 03000を ON

工程歩進制御用のフラグ 03000が ONしたら、10112（ユニット番号 0

のマスタのメッセージ通信実行可能フラグ）の ONを確認し、メッセ
ージ送信を起動
00FE Hex：マスタノードアドレス 0、マスタ号機アドレス＝FE Hex

DM0000：コマンドデータ格納チャネル
0010 Hex：マスタユニット番号 0、コマンドデータチャネル数 010

（BCD）
＝フラグが ON（マスタへの書き込み正常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグ 03000をクリア（メッセージ送信終了）
＝フラグが OFF（マスタへの書き込み異常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグ 03000を ONにし、再送信を実行

オムロン製マスタユニットからExplicitメッセージ送信機能を発行する場合
は、Class IDと Instance IDを 2バイトで指定します。

●レスポンス

読み出しが正常に行われると、レスポンスは次のように格納されます。

チャネル 内容（Hex） 意味

DM0100 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
DM0101 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
DM0102 CH 00 16 受信バイト数（DM0103 CH 以降のデータ長）＝22 バイト
DM0103 CH 07 9C スレーブノードアドレス＝7

「バイト　データリード」レスポンス Service Code＝9C Hex
DM0104 CH xx xx 読み出されたスレーブ DM1000CH のデータ

DM0113 CH xx xx 読み出されたスレーブ DM1009CH のデータ
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スレーブへのデータの書き込み

マスタ上の接点 00002が ONになると、スレーブ（C200H I/Oリンクユニットが装着

されている PC本体）の 000～009CH（20バイト分）に、マスタの PC本体の DM1009

～1018CHのデータを書き込みます。マスタ上の接点 00002を ONにする前に、スレ

ーブに書き込むデータを、DM1009～1018CHに設定しておいてください。IOWR命

令の指定方法については P.6-27の例を、Explicit メッセージ機能の詳細については

P.6-18を参照してください。

●ラダープログラム

DIFU（13）�
00003

25315

MOV（21）�
#8200�
DM1000

MOV（21）�
#6400�
DM1001

MOV（21）�
#0064�
DM1002

MOV（21）�
#001E�
DM1003

MOV（21）�
#2801�
DM1004

MOV（21）�
#071E�
DM1005

MOV（21）�
#002F�
DM1006

MOV（21）
#0001�
DM1007

MOV（21）�
#0000�
DM1008

00002

IOWR�
#00FE�
DM1000�
#0019

MOV（21）�
#0000�
040

04000 10112

25506

MOV（21）�
#0001�
040

25506

END（01）�

25315

BSET（71）�
#0000�
DM0100�
DM010300003

00003

MOV（21）�
#0001�
040

プログラム起動時と、書き込み開始時に、レスポンスの格納チャネル
（DM0100～0103 CH）をクリアします。

レスポンス格納チャネル＝DM0100 CH

（82 Hex：DM、0064 Hex：100CH、00 Hex：チャネルデータ）

レスポンス監視時間＝10s

コマンドデータバイト数＝30バイト

Explicitメッセージ送信コマンドコード（FINS）＝28 01 Hex

スレーブノードアドレス＝7、
「バイト　データライト」コマンド Service Code＝1E Hex

Class ID＝2F Hex

Instance ID＝リレーエリア 1＝01 Hex

書き込み開始アドレス＝0000 Hex＝000CH

実行条件 00002の ONにより、00003を微分接点として ON

微分接点 00003の ONにより、工程歩進制御用のフラグ 04000を ON

工程歩進制御用のフラグ 04000が ONしたら、10112（ユニット番号 0

のマスタのメッセージ通信実行可能フラグ）の ONを確認し、メッセ
ージ送信を起動
00FE Hex：マスタノードアドレス 0、マスタ号機アドレス＝FE Hex

DM1000：コマンドデータ格納チャネル
0019 Hex：マスタユニット番号 0、コマンドデータチャネル数 019

（BCD）
＝フラグが ON（マスタへの書き込み正常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグ 04000をクリア（メッセージ送信終了）
＝フラグが OFF（マスタへの書き込み異常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグ 04000を ONにし、再送信を実行

オムロン製マスタユニットからExplicitメッセージ送信機能を発行する場合
は、Class IDと Instance IDを 2バイトで指定します。
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●レスポンス

書き込みが正常に行われると、レスポンスは次のように格納されます。

チャネル 内容（Hex） 意味

DM0100 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
DM0101 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
DM0102 CH 00 02 受信バイト数（DM0103 CH 以降のデータ長）＝2バイト
DM0103 CH 07 9E スレーブノードアドレス＝7

「バイト　データリード」レスポンス Service Code＝9E Hex
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6-2　RS232Cユニット

RS232C（形 DRT1-232C2）ユニットは、DeviceNet通信を介して、マスタから RS-232C

ポートの入出力を行うための高機能なユニットです。

Explicitメッセージにより、設定や入出力を行います。

RS232Cユニットには、個別に使用できる RS-232Cポートが 2ポートあります。

■RS232Cユニットへの通信ケーブルの接続

RS232Cユニットは、一般スレーブと同様に、通常の角型コネクタを使用して、通信

ケーブルを配線します。

ここでは、接続方法についての説明は省略します。「4-2　一般スレーブへの通信ケ

ーブルの接続」を参照して、通信ケーブルを接続してください。

■ノードアドレス・通信速度の設定

ここでは、RS232Cユニットのノードアドレス設定と、通信速度設定について説明し

ます。これらの設定は、次のようになっています。

ノードアドレス設定 ：ディップスイッチ 1～6

通信速度設定 ：ディップスイッチ 7、8

8

ON

7654321

通信速度設定�

ノードアドレス�
設定�

109

システム予約（必ずOFF）�

ノードアドレスの設定

RS232Cユニットでは、ディップスイッチ 1～6 の設定によって、ノードアドレスは

次のようになります。

ネットワーク内の他のノード（マスタ、スレーブ）とノードアドレスが重複しない

限り、ノードアドレスは範囲内で自由に設定することができます。

ディップスイッチ ノードアドレス
6 5 4 3 2 1

0 0 0 0 0 0 0（工場出荷時設定）
0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 1 0 2

1 1 1 1 0 1 61
1 1 1 1 1 0 62
1 1 1 1 1 1 63

0：OFF　　1：ON

・「付-1　ディップスイッチとノードアドレス対応表」に、ディップスイッ
チ設定とノードアドレスの対応の一覧表があります。
・ノードアドレスが他のノードと重複すると、ノードアドレス重複が発生
し、通信に加入できません。
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通信速度の設定

ディップスイッチ 7、8によって、通信速度は次のようになります。

スイッチ
7 8

通信速度

OFF OFF 125k ビット/s（工場出荷時設定）

ON OFF 250k ビット/s

OFF ON 500k ビット/s

ON ON 設定不可

・設定は、必ずスレーブの電源（通信電源も含む）が OFFの状態で行っ
てください。
・通信速度は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、スレーブ）
で同じ設定にしてください。マスタと異なる通信速度のスレーブが通
信に参加できないだけでなく、正しく設定されたノード間の通信で通
信異常を誘発することがあります。

■仕様

一般仕様

項目 仕様
形式 形 DRT1-232C2
入出力点数 入力：最大 2ポート

（IN エリアではステータス通知用として 1CH を占有）
通信電源電圧 DC11～25V（通信コネクタより供給）
内部電源電圧 DC20.4～26.4V（DC24V　－15～＋10%）
内部消費電流 通信電源：50mA 以下

内部電源：100mA 以下
内部電源ノーマル ：±600V
内部電源コモン ：±1.5kV

耐ノイズ性

パルス幅 0.1～1 μ s、立ち上がり 1ns のパルス（ノイズ
シュミレータによる）

耐振動 10～150Hz（複振幅 1.0mm または 69m/s2）
耐衝撃 200m/s2

耐電圧 AC500V　50/60Hz　1 分間　漏れ電流 1mA 以下
（DC 電源一括 － FG 間）

絶縁抵抗 20M Ω以上（DC100V メガ、DC 電源一括 － FG 間）
使用周囲温度 －10～＋55℃
使用周囲湿度 25～85%（結露のないこと）
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと
保存周囲温度 －25～＋65℃
取り付け方法 M4 ネジ取り付け、または DIN35mm レール取り付け
取り付け強度 100N

10N（レール方向）
端子強度 引っ張り：100N
質量 250g 以下
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RS-232C通信仕様

項目 仕様
通信方式 全二重通信、調歩同期式
伝送速度 19.2k、9600、4800、2400、1200 ビット/s
伝送コード ASCII（7 ビット）、JIS（8 ビット）
パリティ even（偶数）、odd（奇数）、non（なし）
ストップビット長 1、2ビット
RS-232C ポート数 2ポート
コネクタ D-SUB 9 ピンコネクタ×2ポート
送受信メモリ容量 各 1024 バイト×2ポート
フレーム長 最大 1024 バイト（FIFO）
ヘッダコード 有効・無効切り替え（有効時ヘッダコード：1バイト）
デリミタコード 有効・無効切り替え（有効時デリミタコード：1バイト）
フロー制御 有効・無効切り替え（RS/CS 制御のみ）

［フロー制御有効］の場合
RS（送信要求）信号は通常 ON 状態、受信バッファ内が
75％以上になると ON→OFF します。
CS は常時チェックしています。

［フロー制御無効］の場合
RS（送信要求）信号は常時 ON 状態、受信バッファがオ
ーバーフローした場合は「受信バッファオーバーフロ
ーフラグ」が ON します。
CS は常時チェックしています。

※CS 信号は常時チェックされているため、CS を配線しな
いとデータが出力されません。
RS-CS 信号を使用しない場合は、必ず RS-CS を短絡し
ます。

伝送距離 最大 15m

■各部の名称と機能

電源端子�

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

DRT1-232C2
RS232C UNIT

MS

ERR

NS

RD1 SD1 RD2 SD2

No.

PORT1 PORT2

表示部�

ディップスイッチ（P.6-33参照）�
　SW1～6 ：ノードアドレス�
　SW7、8 ：通信速度�
　SW9、10：システム予約（必ずOFF）�

通信コネクタ�

RS-232Cコネクタ�
ポート1

RS-232Cコネクタ�
ポート2
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表示部

RS232Cユニットやネットワークの状態を表示します。

LED 名称 色 状態 意味（主な異常）

点灯
MS

正常状態 ・ユニット正常状態緑

点滅
MS

未設定状態 ・スイッチ設定読み込み中

点灯
MS

致命的な故障 ・ユニットのハード異常赤

点滅
MS

軽微な故障 ・スイッチ設定ミスなど

MS
(Module
Status)

－
消灯

MS

電源供給なし ・RS232C ユニット異常
・RS232C ユニット電源供給なし
・リセット中
・初期処理開始待ち

点灯
NS

オンライン/通信
接続完

・ネットワーク正常状態（通信確立）緑

点滅
NS

オンライン/通信
未接続

・ネットワークは正常だが、通信未確立

点灯
NS

致命的な通信異常 通信異常（ネットワーク上で通信不可能な状態
を示す異常を検知）

赤

点滅
NS

軽微な通信異常 ・マスタとの通信異常

NS
(Network
Status)

－ 消灯
NS

オフライン/電源
OFF 状態

・マスタが立ち上がっていないなど

点灯 ユニット異常 ・ユニットのハード異常ERR 赤

消灯 ユニット正常 ・ユニットのハード正常

点灯 ポート 1受信中 ・RS-232C ポート 1でデータ受信中RD1 橙

消灯 ポート 1受信なし ・RS-232C ポート 1でデータ受信なし

点灯 ポート 1送信中 ・RS-232C ポート 1でデータ送信中SD1 橙

消灯 ポート 1送信なし ・RS-232C ポート 1でデータ送信なし

点灯 ポート 2受信中 ・RS-232C ポート 2でデータ受信中RD2 橙

消灯 ポート 2受信なし ・RS-232C ポート 2でデータ受信なし

点灯 ポート 2送信中 ・RS-232C ポート 2でデータ送信中SD2 橙

消灯 ポート 2送信なし ・RS-232C ポート 2でデータ送信なし



6-2　RS232Cユニット

6-37

６
高
機
能
ス
レ
ー
ブ

■RS232Cユニットの割り付けチャネル（通信ステータス）

RS232Cユニットは、マスタの INエリアに 1CH（16点）の割り付けチャネルを持ち

ます。

このチャネルは、次のように構成され、RS-232Cポート 1、2の通信ステータスをマ

スタに通知するために使用されます。

15 ビット�14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ビット0、8 ：送信レディフラグ�
ビット1、9 ：システム設定エラーフラグ�
ビット2、10：RS-232C受信中フラグ�

ビット6、14：フレーミングエラーフラグ�

ビット3、11：RS-232C受信完了フラグ�

ポート2ステータス� ポート1ステータス�

ビット4、12：パリティエラーフラグ�
ビット5、13：オーバーランエラーフラグ�

ビット7、15：受信バッファオーバーフローフラグ�

ビット 名称 機能

0 8 送信レディフラグ 0：データ送信中
1：送信可能（データ送信なし）
各ポートへの送信データの書き込み（送信指令）は、このビ
ットが 1になっていることを確認してから行ってください。

1 9 システム設定エラー
フラグ

0：システム設定正常
1：システム設定異常

2 10 受信中フラグ 0：データ受信なし
1：データ受信中

3 11 受信完了フラグ 0：受信バッファに受信データなし
1：受信バッファに受信データあり
各ポートの受信データの読み出し（受信読み出し指令）は、
このビットが 1 になっていることを確認してから行ってくだ
さい。

4 12 パリティエラーフラグ 0：パリティエラーなし
1：パリティエラー発生
常にパリティエラーが発生する場合は、RS232C ユニット側と
RS-232C 機器側のパリティの設定が一致しているか確認して
ください。

5 13 オーバーランエラー
フラグ

0：オーバーランエラーなし
1：オーバーランエラー発生
常にオーバーランエラーが発生する場合は、RS232C ユニット
側と RS-232C 機器側の通信速度が一致しているか確認してく
ださい。

6 14 フレーミングエラー
フラグ

0：フレーミングエラーなし
1：フレーミングエラー発生
常にフレーミングエラーが発生する場合は、RS232C ユニット
側と RS-232C 機器側のキャラクタフォーマット（データ長、
パリティ、ストップビット長）が一致しているか確認してく
ださい。

7 15 受信バッファオーバー
フローフラグ

0：受信バッファオーバーフローなし
1：受信バッファオーバーフローあり
　 （受信データ読み出し不可）
受信バッファがオーバーフローした場合は、RS232C ユニット
のリセットまたは再起動を行うか、オーバーフローしている
RS-232C ポートのリセット（初期化）を行う必要があります。
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■RS232Cユニットの使用方法

RS232Cユニットは、DeviceNet Explicitメッセージまたは DeviceNetコンフィグレー

タにより、設定・制御を行います。

各 RS-232C ポートの通信条件の設定をデフォルト以外で使用する場合も、Explicit

メッセージまたは DeviceNet コンフィグレータによって設定変更を行う必要があり

ます。

Explicitメッセージで設定する場合

Explicitメッセージで設定を行う場合の RS232Cユニットの基本的な使用手順を、以

下に示します。

① RS232Cユニットを含めて、すべてのスレーブとマスタの電源を ONにします。

②必要に応じて、マスタから Explicit メッセージを発行して、RS232C ユニットの

RS-232Cポート 1、2の通信条件を設定します。

・通信条件設定の Explicitメッセージが正常終了するだけでは、設定は有効
となりません。設定を有効とするためには、「RS-232Cポートリセット」
コマンドを発行して RS-232Cポートをリセットするか、RS232Cユニッ
トを再起動してください。新たな設定が有効となるまでは、RS-232C ポ
ートは従来の設定で動作します。

・設定された通信条件は、リセットや電源 OFF時でも RS232Cユニットの
内部で保持されるため、いったん設定すれば、次回以降は変更がない限
り、通信条件設定を行う必要はありません。

③マスタのスキャンリストに RS232Cユニットを登録し直します。

スキャンリストへの登録方法には、次の 2種類の方法があります。

・マスタのソフトスイッチの「スキャンリスト有効」ビットを OFF→ONする方法

・DeviceNetコンフィグレータでスキャンリストを作成して登録する方法

マスタ側の操作についての詳細は、マスタユニットのマニュアルまたは DeviceNet

コンフィグレータのマニュアルを参照してください。

④必要に応じて、マスタから Explicitメッセージを発行して、RS232Cユニットのポ

ート 1、2の送受信を制御します。

・ポート 1、2の送受信は、マスタ上の INエリアの RS232Cユニットの割
り付けチャネル（通信ステータス）の状態を確認しながら行う必要があ
ります。

・ポート 1とポート 2は独立して送受信を行うことができますが、RS232C
ユニット自体は同時に 1つの Explicitメッセージしか処理できないため、
異なるポートに対する送信指令・受信読み出し指令であっても、必ず前
回の Explicit メッセージの処理が完了したことを確認してから次の
Explicitメッセージを発行してください。
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DeviceNetコンフィグレータで設定する場合

オムロン製 DeviceNetコンフィグレータ（Ver.2.□以降）を使用して、通信条件を設

定します。Ver.2.□より前の DeviceNetコンフィグレータをご使用の場合は、当社営

業所にお問い合わせください（バージョンは、「ヘルプ」メニューの「バージョン

情報」で確認できます）。

① DeviceNetネットワークに、DeviceNetコンフィグレータを接続し、オンラインに

します。

② RS232Cユニットの電源を ONにします。

③「ネットワーク構成ウィンドウ」内の RS232C ユニットのアイコンをダブルクリ

ックします。

デバイスパラメータの編集画面（通信条件のパラメータ設定画面）が表示されま

す。

④変更したい通信条件のパラメータをダブルクリックするか、変更したいパラメー

タの行が選択されている状態で Enterキーを押します。

パラメータを変更できるようになります。
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⑤パラメータを設定・変更します。

・frame formatの設定の場合

無効にしたい項目にチェックを付け、Enterキーを押すか、ウィンドウ内の他の箇

所をクリックします。

・Data size（受信バイト数）の設定の場合

設定したい値を入力し、Enterキーを押すか、ウィンドウ内の他の箇所をクリック

します。

・frame format、Data size以外の設定の場合

ドロップダウンメニューから設定内容を選択し、Enterキーを押すか、ウィンドウ

内の他の箇所をクリックします。

例：character formatの設定
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⑥パラメータの設定・変更が完了したら、［ダウンロード］ボタンをクリックしま

す。設定・変更したパラメータが、RS232Cユニットに書き込まれます。

⑦設定・変更を有効にするため、［リセット］ボタンをクリックします。

リセットの確認メッセージが表示されますので、［はい］ボタンをクリックしま

す。

・ポート 1、2の送受信は、マスタ上の INエリアの RS232Cユニットの割
り付けチャネル（通信ステータス）の状態を確認しながら行う必要があ
ります。

・ポート 1とポート 2は独立して送受信を行うことができますが、RS232C
ユニット自体は同時に 1つの Explicitメッセージしか処理できないため、
異なるポートに対する送信指令・受信読み出し指令であっても、必ず前
回の Explicit メッセージの処理が完了したことを確認してから次の
Explicitメッセージを発行してください。
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■DeviceNet Explicitメッセージ機能
DeviceNet Explicitメッセージをマスタから発行することで、RS232Cユニットのポー
トの通信条件の設定や、ポートのデータ送受信を制御することができます。

RS232Cユニットは、マスタから発行されたコマンドに対応する処理を行い、レスポ
ンスを返信します。

コマンド�マスタ�

レスポンス�RS232Cユニット�

コマンド�

RS232Cユニット宛 Explicitメッセージ一覧

RS232Cユニットが処理できる Explicitメッセージを、以下に示します。
RS232Cユニットでは、Service Codeと Instance IDによって、処理内容や処理対象を
指定します。Class IDは、0094 Hexに固定です。
Explicit
メッセージ

機能 Service Code
（ ）内はレスポンス時

Instance ID ページ

通信条件設定 RS-232C ポートに通信条件を
設定します。

10 Hex（90 Hex） 01 Hex P.6-44

通信条件読み
出し

RS-232C ポートに設定されて
いる通信条件を読み出しま
す。

0E Hex（8E Hex） 01 Hex P.6-46

通信条件初期
化

RS-232C ポートの通信条件を
初期化します。

05 Hex（85 Hex） 01 Hex P.6-46

RS-232Cデータ
送信

RS-232C ポートからデータを
送信させます。

10 Hex（90 Hex） ポート 1：02 Hex
ポート 2：03 Hex

P.6-47

RS-232C受信デ
ータ読み出し

RS-232C ポートが受信したデ
ータを読み出します。

0E Hex（8E Hex） ポート 1：02 Hex
ポート 2：03 Hex

P.6-48

RS-232Cポート
リセット

RS-232C ポートをリセットし
ます。

05 Hex（85 Hex） ポート 1：02 Hex
ポート 2：03 Hex

P.6-49

エラーレスポ
ンス

発行した Explicit メッセー
ジ（コマンド）でエラーが発
生した場合は、RS232C ユニッ
トから、エラーレスポンスが
返信されてきます。

 （94 Hex）  P.6-50

Explicitメッセージ基本フォーマット

各コマンド・レスポンスで共通の部分について説明します。
ただし、ここでは RS232Cユニットが処理できる Explicitメッセージの内容と使用例
についてのみ説明します。マスタユニットでの Explicitメッセージの使用方法につい
ての詳細は、各マスタユニットのマニュアルを参照してください。
なお、Class ID、Instance ID、Attribute IDは、マスタによって、指定バイト数が異な
ることがあります。オムロン製 DeviceNet マスタから発行する場合は、Class ID と
Instance IDは 2バイト（4桁）で、Attribute IDは 1バイト（2桁）で指定します。こ
の場合の例については、「DeviceNet Explicitメッセージ機能の使用例」（P.6-51）を
参照してください。

●コマンドフォーマット

送信先�
ノードアドレス�

データ�

最大151バイト�

Attribute �
ID

�

Class ID
Service Code

00 94

Instance ID

［送信先ノードアドレス］

Explicitメッセージ（コマンド）で制御する RS232Cユニットのノードアドレスを、
1バイト（2桁）の 16進数で指定します。
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［Service Code］、［Class ID］、［Instance ID］、［Attribute ID］
コマンドの種類や、処理対象、処理の詳細を指定するためのパラメータです。
ただし、RS232Cユニット宛の Explicitメッセージでは、「Class ID」は 94 Hexに固
定です。
「Attribute ID」が不要なコマンドもあります。
なお、指定されたコードや IDが範囲外の場合には、エラーレスポンスとして「08FF
Hex」が返り、コマンドが実行されませんのでご注意ください。

［データ］
必要に応じて設定する、データです。最大 151バイトまで指定できます。
「データ」が不要なコマンドもあります。

●レスポンスフォーマット

・正常時

Service �
Code

データ�

最大1024バイト�

受信�
バイト数�

送信元�
ノードアドレス�

・Explicitメッセージにエラーレスポンスが返信されたとき

受信�
バイト数�

送信元�
ノードアドレス�

Service Code（94Hex固定）�
Error Code

940400

・Explicitメッセージの送信に失敗したとき（タイムアウトなど）
Explicitメッセージのレスポンスはありません。FINSコマンドの「Explicitメッセ
ージ送信」コマンドによって、コマンドを発行した場合は、FINS通信サービス機
能のエラーレスポンスのみが返信されます。

［受信バイト数］
「送信元ノードアドレス」以降の受信データのバイト数が、16進数で返信されてきま
す。Explicitメッセージにエラーレスポンスが返されたときは、常に 0004 Hexとな
ります。

［送信元ノードアドレス］
コマンドを発行したノードのノードアドレスが、16進数で返信されてきます。

［Service Code］
正常終了時には、コマンドで指定した「Service Code」の最上位ビットが ONになっ
た値が、次のように格納されます。

コマンドの Service Code レスポンスの Service Code
10 Hex 90 Hex
0E Hex 8E Hex
05 Hex 85 Hex

Explicitメッセージにエラーレスポンスが返信されたときには、常に 94 Hexとなり
ます。

［データ］
「通信条件読み出し」コマンドや、「RS-232C受信データ読み出し」コマンドの場合
は、読み出された結果のデータが格納されます。最大 1024バイトです。
ただし、オムロン製 DeviceNetマスタでは、読み出すデータが以下のバイト数を超え
ないように注意してください。
CS/CJ シリーズ 535 バイト
CVM1/CV/SYSMAC αシリーズ 152 バイト

［Error Code］
Explicit メッセージのエラーコードです。詳細は、「エラーレスポンス」（P.6-50）
を参照してください。
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通信条件設定

指定した RS-232Cポートの通信条件を設定します。

●コマンドフォーマット

Class ID

9400

Instance ID

0100

送信先�
ノードアドレス�

設定値�

最大6バイト�

Attribute �
ID

Service Code

10

●レスポンスフォーマット

Service �
Code

00

受信�
バイト数�

送信元�
ノードアドレス�

02 90

●パラメータ詳細

［Attribute ID］、［設定値］（コマンド）

設定を行う通信条件と設定値を、次のように設定します。

ポート 通信条件 Attribute
ID 設定値 初期値

通信条件一括設定 64 Hex 「通信条件一括設定」（下記）参照 各通信条件の初期値
データビット長、
パリティ、
ストップビット長

65 Hex 下表の通信条件の組み合わせの中から、該当する設定値
を、1バイト（2桁）の 16 進数で指定します。

設定値 データ
ビット長

パリティ ストップビ
ット長

00 Hex 7 偶数 1
01 Hex 7 奇数 1
02 Hex 7 なし 1
03 Hex 7 偶数 2
04 Hex 7 奇数 2
05 Hex 7 なし 2
06 Hex 8 偶数 1
07 Hex 8 奇数 1
08 Hex 8 なし 1
09 Hex 8 なし 2
0A Hex

0F Hex
7 偶数 2

データビット長
　：7ビット
パリティ：偶数
ストップビット長
　：2ビット

ヘッダコードの有効/無
効、デリミタコードの有効
/無効、フロー制御の有効/
無効

66 Hex 下図のようにビットを指定したデータを、1バイト（2桁）
の 16 進数で指定します。

ヘッダコード　0：有効　1：無効�
デリミタコード　0：有効　1：無効�
フロー制御（RS/CS制御）　0：有効　1：無効�

00
7 3 2 1 0 ビット�

0固定�

ヘッダコードとデリミ
タコード有効、
フロー制御無効

通信速度 67 Hex 1 バイト（2桁）の 16 進数で次のように指定します。
00 Hex：1200 ビット/s
01 Hex：2400 ビット/s
02 Hex：4800 ビット/s
03 Hex：9600 ビット/s
04 Hex：19200 ビット/s

2400 ビット/s

ヘッダコード（ヘッダコー
ド有効時のみ）

68 Hex ヘッダコードを、1バイト（2桁）の 16 進数で指定します。02 Hex（STX コード）

デリミタコード（デリミタ
コード有効時のみ）

69 Hex デリミタコードを、1バイト（2桁）の 16 進数で指定しま
す。

03 Hex（ETX コード）

ポート 1

デリミタ後の受信バイト
数（デリミタコード有効
時）、または 1フレーム当
たりの受信バイト数（デリ
ミタコード無効時）

6A Hex バイト数を、1バイト（2桁）の 16 進数で指定します。 00 Hex
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ポート 通信条件 Attribute
ID 設定値 初期値

通信条件一括設定 6B Hex 「通信条件一括設定」（下記）参照 各通信条件の初期値
データビット長、
パリティ、
ストップビット長

6C Hex 下表の通信条件の組み合わせの中から、該当する設定値
を、1バイト（2桁）の 16 進数で指定します。

設定値 データ
ビット長

パリティ ストップビ
ット長

00 Hex 7 偶数 1
01 Hex 7 奇数 1
02 Hex 7 なし 1
03 Hex 7 偶数 2
04 Hex 7 奇数 2
05 Hex 7 なし 2
06 Hex 8 偶数 1
07 Hex 8 奇数 1
08 Hex 8 なし 1
09 Hex 8 なし 2
0A Hex

0F Hex
7 偶数 2

データビット長
　：7ビット
パリティ：偶数
ストップビット長
　：2ビット

ヘッダコードの有効/無
効、デリミタコードの有効
/無効、フロー制御の有効/
無効

6D Hex 下図のようにビットを指定したデータを、1バイト（2桁）
の 16 進数で指定します。

ヘッダコード　0：有効　1：無効�
デリミタコード　0：有効　1：無効�
フロー制御（RS/CS制御）　0：有効　1：無効�

00
7 3 2 1 0 ビット�

0固定�

ヘッダコードとデリミ
タコード有効、
フロー制御無効

通信速度 6E Hex 1 バイト（2桁）の 16 進数で次のように指定します。
00 Hex：1200 ビット/s
01 Hex：2400 ビット/s
02 Hex：4800 ビット/s
03 Hex：9600 ビット/s
04 Hex：19200 ビット/s

2400 ビット/s

ヘッダコード（ヘッダコー
ド有効時のみ）

6F Hex ヘッダコードを、1バイト（2桁）の 16 進数で指定します。02 Hex（STX コード）

デリミタコード（デリミタ
コード有効時のみ）

70 Hex デリミタコードを、1バイト（2桁）の 16 進数で指定しま
す。

03 Hex（ETX コード）

ポート 2

デリミタ後の受信バイト
数（デリミタコード有効
時）、または 1フレーム当
たりの受信バイト数（デリ
ミタコード無効時）

71 Hex バイト数を、1バイト（2桁）の 16 進数で指定します。 00 Hex

・通信条件一括設定

すべての Attribute IDの設定値を、下図のように連続したチャネルに書き込み、一

括で送信して設定します。

枠内の 16 進数は、設定値に対応する Attribute ID を表しています。
（ ）内の値は、ポート 2の場合の対応する Attribute IDを表します。

ビット07815

先頭   CH

先頭＋1CH

先頭＋2CH

データビット長等

65 Hex（6C Hex）
通信速度

67 Hex（6E Hex）
デリミタコード
69 Hex（70 Hex）

先頭＋3CH

Attribute Code

64 Hex（6B Hex）
ヘッダコード等の有効/無効

66 Hex（6D Hex）

ヘッダコード
68 Hex（6F Hex）

デリミタ後の受信バイト/フレーム数

6A Hex（71 Hex）

・コマンドが正常終了した後で、「RS-232C ポートリセット」コマンドを発行する

か、RS232Cユニットの再起動を行わないと、新たな設定値が有効となりません。
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通信条件読み出し

指定した RS-232Cポートに設定されている通信条件を読み出します。

ただし、「通信条件設定」コマンド実行後、RS-232Cポートのリセットまたは RS232C

ユニットの再起動を行っていない場合は、新たに設定された通信条件ではなく、従

来の通信条件が読み出されます（RS-232C ポート自体も、従来の設定で動作してい

ます）。

●コマンドフォーマット

送信先�
ノードアドレス�

Attribute �
ID

Service Code

0E

Class ID

9400

Instance ID

0100

●レスポンスフォーマット

Service �
Code

�

受信�
バイト数�

送信元�
ノードアドレス�

� 8E

設定値�

最大6バイト�

●パラメータ詳細

［Attribute ID］（コマンド）

設定値を読み出す Attribute IDを指定します。

指定する内容は、「通信条件設定」コマンド（P.6-44）を参照してください。

一括指定（ポート 1：64 Hex、ポート 2：6B Hex）も可能です。

［設定値］（レスポンス）

指定した Attribute IDに設定されている値が読み出されて、格納されます。

格納される値の意味については、「通信条件設定」コマンド（P.6-44）を参照してく

ださい。

通信条件初期化

RS232Cユニットに設定されている通信条件を初期化します。

●コマンドフォーマット

送信先�
ノードアドレス�

Service Code

05

Class ID

9400

Instance ID

0100

●レスポンスフォーマット

Service �
Code

受信�
バイト数�

送信元�
ノードアドレス�

00 02 85

RS232Cユニットに設定されているすべての通信条件を初期化し、初期値に戻します。
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RS-232Cデータ送信

RS232Cユニットにデータを送信し、指定したポートから送信させます。

●コマンドフォーマット

送信先�
ノードアドレス�

送信データ�

最大151バイト�

Attribute �
ID

Service Code

10 64

Class ID

9400

Instance ID

××�00

●レスポンスフォーマット

Service �
Code

受信�
バイト数�

送信元�
ノードアドレス�

00 02 90

●パラメータ詳細

［Instance ID］（コマンド）

データを送信させるポートを、次のように 16進数で指定します。

0002 Hex：ポート 1

0003 Hex：ポート 2

［送信データ］（コマンド）

指定ポートから送信させるデータを指定します。

チャネル上のデータは、下図のように上位バイト、下位バイトの順で送信されます。

先頭   CH

ビット07815

②①
先頭＋1CH

先頭＋2CH

④③
⑥⑤

・奇数バイト数のデータを送信する場合は、最後のデータは、最後のチャ
ネルの上位バイトに設定します。

・送信するデータのバイト数は、CMND命令（CVM1/CVシリーズ）や IOWR
命令（SYSMAC αシリーズ）のパラメータで指定する「コマンドデータ
バイト数」により決まるため、Explicit メッセージのパラメータとして指
定する必要はありません。

このコマンドを使用する場合は、マスタ上の INエリアに割り付けられ
ている「通信ステータス」の「送信レディフラグ」（ポート 1：ビッ
ト 0、ポート 2：ビット 8）が、ON（送信可能）になっていることを
確認してから実行してください。ビットが OFF（データ送信中）の状
態でこのコマンドを実行すると、エラー（エラーコード 02FF Hex）と
なります。
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RS-232C受信データ読み出し

RS232Cユニットの指定ポートで受信し、受信バッファに格納されているデータを読

み出します。

ヘッダコード・デリミタコードの有効/無効の設定によって、読み出されるデータは

次のようになります（デリミタコード無効時は、「1フレーム当たりの受信バイト数」

に設定されているバイト数分が読み出されます）。

ヘッダ
コード

デリミタ
コード

読み出されるデータ

無効 無効 RS232C ユニットの受信バッファ内のデータが、先頭から「1 フレ
ーム当たりの受信バイト数」分、読み出されます。

　

1回目

Nバイト

2回目

Nバイト …

3回目

Nバイト

無効 有効 RS232C ユニットの受信バッファ内のデータが、先頭からデリミタ
コードまで、読み出されます（読み出されるデータ量は一定して
いません）。

　

1回目

DDD

2回目

…

3回目

有効 無効 RS232C ユニットの受信バッファ内のデータが、ヘッダコードから
「1 フレーム当たりの受信バイト数」分、読み出されます。このと
き、ヘッダコードの前までのデータは破棄されます。

　

1回目

H N－1バイト …

2回目

H N－1バイト

3回目

H N－1バイト

有効 有効 RS232C ユニットの受信バッファ内のデータが、ヘッダコードから
デリミタコードまで読み出されます（読み出されるデータ量は一
定していません）。このとき、ヘッダコードの前までのデータは
破棄されます。

　

1回目

H DD HHD

2回目

…

3回目

H：ヘッダコード　　D：デリミタコード
N：1フレーム当たりの受信バイト数　　 ：破棄されるデータ

上の説明では省略していますが、「デリミタコード後の受信バイト数」が設定され

ている場合は、デリミタコードの後の指定バイト数分のデータも読み出されます。

●コマンドフォーマット

送信先�
ノードアドレス�

Attribute �
ID

Service Code

0E 64

Class ID

9400

Instance ID

××�00

●レスポンスフォーマット

Service �
Code

受信�
バイト数�

送信元�
ノードアドレス�

� � 8E

受信データ�

最大1024バイト�

●パラメータ詳細

［Instance ID］（コマンド）

受信バッファ内のデータを読み出すポートを、次のように 16進数で指定します。

0002 Hex：ポート 1

0003 Hex：ポート 2
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［受信データ］（レスポンス）

指定ポートの受信バッファから読み出されたデータが格納されます。

読み出されたデータは、下図のように上位バイト、下位バイトの順でチャネルに格

納されます。

先頭   CH

ビット07815

②①
先頭＋1CH

先頭＋2CH

④③
⑥⑤

・RS232Cユニットの RS-232Cポート 1、2は、それぞれ 1024バイトの受
信バッファを持ち、マスタから最大 1024バイトまで一括して読み出すこ
とができるようになっています。
ただし、オムロン製 DeviceNet マスタでは、一度に読み出せる最大デー
タ量は以下になります。読み出すデータ量が最大バイト数を超えないよ
うに注意して、データ構成を設計してください。

CS/CJシリーズ 535バイト
CVM1/CV/SYSMACαシリーズ 152バイト

・オムロン製 DeviceNet マスタから読み出す場合は、読み出されたデータ
のバイト数は、CMND命令（CSシリーズ、CVM1/CVシリーズ）のパラ
メータとして格納される「レスポンスデータバイト数」、または IOWR
命令（SYSMAC αシリーズ）のパラメータとして格納される「受信バイ
ト数」から求められます。
・奇数バイト数のデータを読み出した場合は、最後のデータは、最後のチ
ャネルの上位バイトに格納されます。

このコマンドを使用する場合は、マスタ上の INエリアに割り付けられ
ている「通信ステータス」の「受信完了フラグ」（ポート 1：ビット 3、
ポート 2：ビット 11）が、ON（受信バッファにデータあり）になって
いることを確認してから実行してください。ビットが OFF（受信バッ
ファにデータなし）の状態でこのコマンドを実行すると、エラー（エ
ラーコード 1800 Hex）となります。

RS-232Cポートリセット

RS232Cユニットの指定ポートをリセットします。

「通信条件設定」コマンドにより、通信条件を変更した場合は、この「RS-232Cポー

トリセット」コマンドによってポートをリセットするか、RS232Cユニットを再起動

する必要があります。

●コマンドフォーマット

送信先�
ノードアドレス�

Service Code

05

Class ID

9400

Instance ID

××�00

●レスポンスフォーマット

Service �
Code

受信�
バイト数�

送信元�
ノードアドレス�

00 02 85
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●パラメータ詳細

［Instance ID］（コマンド）

リセットするポートを、次のように 16進数で指定します。

0002 Hex：ポート 1

0003 Hex：ポート 2

・ポートをリセットすると、送信バッファ、受信バッファがクリアされ、
ポートのステータスも初期化されます。ただし、通信条件は設定されて
いる内容が保持されます。
・ポートで異常発生した場合は、異常の原因を解除してから、このコマン
ドでポートをリセットしてください。

エラーレスポンス

Explicit コマンドでエラーが発生した場合は、RS232C ユニットから次のようにエラ

ーレスポンスが返信されてきます。

●レスポンスフォーマット

受信�
バイト数�

送信元�
ノードアドレス�

Service Code（94Hex固定）�
Error Code

940400

●パラメータ詳細

［受信バイト数］（レスポンス）

0004 Hex固定です。

［送信元ノードアドレス］（レスポンス）

コマンドを発行したノードのノードアドレスが、16進数で返信されてきます。

［Error Code］（レスポンス）

エラーコードが、2バイト（4桁）の 16進数で次のように返信されてきます。

エラー
コード

エラー内容 該当コマンド

02FF Hex RS-232C ポートが送信中でビジー状態 RS-232C データ送信
08FF Hex Service Code、Class ID、Instance ID がサ

ポート外
全コマンド

09FF Hex データの過不足などのフォーマット異常 通信条件設定
RS-232C データ送信

1800 Hex ・RS-232C ポート受信データなし
・RS-232C 機器との間で通信条件などの設
定エラー発生

RS-232C 受信データ読み出し

1801 Hex RS-232C 機器との間でエラーフレームを受
信

RS-232C 受信データ読み出し

19FF Hex ハードウェア異常などにより書き込み不可 通信条件設定
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■DeviceNet Explicitメッセージ機能の使用例

CSシリーズ、CVM1/CVシリーズ PCの CMND命令で設定す
る場合

マスタ（CSシリーズ、CVM1/CVシリーズ PC）から、RS232Cユニットのポート 1

の通信条件を一括設定する場合を例に、CMND命令の指定方法と結果を示します（こ
こで示す「CSシリーズ PC」は、CS用 DeviceNetユニットを装着した場合です。CS

シリーズ PCに SYSMAC α/C200HS用DeviceNetマスタユニットを装着した場合は、
IOWR命令を使用します。この場合の IOWR命令の使用方法については、SYSMAC

α/C200HS用 DeviceNetマスタユニットのマニュアルを参照してください）。
Explicitメッセージの詳しい説明は各マスタユニットのマニュアルを、CMNDの詳し
い内容は各 PC本体のマニュアルを参照してください。

●使用例の条件

マスタのノードアドレス ：27

スレーブのネットワークアドレス ：2

スレーブのノードアドレス ：14

●CMND命令使用例

・コマンドデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

S＋0 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
S＋1 CH 0E 10 スレーブノードアドレス＝14

「通信条件設定」コマンド Service Code＝10 Hex
S＋2 CH 00 94 Class ID＝0094 Hex
S＋3 CH 00 01 Instance ID＝0001 Hex
S＋4 CH 64 06 「通信条件一括設定」Attribute ID＝64 Hex、

「8ビット、偶数パリティ、1ストップビット」＝06 Hex
S＋5 CH 00 00 「ヘッダコード、デリミタコード、フロー制御すべて有効」＝00 Hex、

「1200 ビット/s」＝00 Hex
S＋6 CH 02 03 ヘッダコード＝STX＝02 Hex、デリミタコード＝ETX＝03 Hex
S＋7 CH 00 00 「デリミタ後の受信バイト数＝0」＝00 Hex

・レスポンスデータ（結果が次のように格納される）

チャネル 内容（Hex） 意味

D＋0 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
D＋1 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
D＋2 CH 00 02 受信バイト数（D+3 CH 以降のデータ長）＝2バイト
D＋3 CH 0E 90 スレーブノードアドレス＝14

「通信条件設定」レスポンス Service Code＝90 Hex

・コントロールデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

C＋0 CH 00 0F コマンドデータバイト数＝S（コマンドデータ）のバイト数
＝15 バイト

C＋1 CH 00 08 レスポンスデータバイト数＝D（レスポンスデータ）のバイト数
＝8バイト

C＋2 CH 00 02 送信先ノードのネットワークアドレス＝2
C＋3 CH 1B FE マスタのノードアドレス＝27

マスタの号機アドレス＝FE Hex
C＋4 CH 00 00 レスポンス要、通信ポート No.＝0、再送回数＝0
C＋5 CH 00 64 レスポンス監視時間＝10s

［CMND　S　D　C］
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CSシリーズ、CVM1/CVシリーズ PCの CMND命令で読み出
す場合

マスタ（CSシリーズ、CVM1/CVシリーズ PC）から、RS232Cユニットのポート 1

の受信データを読み出す場合を例に、CMND命令の指定方法と結果を示します。
なお、オムロン製 DeviceNetマスタから一度に読み出せるデータ量は、最大 152バイ
トです（ここで示す「CSシリーズ PC」は、CS用 DeviceNetユニットを装着した場
合です。CSシリーズ PCに SYSMAC α/C200HS用 DeviceNetマスタユニットを装
着した場合は、IOWR 命令を使用します。この場合の IOWR 命令の使用方法につい
ては、SYSMAC α/C200HS用 DeviceNetマスタユニットのマニュアルを参照してく
ださい）。
「RS-232C 受信データ読み出し」コマンドを実行する前に、マスタ上の IN エリアに
割り付けられている「通信ステータス」の「受信完了フラグ」（ポート 1：ビット 3）
が ONになっていることを確認してください。
Explicitメッセージの詳しい説明は各マスタユニットのマニュアルを、CMNDの詳し
い内容は各 PC本体のマニュアルを参照してください。

●使用例の条件

マスタのノードアドレス ：27

スレーブのネットワークアドレス ：2

スレーブのノードアドレス ：14

●CMND命令使用例

・コマンドデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

S＋0 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
S＋1 CH 0E 0E スレーブノードアドレス＝14

「RS-232C 受信データ読み出し」コマンド Service Code＝0E Hex
S＋2 CH 00 94 Class ID＝0094 Hex
S＋3 CH 00 02 Instance ID＝ポート 1＝0002 Hex
S＋4 CH 64 00 Attribute ID＝64 Hex

・レスポンスデータ（結果が次のように格納される）

チャネル 内容（Hex） 意味

D＋0 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
D＋1 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
D＋2 CH 00 xx 受信バイト数（D+3 CH 以降のデータ長）
D＋3 CH 0E 8E スレーブノードアドレス＝14

「RS-232C 受信データ読み出し」レスポンス Service Code＝8E Hex
D＋4 CH HH LL 読み出された RS-232C ポート 1の受信データ

上位バイト、下位バイトの順で格納されていきます。

・コントロールデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

C＋0 CH 00 09 コマンドデータバイト数＝S（コマンドデータ）のバイト数
＝9バイト

C＋1 CH 00 xx レスポンスデータバイト数＝D（レスポンスデータ）のバイト数
C＋2 CH 00 02 送信先ノードのネットワークアドレス＝2
C＋3 CH 1B FE マスタのノードアドレス＝27

マスタの号機アドレス＝FE Hex
C＋4 CH 00 00 レスポンス要、通信ポート No.＝0、再送回数＝0
C＋5 CH 00 64 レスポンス監視時間＝10s

［CMND　S　D　C］
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SYSMAC αシリーズ PCの IOWR命令で書き込む場合

マスタ（SYSMAC αシリーズ PC）から、RS232C ユニットのポート 1 の通信条件

を一括設定する場合を例に、IOWR命令の指定方法と結果を示します。

Explicitメッセージの詳しい説明は各マスタユニットのマニュアルを、IOWR命令の

詳しい内容は「SYSMAC C200HX/HG/HE　コマンドリファレンス」（SCCC-304□）

を参照してください。

●使用例の条件

マスタのノードアドレス ：27

マスタのユニット番号 ：5

スレーブのノードアドレス ：14

●IOWR命令使用例

・コントロールデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

C＋0 CH 1B FE マスタのノードアドレス＝27
マスタの号機アドレス＝FE Hex

・コマンドデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

S＋0 CH 82 07
S＋1 CH D0 00

レスポンス格納チャネル（DM2000）
82 Hex：DM エリア、07D0 Hex：2000 チャネル
（詳細は PC 本体のマニュアルを参照してください。）

S＋2 CH 00 64 レスポンス監視時間＝10s
S＋3 CH 00 0F コマンドデータバイト数（S＋4CH 以降のバイト数）＝15 バイト
S＋4 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
S＋5 CH 0E 10 スレーブノードアドレス＝14

「通信条件設定」コマンド Service Code＝10 Hex
S＋6 CH 00 94 Class ID＝0094 Hex
S＋7 CH 00 01 Instance ID＝CIO エリア 1＝0001 Hex
S＋8 CH 64 06 「通信条件一括設定」Attribute ID＝64 Hex、

「8ビット、偶数パリティ、1ストップビット」＝06 Hex
S＋9 CH 00 00 「ヘッダコード、デリミタコード、フロー制御すべて有効」＝00 Hex、

「1200 ビット/s」＝00 Hex
S＋10 CH 02 03 ヘッダコード＝STX＝02 Hex、デリミタコード＝ETX＝03 Hex
S＋11 CH 00 00 「デリミタ後の受信バイト数＝0」＝00 Hex

・ユニット転送指定（転送先ユニット番号、転送チャネル数）

チャネル 内容（Hex） 意味

D＋0 CH 50 12
（5 012）

マスタのユニット番号＝5、コマンドデータチャネル数（S＋0CH 以降
のチャネル数）＝012 チャネル（BCD 指定）

・レスポンス格納チャネル（結果が次のように格納される）

チャネル 内容（Hex） 意味

DM2000 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
DM2001 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
DM2002 CH 00 02 受信バイト数（DM2003 CH 以降のデータ長）＝2バイト
DM2003 CH 0E 90 スレーブノードアドレス＝14

「通信条件設定」レスポンス Service Code＝90 Hex

［IOWR　C　S　D］
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SYSMAC αシリーズ PCの IOWR命令で読み出す場合

マスタ（SYSMAC αシリーズ PC）から、RS232C ユニットのポート 1 の受信デー

タを読み出す場合を例に、IOWR命令の指定方法と結果を示します。

なお、オムロン製 DeviceNetマスタから一度に読み出せるデータ量は、最大 152バイ

トです。

「RS-232C 受信データ読み出し」コマンドを実行する前に、マスタ上の IN エリアに

割り付けられている「通信ステータス」の「受信完了フラグ」（ポート 1：ビット 3）

が ONになっていることを確認してください。

Explicitメッセージの詳しい説明は各マスタユニットのマニュアルを、IOWR命令の

詳しい内容は「SYSMAC C200HX/HG/HE　コマンドリファレンス」（SCCC-304□）

を参照してください。

●使用例の条件

マスタのノードアドレス ：27

マスタのユニット番号 ：5

スレーブのノードアドレス ：14

●IOWR命令使用例

・コントロールデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

C＋0 CH 1B FE マスタのノードアドレス＝27
マスタの号機アドレス＝FE Hex

・コマンドデータ

チャネル 内容（Hex） 意味

S＋0 CH 82 07
S＋1 CH D0 00

レスポンス格納チャネル（DM2000）
82 Hex：DM エリア、07D0 Hex：2000 チャネル
（詳細は PC 本体のマニュアルを参照してください。）

S＋2 CH 00 64 レスポンス監視時間＝10s
S＋3 CH 00 09 コマンドデータバイト数（S＋4CH 以降のバイト数）＝9バイト
S＋4 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
S＋5 CH 0E 0E スレーブノードアドレス＝14

「RS-232C 受信データ読み出し」コマンド Service Code＝0E Hex
S＋6 CH 00 94 Class ID＝0094 Hex
S＋7 CH 00 02 Instance ID＝ポート 1＝0002 Hex
S＋8 CH 64 00 Attribute ID＝64 Hex

・ユニット転送指定（転送先ユニット番号、転送チャネル数）

チャネル 内容（Hex） 意味

D＋0 CH 50 09
（5 009）

マスタのユニット番号＝5、コマンドデータチャネル数（S＋0CH 以降
のチャネル数）＝009 チャネル（BCD 指定）

・レスポンス格納チャネル（結果が次のように格納される）

チャネル 内容（Hex） 意味

DM2000 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
DM2001 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
DM2002 CH 00 xx 受信バイト数（D+3 CH 以降のデータ長）
DM2003 CH 0E 8E スレーブノードアドレス＝14

「RS-232C 受信データ読み出し」レスポンス Service Code＝8E Hex
DM2004 CH HH LL 読み出された RS-232C ポート 1の受信データ

上位バイト、下位バイトの順で格納されていきます。

［IOWR　C　S　D］
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■寸法

65

60110

DRT1-232C2
RS232C UNIT

MS

ERR

NS

RD1 SD1 RD2 SD2

No.

PORT1 PORT2

100

2-φ4.2またはM4

取り付け穴加工寸法�
55

（単位mm）�
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■制御盤への取り付け

RS232Cユニットは、次の 2通りの方法で制御盤に取り付けることができます。

制御盤にネジで固定する方法

「寸法」の「取り付け穴加工寸法」を参照して、制御盤に取り付け穴をあけ、M4 ネ

ジで固定してください。

適正締め付けトルクは、0.6～0.98N・mです。

DINレールに取り付ける方法

スレーブの背面で、DIN35mmレールに取り付けてください。このとき、背面にある

DIN レール取り付けフックをドライバで引き下げながら、DIN レールをスレーブの

背面にはめ込み、確実に固定してください。また、スレーブの左右をエンドプレー

トで挟んで固定してください。

●エンドプレートの取り付け方法

エンドプレートは、下側を引っ掛けてから（次図①）、上側を引っ掛けて下に引き

降ろします（次図②）。

1

2

エンドプレート�

お願い� 必ず 2個のエンドプレートで両側からスレーブを挟み込んで固定してください。

取り付け方向

特にスレーブの解説の中で記述されていない場合は、取り付けには方向の制約はあ

りません。以下の 6方向すべての方向に取り付けることができます。

鉛直方向�DRT1-232C2
RS232C UNIT

MS

ERR

NS

RD1 SD1 RD2 SD2

No.

PORT1 PORT2

DR
T1
-2
32
C2

RS
23
2C
 U
NI
T

MS ER
R

NS RD
1

SD
1

RD
2

SD
2

No
.

PO
RT
1

PO
RT
2

DRT1-232C2
RS232C UNIT

MSERR

NSRD1
SD1

RD2
SD2

No.

PORT1
PORT2

DRT1-232C2
RS232C UNIT

MS

ERR

NS

RD1SD1RD2SD2

No.

PORT1PORT2
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■配線
内部電源

21

SOURCE�
24VDC

内部電源�

－�＋�

－�＋�

RS-232Cコネクタ

●ピン配置（ポート 1、2共通）

ピン番号 略称 信号名称
信号方向

RS232C ユニット ↔ 外部機器

1 － 未使用 
2 RD 受信データ ←
3 SD 送信データ →
4 － 未使用 
5 SG 信号用接地 
6 － 未使用 
7 RS 送信要求信号 ※ →
8 CS 送信可能信号 ※ ←
9 － 未使用 

※ CS 信号は常時チェックされているため、CS を配線しないとデータが出力されませ
ん。RS-CS 信号を使用しない場合は、必ず RS-CS を短絡します。

適合コネクタ、推奨ケーブルおよび接続例を以下に記載しておきますので、ケーブ

ルを製作する際の参考としてください。

●適合コネクタ

プラグ：形 XM2D-0901（オムロン製、9ピンタイプ、メス）または同等品

フード：形 XM2S-0913（オムロン製、9ピンタイプ、インチピッチネジ）

または同等品

●推奨ケーブル

UL2464 AWG28×5P IFS-RVV-SB（UL品、藤倉電線製）

AWG28×5P IFVV-SB（非 UL品、藤倉電線製）

UL2464-SB 5P×AWG28（UL品、日立電線製）

CO-MA-VV-SB 5P×AWG28（非 UL品、日立電線製）

●接続例

接続例を示します。ただし、接続する機器によっては接続方法が異なりますので、

接続する機器の取扱説明書に従って接続してください。

［バーコードリーダ（オムロン製 形 V500-R32□）の場合］

略　称�

－�

RD�

SD�

－�

SG�

－�

RS�

CS�

－�

FG

ピン番号�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

口金�

ピン番号�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9

RS-232C�
インタ�
フェース�

RS-232C�
インタ�
フェース�

シールド線�
（9ピンタイプ、オス）�

RS232Cユニット側� バーコードリーダ側�

（9ピンタイプ）�

略　称�

－�

SD�

RD�

RS�

CS�

－�

－�

－�

SG

●推奨電源は以下の通りです。
・形 S82K-05024（オムロン製）または同等品
・形 S82J-□524（オムロン製）または同等品

お願い�

・配線は、圧着端子を付けて行ってください。
・より合わせただけの電線を、直接端子台に接続しないでください。
・端子台のネジは、0.3～0.5N・mのトルクで締めてください。
・圧着端子は M3用の次の製品をご使用ください。

6.0mm以下� 6.0mm以下�

5 9

1 6

お願い�

シールドの接地は、本ボード/ユニ

ット側での片端接地としてくださ

い。

両端とも接地すると、電位差により

機器が損傷する恐れがあります。
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■RS232Cユニットの使用例

ここでは、下図のシステム構成を例に、RS232Cユニット宛 Explicitメッセージの使

用方法を示します。

RS232Cユニット宛に Explicitメッセージを発行することで、RS232C ユニットのポ

ート 1、2の通信条件を個別に設定したり、RS-232C機器と自由にデータ送受信を行

えます。

終端抵抗付き�
T分岐タップ�

�

DC24V電源�

マスタユニット　形C200HW-DRM21-V1�
（ノードアドレス0、ユニット番号0）�

終端抵抗付き�
T分岐タップ�

C200HX

RS232Cユニット�
形DRT1-232C2�
（ノードアドレス8）�

T分岐タップ�

ポート1 ポート2

バーコードリーダ2バーコードリーダ1

RS232Cユニットのポートの通信条件の設定

マスタ上の接点 00000（ポート 1設定用）または 00001（ポート 2設定用）が ONに

なると、RS232Cユニットの各ポートに通信条件を設定します。バーコードリーダ側

の設定については、ご使用のバーコードリーダの取扱説明書を参照してください。

通信条件は、ここでは以下のように設定します。

・ポート 1

データ長 8ビット、パリティなし、1ストップビット

ヘッダコード無効、デリミタコード有効、フロー制御有効

通信速度 9600ビット/s

デリミタコード　改行コード（0D Hex）

デリミタ後の受信バイト数 0

・ポート 2

データ長 7ビット、偶数パリティ、2ストップビット

ヘッダコード有効、デリミタコード有効、フロー制御無効

通信速度 2400ビット/s

ヘッダコード　STXコード（02 Hex）

デリミタコード　ETXコード（03 Hex）

デリミタ後の受信バイト数 0

なお、ポートの通信条件変更後は、ポートをリセットするか、RS232Cユニットの再

起動を行わないと、新たな設定が有効となりません。以下に示すプログラム例では、

通信条件設定後に、ポートのリセットを実行しています。

IOWR命令の指定方法については P.6-53の例を、Explicitメッセージ機能の詳細につ

いては P.6-44, 49を参照してください。
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●ラダープログラム
25315

25315

BSET（71）�
#0000�
DM0000�
DM0999

MOV（21）�
#8200�
DM0000

MOV（21）�
#6400�
DM0001

MOV（21）�
#0064�
DM0002

MOV（21）�
#000F�
DM0003

MOV（21）�
#2801�
DM0004

MOV（21）�
#0810�
DM0005

MOV（21）�
#0094�
DM0006

MOV（21）
#0001�
DM0007

MOV（21）�
#8201�
DM0400

MOV（21）�
#C200�
DM0401

MOV（21）�
#0064�
DM0402

MOV（21）�
#0008�
DM0403

MOV（21）�
#2801�
DM0404

MOV（21）�
#0805�
DM0405

MOV（21）
#0094�
DM0406

25315

25315

プログラム起動時に、使用する DMエリアをすべてクリアします。

●ポート 1、2通信条件設定用共通データ

レスポンス格納チャネル＝DM0100 CH

（82 Hex：DM、0064 Hex：100CH、00 Hex：チャネルデータ）

レスポンス監視時間＝10s

コマンドデータバイト数＝15バイト

Explicitメッセージ送信コマンドコード（FINS）＝28 01 Hex

スレーブノードアドレス＝8、
「通信条件設定」コマンド Service Code＝10 Hex

Class ID＝0094 Hex

Instance ID＝0001 Hex

●ポート 1、2リセット用共通データ

レスポンス格納チャネル＝DM0450 CH

（82 Hex：DM、01C2 Hex：450CH、00 Hex：チャネルデータ）

レスポンス監視時間＝10s

コマンドデータバイト数＝8バイト

Explicitメッセージ送信コマンドコード（FINS）＝28 01 Hex

スレーブノードアドレス＝8、
「RS-232Cポートリセット」コマンド Service Code＝05 Hex

Class ID＝0094 Hex
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00001

25315

MOV（21）�
#6408�
DM0020

MOV（21）�
#0103�
DM0021

MOV（21）�
#000D�
DM0022

MOV（21）�
#0000�
DM0023

MOV（21）�
#6B03�
DM0024

MOV（21）�
#0401�
DM0025

MOV（21）�
#0203�
DM0026

MOV（21）
#0000�
DM0027

XFER（70）
#0004�
DM0020�
DM0008

MOV（21）�
#0002�
DM0407

00000

DIFU（13）�
00002

XFER（70）
#0004�
DM0024�
DM0008

MOV（21）�
#0003�
DM0407

00000 00001

DIFU（13）�
00003

00003

MOV（21）�
#0001�
030

00002

03001

IOWR�
#00FE�
DM0400�
#0008

MOV（21）�
#0002�
030

MOV（21）�
#0000�
030

25506

25506

MOV（21）�
#0000�
030

1011203000

IOWR�
#00FE�
DM0000�
#0012

MOV（21）�
#0001�
030

MOV（21）�
#0002�
030

25506

25506

END（01）�

●ポート 1通信条件設定用データ
「通信条件一括設定」Attribute ID＝64 Hex、
「データ長 8ビット、パリティなし、1ストップビット」＝08 Hex

「ヘッダコード無効、デリミタコード有効、フロー制御有効」＝01 Hex

通信速度 9600ビット/s＝03 Hex

デリミタコード＝改行コード（0D Hex）

デリミタ後の受信バイト数＝0

●ポート 2通信条件設定用データ
「通信条件一括設定」Attribute ID＝6B Hex、
「データ長 7ビット、偶数パリティ、2ストップビット」＝03 Hex

「ヘッダコード有効、デリミタコード有効、フロー制御無効」＝04 Hex

通信速度 2400ビット/s＝01 Hex

ヘッダコード＝STXコード（02 Hex）
デリミタコード＝ETXコード（03 Hex）

デリミタ後の受信バイト数 0

●ポート 1用固有データ→コマンドデータ用エリア書き込み

実行条件 00000の ONにより、ポート 1固有のデータをコマンドデー
タ用のエリアに書き込む

00002を微分接点として ON

●ポート 2用固有データ→コマンドデータ用エリア書き込み

実行条件 00001の ONにより、ポート 2固有のデータをコマンドデー
タ用のエリアに書き込む

00003を微分接点として ON

微分接点 00002または 00003の ONにより、工程歩進制御用のフラグ
03000を ON

工程歩進制御用のフラグ 03001が ONしたら、「ポートリセット」の
メッセージ送信を起動
00FE Hex：マスタノードアドレス 0、マスタ号機アドレス＝FE Hex

DM0400：コマンドデータ格納チャネル
0008 Hex：マスタユニット番号 0、コマンドデータチャネル数 008

（BCD）
＝フラグが OFF（マスタへの書き込み異常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグ 03001を ONにし、再送信を実行
＝フラグが ON（マスタへの書き込み正常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグをクリア（メッセージ送信終了）

工程歩進制御用のフラグ 03000が ONしたら、10112（ユニット番号 0

のマスタのメッセージ通信実行可能フラグ）の ONを確認し、「通信
条件一括設定」のメッセージ送信を起動
00FE Hex：マスタノードアドレス 0、マスタ号機アドレス＝FE Hex

DM0000：コマンドデータ格納チャネル
0012 Hex：マスタユニット番号 0、コマンドデータチャネル数 012

（BCD）
＝フラグが OFF（マスタへの書き込み異常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグ 03000を ONにし、再送信を実行
＝フラグが ON（マスタへの書き込み正常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグ 03001を ON（ポートリセットの実行に進む）
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・オムロン製マスタユニットから Explicitメッセージ送信機能を発行する場
合は、Class IDと Instance IDを 2バイトで指定します。また、「通信条
件設定」コマンドでは、Attribute IDを 1バイトで指定します。
・設定された通信条件は、内部で保持されます。
・ここでは、設定した通信条件を有効にさせるため、「RS-232C ポートリ
セット」コマンドを使用していますが、RS232Cユニットの電源をいった
ん OFFにしてから再投入することによっても、新たな設定を有効にさせ
ることができます。

●レスポンス

設定が正常に行われると、レスポンスは次のように格納されます。

・通信条件設定のレスポンス

チャネル 内容（Hex） 意味

DM0100 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
DM0101 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
DM0102 CH 00 02 受信バイト数（DM0103 CH 以降のデータ長）＝2バイト
DM0103 CH 08 90 スレーブノードアドレス＝8

「通信条件設定」レスポンス Service Code＝90 Hex

・ポートリセットのレスポンス

チャネル 内容（Hex） 意味

DM0450 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
DM0451 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
DM0452 CH 00 02 受信バイト数（DM0453 CH 以降のデータ長）＝2バイト
DM0453 CH 08 85 スレーブノードアドレス＝8

「ポートリセット」レスポンス Service Code＝85 Hex
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RS232Cユニットのポートの通信条件の読み出し
マスタ上の接点 00004（ポート 1用）または 00005（ポート 2用）が ONになると、

RS232Cユニットのポートに設定されている通信条件を、ポートごとに一括で読み出

します。

なお、「RS-232C 通信条件読み出し」コマンドで読み出されるのは、その時点で有

効な通信条件です。通信条件設定後に、ポートをリセットするか、RS232Cユニット

の再起動を行っておかないと、新たな通信条件は有効とならず、読み出すこともで

きません。IOWR命令の指定方法については P.6-54の例を、Explicitメッセージ機能

の詳細については P.6-46を参照してください。

●ラダープログラム
25315

25315

BSET（71）�
#0000�
DM0000�
DM0999

MOV（21）�
#8200�
DM0050

MOV（21）�
#9600�
DM0051

MOV（21）�
#0064�
DM0052

MOV（21）�
#0009�
DM0053

MOV（21）�
#2801�
DM0054

MOV（21）�
#080E�
DM0055

MOV（21）�
#0094�
DM0056

MOV（21）
#0001�
DM0057

MOV（21）�
#6400�
DM0058

MOV（21）�
#0001�
031

00004 00005

00007

00006

DIFU（13）�
00006

MOV（21）�
#6B00�
DM0058

00004 00005

DIFU（13）�
00007

03100

IOWR�
#00FE�
DM0050�
#0009

MOV（21）�
#0000�
031

MOV（21）�
#0001�
031

25506

25506

10112

END（01）�

プログラム起動時に、使用する DMエリアをすべてクリアします。

レスポンス格納チャネル＝DM0150 CH

（82 Hex：DM、0096 Hex：150CH、00 Hex：チャネルデータ）

レスポンス監視時間＝10s

コマンドデータバイト数＝9バイト

Explicitメッセージ送信コマンドコード（FINS）＝28 01 Hex

スレーブノードアドレス＝8、
「通信条件読み出し」コマンド Service Code＝0E Hex

Class ID＝0094 Hex

Instance ID＝0001 Hex

実行条件 00004の ONにより、ポート 1の「通信条件一括読み出し」
Attribute ID＝64 Hexをコマンドデータとして書き込む

00006を微分接点として ON

実行条件 00005の ONにより、ポート 2の「通信条件一括読み出し」
Attribute ID＝6B Hexをコマンドデータとして書き込む

00007を微分接点として ON

微分接点 00006または 00007の ONにより、工程歩進制御用のフラグ
03100を ON

工程歩進制御用のフラグ 03100が ONしたら、10112（ユニット番号 0

のマスタのメッセージ通信実行可能フラグ）の ONを確認し、メッセ
ージ送信を起動
00FE Hex：マスタノードアドレス 0、マスタ号機アドレス＝FE Hex

DM0050：コマンドデータ格納チャネル
0009 Hex：マスタユニット番号 0、コマンドデータチャネル数 009

（BCD）
＝フラグが ON（マスタへの書き込み正常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグ 03100をクリア（メッセージ送信終了）
＝フラグが OFF（マスタへの書き込み異常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグを 03100を ONにし、再送信を実行



6-2　RS232Cユニット

6-63

６
高
機
能
ス
レ
ー
ブ

オムロン製マスタユニットからExplicitメッセージ送信機能を発行する場合
は、Class IDと Instance IDを 2バイトで指定します。また、「通信条件読
み出し」コマンドでは、Attribute IDを 1バイトで指定します。

●レスポンス

読み出しが正常に行われると、レスポンスは次のように格納されます。

チャネル 内容（Hex） 意味

DM0150 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
DM0151 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
DM0152 CH 00 08 受信バイト数（DM0153 CH 以降のデータ長）＝8バイト
DM0153 CH 08 8E スレーブノードアドレス＝8

「通信条件読み出し」レスポンス Service Code＝8E Hex
DM0154 CH xx xx 上位バイト：データビット長等の設定値

下位バイト：ヘッダコード等の有効/無効の設定値
DM0155 CH xx xx 上位バイト：通信速度の設定値

下位バイト：ヘッダコードの設定値
DM0156 CH xx xx 上位バイト：デリミタコードの設定値

下位バイト：デリミタ後の受信バイト/フレーム数の設定値
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RS232Cユニットのポートの受信データの読み出し

バーコードリーダから受信し、RS232Cユニットの受信バッファ内に格納されている
データを、マスタに読み出します。RS232Cユニットの受信バッファにデータがあれ
ば、常に読み出しを実行します。
なお、ポート 1のデータ（レスポンス）は DM0300以降に、ポート 2のデータ（レ
スポンス）は DM0350 以降に格納されます。ただし、以下のプログラム例では、受
信データは 50 チャネル（100 バイト）以内であることを前提としています。IOWR
命令の指定方法については P.6-54の例を、Explicitメッセージ機能の詳細については
P.6-48を参照してください。

●ラダープログラム
25315

25315

BSET（71）�
#0000�
DM0000�
DM0999

MOV（21）�
#8201�
DM0200

MOV（21）�
#2C00�
DM0201

MOV（21）�
#0064�
DM0202

MOV（21）�
#0009�
DM0203

MOV（21）�
#2801�
DM0204

MOV（21）�
#080E�
DM0205

MOV（21）�
#0094�
DM0206

MOV（21）
#0002�
DM0207

MOV（21）�
#6400�
DM0208

MOV（21）�
#8201�
DM0250

MOV（21）�
#5E00�
DM0251

MOV（21）�
#0064�
DM0252

MOV（21）�
#0009�
DM0253

MOV（21）�
#2801�
DM0254

MOV（21）
#080E�
DM0255

MOV（21）�
#0094�
DM0256

MOV（21）�
#0003�
DM0257

MOV（21）�
#6400�
DM0258

35802 35803

25315

プログラム起動時に、使用する DMエリアをすべてクリアします。

●ポート 1の「受信データ読み出し」コマンド発行用データの設定

レスポンス格納チャネル＝DM0300 CH

（82 Hex：DM、012C Hex：300CH、00 Hex：チャネルデータ）

レスポンス監視時間＝10s

コマンドデータバイト数＝9バイト

Explicitメッセージ送信コマンドコード（FINS）＝28 01 Hex

スレーブノードアドレス＝8、
「受信データ読み出し」コマンド Service Code＝0E Hex

Class ID＝0094 Hex

ポート 1の「受信データ読み出し」Instance ID＝0002 Hex

Attribute ID＝64 Hex

●ポート 2の「受信データ読み出し」コマンド発行用データの設定

レスポンス格納チャネル＝DM0350 CH

（82 Hex：DM、015E Hex：350CH、00 Hex：チャネルデータ）

レスポンス監視時間＝10s

コマンドデータバイト数＝9バイト

Explicitメッセージ送信コマンドコード（FINS）＝28 01 Hex

スレーブノードアドレス＝8、
「受信データ読み出し」コマンド Service Code＝0E Hex

Class ID＝0094 Hex

ポート 2の「受信データ読み出し」Instance ID＝0003 Hex

Attribute ID＝64 Hex
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MOV（21）�
#0001�
032

IOWR�
#00FE�
DM0200�
#0009

MOV（21）�
#0000�
032

MOV（21）
#0001�
032

MOV（21）�
#0000�
032

MOV（21）�
#0001�
033

35802 35803

03200 10112

25506

25506

35810 35811

IOWR�
#00FE�
DM0250�
#0009

MOV（21）�
#0000�
033

MOV（21）
#0001�
033

MOV（21）�
#0000�
033

03300 10112

25506

25506

END（01）�

●ポート 1の受信データ読み出し
ポート 1 の通信ステータス 35802（RS-232C 受信中フラグ）の OFF、
35803（RS-232C 受信完了フラグ）の ON を確認し、工程歩進制御用
のフラグ 03200を ON

工程歩進制御用のフラグ 03200の ONにより、10112（ユニット番号 0

のマスタのメッセージ通信実行可能フラグ）の ONを確認し、メッセ
ージ送信を起動
00FE Hex：マスタノードアドレス 0、マスタ号機アドレス＝FE Hex

DM0200：コマンドデータ格納チャネル
0009 Hex：マスタユニット番号 0、コマンドデータチャネル数 009

（BCD）
＝フラグが OFF（マスタへの書き込み異常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグ 03200を ONにし、再送信を実行
＝フラグが ON（マスタへの書き込み正常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグをクリア（メッセージ送信終了）

●ポート 2の受信データ読み出し
ポート 2 の通信ステータス 35810（RS-232C 受信中フラグ）の OFF、
35811（RS-232C 受信完了フラグ）の ON を確認し、工程歩進制御用
のフラグ 03300を ON

工程歩進制御用のフラグ 03300の ONにより、10112（ユニット番号 0

のマスタのメッセージ通信実行可能フラグ）の ONを確認し、メッセ
ージ送信を起動
00FE Hex：マスタノードアドレス 0、マスタ号機アドレス＝FE Hex

DM0250：コマンドデータ格納チャネル
0009 Hex：マスタユニット番号 0、コマンドデータチャネル数 009

（BCD）
＝フラグが OFF（マスタへの書き込み異常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグ 03300を ONにし、再送信を実行
＝フラグが ON（マスタへの書き込み正常終了）であれば、工程歩進
制御用のフラグをクリア（メッセージ送信終了）

オムロン製マスタユニットからExplicitメッセージ送信機能を発行する場合
は、Class IDと Instance IDを 2バイトで指定します。また、「受信データ
読み出し」コマンドでは、Attribute IDを 1バイトで指定します。

●レスポンス

読み出しが正常に行われると、レスポンスは次のように格納されます。

・ポート 1のレスポンス

チャネル 内容（Hex） 意味

DM0300 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
DM0301 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
DM0302 CH xx xx 受信バイト数（DM0303 CH 以降のデータ長）
DM0303 CH 08 8E スレーブノードアドレス＝8

「受信データ読み出し」レスポンス Service Code＝8E Hex
DM0304 CH xx xx 読み出された RS232C ユニットのポート 1の受信データ

上位バイト、下位バイトの順で格納されています。

・ポート 2のレスポンス

チャネル 内容（Hex） 意味

DM0350 CH 28 01 Explicit メッセージ送信コマンドコード＝28 01 Hex
DM0351 CH 00 00 終了コード（0000 Hex：正常終了）
DM0352 CH xx xx 受信バイト数（DM0353 CH 以降のデータ長）
DM0353 CH 08 8E スレーブノードアドレス＝8

「受信データ読み出し」レスポンス Service Code＝8E Hex
DM0354 CH xx xx 読み出された RS232C ユニットのポート 2の受信データ

上位バイト、下位バイトの順で格納されています。
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7-1　リモート I/O通信の性能

ここでは、オムロン製マスタユニットとオムロン製スレーブを使用した場合の、リ

モート I/O通信の性能について説明します。厳密な入出力のタイミングが要求される

場合などに参考としてください。

なお、ここで示す計算では、次の条件を満たしていることを前提としています。

・マスタユニットがスキャンリスト有効モードで動作していること

・必要なすべてのスレーブが加入していること

・マスタユニットで異常が表示されていないこと

・ネットワーク上に他社製コンフィグレータなどからのメッセージが発生していな

いこと

他社製マスタを使用している場合、または他社製スレーブが混在している
場合は、ここで示す計算結果と一致しない場合があります。

■入出力応答時間

入出力応答時間とは、入力スレーブでの入力がマスタに通知され、PC本体のラダー

プログラムで処理されて、出力スレーブで出力されるまでの時間のことです。

CVM1/CVシリーズ用の場合
（PC本体　非同期処理運転モード時）

●最小入出力応答時間

最小入出力応答時間は、マスタに入力が取り込まれた直後に、DeviceNetユニットの

リフレッシュが実行され、1周辺処理系サイクルタイム内で命令の実行が行われた場

合の入出力応答時間です。

PC�
(命令実行系）�

命令実行�

命令実行系�
サイクルタイム�

PC�
(周辺処理系）�

周辺処理系�
サイクルタイム�

マスタユニット�

入力�

出力�

TPC2 TRT-OUT TOUTTIN TRT-IN

TIN ：入力スレーブ ON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）

TOUT ：出力スレーブ ON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）

TRT-IN ：入力スレーブの 1スレーブ通信時間（P.7-7参照）

TRT-OUT ：出力スレーブの 1スレーブ通信時間（P.7-7参照）

TPC2 ：PC本体での周辺処理系サイクルタイム
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入力スレーブ ON（OFF）遅延時間や、出力スレーブ ON（OFF）遅延時間
については、第 4～6 章の各スレーブの説明を、PC 本体での周辺処理系サ
イクルタイムについては、「リフレッシュ処理時間」（P.7-8）と、使用し
ている PC本体のマニュアルを参照してください。

最小入出力応答時間（TMIN）は、次の式で求めることができます。

TMIN＝TIN＋TRT-IN＋TPC2＋TRT-OUT＋TOUT

●最大入出力応答時間

最大入出力応答時間は、次図のような場合の入出力応答時間です。

PC�
(命令実行系）�

命令実行�

命令実行系�
サイクルタイム�

PC�
(周辺処理系）�

マスタユニット�

入力�

出力�

TPC2 TRM TOUTTIN TRM

命令実行�

周辺処理系�
サイクル�
タイム�

TPC1 TPC2

TIN ：入力スレーブ ON（OFF）遅延時間

TOUT ：出力スレーブ ON（OFF）遅延時間

TRM ：ネットワーク全体の通信サイクルタイム（P.7-6参照）

TPC1 ：PC本体での命令実行系サイクルタイム

TPC2 ：PC本体での周辺処理系サイクルタイム

入力スレーブ ON（OFF）遅延時間や、出力スレーブ ON（OFF）遅延時間
については、第 4～6 章の各スレーブの説明を、PC 本体での命令実行系サ
イクルタイムと周辺処理系サイクルタイムについては、「リフレッシュ処
理時間」（P.7-8）と、使用している PC 本体のマニュアルを参照してくだ
さい。

最大入出力応答時間（TMAX）は、次の式で求めることができます。

TMAX＝TIN＋2×TRM＋TPC1＋2×TPC2＋TOUT
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CVM1/CVシリーズ用の場合
（PC本体　同期処理運転モード時）

●最小入出力応答時間

最小入出力応答時間は、次図のような場合の入出力応答時間です。

PC 命令実行�

サイクルタイム�

マスタユニット�

入力�

出力�

TPC0 TRT-OUT TOUTTIN TRT-IN＋TPC0

周辺系�
サービス�

周辺系�
サービス� 命令実行� 周辺系�

サービス�命令実行�

TIN ：入力スレーブ ON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）

TOUT ：出力スレーブ ON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）

TRT-IN ：入力スレーブの 1スレーブ通信時間（P.7-7参照）

TRT-OUT ：出力スレーブの 1スレーブ通信時間（P.7-7参照）

TPC0 ：PC本体でのサイクルタイム（命令実行＋周辺処理）

入力スレーブ ON（OFF）遅延時間や、出力スレーブ ON（OFF）遅延時間
については、第 4～6 章の各スレーブの説明を、PC 本体でのサイクルタイ
ムについては、「リフレッシュ処理時間」（P.7-8）と、使用している PC
本体のマニュアルを参照してください。

最小入出力応答時間（TMIN）は、次の式で求めることができます。

TMIN＝TIN＋TRT-IN＋2×TPC0＋TRT-OUT＋TOUT

●最大入出力応答時間

最大入出力応答時間は、次図のような場合の入出力応答時間のことです。

PC 命令実行�

サイクルタイム�

マスタユニット�

入力�

出力�

TPC0 TOUTTIN TRM＋TPC0

周辺系�
サービス�

周辺系�
サービス� 命令実行� 周辺系�

サービス�命令実行�
周辺系�
サービス�命令実行�

TRMTPC0
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TIN ：入力スレーブ ON（OFF）遅延時間

TOUT ：出力スレーブ ON（OFF）遅延時間

TRM ：ネットワーク全体の通信サイクルタイム（P.7-6参照）

TPC0 ：PC本体でのサイクルタイム（命令実行＋周辺処理）

入力スレーブ ON（OFF）遅延時間や、出力スレーブ ON（OFF）遅延時間
については、第 4～6 章の各スレーブの説明を、PC 本体での命令実行系サ
イクルタイムと周辺処理系サイクルタイムについては、「リフレッシュ処
理時間」（P.7-8）と、使用している PC 本体のマニュアルを参照してくだ
さい。

最大入出力応答時間（TMAX）は、次の式で求めることができます。

TMAX＝TIN＋2×TRM＋3×TPC0＋TOUT

CS1H/G用、C200HX/HG/HE（-Z）、C200HS用の場合

●最小入出力応答時間

最小入出力応答時間は、マスタに入力が取り込まれた直後に、そのスレーブの I/Oリ

フレッシュが実行され、すぐ次の I/Oリフレッシュの先頭でスレーブに出力された場

合の入出力応答時間です。

PC

マスタユニット�

入力�

出力�

TOUTTIN (TPC－TRF) TRT-OUTTRT-IN

命令実行�

TRF

TPC

TIN ：入力スレーブ ON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）

TOUT ：出力スレーブ ON（OFF）遅延時間（最小値として「0」とする）

TRT-IN ：入力スレーブの 1スレーブ通信時間（P.7-7参照）

TRT-OUT ：出力スレーブの 1スレーブ通信時間（P.7-7参照）

TPC ：PC本体でのサイクルタイム

TRF ：PC本体での DeviceNetユニットリフレッシュ時間（P.7-8参照）

入力スレーブ ON（OFF）遅延時間や、出力スレーブ ON（OFF）遅延時間
については、第 4～6 章の各スレーブの説明を、PC 本体でのサイクルタイ
ムについては、「リフレッシュ処理時間」（P.7-8）と、使用している PC
本体のマニュアルを参照してください。

最小入出力応答時間（TMIN）は、次の式で求めることができます。

TMIN＝TIN＋TRT-IN＋（TPC－TRF）＋TRT-OUT＋TOUT
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●最大入出力応答時間

最大入出力応答時間は、次図のような場合の入出力応答時間です。

PC 命令実行�

マスタユニット�

入力�

出力�

TPC TOUTTIN TRM TRFTPC

命令実行� 命令実行�

TRM

TIN ：入力スレーブ ON（OFF）遅延時間

TOUT ：出力スレーブ ON（OFF）遅延時間

TRM ：ネットワーク全体の通信サイクルタイム（P.7-6参照）

TPC ：PC本体でのサイクルタイム

TRF ：PC本体での DeviceNetユニットリフレッシュ時間（P.7-8参照）

入力スレーブ ON（OFF）遅延時間や、出力スレーブ ON（OFF）遅延時間
については、第 4～6 章の各スレーブの説明を、PC 本体でのサイクルタイ
ムについては、「リフレッシュ処理時間」（P.7-8）と、使用している PC
本体のマニュアルを参照してください。

最大入出力応答時間（TMAX）は、次の式で求めることができます。

TMAX＝TIN＋2×TRM＋2×TPC＋TRF＋TOUT

■通信サイクルタイムとリフレッシュ処理時間

ここでは、DeviceNetの様々な処理時間を計算するために必要となる、通信サイクル

タイムと、1スレーブ通信時間、リフレッシュ処理時間について説明します。

通信サイクルタイム
通信サイクルタイムとは、あるスレーブへの I/Oデータ通信を処理してから、再び同

じスレーブへの I/Oデータ通信を処理するまでの時間のことです。通信サイクルタイ

ムは、最大入出力応答時間を算出するためにも使用されます。

通信サイクルタイムは、ネットワーク中にマスタが 1台のみか／複数台存在するか、

メッセージ通信が行われたかなど、様々な要因によって変化します。ここでは、マ

スタが 1台の場合について説明します。マスタが複数台の場合は、「1ネットワーク

内にマスタが複数台の場合」（P.7-9）を参照してください。
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1ネットワーク内にマスタが 1台の場合の、通信サイクルタイム（TRM）の計算式を、

以下に示します。

ただし、計算結果が 2ms未満の場合は、TRM＝2msとして動作します。

TRM ＝Σ（1スレーブ通信時間）

＋多点ユニット処理時間

＋Explicitメッセージ処理時間

＋0.01×N＋1.0　［ms］

1スレーブ通信時間：

1つのスレーブの通信に要する時間（P.7-7参照）

「Σ（1 スレーブ通信時間）」は、ネットワーク内の全スレー

ブの 1スレーブ通信時間の合計を表します。

多点ユニット処理時間：

3.5　［ms］

IN・OUT の片方または両方が 8 バイトを超えるスレーブが 1

台でもある場合のみ加算

Explicitメッセージ処理時間：

0.11×TB＋0.6　［ms］

Explicitメッセージ通信実行時のみ加算

TB：定数（500k ビット/s 時＝2、125k ビット/s 時＝4、125k

ビット/s時＝8）

N ：スレーブの台数

1スレーブ通信時間
1スレーブ通信時間とは、1つのスレーブとの通信に要する時間のことです。

スレーブのタイプ別の、1スレーブ通信時間（TRT）の計算式を、以下に示します。

●OUTが 8バイト以内の、出力スレーブの場合

TRT＝0.016×TB×SOUT1＋0.11×TB＋0.07　［ms］

SOUT1 ：出力スレーブの OUTチャネル数

TB ：500kビット/s=2、250kビット/s=4、125kビット/s=8

●INが 8バイト以内の、入力スレーブの場合

TRT＝0.016×TB×SIN1＋0.06×TB＋0.05　［ms］

SIN1 ：入力スレーブの INチャネル数

TB ：500kビット/s=2、250kビット/s=4、125kビット/s=8

●INと OUTのどちらも 8バイト以内の、入出力混在スレーブの場合

TRT＝0.016×TB×（SOUT2＋SIN2）＋0.11×TB＋0.07　［ms］

SOUT2 ：入出力混在スレーブの OUTチャネル数

SIN2 ：入出力混在スレーブの INチャネル数

TB ：500kビット/s=2、250kビット/s=4、125kビット/s=8
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●IN・OUTの片方または両方が 8バイトを超える、スレーブの場合

TRT＝TOH＋TBYTE-IN×BIN＋TBYTE-OUT×BOUT　［ms］

TOH ：プロトコルオーバーヘッド

TBYTE-IN ：INのバイト伝送時間

BIN ：INのバイト数

TBYTE-OUT ：OUTのバイト伝送時間

BOUT ：OUTバイト数

通信速度 TOH TBYTE-IN TBYTE-OUT

500k ビット/s 0.306ms 0.040ms 0.036ms
250k ビット/s 0.542ms 0.073ms 0.069ms
125k ビット/s 1.014ms 0.139ms 0.135ms

INのみのスレーブの場合は BOUTを 0として計算し、OUTのみのスレーブの場合は

BINを 0として計算してください。

リフレッシュ処理時間
リフレッシュ処理時間とは、PC本体（CPUユニット）と DeviceNetマスタユニット

との間での入出力情報のやり取りに要する時間のことです。マスタユニットを装着

することにより、PC本体サイクルタイムが以下に示すように影響されます。

リフレッシュ処理時間や、PC本体サイクルタイムについての詳細は、使用
している PC本体のマニュアルを参照してください。

●CVM1/CVシリーズ用マスタユニットの場合

マスタユニットを装着することにより、PC本体サイクルタイム（CPU高機能ユニッ

トサービス）に、以下の処理時間が加算されます。

処理項目 処理時間

CPU 高機能ユニットサービス DeviceNet ユニットリフレッシュ処理：1.1［ms］

●CS1H/G用、C200HX/HG/HE（-Z）、C200HS用マスタユニットの場合

マスタユニットを装着することにより、PC本体サイクルタイム（I/Oリフレッシュ）

に、以下の処理時間が加算されます。

処理項目 処理時間

I/O リフレッシュ DeviceNet ユニット I/O リフレッシュ処理：
CS1H/G、C200HX/HG/HE（-Z）の場合

1.72 ＋ 0.022×占有 CH 数*1　［ms］
C200HS の場合

2.27 ＋ 0.077×占有 CH 数*1　［ms］

*1：・占有 CH 数は、全スレーブが占有する I/O エリアの CH 数です。途中にある空き
エリアも含みます。
例えば、ノードアドレス 1（IN 1CH）とノードアドレス 5（IN 1CH）のスレー
ブだけが接続されている場合でも、占有 CH 数は 5CH となります。

・メッセージ通信を行う場合は、メッセージ処理がされたときだけ、上記占有 CH
数にメッセージ通信 CH 数を加算して、処理時間を求めます。
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●C200H I/Oリンクユニットの場合

C200H I/Oリンクユニットを装着することにより、PC本体サイクルタイム（I/O リ

フレッシュ）に、以下の処理時間が加算されます。

処理項目 処理時間

I/O リフレッシュ 1.72 ＋ 0.022×占有 CH 数*1　［ms］

*1：・占有 CH 数は、Read/Write エリアを割り付けた CH の合計数です。
・メッセージ通信を行う場合は、メッセージ処理がされたときだけ、上記占有 CH
数にメッセージ通信 CH 数を加算して、処理時間を求めます。

■1ネットワーク内にマスタが複数台の場合

1ネットワーク内にマスタが複数台ある場合は、通信サイクルタイム（TRM）は以下

のようになります。

ここでは、マスタが 2台の場合を例に、説明していきます。

初めに、下図のように、マスタ Aとリモート I/O通信しているグループと、マスタ B

とリモート I/O通信しているグループに、ノードをグループ分けします。

グループ Bグループ A

マスタ A

スレーブ a

マスタ Aとリモート I/O通信するスレーブ

スレーブ b スレーブ c

マスタ B

スレーブ d スレーブ e スレーブ f

マスタ Bとリモート I/O通信するスレーブ

上図では、便宜上スレーブの位置もマスタごとに分けてありますが、実際のスレーブの物理的な位置

は無関係です。

次に、「通信サイクルタイムとリフレッシュ処理時間」（P.7-6）を参照して、それ

ぞれのグループが別々のネットワークだった場合の、それぞれの通信サイクルタイ

ムを計算します。

グループ Bグループ A

グループ Bの通信サイクルタイム：TRM-Bグループ Aの通信サイクルタイム：TRM-A

マスタ A

スレーブ a スレーブ b スレーブ c

マスタ B

スレーブ d スレーブ e スレーブ f

マスタが 2 台あるネットワークでは、ネットワーク全体の通信サイクルタイムは、

以下のようになります。

　　TRM＝TRM-A＋TRM-B

ここでは、マスタが 2 台あるネットワークを例に示しましたが、マスタが複数台あ

るネットワークでも同様に、リモート I/O通信ごとにグループ分けし、それぞれが独

立したネットワークだった場合の通信サイクルタイムの合計が、ネットワーク全体

の通信サイクルタイムとなります。
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■システム立ち上がり時間

ここでは、マスタへの電源投入またはリスタートから、リモート I/O通信が起動する

までの、システム立ち上がり時間を示します（スキャンリスト有効モードで、自動

起動でリモート I/O通信を開始するものとします）。

全スレーブの電源が投入された直後にマスタユニットを立ち上げた場合と、通信中

にマスタのみ再立ち上げする場合とでは、次のように異なります。

状況 スレーブの LED 表示 システム立ち上がり時間

スレーブ立ち上げ直後 NS LED が消灯または緑色
点滅

6秒

マスタのみ再立ち上げ NS LED が赤色点滅
（マスタ電断中のみ）

8秒

スレーブのみ再立ち上げ ー 10 秒

プログラム例
DeviceNetシステムが立ち上がるまでは、上記のように時間がかかります。ここでは、

マスタステータスエリアを利用して、マスタが立ち上がり、リモート I/O通信が起動

するまで、スレーブの I/O処理を行わないようにするプログラム例を示します。

マスタステータスエリアについての詳細は、各マスタユニットのマニュア
ルを参照してください。

このプログラム例の条件は、次のようになっています。

PC本体 ：CVM1シリーズ PC

マスタユニットのユニット番号 ：00

(004)�
JMP  #0001

(005)�
JME  #0001

1501�
15

1501�
14

「I/Oデータ通信�
動作中」フラグ�

「異常発生中/異常�
により通信停止中」�
フラグ�

スレーブの�
I/O処理�
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7-2　メッセージ通信の性能

■メッセージ通信時間
あるノードから他のノードへメッセージ（SEND/RECV 命令時はデータ、CMND、

IOWR命令時は FINSコマンド）を発行する場合、マスタユニットからネットワーク

上にメッセージを出し始めてから、メッセージを出し終わるまでの時間を「メッセ

ージ通信時間」と呼びます。

お願い� この「メッセージ通信時間」より短い時間内に、PC 本体（CPU ユニット）が他
のメッセージを実行（メッセージ発行）したり、他ノードから自ノード宛にメッ
セージ通信を実行される（メッセージを受信する）と、送信しようとしていたレ
スポンスメッセージが破棄されたり、受信したメッセージが破棄されたりするこ
とがあります。そこで、メッセージ通信を行う場合は、メッセージ通信時間より
も長い間隔で、通信用の命令（SEND/RECV、CMND、IOWR命令）を実行してく
ださい。また、同一ノードへのメッセージ送信の間隔も、メッセージ通信時間よ
り長くしてください。
なお、送信および受信メッセージを破棄するエラーが発生した場合には、マスタ
ユニットの異常履歴に、該当するエラーが記録されます。FINSコマンドの発行に
よって、マスタユニット内の異常履歴を読み出すか、コンフィグレータからモニ
タしてください。

メッセージ通信時間は、以下の式を目安としてください。

メッセージ通信時間＝通信サイクルタイム×｛（メッセージバイト数＋15）÷6＋1｝

メッセージバイト数：

FINSコマンドのコマンドコードより後のデータのバイト数

通信サイクルタイムは、リモート I/O通信の実行の有無によって、次のようになりま

す。

●メッセージ通信のみを実行するとき（リモート I/O通信停止中のとき）

通信サイクルタイム＝2 注＋0.11×TB＋0.6　［ms］

TB ：500kビット/s時=2、250kビット/s時=4、125kビット/s時=8

　（通信速度によって異なる）

注：リモート I/O通信停止時の通信サイクルタイムは 2msです。

●リモート I/O通信実行中にメッセージ通信を実行するとき

通信サイクルタイム＝（リモート I/O通信のみ実行時の通信サイクルタイム）

＋0.11×TB＋0.6　［ms］

TB ：500kビット/s時=2、250kビット/s時=4、125kビット/s時=8

　（通信速度によって異なる）

お願い� 上記のメッセージ通信時間は、あくまでも目安であり、最大値を示すものではあ
りません。メッセージ通信時間は、発生するメッセージの頻度や、相手ノードの
負荷状況、通信サイクル時間などの要因によって変化します。特定のマスタユニ
ットに負荷がかかると、上記の計算式で求めた値よりも長くなることがあります
ので、注意してください。



7-12

７
通
信
タ
イ
ミ
ン
グ



異常時の処置とメンテナンス

第８章 



8-2

８
異
常
時
の
処
置
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

8-1　LED表示の意味と異常時の処置

■スレーブで発生する異常と処置

MS/NS LED 内容 備考
MS 　緑点灯
NS 　緑点灯

リモート I/O 通信中
またはメッセージ通
信中

リモート I/O 通信実行
中、またはメッセージ通
信を実行中

リモート I/O 通信、メッセージ通信のどちらか、
または両方が実行中の状態です。
正常な状態です。

MS 　緑点灯
NS 　消灯

ノードアドレス重複
チェック中

マスタでのノードアドレ
ス重複チェック完了待ち

特定スレーブのみがこの状態の場合は、通信速度
が同一か確認後、スレーブを再起動してくださ
い。

MS 　緑点灯
NS 　緑点滅

コネクション待ち マスタからのコネクショ
ン確立待ち状態

MS 　赤点灯
NS 　消灯

ウォッチドッグタイ
マ異常

スレーブでウォッチドッ
グタイマ異常が発生

スレーブを交換してください。

MS 　赤点滅
NS 　消灯

スイッチ設定不正 ディップスイッチなどの
スイッチの設定が不正

スイッチ設定を確認後、スレーブを再起動してく
ださい。

MS 　緑点灯
NS 　赤点灯

ノードアドレス重複 マスタユニットとノード
アドレスが重複

ノードアドレスが重複しないように再設定後、ス
レーブを再起動してください。

MS 　緑点灯
NS 　赤点灯

Busoff 検知 Busoff（データ異常多発
による通信停止）状態

以下の項目を検討後、スレーブを再起動してくだ
さい。
・マスタ/スレーブの通信速度が同一か
・ケーブル長（幹線/支線）は適切か
・ケーブルの断線・ゆるみがないか
・終端抵抗が幹線の両端のみにあるか
・ノイズが多くないか

MS 　緑点灯
NS 　赤点滅

通信タイムアウト  以下の項目を検討後、スレーブを再起動してくだ
さい。
・マスタ/スレーブの通信速度が同一か
・ケーブル長（幹線/支線）は適切か
・ケーブルの断線・ゆるみがないか
・終端抵抗が幹線の両端のみにあるか
・ノイズが多くないか
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■C200H I/Oリンクユニットの 7セグメント LED表示

C200H I/Oリンクユニットの 7セグメント LEDは、正常時は C200H I/Oリンクユニ

ットのノードアドレスを 10進数（00～63）で表示します。異常時は、異常コードと

ノードアドレスを交互に表示します。複数の異常が同時に発生しているときは、異

常コード→異常コード→・・・→ノードアドレスの順で表示します。

7セグメント LEDの右下のドット LEDは、ステータス（高機能 I/Oエリアの先頭＋

5CH）のビット 13（Read/Write エリアデフォルト設定）と連動し、Read/Write エリ

アの設定状態を、次のように反映します。

左右とも消灯：ユーザ設定

左右とも点灯：デフォルト設定

正常時は、C200H I/Oリンクユニットのノードアドレスを表示�
異常時は、異常コードとC200H I/Oリンクユニットのノードアドレスを交互表示�

Read/Writeエリア　デフォルト/ユーザ設定�

［異常コードとノードアドレスの表示］

異常コード�
（1sec）�

消灯�
（0.3sec）�

消灯�
（0.3sec）�

消灯�
（0.3sec）�

消灯�
（0.3sec）�

異常コード�
（1sec）�

ノードアドレス�
（1sec）�

・複数個の異常が同時に発生しているときは、異常コード→異常コード→・・・→ノードアドレスの順で表示します。

●7セグメント LED
状態 表示

ウォッチドッグタイマ異常 消灯
メモリ異常、システム異常 異常コードのみ 点灯

異常発生時

他のすべての異常 異常コードとノードアドレスを交互に表
示する（下記参照）

●左右ドット LED
状態 表示

Read/Write エリアデフォルト設定 左右とも点灯
Read/Write エリアユーザ設定 左右とも消灯
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8-2　トラブルシューティング

■スレーブのトラブルシューティング

LEDが赤色点灯または赤色点滅する場合

MS LED が赤色点灯する。 ・スレーブが故障しています。
スレーブを交換してください。

MS LED が赤色点滅する。 ・通信速度が正しく設定されているか確認してください。
125k、250k、500k ビット/s 以外の設定はできません。
再設定後、再起動してください。
・通信速度が正しく設定されているにもかかわらず MS LED が赤色点滅
する場合は、スレーブを交換してください。

MS LED 緑色点灯後、NS LED が緑色点滅せず
にすぐ赤色点灯する。

以下の項目を点検後、異常スレーブを再起動してください。
・ノードアドレスが重複しています。
全ノードのノードアドレスを確認して、重複しないよう設定してくだ
さい。
・マスタとスレーブの通信速度がすべて一致しているか確認してくだ
さい。
一致していないスレーブが存在する場合は、同じ通信速度に設定して
ください。
・「NS LED が緑色点灯するが、しばらくすると赤色点灯になる」の項
目を参照してください。
・特定のスレーブの NS LED が常に赤色点灯する場合は、そのスレーブ
を交換してください。

NS LED が緑色点灯するが、しばらくすると
赤色点灯になる。
または、NS LED が緑色点灯するが、しばら
くすると赤色点滅になる。

以下の項目を点検後、異常スレーブを再起動してください。
・ネットワーク幹線の両端に終端抵抗（121 Ω）が接続されているか確
認してください。
正しい終端抵抗が接続されていない場合は、121 Ωの終端抵抗を接続
してください。
・マスタとスレーブの通信速度がすべて一致しているか確認してくだ
さい。
一致していないスレーブが存在する場合は、同じ通信速度に設定して
ください。
・すべてのスレーブが正しく設定されてるか確認してください。
・通信ケーブルが正しく配線されているか確認してください。
・電源ケーブルおよび電源が正しく配線、設定されているか確認してく
ださい。
・すべてのノードについて、コネクタへの配線部で、通信ケーブル、電
源ケーブルが断線していないか確認してください。
・通信電源が正しく供給されているか確認してください。
・周囲にノイズを発生させる機器がある場合は、マスタやスレーブ、通
信ケーブルにノイズ対策を行ってください。
・オムロン製マスタユニットを使用している場合で、マスタユニットに
異常が発生しているときは、各マスタユニットのマニュアルを参照し
てください。
他社製マスタユニットを使用している場合で、マスタユニットに異常
が発生しているときは、その商品の取扱説明書を参照してください。
・特定のスレーブの NS LED が常に赤色点灯する場合は、そのスレーブ
を交換してください。
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ネットワークに加入しない場合
NS LED が消灯したまま変化しな
い。

・マスタとスレーブの通信速度がすべて一致しているか確認してください。一
致していないスレーブが存在する場合には、同じ通信速度に設定してくださ
い。
・スレーブのコネクタが正しく接続されているか確認してください。
・通信電源 24V が供給されているか確認してください。
・マスタが正しく動作しているか確認してください。
オムロン製マスタユニットを使用している場合は、各マスタユニットのマニ
ュアルを参照してください。
他社製マスタの場合は、その商品の取扱説明書を参照してください。
・通信ケーブルが正しく配線されているか確認してください。
・電源ケーブルおよび電源が正しく配線、設定されているか確認してくださ
い。
・コネクタへの配線部で、通信ケーブル、電源ケーブルが断線していないか確
認してください。

NS LED が緑色点滅したまま変化し
ない。

・マスタが正しく動作しているか確認してください。
オムロン製マスタユニットを使用している場合は、各マスタユニットのマニ
ュアルを参照してください。
他社製マスタの場合は、その商品の取扱説明書を参照してください。
・スレーブが、マスタのスキャンリストに登録されているか確認してくださ
い。
オムロン製マスタユニットを使用している場合、マスタユニットがスキャン
リスト有効モードで動作していると、新たなスレーブを追加しても加入でき
ません。
「スキャンリストクリア」操作を行った後、追加したスレーブの加入を確認
し、「スキャンリスト作成」操作を行ってください。
他社製マスタの場合、スキャンリストへの登録方法はその商品の取扱説明書
を参照してください。

NS LED が緑色点滅と緑色点灯を繰
り返す。または、NS LED が赤色点
滅と緑色点滅を繰り返す。

・オムロン製マスタユニットを使用している場合、以下の項目の確認と、マス
タユニットの LED 表示によりその処置をしてください。
→スキャンリストの再登録をしてください。
「スキャンリストクリア」操作を行った後、スレーブの加入を確認し、「ス
キャンリスト作成」操作を行ってください。
→スレーブの I/O エリアが他のスレーブと重複していないか確認してくださ
い。重複している場合は、重複しないようノードアドレスを設定してくだ
さい。
→スレーブの I/O エリアが、マスタユニットで許可されたエリアをオーバー
していないか確認してください（下記参照）。
形 C200HW-DRM21-V1 OUT：50～99CH

IN ：350～399CH
オーバーしている場合は、オーバーしないようノードアドレスを設定して
ください。

・他社製マスタを使用している場合は、そのマスタに登録されているスキャン
リストの I/O サイズと、スレーブの I/O サイズが一致しているか確認してく
ださい。
I/O サイズは、Connection オブジェクトの以下のアトリビュートに記載され
ています。

インスタンス 2 （Polled I/O Connection）
Produced Connection Size （入力サイズ）
Consumed Connection Size （出力サイズ）

または、
インスタンス 3 （ビット Strobed I/O Connection）

Produced Connection Size （入力サイズ）
付録の「付-2　他社製マスタと接続する場合」を参照して、マスタのスキャ
ンリストに正しい値を登録してください。
登録方法はマスタの取扱説明書を参照してください。
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■アナログ入力ターミナルのトラブルシューティング

形 DRT1-AD04の場合

AD 変換データが FFFF になる。 ・入力レンジが 1～5V または 4～20mA の場合、入力信号が 0.8V 未満ま
たは 3.2mA 未満になると、断線検知機能が働き、AD 変換データが FFFF
になります。
アナログ入力のケーブルが断線または誤配線していないか確認して
ください。
入力信号が 0.8V 以上または 3.2mA 以上に戻ると、自動的に正常な AD
変換データが出力されます。

形 DRT1-AD04Hの場合

断線表示 LED が点灯し、AD 変換データが
7FFF になる。

・入力レンジが 1～5V または 4～20mA の場合、入力信号が 0.8V 未満ま
たは 3.2mA 未満になると、断線検知機能が働き、AD 変換データが 7FFF
になります。同時に断線表示 LED も点灯します。
アナログ入力のケーブルが断線または誤配線していないか確認して
ください。
入力信号が 0.8V 以上または 3.2mA 以上に戻ると、自動的に正常な AD
変換データが出力されます。同時に断線表示 LED も消灯します。

■温度入力ターミナルのトラブルシューティング

断線表示 LED が点灯し、温度データが 7FFF
になる。

・温度センサのケーブルが断線していないか確認してください。
・入力の配線を確認してください。
・冷接点補償器の接続を確認してください（形 DRT1-TS04T のみ）。

■C200H I/Oリンクユニットのトラブルシューティング

C200H I/Oリンクユニットで異常が発生している場合は、次のチェックフローに従い

異常原因、箇所を調べ、対処してください。

NO

YES

異常発生�

7セグメントLEDが�
異常表示をしている�

「現象からのトラブルシューティング」�
（P.8-8）を参照�

「7セグメントLEDによるトラブルシュー�
ティング」（P.8-7）を参照�
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7セグメント LEDによるトラブルシューティング
表示 考えられる原因 対処方法

C0 PC がプログラムモードではないのにリンクエ
リアの設定を変更しようとした。

①ソフトスイッチのビット 0を OFF にします。
② PC をプログラムモードにします。
③ソフトスイッチのビット 0を ON に戻します。

C3 リンクエリアの設定が不正な値である。 ①ソフトスイッチのビット 0を OFF にします。
②エリアの設定、アドレスの設定、サイズの設定を見直し、設定し
直してください。
③ソフトスイッチのビット 0を ON に戻します。

D9 マスタ局との通信がタイムアウトした。
・マスタがダウンしている。
・ケーブルが外れている。
・ノイズ源が近くにある。

①マスタユニットの状態を確認してください。
② DeviceNet 通信ケーブルの状態やノイズの状態を確認してくだ
さい。
③①、②を行っても復帰しない場合は、ユニットを再起動してくだ
さい。

E0 ネットワークからの通信用電源が正常に供給
されていない。

ネットワークの電源、ネットワークケーブルの配線を確認し本ユニ
ットを再起動してください。

E4 本ユニットの Read/Write エリア設定がデフォ
ルトのまま、他の通信ユニットが装着されてい
る。

① SYSBUS 親局、DeviceNet マスタ局、DeviceNet スレーブ局のエリ
ア設定が重複していないか確認してください。
②ソフトスイッチのビット 0 により、本ユニットの Read/Write エ
リアの設定を行ってください（意図的に重複させている場合で
も、Read/Write エリアを設定し直すことで動作するようになり
ます）。
③本ユニットを再起動してください。。

E6 CPU ユニットに C200H もしくは C200HS が装着
されている。

CPU ユニットを CS、または C200HE、C200HG、C200HX に装着し直し、
PC 本体を再起動してください。

E8 内部不揮発メモリのデータ異常。 ①ソフトスイッチのビット 0 により、本ユニットの Read/Write エ
リアの設定を行ってください。
②本ユニットを再起動してください。
③それでも直らない場合は本ユニットを交換してください。

F0 本ユニットと同一のノードアドレスのノード
がすでに存在している。

ノードアドレスが重複しないように設定し直し、本ユニットを再起
動してください。

Busoff 状態になっている。 ① DeviceNet 通信ケーブルの状態やノイズの状態を確認してくだ
さい。
②本ユニットを再起動してください。

F1

マスタと通信速度が合っていない。 通信速度を合わせて、本ユニットを再起動してください。
F3 前面または背面のディップスイッチの設定が

間違っている。
・前面 SW4 が ON になっている。
・前面 SW1、2 が両方とも ON になっている。
・背面 SW7 または SW8 が ON になっている。

・前面 SW4、背面 SW7、8 は常に OFF としてください。
・前面 SW1、2 は、ネットワーク上のすべてのノード（マスタ、ス
レーブ）で同じ通信速度となるように、正しい値に設定してくだ
さい。

F6 ノイズなどによりCPUユニットとのI/Fに異常
が発生した。

ノイズ環境等を除いてから、PC 本体を再起動してください。
それでも直らない場合は、本ユニットまたは CPU ユニットを交換し
てください。

F9 ハードウェア異常。 ①本ユニットを再起動してください。
②それでも直らない場合は、本ユニットを交換してください。
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現象からのトラブルシュート
現象 考えられる原因 対処方法

電源を ON してもスレーブユニットの
LED がすべて消灯している。

ノイズ等による CPU エラー。 本ユニットを再起動してください。

設定有効の操作を行っていない。 ①ソフトスイッチのビット 0を ON にします。
②本ユニットをリセットしてください。

Read/Write エリアの設定を正常に設定
したのに、設定どおりデータが更新され
ない。 ユニットのリセットを行っていな

い。
PC 本体を再起動するか、AR01CH（CS シリーズ
以外）または A502～507（CS シリーズ）の該
当号機番号のビットをOFF→ON→OFFしてくだ
さい。

エリア設定した後、動作させて見ると、
OUT エリアのデータが頻繁に予期せぬ値
となる。

他の通信ユニットのエリアと重複
している。

他の通信ユニットのエリアの設定を確認し、
データを書き込むエリア同士が重ならないよ
うに設定し直してください。

マスタからスレーブの DM エリアを読み
出しても不安定な値が返り、データを読
み出せない。

C200HE-CPU11 の DM4096 以上をア
クセスしようとしている。

正しいエリアにアクセスしてください。

C200H I/O リンクユニットのステータス
の「Explicit コネクション確立中フラ
グ」が ON しているにもかかわらず、マ
スタからの Explicit メッセージを受け
られない。

ネットワークケーブルが外れてい
るか、マスタの電源が OFF になっ
ている（オムロン製マスタでは、
Explicitコネクションにタイムア
ウトを設けていないため、通信が
とぎれてもフラグは OFF になりま
せん）。

マスタを再起動するか、ケーブルを正しく接
続してください（オムロン製マスタでは、
Explicit コネクションにタイムアウトを設定
することはできません）。

■RS232Cユニットのトラブルシューティング

現象 考えられる原因 対処方法
RS232C ユニットの ERR LED が点灯する。RS232C ユニットが故障している。RS232C ユニットを交換してください。

配線に誤りがある、またはケーブ
ルが正しく接続されていない。

RS-232C 機器との配線を確認してください。RS-232C ポートで通信を行えない
（RS232C ユニットの RD、SD LED が点灯
しない）。 RS-232C ポートの通信条件が RS-

232C 機器と一致していない。
RS-232C 機器の通信条件と一致するように、
RS-232C ポートの通信条件を設定し直してく
ださい。

「通信ステータス」の「システム設定エ
ラーフラグ」（ビット 1、9）が ON にな
る。

通信条件の設定に誤りがある。 正しい通信条件を「通信条件設定」コマンド
で再設定してから、「RS-232C ポートリセッ
ト」コマンドの実行、または RS232C ユニット
の再起動を行ってください。

「通信ステータス」の「パリティエラー
フラグ」（ビット 4、12）が ON になる。

パリティの設定が RS-232C 機器と
一致していない。

RS-232C 機器の設定と一致するように、RS-
232C ポートのパリティを設定し直してくださ
い。

「通信ステータス」の「オーバーランエ
ラーフラグ」（ビット 5、13）が ON に
なる。

通信速度の設定が RS-232C 機器と
一致していない。

RS-232C 機器の設定と一致するように、RS-
232C ポートの通信速度を設定し直してくださ
い。

「通信ステータス」の「フレーミングエ
ラーフラグ」（ビット 6、14）が ON に
なる。

キャラクタフォーマット（データ
長、パリティ、ストップビット長）
の設定が RS-232C 機器と一致して
いない。

RS-232C 機器の設定と一致するように、RS-
232C ポートのキャラクタフォーマット（デー
タ長、パリティ、ストップビット長）を設定
し直してください。

「通信ステータス」の「受信バッファオ
ーバーフローフラグ」（ビット 7、15）
が ON になる。

受信バッファがオーバーフローし
た。

RS232C ユニットの各ポートの受信バッファは
1024 バイトです。受信バッファがオーバーフ
ローしないように、読み出し頻度を増やして
ください。
受信バッファがオーバーフローした場合は、
「RS-232C ポートリセット」コマンドの実行、
またはRS232Cユニットの再起動を行ってくだ
さい。
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8-3　機器のメンテナンス

ここでは、日常の機器のメンテナンスとして、清掃方法と点検方法、およびユニッ

ト交換時の取り扱い方法について説明します。

■清掃方法

ネットワークを常に最良の状態で使用するために、次のように定期的に清掃を行っ

てください。

・日常の清掃時には、乾いたやわらかい布で乾拭きしてください。

・乾拭きでも汚れが落ちないときは、布を十分に薄めた中性洗剤（2%）で湿らせて、

固く絞ってから拭いてください。

・ユニットにゴムや、ビニール製品、テープなどを長時間付着させておくと、シミ

が付くことがあります。付着している場合は、清掃時に取り除いてください。

お願い� ベンジンや、シンナーなどの揮発性の溶剤や、化学雑巾などは、絶対に使用しな
いでください。ユニットの塗装が変質する恐れがあります。

■点検方法

最良の状態でご使用いただくためにも、定期点検を欠かさず行ってください。

点検は、通常は 6ヶ月～1年に 1回の間隔で実施してください。ただし、極端に高温

多湿の環境やほこりの多い環境などで使用する場合は、点検間隔を短くしてくださ

い。

点検に必要な機材
点検をする前に以下の機材を準備します。

●日常的に必要なもの

・プラスドライバ、マイナスドライバ

・通信コネクタ用ドライバ

・テスタ（またはデジタルボルトメータ）

・工業用アルコールと純綿布

●場合により必要なもの

・シンクロスコープ

・ペン書きオシロスコープ

・温度計、湿度計
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点検項目
以下の項目について、判定基準から外れていないかどうかを点検します。判定基準

から外れているときは、基準内に入るように周囲の環境を改善するか、本体を調整

するかしてください。

点検項目 点検内容 判定基準 点検手段

環境状態 周囲および盤内温度は適当か 各スレーブの仕様参照 温度計
周囲および盤内湿度は適当か 各スレーブの仕様参照 湿度計
ほこりが積もっていないか ほこりのないこと 目視

取り付け状態 ユニットはしっかり固定されているか ゆるみのないこと プラスドライバ
通信ケーブルのコネクタは完全に挿入され
ているか

ゆるみのないこと プラスドライバ

外部配線のネジはゆるんでいないか ゆるみのないこと プラスドライバ
接続ケーブルは切れかかっていないか 外観に異常のないこと 目視

■ノード交換時の取り扱い方法

DeviceNetの各ノード（マスタ、スレーブ）は、ネットワークを構成する機器です。

ノードが故障した場合、ネットワーク全体に影響を及ぼすことがありますので、速

やかに修復作業を行ってください。ネットワーク機能の修復をできるだけ早く行う

ために、交換用の予備の機器を用意されるようお勧めします。

ノード交換時のお願い
点検などで不良を発見して本体を交換するときは、次の点に注意してください。

・交換後、新しい機器にも異常がないか確認してください。

・不良機器を修理のために返却される場合は、不良の内容についてできるだけ詳細

に記載した用紙を機器に添付して、巻末記載の当社支店または営業所へお送りく

ださい。

・接触不良の場合は、接点をきれいな純綿布に工業用アルコールを染み込ませたも

ので拭いてください。

ノード交換後の設定
ノード交換後は、スイッチなどを交換前のノードと同じ状態に設定し直してくださ

い。
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付-1　ディップスイッチとノードアドレス
対応表

ここでは、ディップスイッチの設定とノードアドレスの対応をすべて示します。

ディップスイッチの名称や ON の向きは、スレーブによって異なることがあります

が、各スイッチが 2 進数の各桁に対応する点では同じです。下表を参考にして、ノ

ードアドレスを設定してください。

ディップスイッチ ディップスイッチ
1
(1)

2
(2)

3
(4)

4
(8)

5
(16)

6
(32)

ノード
アドレス

1
(1)

2
(2)

3
(4)

4
(8)

5
(16)

6
(32)

ノード
アドレス

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 32
1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 33
0 1 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 1 34
1 1 0 0 0 0 3 1 1 0 0 0 1 35
0 0 1 0 0 0 4 0 0 1 0 0 1 36
1 0 1 0 0 0 5 1 0 1 0 0 1 37
0 1 1 0 0 0 6 0 1 1 0 0 1 38
1 1 1 0 0 0 7 1 1 1 0 0 1 39
0 0 0 1 0 0 8 0 0 0 1 0 1 40
1 0 0 1 0 0 9 1 0 0 1 0 1 41
0 1 0 1 0 0 10 0 1 0 1 0 1 42
1 1 0 1 0 0 11 1 1 0 1 0 1 43
0 0 1 1 0 0 12 0 0 1 1 0 1 44
1 0 1 1 0 0 13 1 0 1 1 0 1 45
0 1 1 1 0 0 14 0 1 1 1 0 1 46
1 1 1 1 0 0 15 1 1 1 1 0 1 47
0 0 0 0 1 0 16 0 0 0 0 1 1 48
1 0 0 0 1 0 17 1 0 0 0 1 1 49
0 1 0 0 1 0 18 0 1 0 0 1 1 50
1 1 0 0 1 0 19 1 1 0 0 1 1 51
0 0 1 0 1 0 20 0 0 1 0 1 1 52
1 0 1 0 1 0 21 1 0 1 0 1 1 53
0 1 1 0 1 0 22 0 1 1 0 1 1 54
1 1 1 0 1 0 23 1 1 1 0 1 1 55
0 0 0 1 1 0 24 0 0 0 1 1 1 56
1 0 0 1 1 0 25 1 0 0 1 1 1 57
0 1 0 1 1 0 26 0 1 0 1 1 1 58
1 1 0 1 1 0 27 1 1 0 1 1 1 59
0 0 1 1 1 0 28 0 0 1 1 1 1 60
1 0 1 1 1 0 29 1 0 1 1 1 1 61
0 1 1 1 1 0 30 0 1 1 1 1 1 62
1 1 1 1 1 0 31 1 1 1 1 1 1 63

0：OFF　1：ON
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付-2　他社製マスタと接続する場合

ここでは、他社製マスタにオムロン製スレーブを接続する場合について説明します。

お願い� 出力を持っているスレーブに対しては、bit strobeコネクションで通信を行わない
ようにしてください。
DeviceNetの I/O通信には、poll、bit strobeなど複数のコネクションタイプがあり
ますが、DeviceNet仕様では bit strobeコネクションは入力専用となっています。
オムロン製マスタユニットはこの仕様に従い、出力スレーブとは poll コネクショ
ンで通信しますが、他社製マスタの中には、出力ユニットと bit strobeコネクショ
ンで通信するものもあります。他社製マスタと接続する際には、仕様を確認のう
え正しく接続してください。

他社製マスタにオムロン製スレーブを接続する場合は、他社製コンフィグレータに

オムロン製スレーブの EDSファイルをインストールし、スレーブの情報をマスタに

設定する必要があります（設定なしで接続できる他社製マスタもあります）。

コンフィグレータに EDSファイルをインストールすると、他社製マスタに接続でき

るようになるだけでなく、スレーブによっては、固有のパラメータの設定などをコ

ンフィグレータで行えるようになります。

EDSファイルが入手できない場合や、他社製コンフィグレータが EDSファ
イルをサポートしていない場合は、コネクションタイプ、データサイズな
どを直接入力して設定する必要があります。

EDSファイルのインストール

EDSファイルは、メーカによりスレーブごとに用意されており、スレーブの IDや、

入出力のデータサイズ、設定値の情報などが登録されています。EDS ファイルをコ

ンフィグレータにインストールすると、スレーブの設定値を変更できるようになり、

マスタのスキャンリスト作成時には I/O サイズが自動的に入力されるようになりま

す。

このマニュアルに記載されているスレーブの EDSファイルは、オムロンWebサイト

からダウンロードすることができます。

ダウンロードしたファイルの中から、目的の機種の EDSファイルをコンフィグレー

タにインストールします。具体的なインストール方法については、ご使用のコンフ

ィグレータのマニュアルを参照してください。
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EDSファイルを入手できない場合
（各スレーブのコネクションタイプとデータサイズ）

EDSファイルを入手できない場合や、他社製コンフィグレータが EDSファイルをサ

ポートしていない場合は、コネクションタイプやデータサイズなどを、直接入力し

て設定する必要があります（コネクションタイプは、スレーブがサポートしている

ものを必ず選択してください）。

DeviceNetの I/O通信では、次のコネクションタイプを使用します。

コネクションタイプ 内容 備考

poll マスタから各スレーブに対
して、個別にコマンド/レス
ポンスを送受信してデータ
交換するタイプ（コマンド
には OUT データが、レスポ
ンスには IN データが付け
られます）

bit strobe マスタからのブロードキャ
ストコマンド（一斉送信コ
マンド）に対して、複数の
スレーブが、IN データを付
けたレスポンスを返信して
データ交換するタイプ

コマンドが1回なので通信
サイクルタイムが短くな
ります。ただしこのタイプ
は、IN データ 8byte 以内の
スレーブのみが対象とな
ります。

change of state
（COS）

マスタまたはスレーブのデ
ータに変化があったとき
に、データを送信するタイ
プ

変化があったときのみ通
信します。データがあまり
変化しない機器が余計な
通信を行わないため、全体
の回線使用効率が向上し
ます。

cyclic サイクリック（一定時間ご
と）にマスタ/スレーブが
IN/OUTデータを送信するタ
イプ
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オムロン製スレーブのコネクションタイプとデータサイズは、以下のようになって
います。

○：サポート　　×：未サポート
対応コネクションタイプ データサイズ（byte）

形式 poll bit
strobe

change of
state

cyclic IN OUT

形 DRT1-ID08 ○ ○ × × 1 0
形 DRT1-ID08-1 ○ ○ × × 1 0
形 DRT1-ID16 ○ ○ × × 2 0
形 DRT1-ID16-1 ○ ○ × × 2 0
形 DRT1-OD08 ○ × × × 0 1
形 DRT1-OD08-1 ○ × × × 0 1
形 DRT1-OD16 ○ × × × 0 2
形 DRT1-OD16-1 ○ × × × 0 2

リモート I/O ターミナル
（トランジスタタイプ）

形 DRT1-MD16 ○ × × × 1 1
形 DRT1-ID16T ○ ○ × × 2 0
形 DRT1-ID16T-1 ○ ○ × × 2 0
形 DRT1-ID16TA ○ ○ × × 2 0
形 DRT1-ID16TA-1 ○ ○ × × 2 0
形 DRT1-OD16T ○ × × × 0 2
形 DRT1-OD16T-1 ○ × × × 0 2
形 DRT1-OD16TA ○ × × × 0 2
形 DRT1-OD16TA-1 ○ × × × 0 2
形 DRT1-MD16T ○ × × × 1 1
形 DRT1-MD16T-1 ○ × × × 1 1
形 DRT1-MD16TA ○ × × × 1 1

リモート I/O ターミナル
（トランジスタ・3段端子台タイプ）

形 DRT1-MD16TA-1 ○ × × × 1 1
形 DRT1-ID32ML ○ ○ × × 4 0
形 DRT1-ID32ML-1 ○ ○ × × 4 0
形 DRT1-OD32ML ○ × × × 0 4
形 DRT1-OD32ML-1 ○ × × × 0 4
形 DRT1-MD32ML ○ × × × 2 2

リモート I/O ターミナル
（トランジスタ・コネクタタイプ）

形 DRT1-MD32ML-1 ○ × × × 2 2
形 DRT1-ID16X ○ ○ × × 2 0
形 DRT1-ID16X-1 ○ ○ × × 2 0
形 DRT1-OD16X ○ × × × 0 2

リモートアダプタ

形 DRT1-OD16X-1 ○ × × × 0 2
形 DRT1-HD16S ○ ○ × × 2 0センサターミナル
形 DRT1-ND16S ○ × × × 1 1
形 DRT1-TS04T ○ ○ × × 8 0温度入力ターミナル
形 DRT1-TS04P ○ ○ × × 8 0
形 DRT1-AD04 ○ ○ × × 8 0アナログ入力ターミナル
形 DRT1-AD04H ○ ○ × × 8 0

アナログ出力ターミナル 形 DRT1-DA02 ○ × × × 0 4
CQM1 I/O リンクユニット 形 CQM1-DRT21 ○ × × × 2 2

形 DRT1-ID08C ○ ○ × × 1 0
形 DRT1-HD16C ○ ○ × × 2 0
形 DRT1-HD16C-1 ○ ○ × × 2 0
形 DRT1-OD08C ○ × × × 0 1
形 DRT1-WD16C ○ × × × 0 2
形 DRT1-WD16C-1 ○ × × × 0 2
形 DRT1-MD16C ○ × × × 1 1

耐環境ターミナル

形 DRT1-MD16C-1 ○ × × × 1 1
形 DRT1-ID04CL ○ ○ × × 1 0
形 DRT1-ID04CL-1 ○ ○ × × 1 0
形 DRT1-ID08CL ○ ○ × × 1 0
形 DRT1-ID08CL-1 ○ ○ × × 1 0
形 DRT1-OD04CL ○ × × × 0 1
形 DRT1-OD04CL-1 ○ × × × 0 1
形 DRT1-OD08CL ○ × × × 0 1

防水型ターミナル

形 DRT1-OD08CL-1 ○ × × × 0 1
B7AC インタフェースターミナル 形 DRT1-B7AC ○ ○ × × 4 0
C200H I/O リンクユニット 形 C200HW-DRT21 ○ ○ *1 × × 0～64 *2 0～64 *2
RS232C ユニット 形 DRT1-232C2 ○ ○ × × 2 0
*1　OUT サイズ 0byte で IN サイズ 8byte 以下のときのみ bit strobe 有効
*2　設定により可変
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スレーブのさらに詳しい DeviceNet仕様が必要な場合
スキャンリストの登録の際に、スレーブのさらに詳しい DeviceNet仕様が必要な場合
は、以下に示すデバイスプロファイルを参照してください。

■一般・耐環境スレーブのデバイスプロファイル
適合 DeviceNet 仕様 Volume Ⅰ-Release 1.3

Volume Ⅱ-Release 1.3　*1
ベンダ名 OMRON Corporation ベンダ ID=47
デバイスプロファイル名 スレーブ

：Generic
プロファイル No.=0

製品カタログ No. マニュアル番号（SBCD-305）

一般データ

製品レビジョン 1.0
ネットワーク消費電流 　*2
コネクタタイプ オープン・プラグ
物理層の絶縁の有無 あり
サポート LED Module

Network
MAC ID の設定 ディップスイッチまたはロータリスイッチ
デフォルト MAC ID 0
伝送ボーレートの設定 ディップスイッチ

フィジカル
コンフォーマンス
データ

サポート伝送ボーレート 125k ビット/s、250k ビット/s、500k ビット/s
プレデファインドマスタ/スレ
ーブコネクションセット

グループ 2オンリサーバ

ダイナミックコネクションの
サポート（UCMM）

なし

通信データ

エクシプリシットメッセージ
のフラグメンテーションサポ
ート

あり

*
1　アナログ入力ターミナル、アナログ出力ターミナル、温度入力ターミナルでは、Volume Ⅰが 1.2、Volume Ⅱが 1.1
です。

*
2　スレーブによって次のようになります。

形式 ネットワーク消費電流
形 DRT1-ID08（-1）
形 DRT1-ID16（-1）
形 DRT1-OD08（-1）
形 DRT1-OD16（-1）

DC24V　30mA 以下

形 DRT1-MD16 DC24V　25mA 以下
形 DRT1-ID16T（-1）
形 DRT1-OD16T（-1）
形 DRT1-MD16T（-1）

DC24V　30mA 以下

形 DRT1-ID16TA（-1）
形 DRT1-OD16TA（-1）
形 DRT1-MD16TA（-1）

DC24V　50mA 以下

形 DRT1-ID32ML（-1） DC24V　50mA 以下
形 DRT1-OD32ML（-1） DC24V　90mA 以下
形 DRT1-MD32ML（-1） DC24V　70mA 以下
形 DRT1-ID16X（-1）
形 DRT1-OD16X（-1）

DC24V　30mA 以下

形 DRT1-HD16S
形 DRT1-ND16S

DC24V　40mA 以下

形 DRT1-TS04T
形 DRT1-TS04P
形 DRT1-AD04
形 DRT1-AD04H
形 DRT1-DA02

DC24V　30mA 以下

形 CQM1-DRT21 DC24V　40mA 以下
形 DRT1-ID04CL（-1） DC24V　25mA 以下
形 DRT1-ID08CL（-1）
形 DRT1-ID08C
形 DRT1-HD16C（-1）

DC24V　30mA 以下

形 DRT1-OD04CL（-1） DC24V　35mA 以下
形 DRT1-OD08CL（-1） DC24V　40mA 以下
形 DRT1-OD08C
形 DRT1-WD16C（-1）
形 DRT1-MD16C（-1）

DC24V　30mA 以下

形 DRT1-B7AC DC24V　70mA 以下
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オブジェクトの実装
●Identityオブジェクト（0x01）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

オブジェクト アトリビュート ID 内容 Get Set 値

インスタンス 1 Vendor ○ × 47
2 Product type ○ × 0
3 Product code ○ × *2

4 Revision ○ × 1.3 *1

5 Status（bits supported） ○ × bit0 のみ
6 Serial number ○ × ユニットごと
7 Product name ○ × *2

8 State × ×

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

05 Reset 　なし
0E Get_Attribute_Single 　なし

＊
1 アナログ入力ターミナル、アナログ出力ターミナル、温度入力ターミナルでは、
1.2 です。

＊
2 スレーブによって次ページの表のようになります。
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形式 Product code Product name
形 DRT1-ID08 100 DRT1-ID08
形 DRT1-ID08-1 106 DRT1-ID08-1
形 DRT1-ID16 102 DRT1-ID16
形 DRT1-ID16-1 108 DRT1-ID16-1
形 DRT1-OD08 101 DRT1-OD08
形 DRT1-OD08-1 107 DRT1-OD08-1
形 DRT1-OD16 103 DRT1-OD16
形 DRT1-OD16-1 109 DRT1-OD16-1
形 DRT1-MD16 168 DRT1-MD16
形 DRT1-ID16T 122 DRT1-ID16T
形 DRT1-ID16T-1 125 DRT1-ID16T-1
形 DRT1-OD16T 124 DRT1-OD16T
形 DRT1-OD16T-1 127 DRT1-OD16T-1
形 DRT1-MD16T 123 DRT1-MD16T
形 DRT1-MD16T-1 126 DRT1-MD16T-1
形 DRT1-ID16TA 142 DRT1-ID16TA
形 DRT1-ID16TA-1 146 DRT1-ID16TA-1
形 DRT1-OD16TA 144 DRT1-OD16TA
形 DRT1-OD16TA-1 148 DRT1-OD16TA-1
形 DRT1-MD16TA 143 DRT1-MD16TA
形 DRT1-MD16TA-1 144 DRT1-MD16TA-1
形 DRT1-ID32ML 128 DRT1-ID32ML
形 DRT1-ID32ML-1 131 DRT1-ID32ML-1
形 DRT1-OD32ML 129 DRT1-OD32ML
形 DRT1-OD32ML-1 132 DRT1-OD32ML-1
形 DRT1-MD32ML 130 DRT1-MD32ML
形 DRT1-MD32ML-1 133 DRT1-MD32ML-1
形 DRT1-ID16X 104 DRT1-ID16X
形 DRT1-ID16X-1 110 DRT1-ID16X-1
形 DRT1-OD16X 105 DRT1-OD16X
形 DRT1-OD16X-1 111 DRT1-OD16X-1
形 DRT1-HD16S 2 DRT1-HD16S
形 DRT1-ND16S 9 DRT1-ND16S
形 DRT1-TS04T 302 DRT1-TS04T
形 DRT1-TS04P 303 DRT1-TS04P
形 DRT1-AD04 300 DRT1-AD04
形 DRT1-AD04H 304 DRT1-AD04H
形 DRT1-DA02 301 DRT1-DA02
形 CQM1-DRT21 50 CQM1-DRT21
形 DRT1-ID04CL 134 DRT1-ID04CL
形 DRT1-ID04CL-1 138 DRT1-ID04CL-1
形 DRT1-ID08CL 136 DRT1-ID08CL
形 DRT1-ID08CL-1 140 DRT1-ID08CL-1
形 DRT1-ID08C 112 DRT1-ID08C
形 DRT1-HD16C 120 DRT1-HD16C
形 DRT1-HD16C-1 115 DRT1-HD16C-1
形 DRT1-OD04CL 135 DRT1-OD04CL
形 DRT1-OD04CL-1 139 DRT1-OD04CL-1
形 DRT1-OD08CL 137 DRT1-OD08CL
形 DRT1-OD08CL-1 141 DRT1-OD08CL-1
形 DRT1-OD08C 113 DRT1-OD08C
形 DRT1-WD16C 121 DRT1-WD16C
形 DRT1-WD16C-1 116 DRT1-WD16C-1
形 DRT1-MD16C 114 DRT1-MD16C
形 DRT1-MD16C-1 117 DRT1-MD16C-1
形 DRT1-B7AC 430 DRT1-B7AC
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●メッセージルータオブジェクト（0x02）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

ベンダ固有仕様の追加 なし

●DeviceNetオブジェクト（0x03）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 MAC ID ○ ×
2 Baud rate ○ ×
3 BOI ○ × 00H
4 Bus-off counter × ×
5 Allocation information ○ ×
6 MAC ID switch changed × ×
7 Baud rate switch changed × ×
8 MAC ID switch value × ×
9 Baud rate switch value × ×

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

0E Get_Attribute_Single なし
4B Allocate Master/Slave_

Connection_Set
なし

4C Release_Master/Slave_
Connection_Set

なし

●Assemblyオブジェクト（0x04）

アトリビュート 未サポートオブジェクトクラス
サービス 未サポート

アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 Number of members in
list

× ×

2 Member list × ×
3 Data ○ ×

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

オブジェクトインスタンス 1
（ イ ン ス タ ン ス タ イ プ
StaticI/O）

0E Get_Attribute_Single なし
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●Connectionオブジェクト（0x05）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート
最大可能アクティブコネクション数 1

オブジェクト セクション 情報 最大インスタンス数

インスタンス 1 　インスタンスタイプ 　Explicit Message 　1
　プロダクショントリガ 　Cyclic
　トランスポートタイプ 　Server
　トランスポートクラス 　3

アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ×
2 Instance type ○ × 00H
3 Transport class trigger ○ × 83H
4 Produced connection ID ○ ×
5 Consumed connecion ID ○ ×
6 Initial comm.
characteristics

○ × 21H

7 Produced connection size ○ × 0D00H
8 Consumed connection size ○ × 0D00H
9 Expected packet rate ○ ○
12 Watchdog time-out action ○ ○ 1または 3
13 Produced connection path
length

○ × 00H

14 Produced connection path ○ ×
15 Consumed connection path
length

○ × 00H

16 Consumed connection path ○ ×
17 Production inhibit time ○ × 00H

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

05 Reset 　なし
0E Get_Attribute_Single 　なし
10 Set_Attribute_Single 　なし
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オブジェクト セクション 情報 最大インスタンス数
インスタンス 2 　インスタンスタイプ 　Polled I/O 　1

　プロダクショントリガ 　Cyclic
　トランスポートタイプ 　Server
　トランスポートクラス 　2
アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ×
2 Instance type ○ × 01H
3 Transport class trigger ○ × 82H
4 Produced connection ID ○ ×
5 Consumed connection ID ○ ×
6 Initial comm.
characteristics

○ × 01H

7 Produced connection size ○ × *1

8 Consumed connection size ○ × *1

9 Expected packet rate ○ ○
12 Watchdog time-out action ○ × 01H
13 Produced connection path
length

○ × *1

14 Produced connection path ○ × *1

15 Consumed connection path
length

○ × *1

16 Consumed connection path ○ × *1

17 Production inhibit time ○ × 00H
サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

05 Reset 　なし
0E Get_Attribute_Single 　なし
10 Set_Attribute_Single 　なし

＊
1　スレーブによって次ページの表のようになります。
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形式 Produced
connection
size

Consumed
connection
size

Produced
connection
path length

Produced
connection path

Consumed
connection
path length

Consumed
connection path

形 DRT1-ID08 01H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID08-1 01H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16 02H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16-1 02H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD08 00H 01H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD08-1 00H 01H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD16 00H 02H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD16-1 00H 02H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD16 01H 01H 6 20_04_24_01_30_03 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-ID16T 02H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16T-1 02H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD16T 00H 02H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD16T-1 00H 02H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD16T 01H 01H 6 20_04_24_01_30_03 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD16T-1 01H 01H 6 20_04_24_01_30_03 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-ID16TA 02H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16TA-1 02H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD16TA 00H 02H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD16TA-1 00H 02H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD16TA 01H 01H 6 20_04_24_01_30_03 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD16TA-1 01H 01H 6 20_04_24_01_30_03 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-ID32ML 04H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID32ML-1 04H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD32ML 00H 04H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD32ML-1 00H 04H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD32ML 02H 02H 6 20_04_24_01_30_03 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD32ML-1 02H 02H 6 20_04_24_01_30_03 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-ID16X 02H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16X-1 02H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD16X 00H 02H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD16X-1 00H 02H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-HD16S 02H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ND16S 01H 01H 6 20_04_24_01_30_03 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-TS04T 08H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-TS04P 08H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-AD04 04H または 08H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-AD04H 08H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-DA02 00H 04H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 CQM1-DRT21 02H 02H 6 20_04_24_01_30_03 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-ID04CL 01H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID04CL-1 01H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID08CL 01H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID08CL-1 01H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID08C 01H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-HD16C 02H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-HD16C-1 02H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD04CL 00H 01H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD04CL-1 00H 01H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD08CL 00H 01H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD08CL-1 00H 01H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD08C 00H 01H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-WD16C 00H 01H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-WD16C-1 00H 01H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD16C 01H 01H 6 20_04_24_01_30_03 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD16C-1 01H 01H 6 20_04_24_01_30_03 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-B7AC 04H 00H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
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オブジェクト セクション 情報 最大インスタンス数
インスタンス 3 　インスタンスタイプ 　Bit Strobed I/O 　1

　プロダクショントリガ 　Cyclic
　トランスポートタイプ 　Server
　トランスポートクラス 　2
アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ×
2 Instance type ○ × 01H
3 Transport class trigger ○ × 82H
4 Produced connection ID ○ ×
5 Consumed connection ID ○ ×
6 Initial comm.
characteristics

○ × 01H

7 Produced connection size ○ × *1

8 Consumed connection size ○ × 0800H
9 Expected packet rate ○ ○
12 Watchdog time-out action ○ × 00H
13 Produced connection path
length

○ × *1

14 Produced connection path ○ × *1

15 Consumed connection path
length

○ × *1

16 Consumed connection path ○ × *1

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
05 Reset 　なし
0E Get_Attribute_Single 　なし
10 Set_Attribute_Single 　なし

*
1　スレーブによって次ページの表のようになります。
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形式 Produced
connection size

Produced
connection path

length

Produced connection
path

Consumed
connection path

length

Consumed connection
path

形 DRT1-ID08 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID08-1 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16-1 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD08 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD08-1 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD16 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD16-1 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD16 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16T 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16T-1 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD16T 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD16T-1 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD16T 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-MD16T-1 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16TA 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16TA-1 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD16TA 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD16TA-1 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD16TA 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-MD16TA-1 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID32ML 04H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID32ML-1 04H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD32ML 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD32ML-1 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-MD32ML 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-MD32ML-1 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16X 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID16X-1 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD16X 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD16X-1 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-HD16S 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ND16S 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-TS04T 08H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-TS04P 08H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-AD04 04H または 08H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-AD04H 08H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-DA02 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 CQM1-DRT21 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID04CL 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID04CL-1 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID08CL 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID08CL-1 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-ID08C 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-HD16C 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-HD16C-1 02H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-OD04CL 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD04CL-1 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD08CL 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD08CL-1 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-OD08C 00H 0 － 6 20_04_24_01_30_03
形 DRT1-WD16C 00H 0 － 0 －
形 DRT1-WD16C-1 00H 0 － 0 －
形 DRT1-MD16C 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-MD16C-1 01H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
形 DRT1-B7AC 04H 6 20_04_24_01_30_03 0 －
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■C200H I/Oリンクユニットのデバイスプロファイル

一般データ 適合 DeviceNet 仕様 Volume Ⅰ-Release 1.3
Volume Ⅱ-Release 1.3

ベンダ名 OMRON Corporation ベンダ ID=47
デバイスプロファイル名 スレーブ

：Commnication Adapter
プロファイル No.=12

製品カタログ No. マニュアル番号（SBCD-305）
製品レビジョン 1.0

フィジカル ネットワーク消費電流 DC24V　45mA 以下
コンフォーマンス コネクタタイプ オープン・プラグ
データ 物理層の絶縁の有無 あり

サポート LED Module
Network

MAC ID の設定 ディップスイッチ
デフォルト MAC ID 0
伝送ボーレートの設定 ディップスイッチ
サポート伝送ボーレート 125k ビット/s、250k ビット/s、500k ビット/s

通信データ プレデファインドマスタ/スレ
ーブコネクションセット

グループ 2オンリサーバ

ダイナミックコネクションの
サポート（UCMM）

なし

エクシプリシットメッセージ
のフラグメンテーションサポ
ート

あり

オブジェクトの実装

●Identityオブジェクト（0x01）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

オブジェクト アトリビュート ID 内容 Get Set 値

インスタンス 1 Vendor ○ × 47
2 Product type ○ × 12
3 Product code ○ × 51
4 Revision ○ × 1.3
5 Status（bits supported） ○ × bit0 のみ
6 Serial number ○ × ユニットごと
7 Product name ○ × C200HW-DRT21
8 State × ×

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

05 Reset 　なし
0E Get_Attribute_Single 　なし

●メッセージルータオブジェクト（0x02）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

ベンダ固有仕様の追加 なし



付-16

付
録

●DeviceNetオブジェクト（0x03）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス アトリビュート ID 内容 Get Set 値
1 MAC ID ○ ×
2 Baud rate ○ ×
3 BOI ○ × 00H
4 Bus-off counter ○ ×
5 Allocation information ○ ×
6 MAC ID switch changed × ×
7 Baud rate switch changed × ×
8 MAC ID switch value × ×
9 Baud rate switch value × ×

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
0E Get_Attribute_Single なし
4B Allocate Master/Slave_

Connection_Set
なし

4C Release_Master/Slave_
Connection_Set

なし

●Connectionオブジェクト（0x05）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート
最大可能アクティブコネクション数 1

オブジェクト セクション 情報 最大インスタンス数
インスタンス 1 　インスタンスタイプ 　Explicit Message 　1

　プロダクショントリガ 　Cyclic
　トランスポートタイプ 　Server
　トランスポートクラス 　3
アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ×
2 Instance type ○ × 0000H
3 Transport class trigger ○ × 83H
4 Produced connection ID ○ ×
5 Consumed connecion ID ○ ×
6 Initial comm.
characteristics

○ × 21H

7 Produced connection size ○ × FE00H
8 Consumed connection size ○ × FE00H
9 Expected packet rate ○ ○
12 Watchdog time-out action ○ × 0100H
13 Produced connection path
length

○ × 0000H

14 Produced connection path ○ ×
15 Consumed connection path
length

○ × 0000H

16 Consumed connection path ○ ×
17 Production inhibit time ○ × 0000H

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
05 Reset 　なし
0E Get_Attribute_Single 　なし
10 Set_Attribute_Single 　なし
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オブジェクト セクション 情報 最大インスタンス数
インスタンス 2 　インスタンスタイプ 　Polled I/O 　1

　プロダクショントリガ 　Cyclic
　トランスポートタイプ 　Server
　トランスポートクラス 　2
アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ×
2 Instance type ○ × 0100H
3 Transport class trigger ○ × 82H
4 Produced connection ID ○ ×
5 Consumed connection ID ○ ×
6 Initial comm.
characteristics

○ × 01H

7 Produced connection size ○ × *1

8 Consumed connection size ○ × *1

9 Expected packet rate ○ ○
12 Watchdog time-out action ○ × 0000H
13 Produced connection path
length

○ × 0000H

14 Produced connection path ○ × なし
15 Consumed connection path
length

○ × 0000H

16 Consumed connection path ○ × なし
17 Production inhibit time ○ × 0000H

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
05 Reset 　なし
0E Get_Attribute_Single 　なし
10 Set_Attribute_Single 　なし

＊
1　設定されている Read エリア（IN エリア）と Write エリア（OUT エリア）のバイト
数と、次のように対応します。
　　Produced connection size ：Read エリアバイト数（デフォルト 0200H）
　　Consumed connection size ：Write エリアバイト数（デフォルト 0200H）

オブジェクト セクション 情報 最大インスタンス数
インスタンス 3 　インスタンスタイプ 　Bit Strobed I/O 　1

　プロダクショントリガ 　Cyclic
　トランスポートタイプ 　Server
　トランスポートクラス 　2
アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ×
2 Instance type ○ × 0100H
3 Transport class trigger ○ × 82H
4 Produced connection ID ○ ×
5 Consumed connection ID ○ ×
6 Initial comm.
characteristics

○ × 01H

7 Produced connection size ○ × *1

8 Consumed connection size ○ × 0800H
9 Expected packet rate ○ ○
12 Watchdog time-out action ○ × 0000H
13 Produced connection path
length

○ × 0000H

14 Produced connection path ○ × なし
15 Consumed connection path
length

○ × 0000H

16 Consumed connection path ○ × なし
17 Production inhibit time ○ × 0000H

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
05 Reset 　なし
0E Get_Attribute_Single 　なし
10 Set_Attribute_Single 　なし

＊
1　設定されている Read エリア（IN エリア）のバイト数と、次のように対応します。
　　Produced connection size ：Read エリアバイト数（デフォルト 0200H）
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●PLCオブジェクト（0x2F）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

DeviceNet サービス パラメータオプション
オブジェクト サービス 1C Block String Read Logical Area Address Length
インスタンス 1 1D Block StringN Read Logical Area Address Length
（CIO1 エリア：0～235CH）*1 1E Block String Write Logical Area Address

1F Block StringN Write Logical Area Address
オブジェクト サービス 1C Block String Read Logical Area Address Length
インスタンス 2 1D Block StringN Read Logical Area Address Length
（CIO2 エリア：300～511CH）*1 1E Block String Write Logical Area Address

1F Block StringN Write Logical Area Address
オブジェクト サービス 1C Block String Read Logical Area Address Length
インスタンス 3 1D Block StringN Read Logical Area Address Length
（DM エリア：0～6143CH）*1 1E Block String Write Logical Area Address

1F Block StringN Write Logical Area Address
オブジェクト サービス 1C Block String Read Logical Area Address Length
インスタンス 4 1D Block StringN Read Logical Area Address Length
（LR エリア：0～63CH）*1 1E Block String Write Logical Area Address

1F Block StringN Write Logical Area Address
オブジェクト サービス 1C Block String Read Logical Area Address Length
インスタンス 5 1D Block StringN Read Logical Area Address Length
（HR エリア：0～99CH）*1 1E Block String Write Logical Area Address

1F Block StringN Write Logical Area Address
オブジェクト サービス 1C Block String Read Logical Area Address Length
インスタンス 6 1D Block StringN Read Logical Area Address Length
（AR エリア：0～27CH）*1 1E Block String Write Logical Area Address

1F Block StringN Write Logical Area Address
オブジェクト サービス 1C Block String Read Logical Area Address Length
インスタンス 7 1D Block StringN Read Logical Area Address Length
（TIM/CNT エリア：0～511CH）*1 1E Block String Write Logical Area Address

1F Block StringN Write Logical Area Address
オブジェクト サービス 1C Block String Read Logical Area Address Length
インスタンス 8 1D Block StringN Read Logical Area Address Length
（EM エリア：機種による）*1 1E Block String Write Logical Area Address

1F Block StringN Write Logical Area Address
*1　表のエリアは、C200HX/HG/HE（-Z）の場合です。
CS1H/G の場合は、下表のように対応します。

C200HX/HG/HE（-Z） CS1H/G

CIO1 エリア 0～235CH CIO1 エリア 0～235CH
CIO2 エリア 300～511CH CIO2 エリア 300～511CH
DM エリア 0～6143CH D エリア 0～6143CH
LR エリア 0～63CH （対応エリアなし）
HR エリア 0～99CH H エリア 0～99CH
AR エリア 0～27CH H エリア 100～127CH（101CH は不可）
TIM/CNT エリア0～511CH TIM 現在値エリア 0～511CH
EM エリア（機種による） Eエリア（機種による）
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●リフレッシュ設定オブジェクト（0x92）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

オブジェクト アトリビュート ID 内容 Get Set 値
インスタンス 1 64 OUT リフレッシュバイト数 ○ ×
（現在値） 65 OUT リフレッシュエリア種別 ○ ×

66 OUT リフレッシュアドレス ○ ×
67 IN リフレッシュバイト数 ○ ×
68 IN リフレッシュエリア種別 ○ ×
69 IN リフレッシュアドレス ○ ×

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
0E Get_Attribute_Single 　なし
01 Get_Attribute_All 　なし

オブジェクト アトリビュート ID 内容 Get Set 値
インスタンス 2 64 OUT リフレッシュバイト数 ○ ○
（設定値） 65 OUT リフレッシュエリア種別 ○ ○

66 OUT リフレッシュアドレス ○ ○
67 IN リフレッシュバイト数 ○ ○
68 IN リフレッシュエリア種別 ○ ○
69 IN リフレッシュアドレス ○ ○

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
0E Get_Attribute_Single 　なし
10 Set_Attribute_Single 　なし
01 Get_Attribute_All 　なし
02 Set_Attribute_All 　なし

※　リフレッシュエリア種別

No. C200HX/HG/HE（-Z） CS1H/G

1 CIO エリア 1 0～235CH CIO エリア 1 0～235CH
2 CIO エリア 2 300～511CH CIO エリア 2 300～511CH
3 DM エリア 0～6143CH D エリア 0～6143CH
4 LR エリア 0～63CH （該当エリアなし）
5 HR エリア 0～99CH H エリア 0～99CH
6 AR エリア 0～27CH H エリア 100～127CH（101CH は不可）
7 TIM/CNT エリア 0～511CH TIM 現在値エリア 0～511CH
8 EM、E エリア 拡張データメモリ実装の PLC 機種のみで、バンク 0のみ
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■RS232Cユニットのデバイスプロファイル

一般データ 適合 DeviceNet 仕様 Volume Ⅰ-Release 2.0
Volume Ⅱ-Release 2.0

ベンダ名 OMRON Corporation ベンダ ID=47
デバイスプロファイル名 スレーブ

：Generic
プロファイル No.=0

製品カタログ No. マニュアル番号（SBCD-305）
製品レビジョン 2.1

フィジカル ネットワーク消費電流 DC24V　50mA 以下
コンフォーマンス コネクタタイプ オープン・プラグ
データ 物理層の絶縁の有無 あり

サポート LED Module
Network

MAC ID の設定 ディップスイッチ
デフォルト MAC ID 0
伝送ボーレートの設定 ディップスイッチ
サポート伝送ボーレート 125k ビット/s、250k ビット/s、500k ビット/s

通信データ プレデファインドマスタ/スレ
ーブコネクションセット

グループ 2オンリサーバ

ダイナミックコネクションの
サポート（UCMM）

なし

エクシプリシットメッセージ
のフラグメンテーションサポ
ート

あり

オブジェクトの実装

●Identityオブジェクト（0x01）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

オブジェクト アトリビュート ID 内容 Get Set 値

インスタンス 1 Vendor ○ × 47
2 Product type ○ × 0
3 Product code ○ × 308
4 Revision ○ × 1.4
5 Status（bits supported） ○ ×
6 Serial number ○ × ユニットごと
7 Product name ○ × DRT1-232C2
8 State × ×

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション

05 Reset 　なし
0E Get_Attribute_Single 　なし

●メッセージルータオブジェクト（0x02）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

ベンダ固有仕様の追加 なし
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●DeviceNetオブジェクト（0x03）

オブジェクトクラス アトリビュート ID 内容 Get Set 値
1 Revision ○ × 02H

サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス アトリビュート ID 内容 Get Set 値
1 MAC ID ○ ×
2 Baud rate ○ ×
3 BOI ○ × 00H
4 Bus-off counter ○ ×
5 Allocation information ○ ×
6 MAC ID switch changed × ×
7 Baud rate switch changed × ×
8 MAC ID switch value × ×
9 Baud rate switch value × ×

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
0E Get_Attribute_Single なし
4B Allocate Master/Slave_

Connection_Set
なし

4C Release_Master/Slave_
Connection_Set

なし

●Assemblyオブジェクト（0x04）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート

オブジェクトインスタンス アトリビュート ID 内容 Get Set 値
3 Data ○ ×

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
0E Get_Attribute_Single なし
10 Set_Attribute_Single なし
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●Connectionオブジェクト（0x05）

オブジェクトクラス アトリビュート 未サポート
サービス 未サポート
最大可能アクティブコネクション数 1

オブジェクト セクション 情報 最大インスタンス数
インスタンス 1 　インスタンスタイプ 　Explicit Message 　1

　プロダクショントリガ 　Cyclic
　トランスポートタイプ 　Server
　トランスポートクラス 　3
アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ×
2 Instance type ○ × 0000H
3 Transport class trigger ○ × 83H
4 Produced connection ID ○ ×
5 Consumed connecion ID ○ ×
6 Initial comm.
characteristics

○ × 21H

7 Produced connection size ○ × FFFFH
8 Consumed connection size ○ × FFFFH
9 Expected packet rate ○ ○
12 Watchdog time-out action ○ ○ 01H
13 Produced connection path
length

○ × 00H

14 Produced connection path ○ × －
15 Consumed connection path
length

○ × 00H

16 Consumed connection path ○ × －
17 Production inhibit time ○ × 00H

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
0E Get_Attribute_Single 　なし
10 Set_Attribute_Single 　なし

オブジェクト セクション 情報 最大インスタンス数
インスタンス 2 　インスタンスタイプ 　Polled I/O 　1

　プロダクショントリガ 　Cyclic
　トランスポートタイプ 　Server
　トランスポートクラス 　2
アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ×
2 Instance type ○ × 01H
3 Transport class trigger ○ × 82H
4 Produced connection ID ○ ×
5 Consumed connection ID ○ ×
6 Initial comm.
characteristics

○ × 01H

7 Produced connection size ○ × 0200H
8 Consumed connection size ○ × 0000H
9 Expected packet rate ○ ○
12 Watchdog time-out action ○ × 00H
13 Produced connection path
length

○ × 02H

14 Produced connection path ○ ×
20_04_24_01_30_03

15 Consumed connection path
length

○ × 00H

16 Consumed connection path ○ × －
17 Production inhibit time ○ × 00H

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
0E Get_Attribute_Single 　なし
10 Set_Attribute_Single 　なし
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オブジェクト セクション 情報 最大インスタンス数
インスタンス 3 　インスタンスタイプ 　Bit Strobed I/O 　1

　プロダクショントリガ 　Cyclic
　トランスポートタイプ 　Server
　トランスポートクラス 　2
アトリビュート ID 内容 Get Set 値

1 State ○ ×
2 Instance type ○ × 01H
3 Transport class trigger ○ × 82H
4 Produced connection ID ○ ×
5 Consumed connection ID ○ ×
6 Initial comm.
characteristics

○ × 02H

7 Produced connection size ○ × 0200H
8 Consumed connection size ○ × 0800H
9 Expected packet rate ○ ○
12 Watchdog time-out action ○ × 00H
13 Produced connection path
length

○ × 06H

14 Produced connection path ○ ×
20_04_24_01_30_03

15 Consumed connection path
length

○ × 00H

16 Consumed connection path ○ × －
17 Production inhibit time ○ × 00H

サービス DeviceNet サービス パラメータオプション
0E Get_Attribute_Single 　なし
10 Set_Attribute_Single 　なし
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付-3　接続関連機器形式一覧

■スレーブユニット

一般スレーブ
形式 仕様 メーカ名

形 DRT1-ID08 リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 8点（NPN 対応） オムロン製
形 DRT1-ID08-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 8点（PNP 対応） オムロン製
形 DRT1-ID16 リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 16 点（NPN 対応） オムロン製
形 DRT1-ID16-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 16 点（PNP 対応） オムロン製
形 DRT1-OD08 リモート I/O ターミナル　トランジスタ出力 8点（NPN 対応） オムロン製
形 DRT1-OD08-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ出力 8点（PNP 対応） オムロン製
形 DRT1-OD16 リモート I/O ターミナル　トランジスタ出力 16 点（NPN 対応） オムロン製
形 DRT1-OD16-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ出力 16 点（PNP 対応） オムロン製
形 DRT1-MD16 リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 8点／出力 8点（NPN 対応） オムロン製
形 DRT1-ID16T リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 16 点（NPN 対応）　3段端子台タイプ オムロン製
形 DRT1-ID16T-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 16 点（PNP 対応）　3段端子台タイプ オムロン製
形 DRT1-OD16T リモート I/O ターミナル　トランジスタ出力 16 点（NPN 対応）　3段端子台タイプ オムロン製
形 DRT1-OD16T-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ出力 16 点（PNP 対応）　3段端子台タイプ オムロン製
形 DRT1-MD16T リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 8点／出力 8点（NPN 対応）

3段端子台タイプ
オムロン製

形 DRT1-MD16T-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 8点／出力 8点（PNP 対応）
3段端子台タイプ

オムロン製

形 DRT1-ID16TA リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 16 点（NPN 対応）
3段端子台タイプ（内部電源不要）

オムロン製

形 DRT1-ID16TA-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 16 点（PNP 対応）
3段端子台タイプ（内部電源不要）

オムロン製

形 DRT1-OD16TA リモート I/O ターミナル　トランジスタ出力 16 点（NPN 対応）
3段端子台タイプ（内部電源不要）

オムロン製

形 DRT1-OD16TA-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ出力 16 点（PNP 対応）
3段端子台タイプ（内部電源不要）

オムロン製

形 DRT1-MD16TA リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 8点／出力 8点（NPN 対応）
3段端子台タイプ（内部電源不要）

オムロン製

形 DRT1-MD16TA-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 8点／出力 8点（PNP 対応）
3段端子台タイプ（内部電源不要）

オムロン製

形 DRT1-ID32ML リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 32 点（NPN 対応）　コネクタタイプ オムロン製
形 DRT1-ID32ML-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 32 点（PNP 対応）　コネクタタイプ オムロン製
形 DRT1-OD32ML リモート I/O ターミナル　トランジスタ出力 32 点（NPN 対応）　コネクタタイプ オムロン製
形 DRT1-OD32ML-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ出力 32 点（PNP 対応）　コネクタタイプ オムロン製
形 DRT1-MD32ML リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 16 点／出力 16 点（NPN 対応）

コネクタタイプ
オムロン製

形 DRT1-MD32ML-1 リモート I/O ターミナル　トランジスタ入力 16 点／出力 16 点（PNP 対応）
コネクタタイプ

オムロン製

形 DRT1-ID16X リモートアダプタ　トランジスタ入力 16 点（NPN 対応） オムロン製
形 DRT1-ID16X-1 リモートアダプタ　トランジスタ入力 16 点（PNP 対応） オムロン製
形 DRT1-OD16X リモートアダプタ　トランジスタ出力 16 点（NPN 対応） オムロン製
形 DRT1-OD16X-1 リモートアダプタ　トランジスタ出力 16 点（PNP 対応） オムロン製
形 DRT1-HD16S センサターミナル　センサ入力 8個（NPN 対応）

1センサ当たり：入力 2点
オムロン製

形 DRT1-ND16S センサターミナル　センサ入出力 8個（NPN 対応）
1センサ当たり：入力 1点＋出力 1点

オムロン製

形 DRT1-TS04T 温度入力ターミナル　熱電対入力　温度データ入力 4点（4CH 占有） オムロン製
形 DRT1-TS04P 温度入力ターミナル　測温抵抗体入力　温度データ入力 4点（4CH 占有） オムロン製
形 DRT1-AD04 アナログ入力ターミナル

アナログデータ入力 4点（4CH 占有）または入力 2点（2CH 占有）（SW による切替）
オムロン製

形 DRT1-AD04H アナログ入力ターミナル　アナログデータ入力 4点（4CH 占有） オムロン製
形 DRT1-DA02 アナログ出力ターミナル　アナログデータ出力 2点（2CH 占有） オムロン製
形 CQM1-DRT21 CQM1 シリーズ PC 対応 I/O リンクユニット　入力 16 点／出力 16 点 オムロン製
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耐環境スレーブ

形式 仕様 メーカ名

形 DRT1-ID08C 耐環境ターミナル　トランジスタ入力 8点（NPN 対応）　保護構造：IEC　IP66 オムロン製
形 DRT1-HD16C 耐環境ターミナル　トランジスタ入力 16 点（NPN 対応）　保護構造：IEC　IP66 オムロン製
形 DRT1-HD16C-1 耐環境ターミナル　トランジスタ入力 16 点（PNP 対応）　保護構造：IEC　IP66 オムロン製
形 DRT1-OD08C 耐環境ターミナル　トランジスタ出力 8点（NPN 対応）　保護構造：IEC　IP66 オムロン製
形 DRT1-WD16C 耐環境ターミナル　トランジスタ出力 16 点（NPN 対応）　保護構造：IEC　IP66 オムロン製
形 DRT1-WD16C-1 耐環境ターミナル　トランジスタ出力 16 点（PNP 対応）　保護構造：IEC　IP66 オムロン製
形 DRT1-MD16C 耐環境ターミナル　トランジスタ入力 8点／出力 8点（NPN 対応）　保護構造：IEC　IP66 オムロン製
形 DRT1-MD16C-1 耐環境ターミナル　トランジスタ入力 8点／出力 8点（PNP 対応）　保護構造：IEC　IP66 オムロン製
形 DRT1-ID04CL 防水型ターミナル　トランジスタ入力 4点（NPN 対応）　保護構造：IEC　IP67 オムロン製
形 DRT1-ID04CL-1 防水型ターミナル　トランジスタ入力 4点（PNP 対応）　保護構造：IEC　IP67 オムロン製
形 DRT1-ID08CL 防水型ターミナル　トランジスタ入力 8点（NPN 対応）　保護構造：IEC　IP67 オムロン製
形 DRT1-ID08CL-1 防水型ターミナル　トランジスタ入力 8点（PNP 対応）　保護構造：IEC　IP67 オムロン製
形 DRT1-OD04CL 防水型ターミナル　トランジスタ出力 4点（NPN 対応）　保護構造：IEC　IP67 オムロン製
形 DRT1-OD04CL-1 防水型ターミナル　トランジスタ出力 4点（PNP 対応）　保護構造：IEC　IP67 オムロン製
形 DRT1-OD08CL 防水型ターミナル　トランジスタ出力 8点（NPN 対応）　保護構造：IEC　IP67 オムロン製
形 DRT1-OD08CL-1 防水型ターミナル　トランジスタ出力 8点（PNP 対応）　保護構造：IEC　IP67 オムロン製
形 DRT1-B7AC B7AC インタフェースターミナル　入力 10 点×3　保護構造：IEC　IP66 オムロン製

高機能スレーブ

形式 仕様 メーカ名

形 C200HW-DRT21 SYSMAC αシリーズ PC 対応 I/O リンクユニット（任意のエリアに割り付け可能）
入力最大 512 点／出力最大 512 点
Explicit メッセージにより任意のエリアの読み書き可能

オムロン製

形 DRT1-232C2 RS-232C ポート 2ポート装備
入力 16 点（通信ステータス）
Explicit メッセージにより、RS-232C ポートの設定・外部機器とのデータ送受信が可
能

オムロン製
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■通信ケーブル
形式 仕様 メーカ名

形 DCA2-5C10 太いケーブル（THICK ケーブル）、５線、100m オムロン製
形 DCA1-5C10 細いケーブル（THIN ケーブル）、５線、100m オムロン製
DVN18-10G 太いケーブル（THICK ケーブル）、５線、10m 日本電線工業製　*1

DVN18-30G 太いケーブル（THICK ケーブル）、５線、30m 日本電線工業製　*1

DVN18-50G 太いケーブル（THICK ケーブル）、５線、50m 日本電線工業製　*1

DVN18-100G 太いケーブル（THICK ケーブル）、５線、100m 日本電線工業製　*1

DVN18-300G 太いケーブル（THICK ケーブル）、５線、300m 日本電線工業製　*1

DVN18-500G 太いケーブル（THICK ケーブル）、５線、500m 日本電線工業製　*1

DVN24-10G 細いケーブル（THIN ケーブル）、５線、10m 日本電線工業製　*1

DVN24-30G 細いケーブル（THIN ケーブル）、５線、30m 日本電線工業製　*1

DVN24-50G 細いケーブル（THIN ケーブル）、５線、50m 日本電線工業製　*1

DVN24-100G 細いケーブル（THIN ケーブル）、５線、100m 日本電線工業製　*1

DVN24-300G 細いケーブル（THIN ケーブル）、５線、300m 日本電線工業製　*1

DVN24-500G 細いケーブル（THIN ケーブル）、５線、500m 日本電線工業製　*1

1485C-P1-A50 太いケーブル（THICK ケーブル）、５線、50m Allen-Bradley 製　*2

1485C-P1-C150 細いケーブル（THIN ケーブル）、５線、150m Allen-Bradley 製　*2

形 DCA1-5CN□W1 シールド型両端コネクタ付きケーブル
（ソケット：メス、プラグ：オス）

オムロン製

形 DCA1-5CN□F1 シールド型片側コネクタ付きケーブル
（ソケット：メス）

オムロン製

形 DCA1-5CN□H1 シールド型片側コネクタ付きケーブル
（プラグ：オス）

オムロン製

*1 日本電線工業製ケーブルはオムロンエフエーストア（株）にて販売しております。
製品仕様はオムロン製ケーブルと同一です。

*2 Allen-Bradley 製ケーブルはオムロン製、日本電線工業製と比べてケーブルが固い
ため、配線にご注意ください。

その他以下のメーカで DeviceNet通信ケーブルを取り扱っています。
詳細は ODVA ホームページ（http://www.odva.org/）の製品カタログを参照するか、
下記メーカまでお問い合わせください。

日本電線工業株式会社

倉茂電工株式会社

昭和電線デバイステクノロジー株式会社

大電株式会社
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■コネクタ
形式 仕様 メーカ名

MSTB2.5/5-ST-5.08AU ノード接続用
コネクタ固定用ネジ無し
（DRT1-□D08（-1）、DRT1-□D16（-1）、
DRT1-□D16X（-1）、DRT1-□D16S、
DRT1-AD04（H）、DRT1-DA02、
DRT1-TS04□付属）

フエニックス・コンタクト製
製品番号：1752399 *1*1

形 XW4B-05C1-H1-D ノード接続用、T分岐タップ接続用
コネクタ固定用ネジ付き
（DRT1-□D16T（-1）、DRT1-□D32ML（-1）、
CVM1-DRM21-V1、C200HW-DRM21-V1、
C200HW-DRT21、CQM1-DRT21、DCN1 付属）

オムロン製

形 XW4B-05C4-T-D ノード接続用（マルチドロップ配線用）
コネクタ固定用ネジ無し

オムロン製

形 XW4B-05C4-TF-D ノード接続用（マルチドロップ配線用）
コネクタ固定用ネジ付き

オムロン製

*1 フエニックス・コンタクト製コネクタはオムロンエフエーストア（株）にて販売
しております。

■通信ケーブル用圧着端子
形式 専用圧着工具 仕様 備考

AI シリーズ
　AI 0.5-6WH ：細いケーブル用（電源線）
　AI 0.25-6BU ：細いケーブル用（信号線）
　AI 0.5-10WH ：細いケーブル用（電源線）
　AI 0.25-8YE ：細いケーブル用（信号線）
　A1-6 ：太いケーブル用（信号線）
　A1-10 ：太いケーブル用（信号線）
　AI 2.5-8BU ：太いケーブル用（電源線）
　AI 2.5-12BU ：太いケーブル用（電源線）

CRIMPFOX ZA3 1 線差し込み用

AI シリーズ
　AI-TWIN2×0.5-8WH：細いケーブル用

2線差し込み用
（マルチドロップ用）

フエニックス・
コンタクト製

H0.5/16.5 ZH

CRIMPFOX UD6
または
CRIMPFOX ZA3 2 線差し込み用

（マルチドロップ用）
ワイドミュラー
製

詳細につきましては各メーカへお問い合わせください。

■コネクタ専用ドライバ
形式 仕様 メーカ名（購入先）

形 XW4Z-00C DeviceNet コネクタ専用工具 オムロン製
SZF-1 DeviceNet コネクタ専用工具 オムロンエフエーストア（株）

■終端抵抗
形式 仕様 メーカ名

形 DRS1-T 端子台型終端抵抗、121 Ω
形 DRS2-1 シールド型終端抵抗（プラグ：オス）
形 DRS2-2 シールド型終端抵抗（ソケット：メス）

オムロン製

上記の他に、Ｔ分岐タップを使って終端抵抗を接続することもできます。
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■T分岐タップ

形式 仕様 メーカ名
形 DCN1-1C コネクタ３個付属（幹線に使用時、支線１本分岐可能）、

終端抵抗装着可能
オムロン製

形 DCN1-3C コネクタ５個付属（幹線に使用時、支線３本分岐可能）、
終端抵抗装着可能

オムロン製

■T分岐コネクタ

形式 仕様 メーカ名
形 DCN2-1 シールド型 T分岐コネクタ（1分岐） オムロン製

■電源供給用タップ

形式 仕様 メーカ名
1485T-P2T5-T5 通信電源複数台接続時に必要

電源逆流防止機能、接地端子付き
Allen-Bradley 製

形 DCN1-1P 電源専用 1分岐タップ
通信電源、接続時に使用
接続用コネクタ 2個、ヒューズ 2個が標準装備

オムロン製

電源供給用タップはオムロンエフエーストア（株）にて販売しております。

■センサターミナル用 I/Oケーブル接続用コネクタ

形式 仕様 メーカ名
形 XS8A-0441 マーキング　XS8-1

適合ケーブル芯線サイズ：0.3～0.5mm2
オムロン製

形 XS8A-0442 マーキング　XS8-2
適合ケーブル芯線サイズ：0.14～0.2mm2

オムロン製
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■耐環境スレーブ用コネクタ

形 DRT1-□D□□C（-1）用
種別 形式 仕様 メーカ名

形 XS2G-D4□□ 組み立て式オスコネクタプラグ
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2H-D421-□□□ コネクタ（片側）付きケーブル
（オスプラグ － ケーブル芯線）

I/O 用
コネクタ

形 XS2W-D42□-□□□ コネクタ（両側）付きケーブル
（オスプラグ － メスソケット）

オムロン製

形 XS2C-D4□□ 組み立て式メスコネクタソケット
（圧着タイプ/はんだタイプ）

外部供給電源用
コネクタ

形 XS2F-D42□-□80-A コネクタ（片側）付きケーブル
（メスソケット － ケーブル芯線）

オムロン製

形 DRT1-□D□□CL（-1）用
種別 形式 仕様 メーカ名

形 XS2G-D4□□ 組み立て式オスコネクタプラグ
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2H-D421-□□□-□ コネクタ（片側）付きケーブル
（オスプラグ － ケーブル芯線）

I/O 用
コネクタ

形 XS2W-D42□-□□□-□ コネクタ（両側）付きケーブル
（オスプラグ － メスソケット）

オムロン製

形 XS2C-D4□□ 組み立て式メスコネクタソケット
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2F-D42□-□80-□ コネクタ（片側）付きケーブル
（メスソケット － ケーブル芯線）

外部供給電源用
コネクタ

形 XS2W-D42□-□□□-□ コネクタ（両側）付きケーブル
（メスソケット － オスプラグ）

オムロン製

形 DRT1-B7AC用
種別 形式 仕様 メーカ名

形 XS2G-D4□□ 組み立て式オスコネクタプラグ
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2H-D42□-□□□-□ コネクタ（片側）付きケーブル
（オスプラグ － ケーブル芯線）

I/O 用
コネクタ

形 XS2W-D42□-□□□-□ コネクタ（両側）付きケーブル
（オスプラグ － メスソケット）

オムロン製

形 XS2C-D4□□ 組み立て式メスコネクタソケット
（圧着タイプ/はんだタイプ）

形 XS2F-D42□-□□□-□ コネクタ（片側）付きケーブル
（メスソケット － ケーブル芯線）

外部供給電源用
コネクタ

形 XS2W-D42□-□□□-□ コネクタ（両側）付きケーブル
（メスソケット － オスプラグ）

オムロン製

DeviceNet 通信用コネクタには、DeviceNet のマイクロコネクタ準拠品をご使用くだ

さい。詳しくは、株式会社アイテクエンジニアリングにお問い合わせください。
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■T字形ジョイント

形式 仕様 メーカ名
形 XS2R-D427-5 シールド型 T字形ジョイント

耐環境スレーブの内部電源用ケーブルの分岐に使用
オムロン製

■Y字形ジョイントプラグ/ソケット

形式 仕様 メーカ名
形 XS2R-D426-□11F ケーブル付き
形 XS2R-D426-1 ケーブルなし

16点入力または16点出力の耐環境
ターミナルで使用（1つのコネクタ
の信号を 2つのコネクタに分岐）

オムロン製

■耐環境スレーブ用コネクタカバー

形式 仕様 メーカ名
形 XS2Z-12 防水カバー（保護構造 IP67 に適合）
形 XS2Z-15 ダストカバー

オムロン製

■RS232Cユニット用 RS-232Cコネクタ

種別 形式 仕様 メーカ名
プラグ 形 XM2D-0901（または同等品） 9ピンタイプ、メス
フード 形 XM2S-0913（または同等品） 9ピンタイプ、インチピッチネジ

オムロン製

UL2464 AWG28×5P IFS-RVV-SB UL 品
AWG28×5P IFVV-SB 非 UL 品

藤倉電線製

UL2464-SB 5P×AWG28 UL 品

推奨ケーブル

CO-MA-VV-SB 5P×AWG28 非 UL 品
日立電線製

■リモート I/Oターミナル（コネクタタイプ）用固定金具

形式 仕様 メーカ名
形 SRT2-ATT02 取り付け金具 B オムロン製
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■リモート I/Oターミナル（コネクタタイプ）用MIL対応ケーブル

両端コネクタ付きケーブル（40ピン×1個 － 20ピン×2個）
形式 対応スレーブ 対応リレーターミナル メーカ名

形 DRT1-ID32ML 形 G7TC-ID16、形 G7TC-IA16形 G79-I50-25-D1（50cm）
形 G79-I75-50-D1（75cm） 形 DRT1-OD32ML-1 形 G7TC-OC16-4、形 M7F
形 G79-I50-25-D2（50cm）
形 G79-I75-50-D2（75cm）

形 DRT1-ID32ML-1 形 G70A-ZIM16-5

形 DRT1-OD32ML 形 G7TC-OC08/0C16、形 G70D-SOC16/VS0C16、
形 G70A-ZOC16-3

形 G79-O50-25-D1（50cm）
形 G79-O75-50-D1（75cm）

形 DRT1-OD32ML-1 形 G70A-ZOC16-4、形 G70D-SOC16-1
形 G79-M50-25-D1（50cm）
形 G79-M75-50-D1（75cm）

形 DRT1-MD32ML 入力側：形 G7TC-ID16/IA16
出力側：形 G7TC-OC08/0C16、形 G70D-SOC16

/VS0C16、形 G70A-ZOC16-3
形 G79-M50-25-D2（50cm）
形 G79-M75-50-D2（75cm）

形 DRT1-MD32ML-1 入力側：形 G70A-ZIM16-5
出力側：形 G70A-ZOC16-4、形 G70D-SOC16-1

オムロン製

片側コネクタ付きケーブル（40ピン×1個 － ケーブル芯線）
形式 仕様 メーカ名

形 G79-A200C-D1（2m）
形 G79-A500C-D1（5m）

バラ線径：AWG28
バラ線は切断状態

形 G79-Y100C-D1（1m）
形 G79-Y200C-D1（2m）
形 G79-Y500C-D1（5m）

各バラ線にフォーク端子装着済み
フォーク端子：161071-M2

オムロン製

フラットケーブル圧接コネクタ
形式 仕様 メーカ名

形 XG4M-4030-T 対応ケーブル線径 AWG28 オムロン製

バラ線圧接タイプコネクタ
部品 形式 仕様 メーカ名

形 XG5M-4032-N 対応ケーブル線径 AWG24ソケット
形 XG5M-4035-N 対応ケーブル線径 AWG28～26

セミカバー 形 XG5S-2001 コネクタ 1個につき、2個必要
フードカバー 形 XG5S-5022 マルチドロップ配線用DeviceNetコネクタとの併用は不可

オムロン製

■他社製品のお問い合わせ先について

他社製品の詳細につきましては各メーカへお問い合わせください。
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付-4　消費電流一覧

■一般スレーブ

形式 内部電源消費電流 通信電源消費電流

形 DRT1-ID08 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-ID08-1 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-ID16 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-ID16-1 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-OD08 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-OD08-1 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-OD16 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-OD16-1 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-MD16 50mA 以下 25mA 以下
形 DRT1-ID16T 90mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-ID16T-1 90mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-ID16TA （通信電源と共用） 50mA 以下
形 DRT1-ID16TA-1 （通信電源と共用） 50mA 以下
形 DRT1-OD16T 90mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-OD16T-1 90mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-OD16TA （通信電源と共用） 50mA 以下
形 DRT1-OD16TA-1 （通信電源と共用） 50mA 以下
形 DRT1-MD16T 90mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-MD16T-1 90mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-MD16TA （通信電源と共用） 50mA 以下
形 DRT1-MD16TA-1 （通信電源と共用） 50mA 以下
形 DRT1-ID32ML （通信電源と共用） 50mA 以下
形 DRT1-ID32ML-1 （通信電源と共用） 50mA 以下
形 DRT1-OD32ML （通信電源と共用） 90mA 以下
形 DRT1-OD32ML-1 （通信電源と共用） 90mA 以下
形 DRT1-MD32ML （通信電源と共用） 70mA 以下
形 DRT1-MD32ML-1 （通信電源と共用） 70mA 以下
形 DRT1-ID16X 70mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-ID16X-1 70mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-OD16X 70mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-OD16X-1 70mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-HD16S 60mA 以下 40mA 以下
形 DRT1-ND16S 60mA 以下 40mA 以下
形 DRT1-TS04T 130mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-TS04P 130mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-AD04 80mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-AD04H 130mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-DA02 140mA 以下 30mA 以下
形 CQM1-DRT21 80mA 以下（DC5V　PC 本体より供給） 40mA 以下
形 CPM1A-DRT21 * 50mA 以下（DC5V　PC 本体より供給） 30mA 以下

*： 形 CPM1A-DRT21 については、「CPM2A ユーザーズマニュアル」（SBCB-300□）を参
照してください。
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■耐環境スレーブ

形式 内部電源消費電流 通信電源消費電流

形 DRT1-ID04CL （通信電源と共用） 25mA 以下
形 DRT1-ID04CL-1 （通信電源と共用） 25mA 以下
形 DRT1-ID08CL （通信電源と共用） 30mA 以下
形 DRT1-ID08CL-1 （通信電源と共用） 30mA 以下
形 DRT1-ID08C 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-HD16C 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-HD16C-1 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-OD04CL （通信電源と共用） 35mA 以下
形 DRT1-OD04CL-1 （通信電源と共用） 35mA 以下
形 DRT1-OD08CL （通信電源と共用） 40mA 以下
形 DRT1-OD08CL-1 （通信電源と共用） 40mA 以下
形 DRT1-OD08C 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-WD16C 60mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-WD16C-1 60mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-MD16C 50mA 以下 30mA 以下
形 DRT1-MD16C-1 50mA 以下 50mA 以下
形 DRT1-B7AC 500mA 以下 70mA 以下

■高機能スレーブ

形式 内部電源消費電流 通信電源消費電流

形 C200HW-DRT21 250mA 以下（DC5V　ベースから供給） 45mA 以下
形 DRT1-232C2 100mA 以下 50mA 以下
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付-5　直流 2線式センサとの接続時の留意点

トランジスタ入力タイプのスレーブで、直流 2 線式センサを使用するときは、下記

の条件が満たされていることを確認してください。

条件が満たされていない場合は誤動作の原因となります。

●トランジスタ入力タイプのスレーブの ON電圧とセンサの残留電圧の関係

VON≦VCC－VR

VCC ： I/O電源電圧（電源電圧範囲は 20.4～26.4Vですが、最悪の条件を考えて 20.4V
で計算します）

VON ：トランジスタ入力タイプのスレーブの ON電圧
VR ：センサの出力残留電圧

I/O電源電圧（VCC）を 26.4Vに調整することで上式を満足できる場合があります。

●トランジスタ入力タイプのスレーブの ON電流とセンサの制御出力（負荷電流）
の関係

IOUT(min) ≦ ION ≦ IOUT(max)

IOUT ：センサの制御出力（負荷電流）
ION ：トランジスタ入力タイプのスレーブの ON電流

IONは、以下のように求めることができます。
　　ION＝（VCC－VR－VF）／RIN

VF ：トランジスタ入力タイプのスレーブの内部残留電圧
RIN：トランジスタ入力タイプのスレーブの入力インピーダンス

IONが IOUT(min)より小さくなるときは、ブリーダ抵抗 Rを接続してください。

ブリーダ抵抗の定数は下記の式により求めます。

R ≦（VCC－VR）／（IOUT(min)－ION）

電力W ≧（VCC－VR）2／R×4［余裕度］

2線式センサ� R
トランジスタ�
入力タイプの�
スレーブ�

VCC

VR RIN

●トランジスタ入力タイプのスレーブの OFF電流とセンサの漏れ電流の関係

IOFF ≧ Ileak

IOUT ：トランジスタ入力タイプのスレーブの OFF電流
Ileak ：センサの漏れ電流

センサの漏れ電流がトランジスタ入力タイプのスレーブの OFF電流より大きい場

合は、ブリーダ抵抗 Rを取り付けてください。

ブリーダ抵抗の定数は下記の式により求めます。

R ≦（IOFF×RIN＋VF）／（Ileak－IOFF）

電力W ≧（VCC－VR）2／R×4［余裕度］
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Busoff
通信ケーブル上でのエラー発生率が、非常に高い状態を表します。内部のエラーカ

ウンタが一定の閾値を超えたとき、異常を検知します（内部のエラーカウンタは、

マスタユニットの起動時・リスタート時にクリアされます）。

CAN
Contoroller Area Networkの略。自動車の車載用 LANとして開発された通信プロトコ

ルです。

デバイスネット（DeviceNet）は、CAN技術を採用しています。

Configurator（コンフィグレータ）

システム設定などを行う装置です。ID 情報の読み出しや、パラメータの読み出し/

書き込み、ネットワーク構成表示などの機能を持っています。

オムロン製マスタユニット用のコンフィグレータとして、「DeviceNetコンフィグレ

ータ」があります。

Consumed Connection Size
コネクションを通じて受信される、データサイズ（バイト長）を表します。

ODVA
Open DeviceNet Vendor Associationの略。デバイスネット（DeviceNet）の普及促進の

ために設立された、非営利のベンダアソシエーションです。

Produced Connection Size
コネクションを通じて送信される、データサイズ（バイト長）を表します。

コネクション

ノード間で通信を行うための、論理的な通信チャネルです。マスタとスレーブの間

でコネクションを維持、管理しています。

デバイスプロファイル

装置（デバイス）の構造と、振る舞い（そのデバイスがサポートしなければならな

い、最小のデータ構造や動作）を、そのデバイスで共通化し、モデル化したもので

す。「デバイスモデル」とも呼ばれます。現在プロファイル化が検討されているデ

バイスには、センサ、バルブ、表示器、エンコーダなどがあります。

マスタ/スレーブ

データの集配信を管理するノードを「マスタ」、マスタからの要求に基づいてデー

タを応答するノードを「スレーブ」といいます。オムロン製 DeviceNetでは、あらか

じめ Predefined Master / Slave Connection Setと言う形で、すべての製品がマスタまた

はスレーブ機能を提供しています。
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